
京都府遺跡調査報告書

第 17冊

近畿自動車道敦賀線関係遺跡（8次区間）

1 9 9 2 

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター



巻頭図版 1

興・観音寺遺跡遠景 (南西から)



巻頭図版 2

興遺跡調査地全景 (南西から)



巻頭図版 3

福垣北古墳群全景 (西から)

福垣北古墳群全景 (南から)



巻頭図版 4

(1)野崎古墳群全景 (南から)

(2)野崎 4号墳出土 家形埴輪

(3)野崎 3号墳出土 土製模造鏡



序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、昭和56年4月の設立以来、

京都府内の公共事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この報

告書に収められた各遺跡も、近畿自動車道敦賀線の建設に伴い発掘調査を行った

ものであります。福知山市から舞鶴市にいたる近畿自動車道の路線帯には、弥生

時代から古墳時代にかけての様々な遺構や多数の遺物が見つかりました。とりわ

け興遺跡や観音寺遺跡では弥生時代を中心とした遺物が数多く出土しており、 当

時の集落のあり方を考える上で貴重な資料となるものです。

これまで、当調査研究センターでは、 『京都府埋蔵文化財情報J－ 『京都府遺

跡調査概報』を通じて、この遺跡の調査成果を紹介してまいりました。 これらの

刊行物とあわせまして、本書を関係各位の参考に供され、地域の文化の発展に少

しでも寄与すれば幸いです。

これらの各遺跡の調査にあたりましては、発掘調査を依頼された日本道路公団

大阪建設局をはじめ、京都府教育委員会・綾部市教育委員会 ・福知山市教育委員

会などの関係諸機関の御協力を受けただけでなく 、極暑 ・極寒の中で多くの方々

が熱心に各作業に従事していただきました。ここに記し、感謝したいと存じます。

平成4年3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長 福山敏男
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例 百

1 本書は、京都府福知山市興に所在する輿遺跡、福知山市観音寺に所在する観音寺遺跡、

綾部市豊里町に所在する福垣北古墳群、綾部市高槻町に所在する野崎古墳群に関する発

掘調査報告書である。

2 各遺跡の調査は、近畿自動車道敦賀線関連遺跡として、日本道路公団大阪建設局の依

頼を受け、昭和61年度から平成元年度まで、財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センタ

ーが主体となって実施した。

3 発掘調査にあたっては、当調査研究センター調査課主任調査員長谷川達 ・小山雅人 ・

石井清司、調査第2課調査第2係長水谷毒克、同調査員田代 弘 ・岡崎研一 ・黒坪一樹

（いずれも当時）が担当して行った。

4 本書に掲載した写真は、遺構を主に小山雅人、田代 弘、岡崎研一、黒坪一樹、石井

清司が撮影し、遺物写真は高橋猪之介氏に委託したものと、田中 彰が撮影したものが

ある。また、航空写真及び一部図化作業は、朝日航洋株式会社に委託した。

5 本書の執筆は、水谷蕎克、田代 弘、黒坪一樹、石井清司、 小山雅人、が分担し、末

尾に明示した。編集は、後藤尚規 ・西村香代子の協力を得て、調査第l課資料係調査員

土橋 誠が行った。また、付載の脂肪酸分析は、 （株）ズコーシャ総合科学研究所へ、花

粉分析 ・植物珪酸体分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。
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第4節野崎古墳群

図版第51 野崎古墳群航空写真（上が北）

図版第52 (1）北地区全景航空写真（左が北）

(2）中央地区・南地区全景 航空写真（左が北）

図版第53 (1）野崎5号墳.6号墳 航空写真（左が北）

(2）野崎l～4号墳航空写真（左が北）

図版第54 (1）北地区から中央地区 ・南地区を望む

(2）中央地区トレンチ断面（南西から）

図版第55 (1）野崎l号墳周溝南部分（南東から） (2）向上（西から）

図版第56 (1) 4号埴輸出土状況 (2) 5号 .6号埴輪出土状況

図版第57 (1）野崎l号墳周溝北部分（西から） (2）向上、拡大（上が北）

図版第58 (1）野崎3号墳全景（北東から） (2）野崎4号墳と溝I（東から）

図版第59 (1）野崎5号墳全景（南東から） (2）野崎6号墳全景（南から）

図版第60 (1）野崎5号墳と左手後方に高槻茶臼山古墳（東から）

(2）現地説明会風景 ：野崎5号壊後円部（北から）

図版第61 野崎l号墳出土円筒埴輪

図版第62 野崎4号墳出土家形埴輪

図版第63 野崎4号墳出土家形埴輪（正面・側面 ・背面）

図版第64 土製模造品

図版第65 (1）須恵器 (2）鉄鍛
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近畿自動車道敦賀線（8次区間）関係遺跡
発掘調査報告書

はじめに

はじめに

近畿自動車道舞鶴線は、兵庫県美嚢郡吉川町から京都府舞鶴市に至る高速自動車道であ

る。この自動車道は、京都府北部の丹波・丹後の開発や経済の活性化、そして京阪神地域

への交流などを目的として計画された。昭和63年3月に中国自動車道吉川JCから福知山

I Cまでの区間（近舞線7次区間）について開通し、福知山から西舞鶴間（近舞線8次区間）

は、平成3年3月に開通している。また、昭和63年2月近舞線は福井県敦賀市まで区間延

長されることが決定し、近畿自動車道敦賀線（以下 『近敦線jと呼ぶ）に名称変更された。

近敦線建設にともなう埋蔵文化財調査（総称して 『近敦線関係遺跡Jと呼ぶ）は、昭和54

年度から京都府教育委員会が実施し、昭和56年度からは京都府教育委員会により設立され

た当調査研究センタ が引き継いで調査を実施している。近舞線7次区間の調査は、昭和

60年度にすべての現地調査を終了し、各年度に発掘調査概要報告書を刊行するとともにそ

の総括として発掘調査報告書（ 『京都府遺跡調査報告書j第10冊 1988）を刊行している。

近敦線8次区間の調査は、福知山市から西舞鶴までの延長約22.7km区間を昭和61年度か

ら実施した。この区間には、昭和58年度に実施した遺跡分布調査で17遺跡を確認し、その

後の調査で新たに6遺跡が路線内に含まれることが判明している。

現地調査は、昭和61年ll月から実施し平成2年3月にすべての調査を終了した。各年度

に調査した遺跡については、第l章第2節にその概要を報告しているが、綾部市を帯状に

横断したこの調査は、弥生時代から中世に至る各時期の貴重な資料を得て、この地域の歴

史を知るうえで多大な成果を得ている。しかし、現地調査を優先して実施したため、平山

城跡・平山東城跡・野崎古墳群・小西町田遺跡・ 三宅遺跡・福垣北古墳群・輿遺跡・観音

寺遺跡の8遺跡については、平成2年度以降整理報告作業を進め随時報告書を刊行する予

定である。

平成2年度には平山城跡・平山東城跡 （『京都府遺跡調査報告書J第14冊）について刊

行しているところであり、今回は、野崎古墳群・福垣北古墳群・興遺跡・観音寺遺跡の4

遺跡について報告するものである。

（水谷毒克）
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第 l章調査の組織と方法

第 1節 調査に至る経過

福知山市長田野から舞鶴市堀に至る延長22.7kmの近畿自動車道舞鶴線（8次区間）は、路

線決定に際し、福知山市 ・綾部市 ・舞鶴市の各教育委員会及び京都府文化財保護課との間

で再三にわたる協議が行われ、どうしても避けられない遺跡について事前に調査すること

となった。昭和58年4月、道路公団立ち会いのもと文化財保護課 ・センターにより道路予

定路線内に含まれる遺跡の詳細な分布調査を実施し、福知山市域に6遺跡、綾部市域にlI 

遺跡の計17遺跡を確認し昭和61年度から調査に入った。また、山間部で遺跡地と認められ

なかった地点で、用地買収終了後樹木の伐採が行われ、地形の隆起 ・遺物採集がより詳細

に行われる時点において、新たに6遺跡が路線内に含まれることが判明した。

調査は、日本道路公団の依頼により、文化財保護法第57条第2項の規定に基づき、各遺

跡の発掘調査届出書を文化庁長官あてに提出し、各教育委員会・近舞線対策委員会等関係

機関の協力をえて、地元自治会への説明及び作業員募集を行った上で現地調査に着手した。

今回報告する野崎古墳群 ・福垣北古墳群 ・輿遺跡 ・観音寺遺跡の調査に至る経緯及び現

地調査期間・調査面積等については、下記のとおりである。

野崎古墳群 所在地 綾部市高槻町野崎

調査期間 昭和61年ll月28日～昭和62年3月24日

調査面積 約2,400m2

調査担当 小山 雅人

遺跡分布調査では、現状水田 ・畑地の地表面に石器等が散布することから、縄文時代以

降の集落跡「野崎遺跡」として調査を開始した。しかし、 予想外にも古墳の墳丘が削平さ

れた古墳群（前方後円墳1基・円墳5基）であることが判明し、文化財保護課 ・綾部市教育

委員会と調整し、 「野崎古墳群」と命名して調査を実施した。

福垣北古墳群 所在地 綾部市豊里町福垣

調査期間 昭和62年ll月5日～昭和63年3月8日

昭和63年4月14日～昭和63年8月31日

調査面積 約2,500m2

調査担当 石井清司・田代 弘

ヲ
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調査の組織と方法

以久田野古墳群は、総数120基以上からなる 5世紀から 6世紀にかけての群集墳である。

調査地は、以久田野丘陵の西端に位置し、古墳状の隆起が2か所に認められることから、

「以久田野古墳状隆起」と仮称して試掘調査を開始した。その結果、6基の古墳を確認し、

また同一丘陵上に福垣北第l号墳が隣接することから、福垣北古墳群の支群として調査を

実施した。

興遺跡 所在地 福知山市輿

調査期間

調査面積

調査担当

昭和63年ll月24日～平成元年3月15日

平成元年4月20日～平成元年9月5日

約2,000m2(62年度）・約l,400m＇（元年度）

田代弘

由良川上流域の自然堤防上に位置する弥生時代の集落遺跡である。この遺跡は、弥生時

代中期の童形土器の発見による周知の遺跡であり、遺構 ・遺物の範囲を確認する目的で試

掘調査を行った。その結果、 JRを挟んで南側に中世を中心とする建物跡を、 北側に弥生

時代中期の溝や土抗を検出した。

観音寺遺跡 所在地 福知山市観音寺

調査期間 昭和63年ll月24日～平成元年3月15日

平成元年4月20日～平成元年9月5日

調査面積 約l,200m'(62年度）・約4,000m＇（元年度）

調査担当 岡崎研一 ・黒坪 一樹

輿遺跡同様、由良川自然堤防上に営まれた弥生時代から中世に至る集落遺跡である。こ

の遺跡は、昭和54年度に中丹広域農道の道路建設に先立ち、京都府教育委員会により調査

され遺物が多数出土している。

調査に際しては、日本道路公団大阪建設局福知山工事事務所・綾部市教育委員会 ・福知

山市教育委員会 ・綾部史談会 ・地元各自治会 ・京都府教育委員会 ・京都府中丹教育局 ・京

都府立丹後郷土資料館等関係諸機関諸氏より多大な協力を得、また現地作業や整理作業に

おいては、地元各自治会の有志の方々及び学生諸氏に参加願った。心より感謝したい。

調査組織 （近舞線8次区間）

調査主体者 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長福山敏男

調査責任者 荒木昭太郎（事務局長昭和61～平成元年度）
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松阪寛支（事務局長 平成2～3年度）

調査担当責任者 堤 圭三郎 （調査課長昭和61年4月～6月）

中谷雅治 （調査課長昭和61年6月～62年3月）

（次長昭和62～平成3年度）

杉原和雄 （調査課長 昭和62～平成元年度）

安藤信策 （調査課長 平成2～3年度）

事務局責任者 中西和之 （総務課長昭和61年度）

田中秀明 （総務課長昭和62・63年度）

山本 勇 （次長 平成元年度）

小林将夫 （次長 平成2～3年度）

調査担当者 長谷川達（主任調査員 昭和61年4月～6月）、小山雅人（主任調査員

昭和61年6月～62年3月）、水谷書克（調査第2係長 昭和62～平成元年度）、引原茂治

（主任調査員 昭和63・平成元年度）、藤原敏晃（調査員 昭和61年度）、細川康晴（調査員

昭和61年度）、鍋田勇（調査員 昭和61～平成元年度）、竹原一彦（調査員 昭和62～平成

元年度）、三好博喜（調査員 昭和62年度）、石井清司（調査員 昭和62年度）、黒坪一樹（調

査員 昭和62～平成元年度）、岡崎研一（調査員 昭和63年度）、田代弘（調査員 昭和

63・平成元年度）、小池寛（調査員平成元年度）

（水谷蕎克）

第2節 各年度の調査

昭和61年度から平成元年度まで調査した遺跡は、集落跡7か所 ・古墳9か所 ・古墓経塚

2か所・ 城館跡4か所である（付表1）。

ここでは主な遺跡について簡単に紹介する。

平山城跡・ 平山東城跡、は、高城城の支城で、15～16世紀に築かれた連郭式 ・単郭式の山

城である。郭内には、礎石建物跡 ・柵71］.土坑 ・石組状遺構等を検出し、特に平山城南東

の丘陵斜面に設けられた14条の畝状竪堀は、頂部の横堀とともに当時の防御施設の堅固さ

をうかがうことができ、中丹地域の中世山城を知る上で貴重な資料となった。

野崎古墳群は、平野部に築かれた5～6世紀の古墳群で、全長約27mの前方後円墳l

基 ・円墳5基からなる。 近辺には、 茶臼山古墳や上杉1号墳といった全長50m級の前方後

円墳が築かれており、 首長墓クラスの系譜がみられる。l号 ・5号墳の周溝には比較的遺

存状況の良好な埴輪が出土し、数少ない中丹地域の埴輪を知る上で貴重な資料となった。
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付表l 近敦8次区間調査地一覧表

番 遺跡名 所在地 調査 調査 資料

号 年度 面積m' 情報 概報

15 平山城館跡 綾部市七百石町 61 1,500 25 24 

62 2,300 

16 平山東城館跡 綾部市七百石町 61 1,000 23 24 

17 野崎古墳群 綾部市高槻町 61 6基 25 24 

14 鍛冶屋谷古墓 綾部市七百石町 61 40 31 

7 小西町田遺跡 綾部市小西町 62 5,000 27 31 

4 小貝遺跡 綾部市小員町 62 1,400 27 31 

IO 福垣城館跡 綾部市豊里町 62 500 31 

II 福垣北古墳群 綾部市豊里町 62 4基 28・ 31 

63 3基 30 36 

9 二宅遺跡 綾部市豊里町 62 5,500 31 31 

63 3,000 36 

8 二宅4号墳 綾部市豊里町 62 l基 31 

5 私市円山経塚 綾部市私市町 62 l基 30・31 31 

5 私市円山古墳 綾部市私市町 63 1 i基 32・33 36 

6 馬場池東方遺跡 綾部市私市町 63 1,200 32 36 

12 舘2号墳 綾部市舘町 63 I基 36 

13 赤田遺跡 綾部市位田町 63 1,500 29 36 

2 興遺跡 福知山市輿 63 2,000 32・ 36・

フE 1,200 33 37 

3 観音寺遺跡 福知山市観音寺 63 1,400 32 36・

フE 4,000 37 

21 火柴原古墳 福知山市石原 63 l基 36 

19 西山城館 福知山市観音寺 フじ 100 33 37 

20 古谷古墳 福知山市観音寺 フE I基

22 奥大石古墳群 綾部市上杉町 JG 3基 34 37 

23 ヌクモ古墳群 福知山市石原 JG 2基 33 37 

福垣北古墳群は、総数120基を数える以久田野古墳群に北接するll基からなる古墳群で、

方墳2基・円墳5基の調査を実施した。各古墳は、 E陵の自然地形を最大限利用して墳正

を築いており、主体部はいずれも木棺直葬で、出土遺物から 5世紀前半まで遡ることが判

明した。今回の調査により、これらの古墳群が以久田野古墳群のー支群と考えられ、以久

田野古墳群の範囲が若干北西に広がること、築造時期が5世紀前半から始まることなどが

明らかとなった。

小西町田遺跡は、弥生時代末期から古墳時代初頭 ・平安時代の集落跡である。特に9世

紀を中心とする平安時代の遺構では10数棟の掘立柱建物跡を検出し、 緑粕陶器片50点以

上・灰紬陶器・青磁 ・白磁 ・硯 ・墨書土器などが出土し、官街的施設の可能性が考えられ

る。犀川を挟んで対岸の小字「ミ ヤケJ地名との関係など興味深い。

三宅遺跡は、 犀川右岸の段丘上に立地する。弥生時代中期の方形周溝墓 ・古墳時代初頭

の土坑群 ・三宅古墳群の4基の周溝・中世の掘立柱建物跡等を検出した。特に土坑群は、

総数500以上を数え、大規模な墓墳群もしくは粘土採掘穴と考えられる。鋭意整理中であ
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るが、墓墳群とすれば中丹地域の一般集落の共同墓地を知る上で貴重な資料である。

私市円山古墳は、標高94mの丘陵上に立地し、福知山・綾部盆地を一望に見渡せる高所

に位置している。古墳は！Omの造り出しをもっ全長8lmの大円墳であることが判明した。

外表施設では、三段築成で人頭大の葺石が約145,000個、円筒埴輪や朝顔形埴輪が約1,500

個樹立していたものと推定される。主体部は3基検出し、 2段墓墳内に組合式木棺を安置

し、棺の一部を粘土で被覆していた。墓境内からは、甲胃 ・胡築・鉄万・鉄剣・農工具 ・

鏡 ・玉類等多数の副葬品が出土した。特に、胡築は金装で遺存状況がよく、また甲腎は三

角板革綴短甲・胃・肩甲 ・頚甲・漆塗革製草摺のセットで検出している。この古墳は、 5

世紀中葉に築造され、中丹地方の方墳文化圏の中で突如出現した大円墳であり、墳形・ 副

葬品から大和政権と密接な関係にある首長墓と考えられる。

赤田遺跡は、位田町北西部の山間部に立地し、東には南北朝期の城跡とされる高城山が

位置する。階段状の平坦地（郭）があったため、当初城館跡として調査を開始したが、郭状

の平坦地には遺構 ・遺物はなく、谷部傾斜地より古墳時代の竪穴式住居跡2基を検出した。

この住居跡は、東側壁面ピ量どをもち、伴出する須恵器から6世紀後半と考えられる。

興遺跡は、由良川によって形成された沖積地の縁辺部に位置し、自然堤防状の微高地上

に立地している。弥生時代中期・鎌倉～室町時代の遺構 ・遺物を検出し、特に弥生時代中

期の大溝からは多量の遺物が出土するなど由良川中流域の土器編年を知る上で貴重な資料

となった。 また、分銅形土製品ぷ畿が出土している。

ヌクモ古墳群は、正陵尾根の稜線上に10数基からなる古墳群で、 2基の調査を実施した。

l号墳は、一辺約25m級の方墳で、2基の埋葬主体部（木棺直葬）を検出し、鉄刀 ・鉄鉾 ・鉄

斧 ・万子等の武具 ・工具が副葬されていた。2号墳は、一辺約!Omの方墳でl基の埋葬主

体部を検出している。組合式の箱式棺とみられる棺内は比較的遺存状況がよく 、盤龍鏡l

面 ・玉類 ・竪櫛が出土した。鏡は、鏡背の文様に一対の龍と虎が見返る状態で描かれてお

り（龍虎鏡）、他に類例がない。古墳の築造時期は5世紀前半と考えられる。

奥大石古墳群は、丘陵尾根筋の先端部に築かれた一辺約lImの3基の方墳からなる古墳

群である。1号墳の埋葬主体部は、機敷の棺床に組合式の木棺を安置したものと思われ、

鉄剣 ・鉄万が一振りずっ出土した。2号墳からは、組合式木棺 ・割竹形木棺を安置する2

基の埋葬主体部を検出し、組合式木棺では蛇行剣 ・鉄鉱が、割竹形木棺からは石製白玉 ・

竪櫛 ・針状の鉄製品が出土した。特に、蛇行剣（全長70cm）は全国でも40余例が知られる

だけで、京都府内では初例である。古墳群の築造時期は、5世紀前半期と考えられる。

（水谷蕎克）
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第2章各遺跡の調査

第1節興遺跡

1.はじめに

輿遺跡は、由良川左岸の自然堤防上に立地する集落遺跡である。この遺跡は、弥生土

器・ 須恵器などの遺物が採取されており、以前から遺物散布地として周知されている。

今回、興遺跡の隣接地に近畿自動車道敦賀線の建設が計画された。そのため、当センタ

ーでは工事に先立ち、遺構の有無を確認して記録保存を図るとともに、重要な遺構を検出

した場合に保存のための資料を作成することを主な目的として調査を実施した。

2.遺跡の位置

輿遺跡、は、京都府福知山市字輿～観音寺に所在する。福知山市街地の東方約6km、綾部

市街地と福知山市街地の中程に位置する。

この付近は、由良川の流路変動に伴う氾濫原が発達しており、流れに沿って至るところ

に旧河道や自然堤防状の微高地が見られる。現在、人々はこの微高地上に居を構えて村落

をなし、後背湿地となった旧河道を水稲耕作地として利用している。

この微高地上には数多くの集落遺跡の分布が確認されているが、興遺跡もこうした集落

遺跡の一つである。

輿遺跡は、昭和20年興小字下地で道路工事が行われたおりに弥生土器（中期）が出土し、

集落遺跡として周知されん その後、福知山市教育委員会 京都府教育委員会が分布調査

を行い、遺跡の範囲を阿比地神社を南限とする径約250mと推定L't－：。
輿遺跡の周辺には、縄文時代から平安時代にかけて営まれた上野平遺跡（5）、弥生時代

中期の輿南遺跡（4）、弥生時代中期から中世にかけて営まれた観音寺遺跡（3）、弥生時代中

期の方形周溝墓が見つかった小員遺跡（12）、石原遺跡・ 戸田遺跡（土師器 ・須恵器散布地）

などの各時代の集落遺跡がある。また、沖積地を望む丘陵上には、私市円山古墳宿品、ヌ

クモ古墳はめ、中坂古議幹などの古墳も数多く分布している。私市円山古墳は全長8lmの

大型の円墳で、5世紀代の首長墓と考えられている。ヌクモ古墳は中国製の盤竜鏡の出土

で知られる。中坂古墳群は、古墳時代中期から後期にかけての古墳群である。後期に造ら

れた7号墳は木心粘土室を主体部としており、 注目を浴びた。

興遺跡、のすぐ南側には中世に栄えた補陀落山観音寺があり、寺に伝えられた文書から、
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l今回調査地

7.戸田遺跡

12小貝遺跡

17.狐塚古墳

23.高龍塚古墳

29.上野古墓

35観音寺

各遺跡、の調査

第2図興遺跡と周辺の遺跡、(l/25,000)

2.興遺跡 3.観音寺遺跡 4.興南遺跡 5上野平遺跡 6石原遺跡

8高津遺跡 9.広野遺跡 10.立石遺跡、 1 l馬場池東方遺跡

13.桜谷遺跡 14.ヌクモ古墳 15仏山l. 2号墳 16.池尻1・2号墳

18平野古墳 19.小谷古墳 20.私市円山古墳 21小貝古墳 22.奉安塚古墳

24.西稲葉古墳群 25.奥田古墳 26.私市経塚 27.興経塚 28.西山古墓

30.報恩寺城跡 3ト高蓮寺城跡 32.私市城跡、 33.石原城跡 34.観音寺城跡、

-9-



京都府遺跡調査報告書 第！？冊

このあたりは鎌倉時代には八条院領の六人部新荘、南北朝ころからは天龍寺領となってい

たことがわかっている。今回の調査で中世の建物跡群が多数検出されているが、 こうした

荘園との関係が注目されるところで~6 。
また、この付近は山城が多く分布するところでもある。石原城（33）、観音寺城（34）、高

蓮寺城（31）などが主なものである。観音寺城は、室町時代の大槻将監の居城で、郭や空堀

が残っている。

3.調査の方法と概要

今回の調査対象地は、 『京都府遺跡地図jに記された輿遺跡推定範囲の南東にあたり、

銅剣 石剣の出土で知られる観音寺選跡に南接する位置にある。この地点は当初、遺物の

散布がほとんど認められなかったことから、地表観察

のみでは遺跡であるかどうかの判断はむずかしかっ

た。しかし、隣接地に興・観音寺遺跡などの著名な集

落遺跡があることや、対象地内にこれらの集落遺跡が

立地するのと同様の自然堤防を含んで、いることなどか

ら、この地点に何らかの遺構が存在することが考えら

れた。そこで、発掘調査に先立ち、遺構 ・遺物の有無

や分布状況等を確かめる目的で試掘調査を実施した。

調査対象地内には、未買収地や耕作物が多く残って

いたため、試掘トレンチはこれらを避け、地形にあわ

せて任意に設定した。トレンチは 5m×！Omとし、合

計11本（No.l～l1）を設定して開掘した。試掘の結果は

以下のとおりである。

第1・2トレンチは、湧水の多い湿地で、ある。水田

床土直下で青灰色粘土層が現れ、地表下約l.4mで、暗茶

褐色粘質土に移行する。遺構 ・遺物は出土していない。

第3から 9トレンチは暗褐色粘質士をベースとしてお

り、安定した堆積状況を示す。第3・4トレンチでは

遺構・遺物は出土していないが、第5・6トレンチで

は、暗茶褐色粘質土上面で中世の柱穴と遺物を確認し

た。耕作土中に弥生時代中期の土器を含んでおり、周

辺に同時代の遺構の存在が予想された。第7～9トレ第3図 トレンチ配置図

ハU
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ンチでは、弥生時代中期の溝・土坑や時期不明の柱穴を多数検出した。また、耕作土中に

は古墳時代～奈良時代、中世の土器類が散発的にみられ、この周辺には各時代の遺構が広

く分布することが予想された。第IO・11トレンチは黄色粘土をベースとし、第IOトレンチ

では弥生時代中期の土坑と講の一部、第llトレンチでは時期不明の流路を l条検出した。

以上のことから、第5から第9トレンチにかけては土層の安定した自然堤防であり、こ

の自然堤防を中心として複数の時代の遺構が分布していることが予想されるに至った。第

3・4トレンチ開掘部分は南側に、第10・llトレンチ開掘部分は北側に向かつて緩やかに

傾斜しており、自然堤防の縁辺部にあたるものと思われる。

この後、以上の成果を受けて遺構の遺存密度が高いと考えられる地区について面的な発

掘調査を実施した。

発掘調査にあたり、調査対象地を北部地区（I ・ II地区）と南部地区（皿・N・V地区）の

二つに分け、 1988年度に南部地区を翌1989年度に北部地区の発掘調査を実施した。調査は、

土地買収の遅れ等、諸般の事情により W地区→V地区→I地区→E地区の順に着手した。

その後、第12トレンチを追確認の意味で関掘した。田地区は、遺構の密度が最も高い地点

と予想されたが、工事計画の都合から試掘・立会調査に終わった（第13・14トレンチ）。

調査は、重機を用いて遺構直上面までの土砂を除去し、その後人力によって遺構の検

出・精査作業を行った。以下は、各地区の調査概要である。

｜地区 調査対象地の北端に設定した拡張区である。遺構分布の北限でもある。この地

区では、弥生時代中期の土坑・溝などを確認した。土坑は、 15基あまりを検出したが、い

ずれも平面形態が不定形であり、掘形も不整形であった。土坑群は、 E地区北限で検出し

た土坑群と一連のものである可能性が高い。

｜｜地区 JR.府道の北側に設けた拡張区である。自然堤防のピークを含んだ地点で、

環濠とみられる溝 ・土坑・掘立柱建物跡 ・ピット等の遺構が広い範囲で分布していた。こ

れらの遺構は、時期が明らかでないものを除き、すべて弥生時代中期に属するものである。

｜｜｜地区 この地区では立会調査を行った。第13・14トレンチを設定し、遺構の分布状況J

を確認した。第13トレンチでは「Lj字状の小規模な溝、第14トレンチでは幅約2.5mの溝

の一部を確認した。遺物は少ないが、いずれも弥生時代中期に属するものと思われる。

IV地区 弥生時代中期の溝と柱穴、鎌倉・室町時代の掘立柱建物跡・土嬢墓 ・土坑・柱

穴など多数の遺構を確認した。弥生時代中期の溝は、 E地区で確認した環濠とみられる溝

との関連が考えられる。この地区は、今回調査地点内での遺構分布の南限である。

V地区 N地区で遺構が顕著に検出されたため、遺構の広がりを確かめる目的で設定し

た。しかし、時期の明らかでない小規模な溝を l条検出したにとどまり、明確な遺構・遺
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物を確認することはできなかった。 この拡張地区は、第2・第3トレンチに挟まれた地点

にあたり、 N地区より水準がやや低く、微高地の傾斜変換地点にあたる。開墾・耕作等に

より遺構が削平されたものと思われる。

今回の調査では、上述したような成果が得られており、当地点は弥生時代中期から中世

にかけて断続的に営まれた集落遺跡、であることが明らかとなった。

O 5m 

第4図 I地区南壁土層断面実視lj図

l耕作土 2暗灰色土 3.明灰褐色土 4.i炎灰褐色土 5.黄色粘土

6灰褐色土（黒灰色土混じり） 7.灰褐色土

DSK14 
α020K04 

事
＼丈＼

＼＼＼  

5m 

第5図 I地区検出遺構実測図
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[ 1 ］各地区の遺構

〔1〕 ｜地区

各遺跡の調査

調査対象地域の北端に設定した調査地区である。この地区は、自然堤防状の微高地とそ

の北側に広がる旧河道との境界部分にあたり、緩やかな傾斜をなしている。

I地区では、講と土坑多数を検出した。遺構は、帰属時期の不明なものを除き、いずれ

も弥生時代中期（第N様式）のものである。E地区北半で検出した土坑群と同時期であり、

両者が隣接していることなどからみて一連のものである可能性が高い。

( 1）層序（第4図） 南壁の土層図を図示した。第l層は耕作土、第2層は第 l層の床土

にあたるもので、暗灰色を呈する。第3層は明灰褐色の粘質土である。第4層は、淡灰褐

色土であり、遺構はこの面から切り込まれているようである。この層には、弥生時代中期

（第N様式）の土器が包含されていた。第5層は黄色粘土である。黄色粘土は下層にゆくに

従って青みを増し、次第に青灰色粘土となる。黄色粘土と青灰色粘土との境界は明瞭でな

く、土質が類似しているため分離することはむずかしい。第4層は、削平を受けたものと

思われ、薄くて微弱で、ある。3層以上は削平後の再堆積によるものと考えられる。

(2）検出i重機（第5図） 溝と土坑を検出した。主なものについて説明する。

①溝

s 001 トレンチのほぼ中央で確認した。約12m分を検出した。幅は南端で約2.4m・北

端で、約3.2mを測り、北側がやや広い。深さは、検出面から深いところで20cmある。 断面

は台形である。この地区は北側に向かつて傾斜しており、北流する溝と思われる。

埋土は、灰褐色の粘性の強い土である。埋土には、弥生時代中期（第N様式）の査 ・聾・

高杯、などの破片を含んでいる。土器は摩滅していて細片となったものが多い。

S Kl2・13・SD02を切っており、これらから後に形成されたものであることがわかる。

s 002 トレンチの南東隅で一部を検出した。幅60～80cmの溝が2ないし3条複合し

たものである。埋土は、黒灰色土、炭まじりの灰褐色土である。溝の東端で弥生時代中期

（第N様式）の査体部破片が出土した。溝の断面形は「U」字形である。

②土坑（第6図） 土坑は計16基を検出した。平面形態は、方形のもの（S K03・09）、長

楕円形のもの（ S K06～08・13・15）、楕円形のもの（S KOi ・ 02・10）、不整円形のもの

(S K04・05・12）、溝状のもの（SK16）など多様である。

ここでは、主なものについて記すことにしたい。全体に関しては付表2を参照されたい。

S K03 長さ約1.8m・幅約1.2m・深さ約40cmの長方形土坑で、ある。主軸を東西方向に

とる。壁面は緩やかに立ち上がり、断面形は船底状である。底面は平坦で、ある。埋土は、

暗褐色粘質土を主体とし、第 1・2層ではベースと同じ黄色粘土ブロックが顕著にみられ

13 
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SK03; 1.暗灰色粘質土（黄色粘土混じり）

2.黒灰色粘質土（黄色粘土混じり）
3.暗灰色粘賀土（Iに類似）
4.黄色粘土 （地山）

SK04; 1.暗灰色粘質土

2.時灰色粘質土（黄色粘土混じり）
3.黄色粘土 （地山）

SK05; 1.暗灰色粘賞土

2.黒褐色粘質土
3.暗褐色粘質土（膏灰色粘土混じり）
4.暗縄色粘賀土
5.暗灰色粘質土（膏灰色粘土混じり）
6.青灰色粘土 （地山）

SK09; 1.黄色粘質土

2.暗灰色粕質土
3.黒色粘質土
4.膏灰色粘土 （地山）
0 lm 

第6図 I地区検出土坑実測図

I. S K03 2. S K04 3. S KOS 4. S K09 

た。第3層から第N様式の査と聾体部破片が出土した。

第3層から約15cm四方の粘土ブロックを採取し脂肪酸分析を行った結果、高等動物起

源とみられるステロール類が検出され、人体埋葬遺構である可能性が高まった。分析結果

及び考察は付載参照。

S K09 長さ約2.lm・幅約1.3m・深さ約40cmの長方形土坑で、ある。主軸は東西方向で、

壁面はほぼ直立しており、底面は平坦に造られている。埋土は、黄色粘土ブロック混じり

の暗灰色粘土を主体とし、下層には黒色の有機質土がみられた。下層から第N様式の壷 ・

A品
寸



各遺跡の調査

付表2 1地区検出土坑一覧表

遺構名称、 平面形態 床形態 規模 i奈さ（m) 出土遺物 備考

長軸（m) 短軸（m)

S KO! 楕円形 船底状 0.7以上 0.4 弥生時代中期査

－斐・ 高杯破片

S K02 楕円形 船底状 0.9 0.9 0.2 ’， 

S K03 長方形 船底状 1.8 0.7 0.4 タ’

S K04 不正円形 船底状 I. 7 1.2 0.3 イシ

S K05 不正円形 船底状 2.3 1.5 0.7 弥生時代中期査 ・ S K06に切

斐・ 高杯破片、 られる

磨製石斧

S K06 長楕円形 船底状 2.1以上 2.2 0.5 弥生時代中期萱

·~·高杯破片

S K07 長楕円形 船底状 1.3 0.9 0.3 イシ

S KOS 長楕円形 船底状 0.5 0.4 遺物なし

S K09 長方形 平面形 2.1 1.4 0.4 弥生時代中期査

－斐・ 高杯破片、

木製箸

S KIO 楕円形 船底状 0.8 0.8 0.2 遺物なし

S Kil 隅丸方形 船底状 1.2 0.4 ，， 

S K12 不正円形 船底状 1.2 0.9 0.2 弥生時代中期査

－費高杯破片

S K13 長椅円形 船底状 2.3 1.2 0.2 ，， 

S K14 隅丸方形 船底状 1.3 1.2 0.3 ，， 

S K15 長楕円形 船底状 2 0.6 0.4 ’， 

S K16 i~年状 船底状 2.4以上 0.4 0.3 ’， 

聾・高杯・木製の替などが出土した。

S KOS 長さ約2.3m・幅約2.2m・深さ約70cmを測る。南北に主軸をもっ不定形な土坑

である。断面形は船底状で、底面に凹凸がある。第1・2層は、第3層を穿って形成され

ていることから、土坑埋没後に再掘された痕跡を示すものと思われる。小規模な土坑が複

合したものであろうか。

埋土は暗灰褐色粘質土を主体とするが、黄色粘土ブロ ックの混入が顕著で、ある。埋土中

～下層から弥生土器、磨製石斧などが出土した。なお、 SKOSはSK06に切られている。

〔2〕II地区

府道及びJR線路の北側に設定した拡張区である。I地区の南側にあたり、自然堤防状

F

、“
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の微高地の西側に位置している。

この地区では、溝と土坑多数、掘立柱建物跡、柱穴等を検出した。遺構は時期不明のも

のを除き、いずれも弥生時代中期後半に属するものである。以下に記すように削平が著し

く、上層遺構はすでに破壊されていた。耕作土中から古墳時代後期の須恵器、奈良時代の

須恵器、鎌倉・室町時代の瓦器細片が少量出土しており、これら各時代の遺構が存在して

いた可能性が高い。

( 1）層序 層序は、 A調査地区と同様である。水田造成のため調査対象地や全体にわた

って削平されており、耕作土直下で遺構のベースである暗茶褐色粘質土が現われた。旧表

土及び遺物包含層は認められない。遺構は、すべて暗茶褐色粘質土上面で検出した。

( 2）検出遺構 検出遺構には溝・土坑・掘立柱建物跡・柱穴等がある（第8図）。時期が

わかるものはすべて弥生時代中期後半（第N様式）に属する。主な検出遺構を説明する。

①建物跡

s 801 （第7図） 梁間 l問×桁行2聞の掘立柱建物跡である。東西棟である。柱聞は

梁間約2.8m×桁行約2mを測る。柱穴は円形で、径約40cm・深さ約30cmを測る。高床倉

庫であろうか。出土遺物はなく、時期不明でLある。SK36を切っている。

S H01 （第9図） 一辺約4mの多角形を呈する遺構である。遺存状況が悪く、検出面か

らの深さはlOcm前後で、ある。中央に楕円形の土坑（S K39）があり、焼土と弥生土器（第N

様式）細片が少量出土している。SK39とSHOlとの切り合い関係は明らかでない。SH 

01は住居跡と考えられるが、 主柱穴が認められず、推測の域を出ていない。

②溝

。。
。

。 。。
」』2~担

。 2m 

第7図 S BO！実測図

-]6 

s 001・02（第10図）調

査地区南端で検出した大溝で

ある。SDOIはSD02を切り、

S D02埋没後に溝の一部を利

用して開掘したものである。

埋土の状況からみて、 SDOl 

開掘の際にはSD02の大半は

埋没していたようである。

s 001 約12m分を検出し

た。 上面の幅約3m・ 深さ約

1.2m、断面形は「U」字形を

呈する。埋土は10層に分ける





-f：否認g:g

巴 o ー且ー。
。

m 十？？；

民主！，8m

第9図 S HO！実測図

を2・3含むが、細片を主体とし、摩滅したものが多い。

各遺跡の調査

ことができ（第11図2～

1 l層）、大きくみて第

3・4層間（ I)、第6・

7層間（II ）に線引きする

ことカfできる。この最泉を

挟んで土質、色調、堆積

状況が相違しており、土

器の包含状況にも変化が

みられる。I以上を上層、

E以上を中層、 E以下を

下層と呼んで、略述する。

上層（第2・3層） 暗

茶褐色系の砂質土からな

り、均質な堆積状況を示

す。比較的短期間のう ち

に埋没したものと思われ

る。土器は、完形の固体

中層（第4～6層） 第4・5層は、暗褐色系の砂質土からなる。土器は、細片が主体で

数少ない。第6層は、黄褐色粘質土ブロックであり、無遺物層である。

下層（第7～ll層） 第7層は黄褐色土、第8層は黒灰色土、第9層は暗灰色粘質土、第

10層は暗賞灰色粘質土である。それぞれラミナ状の堆積状態を示し炭化物 ・土器片を多く

含んでいた。土器は、第9・10層に顕著に包含されており、完形に近い固体を主としてい

る（第14図）。土器の整理にあたっては、この層中のものが高い一括性を有していると判断

第10図 s DOI. 02実測図

19 
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L=24,5m 

。

1.耕土 2.茶褐色土 3 暗茶縄色土 4.暗褐色土 5.暗灰褐色土 6.黄禍色粘質土
7 暗灰褐色粕質土 B.黒灰色土 9.緒灰縄色粕質土 10.貧褐色粘土 11.暗賞灰色粘質土

第ll図 S DOI断面図（東壁）

L• 2‘Om 

1シ,,,, 

' 崎奈褐色土 2 晴貸借色土 3. ’既得色土 4 灰判．色土 5 貧褐色絡’R土 6 2眠色給貧土
7 褐色’由貿土 8 噌綱色土 9, 鳳禍色土 10，噌叢繍色土 11, 幡寮得色鮎賀土
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5 貧灰色給貧土 6, 帽策編色土

第12図 S DOZ断面図（東壁）

されたため、 最下層として分離

して取り上げた。第11層は、遺

構のベースである暗茶褐色粘質

土と類似した層で遺物を含まな

い。携の掘削後間もなく流れ込

んだようである。このi誇は後に

述べるよ うに集落を囲む（環濠）

と考えられるが、第ll層は集落

側から流入した無遺物層であ

り、溝の内側に設けられた土塁

等の施設が崩壊したものと考え

ることはできないだろうか。

溝内部からは多量の弥生土器

のほか、石器類が出土している。

s 002（第10図） 40m以上を検出した。北側に向かつて張り出しぎみに掘削されており、

緩やかな弧を描く。東端で浅くなって終わっている。幅2.5～3m・ 深さ1.2～I.Smを測る。

断面形は 「U」字形である。SDOIに比べて壁の立ち上がり角度が大き くやや深い。埋土

は、 SDOI寄りでは黄褐色土系の砂質土を主体とし単純な層位をなし（第12図3）、遺物も

希薄である。遺物は下層で最も多く（第12図1から2の問）、まとまった状態で出土してい

る。埋土の堆積状況については第12図lを用いて説明する。

第l層は暗茶褐色土である。土器を比較的多く含むがいずれも細片で摩滅したものが多

い。第2層は暗黄褐色土であり、下位に土器を多く含む。第3～4層は、灰～黒褐色粘質

土で炭化物 ・土器を多く含む。第5層は黄褐色粘質土の無遺物層である。第6層は黒色粘

質土、第7層は焼土を多く含む褐色粘質士、第8層は暗褐色土、第9層は黒褐色土である。

-20-
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第6～9層は、ラミナ状の堆積状況を示し、土器・ 炭化物が顕著で、ある。第10層は暗茶褐

色土であり、ベースと類似する土質を有し遺物は含まない。遺物は、第l層～第2層上位、

第2層下位～第4層を中層、第6層～第9層を下層と して一括して取り上げた。下層のう

ム三24,0m

1m 

第13図 S D03断面図（北壁）

ち第8～9層では完形に近い多数の

土器が溝底に貼りつく ように出土

し、一括性が高いと判断されたため

最下層として分離した。第12図2で

は上層が第l～3層、中層が第4～

6層、下層が第7～10層に対応する。

溝内部からは多量の弥生土器が出

土している。

第14図 S DOI最下層遺物出土状況

21 
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〈詰場

tーー一一一一三伊n

第15図 S XO! 遺物出土状況

S D03 調査地区北西端で検出した溝である。約

llm検出した。幅約1.2m・深さ約0.8mを視ljる。底は平

坦で、断面は逆台形を呈する（第13図）。 溝は蛇行して

南西に向かい、途切れる。土坑SK32・34・35を切る。

弥生時代中期（第W様式）の土器片を多く含む。

S X 01 S DOIとSD02の間で検出した径lm前後

の楕円形の焼土である。厚さ約20cmほどが遺存して

いたが、範囲が不明瞭で性格は明らかでない。焼土層

中から査・聾などが一括して出土している（第15図）。

③土坑（第16・17図）

この地区では計39基の土坑を確認した。いずれも弥生時代中期に属するものである。平

面形態は、方形のもの（S K 07 ・ 1 I ・ 1 7・20・26・35・38）、長楕円形のもの（S K02・

03・05・06・10・18・19・21・27～30・32・33・36・39）、楕円形のもの（SK01・04・

08・09.12・22・25・31・34・37）、不整円形のもの（S K13～16・23）などがあり、多様

である。土坑は、 SD02から北側に16～18m離れて列状に溝と平行するように分布する傾

向を認めることができる。土坑は、E調査地区の北側に設定したD調査地区でも多数検出

されており、自然堤防北縁部の広い範囲に分布するものと思われる。詳細は付表3を参照

されたい。主なものについて説明する。

SK 02（第16図3) S D02埋没後に、掘削されたとみられる楕円形の土坑である。長

軸l.8m以上・短軸約0.9m・深さ約40cmを測り、断面形は船底形である。埋土は灰混じり

の暗褐色粘質土の単層で、埋土中～下層に弥生土器が集積していた（第59図）。

S K 03（第16図2) 深さ約20cmの長楕円形土坑で、ある。底部から折損した鉄剣形磨製

石剣が出土している（第60・86図）。

S K 08 S D02埋没後に掘削された楕円形の土坑である。埋土がSD02上層と類似し

ており明瞭でないが、規模は径約l.2m・深さ約40cm前後で、ある。完形の査形土器や鉄鍛

などが出土している（第61・62・80図）。

SK 09（第16図8) 径1.2～l.3mの楕円形の土坑である。

SK 10（第16図7) 長楕円形で、断面形が船底形を呈する土坑である。

SK 11(第16図l1) 隅丸方形の土坑で中央が一段低い。2基の土坑が重複したのだろう。

SK 13 長軸約1.8m・短軸約l.4m・深さ約60cmの不定形な土坑である。底部は皿状で

あるが凹凸が著しい。埋土の堆積状況も一様でなく 、複数の土坑が重複している可能性が

高い。埋土上～中位から弥生土器が多数出土した。

-22-
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第16図 E地区検出土坑実演lj図（I)
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第17図 E地区検出土坑実演lj図（2)
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第18図 H地区検出土坑実測図（3)

I.SKOi 3.SK02 5.SKI6 7.SKIO 9.SK34 11.SKII 13.SK07 15.SK35 17.SK19 

2.SK03 4.SK37 6.SKOS 8.SK09 IO.SK14 12.SKIS 14.SK33 16.SKI7 

この番号は、第16～18図の通し番号である。

S K 15（第16図12) 長軸約3.4m・短軸約l.8m・深さ約SOcmの大形不正円形土坑である。

S K 17（第18図16) 断面が船底形の長方形土坑である。

S K24 底部が平坦な長楕円形土坑である。

S K 19（第18図17) 長軸約3.4m・短軸約2.0m・深さ約0.9mを測る長楕円形の大形土坑

である。中～下位で完形の査形土器を含む弥生土器が多数出土した（第67・68図）。

SK  33（第17図14) 長軸2.3m・短軸0.8m・深さ約60cmの長楕円形の小土坑で、ある。土

A品
寸2
 



各遺跡の調査

付表3 E地区検出土坑一覧表

遺構名称 平面形態 床形態 規模 深さ（m) 出土遺物 備考

長軸（m)短軸（m)

S KOi 楕円形 皿状 I. I 0.7 0.3 弥生時代中期査

斐・ 高杯破片

S K02 長楕円形 船底状 1.8 0.9 0.4 ’， s 002を切る
S K03 長楕円形 平坦 1.3 0.8 0.2 ，， 鉄剣形磨製石剣出土

S K04 楕円形 皿状 0.9 0.2 ’， 

S KOS 長楕円形 血状 1.8 0.2 ，， 

S K06 長楕円形 船底状 1.9 0.8 0.6 ’， 

S K07 隅丸方形 平坦 0.7 0.6 0.3 ，， 

S K08 楕円形 船底状 ，， s 002を切る
S K09 楕円形 皿状 1.3 1.2 0.9 ’， 

S KIO 長楕円形 皿状 1.6 0.8 0.5 ，， 

S Kil 隅丸方形 平坦 2.6 1.5 0.5 イシ 2基以上の土坑が複合か

S Kl2 楕円形 血状 1.6 l. l 0.5 ，， 

S Kl3 不正円形 皿状 1.8 1.4 0.6 ’， 2基以上の土坑が複合か

S Kl4 不正楕円形 船底状 2.4 1.6 0.4 ’， ，， 

SKIS 不正楕円形 船底状 3.4 1.8 0.5 ，， 

S Kl6 不正楕円形 凹凸 2.2 1.3 0.5 ’， 

S Kl7 長方形 平坦 2.1 0.8 0.5 イシ

S Kl8 楕円形 肌状 0.9 0.8 0.2 ’， 

S Kl9 長楕円形 船底状 3.4 2 0.9 ’， 2基以上の土坑が複合か

S K20 長方形 平坦 1.3 0.8 0.4 ，， 

S K2l 不正楕円形 皿状 1.5 0.7 0.4 ’， 

S K22 楕円形 皿状 1.5 1.3 0.7 ，， 

S K23 不正楕円形 船底状 2.8 1.4 0.5 ’， 

S K24 長楕円形 平坦 1.4 0.6 0.2 ’， 

S K25 楕円形 皿状 l. l 0.6 0.2 ，， 

S K26 長方形 平坦 1.2 0.8 0.2 ，， 

S K27 長楕円形 平坦 0.9 0.7 0.2 ，， 

S K28 長楕円形 平坦 1.5 0.6 0.2 ，， 

S K29 長楕円形 船底状 0.3 0.3 ’F 

S K30 不正楕円形 船底状 2.4 0.9 0.5 ，， 

S K31 楕円形 皿状 0.7 0.6 0.2 イシ

S K32 不正楕円形 船底状 3.3 1.7 0.4 ク

S K33 長楕円形 平坦 2.3 0.8 0.6 イシ 査結か

S K34 楕円形 皿状 1.3 0.7 0.3 ，， s 003に切られる
S K35 長方形 平坦 1.8 0.7 0.5 ，， 

S K36 不正楕円形 船底状 3 l.7 0.5 ，， 

S K37 楕円形 皿状 1.9 1.5 0.5 ’， 

S K38 長方形 平坦 l .4 0.8 0.3 ’， 

S K39 長楕円形 船底状 1.2 0.8 0.4 ’， 

ε
、ザ
ウ
ん
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坑中央から高杯と壷形土器が出土した。査は口縁部を打ち欠き脚部を取った高杯、と合わせ

口にしてあった。査棺と思われる（第71図）。

〔3〕IV地区

試掘調査後、この地区から面的な調査に着手した。 N調査地区は、今回の調査地の中で

は遺構密度が最も高い地区である。

1 粉土 2 暗匝得色特質土 3 略寮褐色給貧土
' 嶋巨禍色給貧土 5. 噌得色給質土 6 費情色給貿土

。 5m 

第19図 W地区土層断面実測図（南壁）

七＝：？.，7'瑚
•＝ 干3-4~

＠ 。。。＠心＠
⑨ 

咽 SK06

SK05 · ~ 。

0 
~。凸． 

。

・官.(I)() 
e ・
党...!ti 0 

~ - ., 
。。

七＝問問。 十 七＝・＇叩

10m 

第20図 N地区検出遺構実測図(I)
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各遺跡の調査

この地区では鎌倉 ・室町時代の掘立柱建物跡 ・墓墳・土坑 ・ビット、弥生時代中期の溝

など多数の遺構と遺物を検出した。

(1）層序（第19図） 南壁の土層断面図である。耕作土直下で遺構のベースである暗茶褐

色粘質土（第3層）が現われ、遺物包含層及び旧表土はほとんど認められなかった。遺物包

含層は、地形の落ち込みにわずかに遺存するのみである（第2層）。遺構はすべて第3層上

面で検出した。

( 2）検出遺構

検出遺構は、時期別にみて大きく中世（鎌倉～室町時代）と弥生時代（中期）の遺構に分け

られる。中世の遺構は、耕作土除去後の精査で確認できたが、この段階では弥生時代の遺

構は不明瞭であった。そのため、弥生時代の遺構については中世の遺構検出後にこれを削

平して再度精査を行い、検出に努めた。時期別に図示して説明する。

①中世の遺構（第20図） この時期の遺構には、掘立柱建物跡・柵列・ 墓壊 ・土坑・ ピッ

トなどカfある。

掘立柱建物跡（S BOl～18) 18基以上を確認した。調査地区南～南東部分に集中してい

た。建物跡は、大半が調査トレンチの外にのびており、全体を確認できた例はわずかであ

ι
q
w
Nム

L＝~畠命” 」

。 5m 

第21図 S BOS実測図
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った。また、柱穴から遺物が出土しているが微量であり、時期を確定できるものも少ない。

主なものについて説明する。遺構全体と詳細は別表（付表4）に示した。

s 801 梁間2間×桁行 l間以上の東西棟である。柱聞は桁行約1.8m（約6尺）×梁間

約2.2m（約7尺）を測る。柱穴から土師器皿と瓦器の細片が出土した。時期は明らかでない。

s 802 梁間l問×桁行1間以上の南北棟である。柱聞は、 梁間 ・桁行ともに約3m

（約10尺）等間である。出土遺物がなく時期は明らかでない。

s 803 梁間 l間×桁行l間以上の南北棟である。柱問は、 梁間約2.2m（約7尺）×桁

行約3.6m（約12尺）を測る。時期は明らかでない。

s 804 梁間2間×桁行3間以上の南北棟で、 SB03と重複している。 柱間寸法は、

梁間約1.8m（約6尺）×桁行約2.4m（約8尺）を測る。出土遺物はなく時期は明らかでない。

s 805（第21図） 全体を検出することができた唯一の例である。主軸はほぼ真東西で

あり、梁間2問×桁行4聞の規模をもっ総柱建物跡である。梁聞の柱間寸法が北側で狭く、

等間でない点に特徴がある。柱問寸法は、梁間北側で約2.0m（約6尺）、南側で、約2.8m（約

9尺）を測る。桁行は約2m（約6尺）の等間である。柱穴から13世紀後半頃の土師器皿と

瓦器椀が出土した（第91図）。

s 806 梁間2問×桁行l間以上の南北棟である。柱間寸法は、梁間約2.4m（約8尺）

×桁行約3.2m（約ll尺）を測る。出土遺物はなく時期は不明である。

s 807 梁間2間以上の東西棟である。柱聞は、梁間約2.5m（約8尺）×桁行約3.2m（約

1 l尺）を測る。出土遺物がなく時期は明らかでない。この建物跡は、 SB08・09と主軸方

位を少しずつ異にしながら重複して建てられる。建て替えによる選移を示すものであろう。

SB  10 （第22図） 梁間 l問×桁行2聞の東西棟である。柱間寸法は梁間約3.0m（約10

尺）×桁行約2.7m（約9尺）を

視ljる。南第l列中央の柱穴を

務機物綴物鰯級機級機動~
。

自

欠いている。 出土遺物はなく

時期は明らかでない。

S B 13 梁間2間×桁行

3間以上の東西棟である。柱

聞は梁間約2.5m（約 8尺）×

桁行約2.0m（約7尺）を測る。

SB  14 4間以上×2間

5m 以上の規模をもっ。 柵列の可

能性も考えられる。柱聞は、第22図 SB 10実視lj図

0
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各遺跡の調査

東西約2.4m（約8尺）、南北約3.8m（約13尺）を測る。主軸方位はSB 13とほぼ同じである。

s 815・16 梁間 l間×桁行l聞の東西棟である。ほぼ同規模の小形の建物跡である。

s 817 東西4間以上×南北4間以上の規模をもっ大形の建物跡で、東西棟であると

考えられる。建物跡の大半はトレンチの外にのびており、全体の規模を明らかにすること

はできない。この建物跡は、北東が3問分、南北2問分が造られておらず、平面形態が

「L」字状を呈している。柱間寸法は、東西が約2.6m（約9尺）、南北が約2.0m（約7尺）を

測る。柱穴から土師器皿と青磁椀の破片が出土している（第92図）。青磁は龍泉窯産である。

蓮弁の幅が広く鏑がない。14世紀代のものだろう。

s 818 梁間 2間×桁行2間以上の南北棟である。梁聞は、北端の第 l列中央の柱穴

を欠く 。柱問寸法は、梁間・桁行ともに等間であり約2.lm（約7尺）を測る。

土坑 7基の土坑を検出した（S KOl～07）。 形面形態は、精円形のもの（S KOl・04・

L025且E

E 
15-
~I 

。 告別

第23図 SB 17実測図
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05）と方形のもの（S K03・06・07）とがある。いずれの土坑も削平を受けており、遺存状

況はよくない。

SK 01 （第24図） 長さ3.7m・幅約1.7m・深さ約20cmの長楕円形土坑である。主軸はほ

ぼ南北である。埋土は暗灰色の単一土層で、瓦器椀や瓦器鍋、土師器皿の細片が包含され

ていた（第93図）。土坑内には人頭大の礁が多数みられた。これらは遺構埋土の陥没によっ

て遺構内に落ち込んだものとみられる。標石の一部であろう。土坑底面で土師器皿l点と

鉄釘4点を確認した（第93図）。鉄釘のうち北東に位置していた2点は、 l点が先端を下に

向けて垂直に立っており、もう l点がそれに直交する状態で出土した。鉄釘は木棺木口部

の緊結金具として用いられらたものであろう。この土坑は木棺直葬墓と考えられる。

S K02 南北に主軸をもっ楕円形の土坑である。長さ約2.2m・幅約1.7m、深さは約

20cmである。埋土は暗褐色で、瓦器皿 ・椀・鍋、土師器皿などを包含していた遺物はい

ずれも細片である。

S K 03 （第25図） 南北に主軸をもっ隅丸方形の土坑である。長軸約l.2m ・短軸約

90cm ・深さ約25cmを測る。埋土は、暗灰色土の単一土層である。土坑中央付近で短万2

点と土師器皿1点、 北西隅で土師器皿2点を検出した（第95図）。短刀は、切先を北に向け、

把部を揃えて重ねてあった。上に置かれたものは下のものよりやや短い。これらの遺物は、

土坑底面に密着した状態で出土している。なお、埋土には少量であるが炭 ・瓦器破片など

が含まれていた。火葬骨を埋納した墓墳であろう。

a Q 
。
也

川
』

θ a’ 

寸~

‘勧徽仰紛~協側搬鰍鰍物協働.
第24図 S KOi実視lj図
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S K 06 （第25

図） ほぼ南北に

主軸をもっ隅丸方

形の土坑である。

長辺約l.4cm ・短

辺約 lm・ 深さ約 ...!L 

25cmを測る。底

面より約lOcm上

層で副葬品とみら

れる土師器皿2点

と漆の痕跡を 2か

所で検出した。漆

痕跡は黒色であ

り、部分的に朱色

各遺跡の調査
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第25図 S K03・06実測図

I. S K03 2. S K06 

の漆が認められた。漆塗り椀の腐蝕したものである。土坑底面では木棺痕跡を確認した。

木質は遺存していなかったが、木質が腐蝕した痕跡を明瞭に観察することができた。

木棺痕跡、は同形であり、木棺は2枚の長側板と木口板とからなる。木口板は、長側板の

やや内側に設けられている。長側板の長さは約l.2m、木口板は約55cm、厚みは残りの良

好な部分で、約2cmを測る。土坑内からは鉄釘などの緊結金具類は出土していない。

S K 17 S K03・06とほぼ同規模の土坑である。暗褐色土を埋土とし、主軸は南北で

ある。遺物が出土しておらず、時期は明らかでない。

S K04・05は平面形態が不定形な土坑である。帰属時期 ・性格は明らかでない。

柵列 S AOl・02がある。SB 14とした柱列も建物としてのまとまりがなく、柵列と考

えることも可能で、ある。

S A01 調査地を南北に横断する柵列である。柱穴は直径約15cmと小形である。柱聞

は1.4～l.8mとぱらつきがある。帰属時期は不明である。

S A02 S BOSの主軸と並行して設けられた柱列である。当初は、 SBOSの一部と考

えたがSBOSの柱掘形と比べて小さく、 列も不揃いであることから柵列とした。柱穴は、

直径約15～20cm前後で、ある。SBOSに伴う ものであろう。

②弥生時代の遺構（第26図） 確実にこの時期に属する遺構は溝（S DOl～08）のみであ

る。これらの溝からは、弥生時代中期の土器片が出土している。

S D01 幅約2.3m・深さ約 lmを測る。約lOm分を確認した。直線的にのびる溝であり、

今
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付表4 N地区検出掘立柱建物跡一覧表

遺構名称 規模 梁間（I問； m) 桁行(I間； m) 備考

S BO! 2問× I間以上 2問（2.2) l間以上 （i.8)

S B02 l間×l間以上 1間 （3.0) l間以上 （3.0)

S B03 1問× l間以上 I間 （2.2) 1間以上（3.6)

S B04 2間× 3間以上 2問 （1.8) 3間以上 （2.4)

S BOS 2問× 4問 2間 （短； 2.0) 4問 （2.0) 総柱建物跡

（長； 2.8)

S B06 2間× l間以上 2間 （2.4) 1間以上（3.2)

S B07 2間× 2間以上 2問 （2.5) 2間以上（2.0)

S B08 2間以上× 2間以上 南北 （1.9) 東西 （2.8)

S B09 l間以上× l間以上 南北 （2.24) 東西 （3.0)

SB 10 l間× 2間 l間 （2.96) 2問 （2.72)

S Bil 2間以上× l間以上 2間以上 （2.8) l間以上（3.8)

SB 12 l間× l間以上 l間以上 （2.48) l間以上（2.72)

S BI3 2問× 3間以上 2間 （2.48) 3間以上 （2.0)

SB 14 4間× I間以上 4問 （2.4) l間以上 （3.8)

SB 15 l問× l間 1間 （2.4) l間 （4.0)

SB 16 l間× l間 l間 （2.6) l間 （4.0)

SB 17 4問×I問 4間 （2.1) l問 （2.1)

S BI8 2間× 3間 2間 （2.0) 3間 （2.6) 総柱建物跡、

SB 19 l間× 2問 1 問 （2.1) 2間 （2.1)

南端部で浅くなって途切れている。断面形は逆台形を呈する。遺構埋土の層序は、耕作

土 ・暗灰茶褐色土 ・暗茶褐色土・黒灰褐色土であり、暗黄茶褐色土と暗灰茶褐色土層に遺

物が包含されていた。第W様式の査と蓋が出土した（第76図）。

S 004 S DOIと並行して設けられた溝である。約lIm 分を確認した。南端部でSDOI 

と同様に浅くなって途切れている。断面は「v」字～逆台形を呈する。遺構埋土は、上から

耕作土・暗黄茶褐色土・暗灰茶褐色土 ・暗茶褐色土である。暗黄茶褐色土、暗灰茶褐色土

に遺物の包含がみられた。遺物は第N様式査 ・聾 ・高杯であり、少量出土した（第76図）。

s 003 東西にのびる溝である。SDOI・ 04と直角に配置されている。西に向かつて

浅くなりやがて消滅する。13.5m検出した。幅約l.9m、深さは約80cm、断面形は「UJ字形

を呈する（第27図）。溝の底で壷 ・高杯・鉢等を検出した（第76図）。

[ 2 l各地区の遺物

(1）弥生土器

①器種の分類

この遺跡で出土した弥生土器は、中期 ・第N様式にほぼ限られている。広口童、直口査、

-32一



各遺跡の調査

史民：一二二
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第26図 N地区検出遺構実測図（2)

5001 5004 

L=24,5m 

5003 

。

第27図 弥生時代溝断面実測図（1.S DOI ・ 04 2. S D03) 

S DOI l耕作土 2暗灰色土 3.暗黄茶褐色土 4.暗灰茶褐色土

5暗茶褐色土 6黒灰褐色土

S D04: I耕作土 2暗黄茶褐色土 3暗灰茶褐土

4.暗茶褐色土

S D03 1耕作土 2.暗茶褐色土 3.暗茶褐色粘質土

器・無頚査は器体・口縁部の形態から次のように分類した。

なお、詳細については、末尾の観察表を参照されたい。

今
、
》

今
、
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受け口査、短頚査、長

頚査、水差形土器、無

頚査、器台、菱、高杯、

鉢、ミニチュア土器な

どの器種がある。以下

に示す分類案に基づい

て各遺構出土遺物を説

2m 明することにしたい。

壷形土器 広口童、

直口査、受け口童、短

頚査、水差形土器、長

頚査、無頚査などがあ

る。広口査 ・水差形土
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第28図 S D03弥生土器出土状況
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広口査A 斜め上方に大きく聞く口縁部を持つもの

Al 端部を丸くおさめるもの

A2 端部を強くナデ、外傾する狭い面を作るもの

A3 端部を斜め下方へ張り出し気味に拡張するもの

A4 端部を上下方に拡張して垂直あるいは外傾する面をもつもの

A5 端部を下方に拡張し垂下する幅広い面をもつもの

広口査B 直立する筒状の頚部から口縁部が水平に開くもの

広口査C 太く短い頚部から口縁部が外反して開き、偏球形の体部をもつもの

c 1 櫛描き文を主体とするもの

C2 口縁部・頚部に凹線文を施すもの

広口査D 口縁部が短く外反して立ち上がるもの

広口査E 口縁部を巻き込み、断面形が円形を呈するもの

広口査F 口縁部上方に拡張し外傾する広い面を作るもの

無頚壷A 口縁部が内傾して立ち上がり、端部に丸いあるいは狭い面をもつもの

無頚査B 口縁端部を内側へ拡張して屈曲させるもの

無頚査C 口縁部外面に粘土紐を付加し、段状口縁とするもの

無頚査D 口縁部を下方に折り曲げるもの

無頚壷E 短い頚部を持ち、口縁を短く外反させるもの

A
＆マ
勾
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各遺跡の調査

水差形土器A 偏球形の体部を持つ小形のもの

水差形土器B 長胴の体部をもつもの

主主形土器 口縁部形態を重視し次のように分類した

護A 口縁が「く」の字状に外反する単純な口縁部をもつもの

A 1 端面に丸いあるいは狭い面をもつもの

A2 口径に対して器高が低く、寸づま りの体部をもつもの。口縁は直線的に外

方へ立ち上がり、 Alに比べ体部の張りが強い

A3 ゆるやかに口縁が外反するもの

A4 口縁部が緩やかに内湾して立ち上がり受け口状を呈するもの

聾B 口縁端部をつまみ上げる、いわゆる、 fはね上げ』口縁のもの

聾C 頚部が短く屈曲し端部に外傾する面をもつもの

c 1 外傾する狭い端面をもつもの

C2 端部を上下に拡張して外傾する広い面を作るもの

C3 外傾する端面をもっ大形の聾

聾D 受け口口縁をもっ近江系聾

高杯形土器杯部形態を重視し次のように分類した。

高杯A 直口する口縁をもつもの

A 1 椀状の杯部をもつもの

A2 屈曲して立ち上がる口縁部をもつもの

A3 段状の口縁部をもっ大形品

高杯B 水平にのびる口縁部をもつもの

B 1 口縁部を垂下させずに単純におわるもの

B2 口縁部を水平に拡張し、端部を垂下させるもの

高杯C 屈曲して大きく外反する杯部をもつもの

鉢形土器 脚台のあるものとないものがある。鉢部の形態を重視して分類した。

鉢A 「くJの字状にゆるやかに外反する口縁をもつもの

鉢B 短く強く屈曲し、外傾する広い端面を有するもの

鉢C 直口する口縁をもっ大形品

台付鉢A 口縁が水平に聞き浅い器体をもつもの

台付鉢B 口縁が短く外反し張りのある器体をもっ精製土器

台付鉢C 「く」の字の口縁部をもち深い器体をもつもの。端部が丸く終わるもの

( c 1 ）、とハネ上げ口縁状をなすもの（c 2）などがある。

F
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台付鉢D 直口する口縁をもつもの。体部が屈曲するもの（D1）とゆるやかに立ち

上がるもの（D2）とがある。

② ｜地区出土遺物（第四国1～12)

各遺構出土土器のうち主なものを図示した。ほとんどが細片資料であり、完形に復原で

きるものはない。

広口蓋（I・ 2) 円筒形の短い頚部から口縁が外反する査Bである。lは、口縁端面に2

条の凹線丈と櫛描き列点文をめぐらす。2は、 端面を強くナデ、上下に拡張している。

直口重（3・4) 3は、口縁が緩やかに内湾して立ち上がる。4は、口縁が直線的に立ち

上がり、端面を内側に拡張して外傾する面を作る。

無形壷（10) 無形査Aである。口縁端面を肥厚させて内傾する面を作る。体部外面に凹
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各遺跡の調査

線文を多条めぐらせる。口縁部に二孔一対の紐孔がある。

妻（7～9) 聾Alである。7・9は、口縁が内湾ぎみに立ち上がり端部を丸くおさめる。

8の口縁は、直線的で、端部に狭い面を作る。

高杯（5・6・11・12) 5・ll、は高杯Aである。llは、小形で椀状の杯部をもっ。12は、

脚部である。脚柱と脚端に凹線文をめぐらせ、径5mm前後の透かしを等聞に配している。

③｜｜地区出土遺物（第30～75図）

s 001出土遺物（第30～43図） 上層出土は細片化して摩滅したものが多く、わずかで

あるが古墳時代以降の遺物の混入がみられた。中・下層では完形土器を含む良好な資料が

得られた。土層の断面観察では中・下層間で線引されたが、相互に接合するものが多く、

ここでは一括して扱うことにした。なお、下層資料のうち溝底にあたる9・10層出土資料

については完形土器が充実しており、最下層として分離して図示した。

s 001上層（第30～33図） 細片化し、摩滅したものが多いが三、 三完形品が見られる。

広口査（I～6・8～ 14・16) A 1 (14）、A2 (3・9）、 A3 (8）、A5 (11）、B(1 ・ 2・4～

6）、 C1 (JO）などがある。卜 6は、口縁部に円形浮文を付加する。3は、口縁端部にキザ

ミ目丈、 10は、口縁端部に櫛原体による羽状文がめぐる。11は、口縁端部に回線文、内面

に櫛描き列点文と扇形文がめぐる。 13は、頚部以下が完存し、頚部に刺突文がめぐる。体

部外面下半に粗いへラ磨きがある。

直口査（7・15) いずれも口縁外面と頚胴問に回線文をめぐらす。15は小形品であるが、

精良な胎土を用い作りもていねいで、ある。

受け口査（12) 口縁端面を拡張して櫛描き直線文を施す。口縁と頭部に回線文、頚胴聞

に櫛描き列点文がある。器壁の厚い大形品である。

水差形土器（17) 偏球形の体部をもっ水差形土器Aである。口縁部を欠損している。脚

台と把手をもっ。頚部・胴部・脚部外面に凹線丈をめぐらす。

聾（18・19・20～30) 蓋にはA1 (25・26・28・29）、A3 (27）、A4 (24）、B(20・

21・30）、 c1 (23）、 c2 (22）、 c3 (18・19）がある。20は、口縁部外面下端にキザミ目

文、肩部に櫛描き直線文、体部に櫛描き列点文を施す。 22は、口縁端部に回線文3条がめ

ぐり、体部内面にヘラ削りを施す。28は、口縁部端函に6個一対のキザミ白がある。30は、

内面へラ削り、 27は粗製である。

鉢（31・32・39・40・44) 鉢には鉢c(44）、台付鉢A(40）、台付鉢B(31・32・39）など

がある。32は完形で、器体全面に赤色顔料が塗布されている。44は、 大形品である。

高杯（33～38・41～43) 高杯にはA1 (36・38）、 A2 (37）、 B2 (35）、c(33・34）があ

勺
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41 

20cm 

る。33・38は、小形である。41～43は、脚部である。 33・34は、 浅く狭い回線文が施され

ている。

S D01中～下層（第34～36図） 中層では土器の出土はあまりなかった。主に、下層出

土土器を報告したい。

広口査（45～52) 広口査A3 (47）、A4 (48・49）、 A5 (50）、B(45・46・51・52）など

がある。45は、口縁部内面に櫛描き列点文をめぐらし、円形浮文を等聞に施す。47は口縁

外面に回線文と3個一対の円形浮文がある。49は、口縁部内面に扇形文をめぐらす。50は、

頚部に断面三角形の貼付凸帯を 2条、肩部に櫛搭き直線文を 1帯めぐらす。51は無文、 52

は口縁端面に波状文、頚 ・胴部に櫛描き直線文と波状文がある。51・52はほぼ完存する。

直口査（53・55) 55は、口縁部が直線的に開いた後、わずかに屈曲して上方へ立ち上が

る。受け口査との中間的な形態である。口縁部と頚部に回線丈がめぐる。

-41一
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褐
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第36図 S DOI 出土遺物実視lj図（7) 下層

水差形土器（54) 直口する口縁と長い胴部をもっ水差形土器Bである。

無頚査（56～58) 無頚査A(57）とE(56）がある。いずれも口縁部に二孔一対の紐孔があ

る。

聾（59～68) 聾にはA1 (60・62～64・66）、 A4 (61）、B(65・67・68）、C1 (59）があ

る。 60・65・66には口縁端部に4～5個一対のキザミ目文が施されている。62は体部外面

をヘラ磨き、 67は体部内面をヘラ削りする。

鉢（69・71・72) 69は、台付鉢Dlである。71は鉢A、72は鉢Bである。

高杯（70・73～75) 70は高杯A、73～75は脚部である。

s 001最下層（第37～43図）

広口査（76・78・79・81) A 2 (79）、 A5 (76）、B(81）、 c(78）などがある。76は、

口縁端部に上下二個一対の円形浮文を等聞に配する。口縁部内面には扇形文、肩部に櫛描

き直線文、波状文をめぐらす。調整は体部外面上半はハケ、下半はヘラ磨き、内面はナデ

である。回線文をもたない。78は、 口縁端面に回線文と羽状文、体部に櫛描き直線文と波

状文を交Eに施文する。79は、口縁端部と頚部に回線文、口縁内面と肩部に扇形文を配す

る。回線文は棒状工具を用い沈線状である。81は、口縁端部に櫛描き波状文、内面に列点

44 
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第38図 S DOI出土遺物実測図（9) 最下層
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10cm 

第39図 S DOI出土遺物実測図(10) 最下層

文をめぐらす。体部には、頚胴聞に櫛描き列点文、肩部から胴部に櫛描き直線文と波状文

を交互に施す。

直口壷（82) 口縁部、頚部に凹線文、頚胴間にキザミ目文、肩部に円形浮文がある。ハ

ケ目の下にタタキ目がみられる。

水差形土器（83・84) 水差形土器Bである。83は無文、 84は口縁部に凹線文、肩部に櫛

描き直線文をめぐらす。84の体部内外面下半をへラ南iJりする。

聾（85～99) 聾にはA1 (87・88・90・92・95～98）、A3 (94）、B(89・91）、c1 
(85・99）、c3 (86）などがある。89・99は体部内面下半に、92は体部外面下半にヘラ削り

がある。92の削りは、89・99ほど顕著で＝はなく板ナデ状である。90は、底部に穿孔がある。

93・94の口縁部は、部分的に押圧する。押圧は93が3個一対、94が5個一対である。

鉢（100) 鉢Aである。

無形査（101) 無頚査Bである。口縁部外面と上面、脚柱部、脚端部に凹線文をめぐら

『，，AUマ
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第40図 S DOI出土遺物実測図(11) 最下層
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す。口縁部に二孔一対の紐孔がある。

高杯（102・103) 103は高杯A、102は脚柱部である。

s 002出土漬物（第44～56図） 上層には古墳時代以降の遺物の混入がみられた。細片

化し、摩滅したものが多い。遺物は上・中層にはあまりみられず、大半は下層から出土し

ている。下層の内、溝底面にあたる第8・9層を最下層として取り上げた。

s 002上層（第44・45図）

広口査（3～5・7・ 10) A 1 (7）、A2 (4）、A3 (5）、B(3）、D(JO）などがある。4は頚

部に回線文1条と口縁部内面に櫛描き列点文、 5は口縁内面に扇形文をめぐらす。10は、

器壁が厚く大形である。

直口蓋（6) 口縁部に回線文が3条めぐる。

受け口査（9) 口縁部外面の屈曲部に回線文をめぐらす。

蓋（！・2・8) I ・ 2は聾A3、8はC2である。卜 2は体部内面ヘラ削り、8は口縁端部

と頚部に回線文がめぐる。

高杯（Il～14) A 1 (12）、A2 (11・13）がある。 12は、小形で杯部が浅い。14は、 脚部

である。

s 002中層（第46・47図）

広口査（15・16・18～22・25) A 2 (15）、A3 (18）、A4 (20・21）、B(16）、C1 

(25）などがある。15・16は無文である。19は、頚部に櫛原体による押圧を施した凸帯がめ

ぐる。20は、口縁端部に回線文と棒状浮文、内面に櫛描き波状文をめぐらす。21は、口縁

端部に回線文を施した後にキザミ目文、内面に回線文と櫛描き波状文をめぐらす。25は、

肩部に櫛描き直線文と波状文がある。

受け口査（23) 小形である。

直口査（24) 口縁に3条の凹線文がめぐる。

無頚査（26～28) 26・27はA、28はBである。

聾（30～34) A 1 (30・31）、A3 (33）、 B(32）、c3 (34）などがある。30は口縁端部に
キザミ目文、 31は体部外面にタタキ目が残る。

高杯（35～38) A 1 (36・37）とB2 (35）がある。38の端部外面には列点文がめぐる。

s 002下層（第48～50図）

広口査（39～50) A 2 (44・45）、 A3 (49）、 B(39～42・50）、 c2 (43・46～48）などが

ある。41は頚部にキザミ目文、42は口縁端部 ・内面に波状文、 45は頚部に刺突文を施す。

46・49は口縁端部に凹線文の後キザミ目文、 48は棒状浮文、50は口縁内面に櫛描き列点文
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14 

。
20cm 

第45図 S D02出土造物実測図（2) 上層

を施す。

直口壷（51・52) 52は、 口縁外面に櫛描き直線丈と波状文、端部上面に回線文を施す。

水差形土器（53) 水差形土器Bである。

蓋（54～67) A 1 (54・55・58・59・66・67）、A3 (57）、A4 (56）、B(60～65）などが

ある。57は内外面にヘラ削りがある。58・59は口縁端部に3個一対のキザミ目文がある。

鉢（72・73) 鉢Aである。

台付鉢（74～76) A (74）、D1 (75）、D2 (76）などがある。74は、高杯Blと類似する。

75・76は、 口縁部に回線文がめぐる。75は、内面にへラ削り痕が残る。

高中不（77～83) A 1 (79・80）、A3 (81）、B1 (77）、B2 (78）などがある。82・83は、

脚部である。

s 002最下層（第51～56図）

広口査（84～93・97～99・102) A 2 (84）、A3 (85）、A4 (87）、B(91）、c1 (89・
92）、c2 (93）、E(88）、F(99）などがある。84は、口縁内面に蕨手状文がある。85は、
口縁端部に凹線文、 内面に櫛描き波状文と扇形文がめぐる。86は、口縁端部に回線文とキ

ザミ目文、内面に凹線文と櫛描き波状文がめぐる。 87・93は、口縁部に円形浮文がある。

88は、口縁部を巻き込んで円形の断面を作る。頚部に回線文、肩部に櫛描き列点文がめぐ

る。89は、口縁部に櫛描き波状文、肩部に櫛描き直線文 ・波状文を交互に施す。体部外面

をハケ後へラ磨き、 内面は下半をヘラ削りする。90は、無文である。98は、頚部にキザミ

目文を施した凸帯文をめぐらし、把手をもっ。 99は、口縁部に斜格子文を施す。102は、

体部中央に最大腹径があり、 算盤玉形の器体をもっ。肩部に櫛描き直線文と波状文を交互

に施す。頚部は円筒形で回線文がめぐる。

受け口査（94) 口縁部を肥厚させ、端部に面を作る。 口縁部に凹線文が1条めぐる。
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第47図 S D02出土遺物実測図（4) 中層

直口査（95) 無文である。内外面ハケ調整する。

無頚査（96・115) 96は、無頚査Eである。115は、無頚査Cである。

斐（100・101・103～113) A 1 (105～107・l10）、B(101・104・108・1I 1～113）、C3

( 100）などがある。103は小形の粗製品で、 105は口縁部を押圧し波状部を作る。107・106

は、 5～6個一対のキザミを口縁の3～4か所に施す。108は体部外面にタタキ成形痕を

残す。l11 は、体部に櫛描き列点文がめぐる。112・113は、体部外面下半に粗いへラ削り

状調整、内面をヘラ削りする。外面の調整痕はへラ磨きとへラ削りの中間的なものである。

高杯（124・127・128) 124は脚部、 127・128はA3である。
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第48図 S D02出土遺物実測図（5) 下層
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第51図 S D02出土造物実測図（8) 最下層
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第52図 S D02出土遺物実浪lj図（9) 最下層
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第53図 S D02出土造物実測図（IO) 最下層
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20cm 

鉢（118・119・121) A (118・l19）とB(121）がある。いずれも器体調整はハケ及びナデ

である。119は大形である。

台付鉢（116・117・122・126) c 1 ( 116）、c2(I17）、D1 (122）とD2 ( 126）がある。

116は口縁部に5個一対のキザミがある。122は無文、126は口縁部に回線文が3条めぐる。

123・124・125は、脚部である。123は鉢、124高杯か台付鉢、125は無頚査あるいは鉢の

脚部であろう。

S D03出土遺物（第57・58図l～31)

広口査、無頚査、短頚壷、長頚査、聾、高杯、鉢、器台などがある。 回線文は退化 ・形

骸化したものが多く 、B種は器台以外にはみられない。また、高杯 ・鉢などの供献形態の

小形化が著しい。高杯Cが見られるのも特徴である。SDOI・ 02に後出する土器群と考え

られる。
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丸刈
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第55区lS D02出土遺物実測図（12) 最下層
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第56図 S D02出土遺物実測図(13) 最下層

広口査（1～3・8) l～3は広口査Bである。端部に狭い面をもつもの（I・ 2）と拡張して

回線文を施すもの（3）とがある。8は、広口壷A4である。端面に3条の回線文と 5～6

個 1単位の円形浮文を施す。

短頚壷（4) 口縁部が直線的に立ち上がり、端部に3状の回線文がめぐる。

長頚査（5～7) 口縁部が「ハ」の字状に直線的に立ち上がる。5は口縁部に凹線文、6

は櫛描き直線文がめぐる。6は内外面をへラ磨き、外面に赤色顔料を塗る。7は脚部と把

手があり、扇平な体部をもっ。頭部以下をヘラ磨きする。

F

、】
fo
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第57図 S D03出土遺物実測図（1) 
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無頚査（26・27) 無頚査A(26）とB(27）がある。26は口縁部に、27は体部に凹線文がめ

ぐる。27は体部上半をへラ磨き、下半にハケ目が残る。

整（9～lI) 聾Aである。9は、大形で器壁が厚い。10は、粗製で小形である。

高杯（13～25・28) 13・14・16・17・21・24・25は、高杯AIである。15は高杯A2、

18・28は高杯Cである。高杯は、 小形のもの（13・14・18・19・25）が目立つ。28は、 屈曲

部外面に浅く狭い凹線文を4条めぐらす。

鉢（22・23) 22は小形である。23は口縁が屈曲して立ち上がり外傾する端面をもっ鉢B

である。端面に凹線文をめぐらす。

器台（29～31) いずれも脚部中央に透かしがあり、回線文B種が施されている。

各土坑出土遺物

すべての土坑から、弥生時代中期（第W様式）の土器が出土している。土器棺と考えられ

るもの（S K33）、明らかに供献土器と思われるもの（S K19）などがあるが、多くは細片化

している。土坑出土の土器は、摩滅したものはあまりみられず、 遺存状態は良好である。

多くは中～上層で確認しており、土坑底面に貼り付くものはあま り多くない。主なものに

ついて、報告する。

S K02（第59図） 広口査（1 . 2）、聾（4）、無頚壷（5）、高杯（6）などがある。lは、広口査

Bである。口縁部外面に回線文と円形浮文、内面に櫛描き波状文をめぐらす。3は査の底

部である。内 ・外面をへラ削りする。外面のへラ削りは、板ナデ状である。6は、高杯Al

である。口径約23.7cmと大形である。

S K03（第60図卜 2) 1は聾Al、2は聾の底部である。2の外面にはヘラ削りがある。

S K06（第60図3・4) 3は無頚査Aである。口縁部に二孔一対の紐孔がある。4は広口

壷A3である。

S K07（第60図5～7) 5は聾B、6は緩やかに外反して立ち上がる口縁をもっ重である。

7は水差形土器Aである。 7は、直口する口縁をもち、外面に凹線文が3条めぐる。

S KOS（第61・62図） この土坑は、 SD02内で確認した。検出面は中層上面にあたって

おり、掘形は一部上層に及んでいた。土器のほか鉄鉱l点、が出土している。

広口壷（I・2）、短霊園査（3）、婆（4～6・lI）、無頚壷（7・8）などがある。ト 2は、広口査

Bである。 1は、 最大腹径が肩部にあり、 長胴である。口縁部と頭部に凹線文、肩部に櫛

描き列点文がある。調整はハケとナデ主体であるが、体部外面下半にへラ磨き、内面下半

をヘラ削りする。 2は、最大腹径が体部中位にあり球形の体部をもっ。口縁部外面に櫛描

き波状文、内面に扇形文をめぐらす。頚 ・胴聞に l条の凹線文、肩部 ・体部に波状文がめ

-68 



＼
 ’J 

各遺跡の調査

霊夢塁

第59図 S K02出土造物実演lj図

「一？ J
 

F

、、

｜

－

 

。

へt
J ヨ‘．R1

0 a~ 

＼

f
 

T! -r 
J；二 平－｛

10cm 

第60図 S K03・06・07出土遺物実浪lj図

S K03.l・2 S K06.3・4 S K07.5～7 

-69 



京都府遺跡調査報告書第17冊

、、

第61図 S K08出土遺物実測図(I)
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ァ一民事ぐ4

沼畑、

ー、、

第64図 S Kl5出土遺物実視lj図

宇一 二審ナ ヌ
ぐる。4～6は聾Al、11 は聾

AZである。llは、外面ハケ
＼＼  、、

調整の後ヘラ削りする。7・8

ミ二 7 は、無頚壷Aである。9は無頚童、10は高杯の脚部である。

S K09（第63図1. 3) 1 

~ 
は、高杯Alである。3は、

聾Alである。体部にヘラに

よるキザミ目文がある。

。 旬。n S KIO （第63図5・6) 5は

直口査、6は斐Alである。

SK 11 （第63図2・4) 2は
第65図 S Kl7出土遺物実測図

高杯AI、4は蓋Alである。

SK 14（第63図7・8) 7は広口査A4、8は鉢Aである。7は、口縁部外面と内面に櫛描

き波状文をめぐらす。
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ヌ。 10cm 

~一 軍 ｜ て
第66図 S K16出土遺物実測図

S KI5（第64図） 蓋（1～5・9）、直口査（6）、高杯脚部（7・8）などがある。1. 2・5は聾

Al、4は蓋B、9は整C3である。3は、底部に穿孔がある。9は、口縁部に回線文2条

カfめぐる。

S K16（第66図） 広口査（1～3）、直口査（4・5）、聾（9・11）、鉢（7）、高杯（6・10）など

がある。lは査Bで、無文である。 2は広口壷A4で、口縁部端面に羽状文、頭部に凹線文

多条をめぐらす。内面をヘラ削りする。7は鉢Aである。 10は高杯Aで、外面に回線文、

屈曲部に列点文をめぐらす。9は粗製の査である。

S K17（第65図） 1・2は高杯Al、3は脚部、4は直口査である。
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2:1、
一

10cm 。

S Kl9出土遺物実測図（2)第68図

－~ SK  19 （第67・68図）

広口査（I～6）、無頚壷

( 15）、聾（8・10～12・

寸二丈
18）、鉢（7）、高杯（16・

17）、器台（14）などがあ

戸し戸

る。 lは広口査A4であ

る。口縁部端面に回線文

言
と円形浮文を施す。3～5

は、広口壷A2である。

弓云－a亘忌口縁部端面にキザ4は、

。
S K25出土造物実測図第69図

75 

ミ目文がある。6は、査

Bである。完形品。体部
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第70図 S K30出土遺物実測図
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第71図 S K33出土遺物実視lj図

？？目別

-76 

外面ハケ、内面下半にへラ削りがある。

10・18は聾Al、8・11・12は蓋Bであ

る。8は肩部に把手、 12は体部に列点文

がめぐる。14は、小形の器台である。口

縁部形態が6と類似している。 16・17は

高杯Alである。

S K25（第69図） 短頚査（1）、広口査

A 4 (2）、聾A1 (3）、高杯A1 (4・5）な

どカfある。

S K30（第70図） 1 . 2は、 聾Alであ

る。lは、 大形の聾で把手がある。

S K33（第71図） lは、高杯B2、2は

広口査である。1と2が合わせ口で出土し

た。 2は、 頚部に凹線文とへラによるキ

ザミ目文、体部に2条の櫛描き直線文が

めぐる。体部内面下半をヘラ削りする。

S K34（第72図） lは高杯Bl、2はA



各遺跡の調査

己主~~享h
lである。3・4は、脚部である。

lは広口査F、2は聾S K35 （第73図）

7 ＼編
~ 

C3である。

直口査、聾Al、聾B、高杯S K36 

などがある。

聾Al、高杯Al、無頚査BS K37 

などがある。

S X01出土遺物（第74・75図）

広口査 ・長頚査・近江型の聾等がある。
j>cm 0 

L 
、、3， 

広口査は口縁部が単純化し、器壁も薄い。

S K34出土遺物実現lj図第72図S D03に併行ないしはやや後出する土器

一一て
群と考えられる。

一ヌ
lは、 受け口状

、悪感
の口縁部をもっ聾

Dである。体部外

この l点のみであ

らす。今回の調査

り、列点文をめぐ

面中位に凸帯があ

で確認した聾Dは

る。2は、 無頚壷

19cm 。
Aである。3は、

S K35出土遺物実測図第73図
長頚査である。頚

部は直線的に立ち上がり、器壁が厚くしっかりと作られている。調整は、体部外面をへラ

磨き、内面は頚部をヘラ磨き、体部はハケである。 4は、直口査である。口縁部に回線文

がめぐる。5は、広口査Alである。頚部に櫛描き列点文がめぐるほかは文様はない。体

部外面をハケ調整後下半をヘラ磨き、内面は肩部にヘラ削りがみられる。

④IV地区出土遺物（第76・77図）

S DOl (8）・SD03(3～5・7）・SD04(6・9・10）から弥生土器が出土している。l. 2は、

-77-

S D04上面にあたる撹乱層から出土した。
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広口査（1・3・7) lは広口査A3、3は広口査Bである。lは、 口縁部外面に3条の凹線

文、頚部外面と口縁内面に扇形文をめぐらす。 3は、口縁と頚部に回線文、肩部と口縁内

面に櫛描き列点文がめぐる。7は、頚部に櫛描き直線文、肩部に櫛描き波状文を縦位に施

文した後に「J」字状の櫛描き文を等聞に配する。体部外面下半をヘラ削り。

受け口査（2) 受け部はあま り屈曲せず緩やかに立ち上がる。口縁部と頚部に回線文が

r 
。 10cm 

第74図 S XO！出土遺物実浪lj図(I)

めぐる。

無頚査（JO) 無頚壷Bであ

る。脚部をもち、口縁部に2

個一対の紐孔がある。口縁部

に凹線文l条、脚端に透かし

がある。

聾（6・8) 6は、 口縁端部

をつまみ上げる聾B、8は聾

A lである。6は、 ハケ目調

整が主体であるが、体部内面

は肩部付近までヘラ削りを残

している。8は長胴で、体部

閣総

。

第75図 S XO! 出土遺物実測図（2)
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第77図 W地区出土弥生土器実測図（2)
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第78図分銅形土製品実視lj図
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気>an

は内外面ともにていね

いにハケ目調整する。

口唇部の3か所に3個

一対の押圧文を施す。

底部には焼成後の穿孔

がある。完形である。

高杯（5・9) 5は高

杯Al、9は高杯B2 

である。9は十不音日内タ4

面、脚部外面に赤色顔

料を塗布している。脚

部の凹線文は棒状工具
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先端によるもので、浅く狭い沈線状である。

鉢（4) 鉢Bである。短く屈曲する口縁部をもち端部に外傾する面を作る。体部外面下

半をハケ目調整後にヘラ削り、内面はハケ目の後、ナデ調整する。

(2）その他の遺物

分銅形土製品（第78図） E調査地区SDOl最下層において査 ・聾・高杯などの完形土器

群（第14図）に伴って出土した。溝の底に貼り付いて出土しており、 SDOl開掘後すぐに土

器群とともに投棄されたのであろう。上半部の一部と下半が約l.5mほど離れて出土して

おり、破断面が新鮮であることからみて投棄に際して破壊されたものと考えられる。

分銅形土製品は、上半部の約3分の2を欠いているが、ほほ全形を知ることができる。

復原残存長約12.2cm、上半部復原幅約12cm、下半部刃約10.Scmを測る。上半部がやや大

きい分銅形である。厚さは上端面l.2cm、くりこみ部約4.7cm、下端面約lcmで、中央が厚い。

裏面は平坦で、断面形は表面中央部がふくらむ凸状である。

器体表面と上半部端面、下半部端面に施文がある。施文は櫛状工具によって行われてお

り、施文部位にトレースするように赤色顔料が塗布されている。器表面の文様は櫛歯によ

る刺突文と櫛描き波状文からなる。くりこみ部には櫛歯文＋櫛描き直線文＋櫛歯文を施し

て上半部と下半部の文様境界とする。上下端面は櫛歯

列点文を施す。裏面には文様はないが、上半部には端

部寄りに6個の小孔がある。この孔は直径1mm程度で、

背面から上半部端面にむかつて斜めに穿たれており、

それぞれ櫛歯列点文の裏面寄りの 1点に対応している

孔は外縁に沿って部分的に認められており、欠損部で

も同じ部位に施されていたものと思われる。細砂を含

む精良な粘土を用いて作られている。

ミニチュア土器 E地区SDOI中層

から出土した。高杯Bのミニチュアで

「o
- 1¥ ti- I 

C二二コ L。
第80図鉄鉱第79図 絵画土器
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第81図 S K09出土箸実測図
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ある。口縁部を欠損している。

絵画のある土器（第79図） S D02中層から出土した。査の肩部の破片である。絵画は、

上向きの弧線と 2本の垂線からなり、弧線の上部を斜格子文で充填している。鹿などの動

物絵画であろう。

鉄鍛（第80図） E調査地区SKOSで、弥生時代中期の土器とともに出土した。全長は約

6.8cm ・刃部長約 5cm・茎長約l.8cmの柳葉形の鉄鍬で、ある。錆びが進んでおり、断面の

形状は明確でない。

治、厳第81図） S K09から弥生中期（第W様式）土器とともに出土した。頭頂部を欠損して

いるが、ほほ完存していた。黒色の板状素材を用い、 2本の脚と頭部を削りだして成形す

る。成形後にていねいに研磨し、器体を平滑に仕上げている。頭部は断面楕円形の小さな
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三角形を呈し、頂部に向かつて細くなる。 細くなったところで欠

損するが、装飾部があったものと思われる。現存長約7.0cm・頭

部現存長約1.2cm・脚部長約5.8cmを測る。頭部幅約0.9cm・厚み

約0.6cm・脚部の厚みは約0.3cmで、ある。

(3）石器類

各遺跡の調査

＿，＿~， 
〈ご） L__,2cm 

第83図石錐

この遺跡、から出土した石器類には、石鍛 ・石錐・自lj器・模形石器及び剥片などの打製石

器と、磨製石剣 ・磨製石鍛・太型蛤刃石斧 ・扇平片刃石斧及びその転用石器などの磨製石

器がある。 他に砥石が少量出土している。

本節では、遺物の出土量が限られているため、出土地点・層位を問わず器種毎にまとめ

て説明することにしたい。なお、個々の出土地区 ・遺構 ・法量等は別表（付表5）に示した。

A.打製石器

①打製石鎌（第82図l～18) 未製品・折損資料を合わせ18点を確認した。形態別にみる

と、平基無茎式l点（1）、凹基無茎式4点（2～5）、凸基無茎式10点〔このうち円基式5点

(6～10）、尖基式5点

( 1 l～15）〕、凸基有茎

式l点である。17・18

は未製品である。17は

凸基無茎式だろう。凸

基無茎式が53%を占め

る。石材はいずれもサ

ヌカイトである。

石鍛の器面は、大半

が2次加工痕で覆われ

ぬl盛ているが、剥片生産段

階で生じた主要剥離面

を器体にとどめるもの ど－一一「＼「 。 5cr明

がある（1・7～10、12

立込～14、16～17）。主要

剥離面からみて、剥片

素材の幅を石鍬の長さ

として利用するものが 第84図削器実測図

-83一
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四C画伊＇0~
〈コ にプ

第85図模形石器実測図

いる。刃部は鋸歯状である。

多く、剥片の剥離方向と石鍛の主

軸は斜行するものが多い。主要剥

離痕は平基式と凸基無茎式の大半

に認められる。このことは、両形

式の素材の変形度の低さを示す。

12・16は、柳葉形を呈する大型

の石鍛である。16は、唯一確認さ

れた凸基有茎式である。器体前面

にていねいな調整剥離が施されて

②石錐（第83図） A地区のピットから出土したものである。長さ約3.5cm・幅約J.4cm・ 

厚さ約0.6cmである。素材剥片のバルブ付近を涙滴形に加工して頭部とし、その先端を刃

部としたもの。器体の両面に主要剥離面を大きく残している。調整剥離は刃部を中心に行

い、頭頂部は未調整に近い。サヌカイト製である。

③削器（第84図） 4点を確認した。肩平な剣片を素材とし、長辺に調整剥離を加えて刃

部を形成する石器である。いずれも器体に主要剥離面を残しており、バルブ付近の肉厚な

部分を利用している。剥片素材をあまり変形させず、周縁の一部を調整することによって

器体整形を行う点で共通している。

lは、杏仁形である。外i湾する二つの長辺に対し調整剥離を加え刃部を形成する。調整

剥離は片面側に集中し一部裏面に及ぶ。このため、刃部は薄くて鋭い片刃をなす。裏面に

は主要剥離面を大きく残し、未調整に近い。長さ約6.6cm・幅約3.lcm・最大厚約0.8cmを

測る。2は、横長剥片を用いている。主に周縁を調整して器体を整え、上下二つの長辺を

刃部とする。長さ約7.lcm・幅約4.3cm・厚さ約0.8cmを測る。3・4は器体半ばで折損する。

④襖形石器（第85図） 両極打法によって対向する 2辺に階段状剥離を作る石器である。

両側縁に折れ面をもつもの（I・ 2）と l辺にのみ折れ面をもつもの（4）とがある。lは安山岩、

2～4はサヌカイトである。

B.磨製石器

①磨製石鉱（第86図3) S D03埋土から出土したものである。柳葉形で、茎がある。関

は明瞭でなく、刃部から茎へと緩やかに移行する。石材は、やや風化した頁岩ないし粘板

岩である。残存長約3.5cm・最大幅約1.8cmである。

②磨製石剣（第86図1・2・4・5) 4点を確認した。いずれも頁岩ないし粘板岩を素材と

する鉄剣形石剣である。1は切先で、明瞭な鏑と鋭い刃部をもっ。残存長約3.6cmである。
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各遺跡の調査

t;;J, 
A
川
川
川
川
川
川
以

〈ご二二三〉

lt
l総
松
下
品
除
似
＼

叶

wuw

Q
司

<: ..::::::::=> 
〈ごこ〉

〈二二コ

〈ご二二二〉

くご二〉10cm 。

く〉

第86図磨製石器実視lj図

I・ 2・4・5.鉄剣形磨製石剣 3.磨製石鍛

2は、切先付近の器体が剥落している。4は、断面形がレンズ状を呈し、器体は薄く鏑をも

たない。基部付近に一対の扶りがある。扶りは研磨して作られており、弧状である。残存

長約9.5cm・幅約3.2cm・厚さ約0.5cmである。風化が進んだ石材を用いており、調整も粗

く粗製である。5は、基部と体部が折損した状態で出土した。切先を欠損するが残りがよ

く、ほぼ全形を知ることができる。鏑はしっかりと作られ、断面は菱形である。側縁には

先端を除き面取りされている。残存長約14.6cm・最大幅約3.3cm・最大厚0.9cmを測る。

磨製石斧類は、未製品及び転用石器を含め14点出土した。太③磨製石斧（第87・88図）

型蛤刃石斧、扇平片刃石斧、柱状両刃石斧などがある。

F
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物多
。 10cm 

第87図磨製石斧実測図(I)

太型蛤刃石斧（第87図） 製品3点と未製品 l点が出土した。lは、A調査地区の耕作土

中で採取したものである。全長約14.8cm・最大幅約6.5cmを測る。2は、 E調査地区SDOl 

埋土より出土した。刃部に顕著な使用痕がある。3は、 D調査地区SK06から出土した。

側縁及び頭頂部に整形段階の剥離痕を残す。全長約10.4cm・最大幅約5.6cm・厚さ約3.lcm

である。4は、自然礁の表面を敵打しあばた状に加工したものである。 太型蛤刃石斧の未

製品であろうか。いずれも砂岩製である。

扇平片刃石斧（第88図2～6・8・IO) 7点出土した。2は、 チャート製である。転礁の表

層付近の縦長剥片を用い、一端を研磨して石斧と したものである。全長約4.6cmと小形で
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一日目
己

ー仁コ

己－

2 
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第90図石錘

4 

第89図砥石・石皿実測図

寸〕
t一一一_____J5cm

ある。3は、 軟質の砂岩製である。長さ約3.8cm・幅約

4.0cm ・厚さ約l.Ocmを測る。4は、黒色の硬質頁岩製

である。短辺の一端を研磨して刃部を作る。両側縁は

面取りされている。裏面は剥離痕があり、平坦に研磨

されている。鉄剣形石剣等の折損品、あるいは未製品

を転用したものだろう。0.4cmと薄い。5・6・10は破

片、 8は未製品であろう。

柱状両刃石斧（第88図1. 7) 棒柱状の転機の一端を

研磨して両刃石斧としたもの。 1は、刃部である。7は、 頭頂部が折損している。lは、 残

存長約2.4cm・幅約2.0cm、7は、残存長約9.6cm・幅約3.8cm・厚さ約2.2cmを測る。

転用石器（第88図9) 上端と側縁に面をもっ。折損面と加担を研磨しているが、加工途

中で放棄されている。柱状片刃石斧が縦方向に折損したものを転用しようとしたものだろ

う。長さ約8.7cm・幅約2.3cm・厚さ約0.6cmを測る。粘板岩製である。

砥石（第89図l～4・6)5点出土した。小形で長方形のもの（I・ 2）と大形のもの（3・4・

88 
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イ寸表5 石器法量表

石鍛

図番号 出土地点 出土層位 最大長（cm最大幅（cm)最大厚（cm重量（g) 石材 備考

第82図l A地区 包含層 2.1 1.2 0.3 0.9 サヌカイ ト平基式

2 E地区 S D02下層 1.4 1.3 0.3 0.7 ，， 凹基無茎式

3 ’， S D02中層 (2.8) 1.5 0.5 2.6 ’， ，， 

4 ’， S D02下層 3.3 1.5 0.4 1.4 ’， イシ

5 ’， S D02中層 1.4 1.4 0.3 ’， ，， 

6 ’， S DOI上層 (2.4) 1.3 0.4 1.7 ，， 円基式

7 イシ S D02上層 2.8 1.6 0.4 1.5 ，， ，， 

8 ，， S D02上層 2.6 1.5 0.4 1.6 ，， ，， 

9 ，， S D02中層 3.2 1.6 0.4 1.9 ，， ，， 

10 A地区 包含層 3.3 2.8 0.4 1.8 ，， イシ

II E地区 S D02中層 2.2 1.6 0.4 1.2 ’， 凸基無茎式

12 イシ S D02 (3.6) 1.4 0.5 2.5 ，， ’， 
13 ，， S D02上層 2.4 1.7 0.5 I. I ，， ，， 

14 イシ S D02下層 1.7 1.7 0.6 2.4 ，， ，， 

15 ，， S D02中層 3.9 1.9 0.7 3.3 ’， ’， 
16 ，， S D02中層 5.2 1.4 0.8 5.2 ’， 凸基有茎式

17 。 S D02下層 3 1.8 。目5 2.2 ’， 未製品

18 ，， S DOI上層 3.3 2.5 0.6 5.2 ’， ’， 

石錐

nm在号｜出土地別出土層位｜最大長（cm)J最大幅（cm)J最大厚（cm)J重量（g)I 石材 ｜ 備考
第83図IA地区｜ pit39 I 3.s I 1.4 I o.6 I 2.6 ｜サヌカイト

自lj ~~

図番号 出土地点 出土層位 最大長（cm 最大幅（cm最大厚（cm 重量（g) 石材 備考

第84図I E地区 S DOI下層 3.1 6.6 0.8 16.5 サヌカイト 刃部を主に

一方の面か

ら作出。

2 イシ S DOI上層 4.3 7.1 0.8 33 イシ

3 イシ S D02上層 3.2 3.8 0.6 7 ，， 

4 イシ S D02中層 (5.2) 3 0.3 7.8 ，， 

模形石器

図番号 出土地点 出土層位 最大長（cm)最大幅（cm)最大厚（cm) 石材 ｜ 備考

第85図l E地区 S D02中層 3.9 1.7 0.5 安山岩

2 ’， S DOI下層 2.3 2.9 0.6 サヌカイト

3 ，， S DOI下層 2.3 1.9 1.2 ，， 

4 イン S DOI下層 2 1.9 0.5 ’， 

磨製石剣

図番号 出土地点 出土層位 最大長（cm)最大幅（cm)最大厚（cm) 石材 備考

第86図l E地区 S D02中層 (3.6) 2.4 0.6 粘板岩 先端のみ残存。

2 イシ S DOI上層 (3.3) (2.2) (0.3) ’， 器表の一部のみ残存。

4 イシ S K03埋土 (9.5) 3.2 0.5 ，， 先端、基部を欠損。

5 イシ S D02中層 (9.7) 3.2 0.9 ’， ，， 

6 ，， S D02中層 (5.8) 3.3 0.9 ’， 基部のみ残存。
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磨製石鉱

図番号｜出土地点｜出土層位！最大長（cm）［最大幅（cm）［最大厚（cm)[ 石材 ｜ 備考

第86図31 E地区 I s 003上層｜ (3.s) 1 1.s 1 o.3 ｜粘板岩｜基部、先端

を欠損。

磨製石斧

図番号 出土地点 出土層位 最大長（cm最大幅（cm)最大厚（cm) 石材 備考

第88図 l E地区 SD02上層 (2.4) 2 0.5 粘板岩

2 イ少 SDOI上層 4.6 2 0.4 チャート 自然磯 （円磯）

のおj片を利用。

3 ,,. SD02上層 4.4 2.3 0.4 砂岩

4 ’v SD02上層 (4.0) (2.7) (0.6) 粘板岩 転用石器。

5 イシ SD02中層 6 5.8 1.7 粘板岩 器体の一部のみ

残存。

6 ，〉 SD02中層 9.6 3.8 2.2 粘板岩 未製品か。

7 E地区 SD02上層 5.8 3.8 1.2 砂岩 棒柱状の自然様

利用。

8 ,,. SD02中層 8.7 2.3 0.6 粘板岩 未製品か。

9 E地区 SDOI中層 6.3 4.6 0.7 粘板岩 転用石器。

10 ’， SD02中層 14.8 6.5 5 粘板岩 器表、刃部欠損

第87図 l A地区 包含層 13.8 5.6 4.8 砂岩

2 E地区 SDOl中層 10.4 5.6 3.1 砂岩

3 D地区 SK06埋土 ( 11.3) 7.1 6.2 砂岩

4 E地区 SDOl上層 (12) 7.9 6 砂岩 未製品か。器表

全面に敵打痕あ

り。

6）がある。l～4は、弥生時代中期土器と伴出している。 6は、時期不明である。

石皿（第89図5) 長さl1.5cm以上・幅約12.5cmの砂岩製の石皿である。表裏に使用痕が

ある。

石錘（第90図） 砂岩の円礁の中央を敵打して扶ったものである。上下端部に研磨痕があ

る。タタキ石として利用したものだろうか。
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(4）中世の遺物

中世の遺物は数少ない。遺構出土遺物について説明する。

いずれもW地区検出遺構出土遺物である。

①掘立柱建物跡出土遺物 柱穴に伴う遺物は少なく、 IV地

区SBOS・SB 17で数点を＋食出したにすぎない。

S BOS （第91図l～3) 土師器皿（1 . 2）と瓦器椀（3）が出土

した。1は、口径約9.8cm・器高約l.8cmを測る。2は、底部が

各遺跡、の調査

又二一」二・4

ミ~7
。

1¥lcm 

直線的であり、糸切り後にナデ調整を施したものと思われる。 第91図 S BOS柱穴出土遺物

3の口径は細片であるため正確で、はない

が、おおむね14cmである。口縁外面に

強いヨコナデ、器体内面に粗いヘラ磨き

が施されている。外面下半は主としてナ

デ調整であるが、ごく一部にヘラ磨きがある。
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第92図 SB 17柱穴出土遺物

SB 17（第92図） 青磁椀の口縁部破片が一点出土した。龍泉窯産であろう。蓮弁の幅が

広く文様も形骸化している。

②土坑出土遺物

S KOi （第93図l～10) 土坑底面で土師器皿l点（1・第24図Pl）と鉄釘4点（6～9・第24

図II～4）が出土した。埋土から、土師器皿（2～4）・土師器鍋（5）・青磁椀（10）・瓦器椀 ・

瓦器鍋・須恵器聾などが出土したが、ほとんどは細片であった。lは、口径約7.6cm・器高

約l.8cmで、ある。 5は口径約24.2cmで、外面に平行タタキ目がある。10は、口径約15.2cm、

器高約7cmを測る。内面にヘラと櫛による施文がある。外面は無文である。

第93図 S KOi出土遺物実測図
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第96図 SK06 

出土遺物実測図第95図 S K03出土遺物実視lj図

S K02（第94図l～l1) 埋土から土師器皿 ・椀、瓦器椀・鍋・羽釜、須恵器重などが出

土したが、いずれも細片化していた。l～4は、土師器皿である。口径が8～9cm前後のも

の（1・2）と13cm前後のもの（3・4）とがある。3は、 2段ナデを施すタイプである。7は、

土師器椀で、底部に糸切り痕、体部外面にロクロ成形痕を残す。5・6・10・11は、瓦器椀

である。口縁部に強い横ナデのある丹波型である（5・6・10）。 6は内面をていねいにへラ

磨きし、見込みに鋸歯状の暗文を施す。外面はナデのみでヘラ磨きはみられない。口径約

13.6cm ・器高約 5cmを測る。8は羽釜、 9は鍋で、いずれも瓦質である。

S K03（第95図l～5) 土坑底面から土師器皿3点（1～3）と鉄製短万2点（3・4）が出土し

た。土師器は口径8～9cm前後のもので、 2点が土坑の北隅に並べて置かれ、 l点が鉄万

の上に置かれていた。鉄万は2本が重ねられており、上のもの（b）がやや短い。aは先端

が欠損しており、残存長約24.4cm・幅約2.4cmを測る。bは、器体半ばが欠損しているが

ほぼ完存していた。全長約24cmである。

S K06（第96図1. 2) 土坑北東隅で土師器皿2点と漆皮膜（2か所）が出土した。これら

は土坑掘形から 5cmほど浮き上がった状態で検出されている。漆皮膜の一部が木棺痕跡

と重なるが、出土位置からみて、木棺設置後、棺側に置かれたものと推察される。土師器

の口径は、 lが約8cm、2が約8.2cmで＝ある。漆皮膜は黒色で、 一部に赤色の部分がみられ

た。漆塗り木製椀の痕跡と考えられる。

ヲ信凸H，J
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第97図 包含層出土遺物実測図

(5）包含層出土の遺物（第97図）

各地区の耕作土中からは、古墳時代の須恵器・土師器、奈良～平安時代の須恵器、鎌

倉 ・室町時代の須恵器・土師器・瓦器・輸入陶磁器（白磁 ・青磁椀体部破片）などが出土し

ているが、いずれも細片化しており、数も少ない。その一部を図示した。

縄文時代の遺物（11) E地区SD02埋土から出土した。三条凸帯をもっ晩期の深鉢で、

下段の凸帯の一部が遺存したものである。

古墳時代の遺物（3～6. 10) 3・4は須恵器杯蓋、 5・6は須恵器杯身である。4は6世紀

前半（MT15）、 6は中頃（TK 10）、3・5は後半頃（TK209）のものである。 10は、 土師器杯

身である。底部にヘラ削りがある。口径約l1.6cm ・器高約3cmを測る。

奈良～中世の遺物（8・9) 8は、 8世紀後半頃の須恵器杯身、 9は緑柚椀である。10世紀

代のものである。4は須恵器摺り鉢の口縁部破片である。

4. まとめ

今回の発掘調査では、縄文時代晩期、弥生時代中期、古墳時代後期、奈良から鎌倉・室

町時代にかけての遺物が採取され、興遺跡が長い時代にわたり断続的に形成された遺跡で

あることを確認した。また、弥生時代中期の溝と土坑群、鎌倉・室町時代を中心とする掘

立柱建物跡 ・土壌墓などの遺構がまとまって確認され、当該遺跡の性格の一端を明らかに

することができた。以下、今回の調査で得られた成果と問題点を列記し、まとめとしたい。

(1）弥生時代の遺構・遺物

①遺構について

弥生時代の遺構は、 I・ II・III・ N地区の各地区で検出しており、海・土坑に伴って多

くの遺物が出土した。遺物は、ほとんどが土器であり、他に少量の石器類、と鉄鉱 ・箸各一

点がある。土器はいずれも弥生時代中期後半（第N様式）に属するものである。包含層から
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も後期の土器は出土しておらず、第N様式期に成立、そして廃絶した継続期間の短い集落

遺跡であると考えられる。隣接地にある観音寺遺跡では、中期後半から後期・ 古墳時代前

期にかけての遺物が断続的ながらも出土し、集落が継続的に営まれたようすがうかがわれ

るが、これとは対照的である。

遺構には、溝（II地区SDOI・ 02・03、W地区SDOI・ 03・04等）と土坑(I地区 .II地

区）、住居跡とみられる遺構（II地区SHOl)、掘立柱建物跡（II地区SBOl）などがある。

溝には、浅く小規模なもの(I地区SDOI、E地区SD03、W地区SD02・05等）と幅2

～3mの規模の大きなもの（II地区SDOI・ 02、W地区SDOI ・ 03・04）とがある。前者の

埋土は、粘質の水流痕跡を示し、遺物も細片で摩滅したものが多く、流路とみられる。こ

れに対して、後者の埋土は大きな単位で急速に埋没した様相を示し、一括投棄とみられる

完形土器群を含んでいる。E地区SDOI・ 02、N地区SDOI・ 04は末端が浅くなって途切

れており、 空堀であった可能性がある。

E地区SDOI・02、W地区SDOI・ 03・04の位置関係を確認しておきたい。H地区SD 

01 . 02、N地区SDOI・04は自然堤防状の微高地の縁辺に沿うように弧状に配置されてお

り、 II・ N地区の中間にあたる皿地区第14トレンチでも立会調査で南北に走る弥生時代の

幅約2.Smの溝が確認されている。これら3地点で検出された溝は相互に連結するかどうか

は明らかでないが、微高地の西を限る目的で設置されたものとみてよいであろう。W地区

S D03は、 SDOI・ 04に直交して配置されていることから南を限る区画溝と考えたい。

土坑群は、 I地区とE地区北辺に集中して分布する。この地点は、 E地区微高地の北西

端にあたり、緩やかな傾斜面をなす部分である。土坑の平面形態はさまざまであるが、概

して不定型であり底面が船底状のものが多い。すべてが同ーの性格であるとはいえないが、

I地区SK03の埋土から高等動物由来のステロールが高い価で検出されていること、 I地

区SK09で副葬とみられる木製替が出土していること、 E地区SK33で高杯と査が合せ口

で出土しており壷棺とみられることなどから、多く は木棺を用いない人体埋葬遺構（墓墳）
（控BI

であると考えられる。近接地では、亀岡市太田遺跡（第 I・ II様式）、綾部市青野遺跡（第

III・ N様式）、舞鶴市志高遺跡（第III・ N様式）、亀岡市千代川遺跡（第V様式）、京北町上

中遺跡（庄内併行期）、綾部市三宅遺跡（庄内併行期）などに類例がある。太田遺跡では環濠

集落の縁辺部、志高遺跡は方形周溝墓群に隣接して確認されている。これらは、同時期の

住居跡などの生活関連遺構と重複することなく一定のまとまりをもって分布する点で共通

しており、居住区との位置関係において計画性が認められる。

以上のことから、 E地区SDOI・ 02、N地区SDOI・ 03・04は集落を囲む環濠の一部で

あり、その北辺に位置する土坑群は墓域であると考えられる。今回の調査地は環濠集落の
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西端にあたると思われ、したがって居住域は未調査地区である皿地区とその東に展開する

ものと予想される。

②遺物について

溝・土坑に伴って弥生時代中期後半期の土器（第N様式）が多数出土したが、これらは完

形品も多く充実した内容となっている。特に、 E地区SDOI ・ 02中・下層資料は一括性に

恵まれ、基準資料としての条件を備えている。

この遺跡の第W様式土器は大きく二時期に分けることができる。ひとつは凹線文B種が

広口系の査・直口査・無頚査・鉢・高杯などに広く採用される段階（II地区SDOI ・ 02 

中・下層出土資料、 W地区SDOI ・ 03・04出土資料）、もうひとつは凹線文の衰退が著し

く高杯・鉢などの供献形態が小形化・多様化する段階（II地区SD03・SXOI・5K 19出

土資料）である。前者は志高遺跡議羊の「志高弥生V期」（S H 86203 S H 85205・sH 
85207・SH85208 ・ S K85201）、後者は「志高弥生VI期」 （S H86201 ・ B地区 1号墓）に

ほぼ相当している。

由良川中流域にあたる福知山盆地では、これまで綾部市青野遺跡、福知山市ケシケ谷遺

跡・奥谷西遺跡・観音寺遺跡・石本遺跡など当該時期の遺跡がいくつか調査されている

が、いずれも遺物の出土量が限られており器種構成や変還を明らかにするには至っていな

い。今回の調査で得られた土器群は、当該地域の弥生時代中期後半期の土器様相を明らか

にする上で貴重な事例と言える。

特殊な遺物として分銅形土製品がある。分銅形土製品は、 E地区SDOIの底から折損し

た状態で完形土器群とともに出土している。溝開掘後間もなくこれらの土器とともに破

砕・投棄されたようすをうかがうことができる。分銅形土製品をめぐっては、再生と豊鏡

を象徴する「人形J説や「仮面」説など複数の説が出されているが、非日常的な場におい

て用いられた祭杷性の強い遺物であるという点で見解が一致して♂＇6。本例も環濠の開掘
あるいは収穫祭などに伴う儀礼的行為の場で破砕・投棄されたのであろう。分銅形土製品

は京都府内では熊野郡久美浜町橋爪蓮齢、福知山市ケシヶ谷蓬母、に出土例があり、合わせ

て3例となった。

(2）弥生時代の遺跡周辺の環境

この遺跡の弥生時代中期の環境を明らかにする目的で、 E地区SDOI ・ 02埋土資料を用

いて花粉分析を行った。分析は、 SDOI中・下層採取資料各2点、 SDOI上・中・下層採

取資料各l点ずつの計7点を対象とし、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

古植生については、花粉化石の破損・溶解が著しく良好な結果は得られずに残念な結果
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に終わったが、植物珪酸体分析では全資料でイネ科葉部起源の植物珪酸体が検出され、次

のような結論が得られている。

①S DOl ・ 02の各溝で、各層が堆積した当時の溝周辺ではタケ亜科、イネ族、キピ族、ヨ

シ族、ウシクサ族などのイネ科植物が生育していたと考えられ、溝周辺は比較的開けた場

所であった。

②量比の差はあるがどの資料からもイネ族が検出されており、溝内に稲あるいは稲作耕

土が混入していたと考えられる。特に、 SDOl中層及びSD02上層 ・下層ではイネ族穎珪

酸体で構成される組織片が多数検出され、稲籾が大量に埋積していたと推定される。

以上のことから、弥生時代中期の遺跡周辺には水田が広がっており、マコモ族 ・ヨシ族

などもみられる湿潤な環境であったと考えられる。人々は水稲耕作を生活基盤とし、集落

は明るく開けており、 集落の周りには笹などが生い茂っていたのであろう。

(3）中世の遺構について

第W地区では、中世の掘立柱建物跡や土坑・柱穴を多数検出した。これらのほとんどは

遺物を伴っておらず、時期を明らかにできるものは少ない。SBOS・17、SKOi ・ 02から

は12～13世紀代の土器が少量出土しており、鎌倉時代に属する。遺構の多くはこの時代の

ものだろう。興遺跡の南西には中世に栄えた補陀落山観音寺がある。寺に伝えられた文書

から、遺跡周辺は鎌倉時代には八条院領の六人部新荘であったことがわかっている。今回

検出した中世の遺構群は密度が高く 、六人部新荘の在地領主層の居宅の一部かも しれない。

なお、この地は南北朝頃からは天龍寺領となった。

5.輿遺跡出土弥生土器に関する考察

(1）興遺跡出土の弥生土器について

H地区からは、弥生時代中期（第W様式）土器が数多く 出土した。溝出土土器を中心に観

察所見を記し、この遺跡の第N様式土器について考えてみたい。

①器種構成

出土遺構が溝ということもあって、器種に偏りがあり、全器種の構成比は明らかでない。

一括性の高いSDOI・ 02中下層資料のなかで比較的数の多い査と聾について記す。

査は広口壷 ・無頚査が多く 、受け口壷、直口査（直口短頚査）などは少ない。広口壷は

A・B・Cが構成主体となるようである。その他は細片が数点みられただけである。A ・

B・Cの比をSDOl ・ 02中下層資料でみると、 SDOIではA60%: B30% : C 10%、SD 

02ではA60% : B34% : C6%であり、おおむね6: 3 : 1である。第N様式新相のSD03で
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は広口査Cはみられなかった。

棄は出土数が多い。A・Bが主体となり、 Cは散発的である。A・Bの比をSDOI・ 02 

中下層資料でみると、 SDOIではA83%: B 17%、SD02ではA77%:B23%であり、お

おむね4: 1である。聾Aは第E様式から存続する在地型の蓋であり、聾Bは瀬戸内系の外

来系聾で第皿様式には少ない。この数字は、第W様式に瀬戸内系聾が在地型式として一定

の地位を占めるに至ったことを示すものと思われる。

②文様

回線文、櫛描き文、凸帯文（断面三角形凸帯文・指頭圧痕凸帯文・キザミ目凸帯文）、円

形浮文、棒状浮文、キザミ目文などがある。これらの文様は、査の口縁部・頚部・体部上

半に多くみられ、その他の器種に施される文様は凹線文に限られている。文様は回線文が

主体であるが、櫛描き文の占める割合が高い。

回線文には、 A種、 B種、 C種がある。A種は浅くて狭い凹線文で、査・聾の口縁部端

面、高杯脚端部などの狭い部位に少条施される。この遺跡のA種には、 l条ずつ施文した

とみられるもの（A1）、板状の工具を用いて一括施文したとみられるもの（A2）とがある。

A lは広口査C( S D02・第48図48）に、A2は広口壷A4(SD01・ 第34図49）にみられる。

B種は幅が太い回線文で、査頚部・直口査口頭部・無頚査口縁部などに数条施される。C

種は、高杯や査口縁部などの幅の広い部分に数少なく施したものである。高杯脚柱部に回

転施文による沈線文が多くみられるが、これらは凹線文を意識したものと思われる。

また、費AlとBには、口縁端部の3～4か所に3～5個単位の部分的な押圧ないしキ

ザミ目を施すものがある（第42図93）。

櫛描き文には、 A種と B種がま＇6。A種には直線文・波状文、 B種には列点文・斜格
文・扇形文などがある。櫛描き文の施文原体には I種（木竹などの先端を細く割ったも

の）、 E種（植物の枝茎を束ねたもの）とがあり、 I種の使用頻度が高い。E種には先端が

割れた藁状のものを何本か束ねたもの（A）、先端が丸い棒状のものを束ねたとみられるも

の（B）、管状のものを束ねたもの（c）などがある。Cは分銅形土製品に一例認められるだ

けである。

③製作技術

胎土胎土に含まれる砂粒には、長石・石英 ・雲母などの鉱物と、チャート ・砂岩 ・粘

板岩などの岩石があり、亜円～円際化したものが主体をなす。長石は風化が進み軟化・赤

色化しており、雲母は微量である。このような砂粒のあり方は由良川氾濫原に通有のもの

であり、集落周辺で採土された可能性が高いことを示している。

胎土は、密なものと微細砂の混入が多く粗いものとがある。査 ・高杯・鉢は宮、なものが

司
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多く、砂粒も径l～ 2mmと均質である。聾には微細砂の混入が多く粗いものが多い（A

1 ）が、聾B・Cなどは査の胎土に近い。土器の使用目的によって胎土の使い分けがあっ

たようである。砂粒構成・ 素地を異にするものが二三認められるが、これらは搬入品と思

われる。

器体の成形 成形は、粘土紐を帯状にしたものを、指先 ・掌で接着しながら積み上げて

いく方法が主な手法であると考えられるが、調整して粘土紐接合痕を消すものが多く、そ

の方法ははっきりと確認できない。E地区SDOl出土の査（第30図13）に接合痕が観察でき

るものがある。この例では、体部内面上 ・下位では2cm前後、中位で、4～5cmご、とにやや幅

広の接合痕が明瞭に認められる。中位の幅広の部分には中程にかすかに接合痕があり、 粘

土帯の最小単位は2cm前後で、ある。粘土紐を器壁の厚さに近づくよう延圧して幅2cm前後

の帯にしたものを順に積み上げているようだ。体部中位では2単位の粘土紐をあらかじめ

密着させ、それを積み上げたようだ。接合痕は水平でLあり巻き上げたようすはみられない

から、この固体は粘土帯を輪積みして成形したとみることができる。

肩部内面や体部下半に粘土帯接合痕をとどめるものがいくつかある。これらの断面には

内傾する接合痕が観察される。しかし、多くの場合、器体の断面に接合痕をみつけること

はむずかしい。

輿遺跡ではタタキ目があま りみられないが、 SDOl出土査の中にはタタキ目をハケ調整

でていねいに消しているものがあり（S DOl・第39図82）、タタキ成形手法が盛んに用いら

れていた可能性も否定できない。

タタキ目 平行タタキ目が査 ・斐の一部に認められるが、数は非常に少ない。タタキ目

は、ナデやヘラ磨き調整で消されており、明瞭に観察できるものは少ない。棄ではヘラ削

り同様、聾B・Cと結びっく傾向にあり、 Alにはみられない。

由良川流域でタタキ目が多くみられるようになるのは後期終末頃からであり（綾部市青

野遺跡 ・小西町田遺跡）、第N様式の早い段階で盛行する口丹波地域（亀岡市千代川遺跡）

とは対照的である。

指頭圧痕 査 ・斐体部内面や底部内面に認められる。体部内面の粘土紐接合痕に沿って

認められるが、その後の調整で消されることが多い。棄の底部内面に多い。体部外面に痕

跡を残すものはほとんどない。査頚部の凸帯に施すものがある。

ハケ目 直線的に加工した薄い板を用いるもの（A）と植物の茎を束ねたようなもの（B)

とがある。Aには、 キザミを入れたもの、 自然の柾目の凹凸をそのまま利用したとみられ

るものなどがあり、ハケのー単位が幅広いもの、細かいもの、 浅いもの、深いものなど各

種認められる。粗いハケ自の上に細かいハケ目が重なることが多い。Bは一見ナデ調整に
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見えるが、不規則な平行条線が一定の単位で認められ、ナデ調整と区別できる。Bは聾や

査体部下半にみられ、稀にヘラ削り後に施されるものがある。

横ナデ 回転運動を利用したナデで、口縁部や頚部に多用され、査の底部周辺にもみら

れる。壷 ・聾体部内・外面には回転運動を用いない不定方向のナデが多くみられる。

ヘラ削り 査の体部内外面下半、薬内面、高杯の杯部外面と脚部内面にみられる。脚部

内面以外は、後にヘラ磨きやナデ調整で消されるものが多い。

広口査Aは、体部外面下半に、広口査Cでは内面下半にへラ削りするものが多く、内外

面ともに削るものはない。器形により調整部位を異にする点が注意される。聾についてみ

ると、蓋B・Cに比較的多く認められるが、この遺跡の主体となる聾Alでは削るものは

あまりない。聾Alの外面下半には、へラ削りによ く似た粗いヘラ磨き状の調整痕を残す

ものが多く認められるが、これは逆に聾B・Cにはない。舞鶴市志高遺跡でも同様である。

ヘラ磨き ヘラ磨きは、査・高杯・鉢の最終調整として多用されている。聾の体部外面

下半に施す場合もある。広口査の体部のへラ磨きは、縦方向に施した後、体部中位に横方

向に施すのを原則とするが、横方向の磨きを優先する固体も見られる。

広口査 ・聾の体部下半には、板状の原体で掻き削るようにして施した光沢のない磨きが

比較的多くみられる。これらは、へラ削り にも見えるが器壁を減ずるほどの効果はなく 、

3～5mmの幅で整然と施される点でヘラ削りとは区別される。綾部市青野遺跡・福知山市

石本遺跡 ・舞鶴市志高遺跡などにもみられる。

スリップ 土器の表面をきめ細かい泥状の素地で覆ったとみられるものが、高杯や鉢・

査のいくつかに認められる。また、高杯と鉢に赤色顔料をまぜたスリ ップ（ウオッシュ）が

施されているものがある（第32図32・第77図9）。

高杯の成形手法 高杯の成形は、脚台部と杯部を連続して整形し、円板を充填して仕上

げる連続成形手法である。脚柱部内面に成形時に生じた絞り目が残る。杯部と脚部外面を

ヘラ磨き、脚部内面をヘラ削りして仕上げる。杯部外商のへラ磨きに先立ってヘラ削りを

施すものが多い。

査.!l底部の成形手法 査・聾の底部断面を観察すると、底部壁に外傾あるいは直立す

る接合痕を持つものを数多く認めることができる。この接合痕に沿って割れた固体がいく

つか見られるが、その内のいくつかは擬口縁状を呈している（第98図）。このことは、底部

壁を最初に成形し、後に底面が作られたことを示している。底部内面には指頭圧痕が顕著

に見られることから、底面の成形は器体の内側から行われていることがわかる。この接合

痕を持つ底部は、高杯の内底面成形と同様、粘土板を充填・ 押圧して作られたものと思わ

れる。粘土板側縁から器壁を積み上げる手法のものはみられず、底部の成形は主に、底部
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壁の成形→粘土板の充填という成形手法（底部充護法）が用いられたと推測される。

（田代弘）

(2）査・饗底部の製作手法について

深淳氏は、奈良県と大阪府中部の弥生土器について擬口縁とその剥離面を詳細に観察し、
（住15)

土器製作手法とその時間的推移を明らかにした。そのなかで、 平底の底部成形手法が 「畿

内第I様式から第N様式にかけて、畿内第II.第皿様式を転換期にして、底部側縁積上法

→底部上面充填法→底部充填法」と推移する事実を指摘して~i~ 16 o

ここでは、深淳氏の論考を踏まえ、 H地区講出土の壷 ・斐底部の断面観察結果について

記し、興遺跡出土の第W様式の底部製作手法について考えてみることにしたい。

A.底部の観察

①断面

H地区SDOI・ 02・03から出土した査 ・聾底部の数は表のとおりである。 このうち、一

括性の高いSDOI・ 02中・ 下層資料を中心に観察した。 断面観察が可能なものが約60点あ

り、器壁断面に接合痕を明瞭にとどめるものが約30点あった。主なものを第98図に掲げた。

接合痕はいずれも器壁に沿って上方へ向かい、薄くなって終わる。器壁底付近の形状か

ら大きく 3種に分けることができる。

I種 器壁の厚さがあまり変わらずに底部に至るもの（2～5・7）。

E種底面にむかつてせりだすようにして器壁が厚さを増すもの（9～13・20）。

国種 底面にむかつてせりだすようにして器壁が厚さを増す点ではEと同じだが、ゆる

やかに底面全体を覆うようにせりだすもの（1. 8 . 14～16）。

内底面は、ハケやヘラ削りなどの調整により、第99図－5. 10・14のように変化している

と思われる。特にI種は変化が大きいようだ。6は、一見すると帰属不明であるが、I種

が内面調整により、第99図ー14のように変化したものと理解できる。

付表6 壷.il底音fl集計表

遺構 器種 上層 中層 下層

S DOJ 宜E 28 IO 8 

斐 52 33 14 

S D02 査 34 27 76 

望主 58 45 157 

S D03 査 10 

斐 23 

言十

46 

99 

137 

260 

IO 

23 

各種の量比は、接合痕の観察可能な固体が20個

前後と限られているため明らかでない。皿種は8・

15・16など、大形の壷底部に多いようである。

粘土板の側縁、あるいは上縁に粘土を積み上げ

る手法（側縁積上法 ・上縁積上法）は認められない。

②内底面

内底面には整形時の指頭圧痕を留める ものが多
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10cm 

第98図溝出土底部実測図
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数みられる。指頭圧は底面に対して垂直方向に加える場合が多く、器壁との境界にはしば

しば爪痕（2・13）が残っている。また、壁面接合痕の上端に対応する位置に横方向の指頭

圧痕を残すもの（8・15）や、これを消すように底面から器壁上方へ粘土を引き上げるよう

な強いナデを施したもの（11）がある。指頭庄痕は I・ II ・ ill種ともに共通してみられ、 内

底面押圧が底部成形に際して主要な手法であることが推察される。

8は、高杯に見られる円盤充填法と同じ手法で成形されており、内底面及び器壁との接

合部境界に指頭圧痕を顕著に留めている。内底面に残る指頭圧痕はこのような底部円盤充

填法と密接な関連があると考えられる。以下の資料はこれを裏付けるものである。

7は、底部が脱落した器体の一部である。底部が器壁に沿って脱落しており、器底部が

擬口縁状を呈している。17・18・19・23は、器体から脱落した底部破片である。18・19

は、円盤状で内面と外面にナデ調整がある。側縁は斜め上方へ向かう剥離面がある。17・

18は、内底面である。17は、断面形が円盤状で、 内面にへラ削りがある。外面は平滑な剥

離痕が認められる。23は内面にハケ後、ナデ調整である。外面は17と同じく剥離面がある。

18・19はI種、 17・23はE種に属するものであろう。

③外底面

外底面は、ナデ（I・ 2・6・9・l！）・ハケ目 （3・5・6）などでていねいに調整される。ナ

デの下にへラ削り痕跡をとどめるもの（4・10・12・15）がある。ナデはほとんどの場合、

不定方向であるが、周縁に沿ってていねいに施されているものが2点あった（11-b ・ 24-

b）。 不定方向のナデの後で最終調整として施されたようである。底部外面のナデ（a ）と

対応しているように見芝Z。
また、接合面に沿ってヒピの生じたものが見られる（3・9）。 7は接合部分で割れ、内底

面が脱落したものである。I種では器壁に沿って規則的に割れ（2・7）、E種では不規則な

楕円形（9）に割れる傾向があるようである。

以上の観察結果は次のよう にまとめることができる。

①底部接合痕跡はいくつかの種類がみられるが、内底面押圧を主要な成形手法とする点

で共通する。

②断面や剥離痕の観察によれば、器体内側から粘土板を充填した痕跡が認められ、内底

面の押圧はこれに伴う成形痕と考えられる。

これらのことから、観察対象と した土器底部の主な製作手法は器壁製作→粘土盤充填と

いう手法、すなわち 「底部充填法」によるものであるということができる。

B.接合痕について

上で見た底部製作手法と接合痕の関係を確かめる目的で、簡単な製作実験を行ったので
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参考までに記しておく。粘土は、興遺跡隣接地から採取したものに若干の砂粒 ・炭を混入

したものを用いた。第99図は、その結果の概念図である。

ア；器壁作り ①平らな場所で、粘土紐を輪積みする（1）。 あるいは輪積みにしたもの

を巻いて器壁を作る （1）。

②安定させるために器壁底を整える（2・6. 7 . 11）。

イ；底部に粘土塊を充填する（3・8・12）。

ウ；内外面調整（ハケ・ナデ・ヘラ削り）する （5・10・14）。

ア ①ないし②の工程では、器体の自重や器壁成形のため作業台に対して垂直方向の力

がかかる。特に、 ②の工程では壁面基底を安定させる必要上、 aの部分を押圧することに

なり、内側にややせりだす。その結果、 2のようになる。底部を平坦な台の上で作業を進

めるかぎり、いくつ作っても同様の結果になる。これに粘土塊を内面倶ljから充填した結果

、＿／ 、~＇
、＿＿＿：＿／
、＇！＇！！＿／

＼ 

〉

JX
 

第99図底部充填手法各種

-103 

。



京都府遺跡調査報告書第17冊

が4である。これに内面調整（接合面を密着させるための指押さえ、上方への強い指ナデ、

へラ削りなど）を施すと5のようになる。底面外面の接合痕はやや中心よりに不規則な楕円

形として現われる。

安定度を高めるためさらに押圧すると、 aが内側へ延び、てカーブも大きくなり6-bにな

り、底部中央に引き出すように強くナデると7-cになる。7に粘土盤を充填したものが9で

ある。

この結果を出土土器と比べると、 4・5がE種に、 9.10が皿種に対応すると思われ、H

種と皿種は近い関係にある。

以上は、器壁をある程度の高さまで作り、外国調整後に円撃を充填した結果であるが、

この方法では I種はできなかった。I種を作るためには②工程後、器壁底を器壁に対して

垂直に押圧（12-d）する必要があった。また、粘土盤を充填するまでにある程度の乾燥が

必要であった。器壁が軟らかいうちに充填すると内底面押庄の影響を受け、4に近い形態

になった。したがって、 I種は、器壁製作→器底調整 ・半乾燥→粘土盤充填という工程が

考えられる。この方法で、作ったのが13である。この場合、底部外面には円形の整然とした

接合痕がでぎ＇6。
I種の典型的な第98図の7の底部外面にはタタキ目がみられる。I種はタタキ成形技法

と関係するのかもしれない。

このようにみると、先に確認した底部接合痕のバリエーションは、粘土盤充填に先立つ

器壁底の処理法の違いを反映したものと考えられる。

以上、土器底部観察結果と製作実験の概略を記し、輿遺跡出土の第N様式土器底部の成

形が主に器壁整形後に粘土盤を充填する手法底部充填法 によるものであることを確認

した。

観察対象が少ない上に、非破壊・肉眼観察に基づいたものであるので主観的な内容にな

った。また、製作実験も器壁と粘土盤の関係をみるためだけの簡単なものであり、胎土 ・

器壁成形手法の吟味、調整のタイミングや器面乾燥の状態など土器作りにとって必要な用

件を十分に検討せず、に行っており、不備の誹りをまぬがれない。土器を切断し顕微鏡観察

などを試みれば明確なデータが得られ、別の接合方法も確認されることと思う。

弥生土器は数多くの出土資料があるにもかかわらず土器底部製作手法についてあまり検

討されていないのが実情である。深津氏が指摘するように、底部成形は器体成形と大きく

関わりを持つものであるから土器成形技法を論ずる際、その観察を欠くことはできない。

それぞれの遺跡・地域で検討していく必要があろう。

（田代 弘）
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①はじめに

各遺跡、の調査

由良川流域の弥生土器研究は、資料が少なくこれまで散発的に出土した団体資料を型式
（法19)

学的に組列する作業が中心となっていた。近年、舞鶴市志高遺跡（第I～V様式）、綾部市

青野遺跡（第ill・N様式）・小西町田遺跡（第V様式）、福知山市興遺跡（第W様式）などで一

括資料の蓄積がなされ、器種構成や各様式内での組成の変化などに視点を置いた編年作業

がある程度可能になりつつある。

志高遺跡出土遺物を整理 ・報告した肥後は、その中で前期から後期にかけての土器群を
（注20)

10期に細分する案を提示した。氏の案は、この地域で示された初めての編年的枠組みであ

り、今後の指標となる重要な試みである。その後、由良川考古学研究会では志高遺跡の調

査以降の出土資料を集成し編年の充実を図って♂港。

本稿では、これらの成果を踏まえ、この地域の第ll・N様式土器についての私案を示し、

輿遺跡出土資料の編年上の位置について考えてみることにしたい。

②第Ill・IV様式の土器

肥後は、畿内第ll・N禄式に相当する土器群を4期（志高弥生ll・N・V・VI期）に細分

した。皿期が第E様式古段階 ・N期が新段階、 V期が第W様式古相.VI期が新相に相当す

るとし、該当資料を次のように示L''t－：。
志高弥生田期 S D86240 

志高弥生N期 S H85202 ・ S H85210 

志高弥生V期 S H86203・SH86205・SK85207・SK85208 ・ S K85201・自然流路

志高弥生VI期 S H86201・B地区 l号墓

この4期細分案を支持するが、 W期とV期の聞には隔たりがあり、該当する資料は得ら

れていないが、もう 1期設けておく必要があろう。したがって、本稿では第皿様式を三つ、

第 N様式を三つの小様式に分ける。また、 SD86240出土土器の大半は第皿様式新相に属

すると考えているので、あらかじめ記しておく。

第Ill様式 二つの小様式に分ける。

Ill -1様式 畿内第E様式古段階に相当する。綾部市青野遺跡第12次調査SD102 ・ SD 
（注231 （注目）

105・SD202・SK103、青野南遺跡第6次調査SD 16、福知山市宮遺跡、SD 19・SK 17 

で完形固体を含むまとまった資料が出土している。宮遺跡方形周溝墓、志高遺跡舟戸地区
（注26)

包含層・方形周溝墓18・20などでも散発的に出土している。

査 ・主主・高杯・鉢 ・蓋などの器種がある。主たる文様はキザミ目文・櫛描き文・凸帯文
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である。調整はハケ目、ナデが主体でタタキ目、明瞭なヘラ削りはみられない。査のなか

に充填法で底部を成形するもの（綾部市青野遺跡第12次調査SDI05出土資料）がある。

壷には広口査（！. 2・5・6・7）と大形で口縁部が短く外反するもの（3）、受け口査（4）、

細頚査（8）などがある。水差形土器、無頚査の良好な資料はまだ確認されていない。口縁

部にキザミ目文（4・6）・羽状文（3）・斜格子文（2）、頚部に凸帯文（I・2・6）、頚～胴部に

櫛描き文（5・6・8）を施す。

聾には 「く」 字状に外反する単純な口縁をもつもの（9・13・14）、はねあげ口縁をもっ

瀬戸内系聾（10）がある。前者は長胴傾向があり、この時期の主体となる聾である。口縁部

の3～4か所に3～5個一対の波状押圧を施すもの（9）がある。JOは、口縁端部に列点文

月一く1
叩~－r
雫遡錨＼ 台、司－－－7
す寸屈に12

弓軒
lillJ: 

「

vι第100図第ill-I様式

青野遺跡第12次SD202.3～6・IO～12・17 青JI!]・遺跡第12次SK03103.19 青野南遺跡SD 16.8 

宮遺跡、SDl9.l 2 9 13～15 宮遺跡SKl7.7 ・ 16 

百之

志高遺跡SD86240.20・25～29・31 志高遺跡舟戸地区包含層.24 志高遺跡方形周溝墓2.21・22

第IOI図第ill-2様式

志高遺跡、土坑10.30 志高遺跡、講27.23 志高遺跡竪穴式住居跡13.32
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を施す。

高杯は、直口する口縁のもの（I5）と水平にのびるもの（16・17）とがある。脚柱部の成形

手法には積上法によるもの（17）と、円盤充填法によるもの（宮遺跡方形周溝墓出土高杯）

とがある。15は、口縁部外面に指頭圧痕文凸帯がめぐる。

鉢は、口縁部が「く」の字状のもの（II）と直口のもの（18・19）とがある。18は口縁端部

にキザミ目文、 19は口縁端部にキザミ目文、体部に櫛描き波状文をめぐらす。

Ill-2様式横ナデ手法が発達する段階である。III-1様式に比べ広口査口縁部が媛小化

し、凸帯文聞にも強い横ナデが施されるようになる。直口する口縁部を持つ短頭査（24）が

現われる。志高差動sD86240 志高遺跡方形周溝墓2出土長科などがあるが、良好な一
括資料に恵まれない。この時期に短頚査などの器種に凹線文が出現している可紛主もある

が、資料が少なく明らかでない。志高遺跡SD86240は比較的まとま りのある資料だが、

この中にも凹線文はみられない。おおむね畿内第E様式新段階に相当するが、本稿ではこ

れらの土器群を「横ナデ手法が盛期を迎えつつも回線文をもたない直前議臨」と理解して

おく。

査には広口壷（20～23・25）、短頚査（24）、受け口査（26）がある。20・22・25・26は、 頚

部に凸帯文がめぐる。25は、凸帯聞に強い横ナデが施される。26は、指頭圧痕文凸帯であ

る。口縁部には列点文（22）、櫛描き波状文（23）、羽状文（25）、キザミ目文（26）などの施文

がある。22の内面はヘラ削りである。

聾には「く」の字状に外反する単純な口縁をもつもの（28・29）、はねあげ口縁をもっ瀬

戸内系聾（27）がある。29は、口縁の一部を部分的に押圧して波状部を作る。

高杯 ・鉢は良好な団体がない。30は、口縁が水平にのびる高杯である。31・32は、直口

する口縁を持つ鉢である。31は口縁端部にキザミ目文、外面に指頭圧痕文凸帯がめぐる。

32は、 4条のキザミ目凸帯に3個一対の棒状浮文を付加する。

IV-1様式 回線丈の出現する時期である。この時期の一括資料はなく具体相はわから

ないが、壷を例にとると III2様式とN-2様式の聞には回線文の採用に至るまでの型式的

連続性を欠いており、小様式を l期設けておく必要があろう。隣接地域の兵庫県春日町七

日市選跡では溝（｜日河道2）や土坑（S K060）から散発的ながらも凹線文A種を主体とする

壷 ・無頚査などが出土しており、志高遺跡舟戸南地区包含層などでも少量出土している。

地域がやや離れているが、亀岡市千代川遺跡方形周溝墓1 2、SD06古相土語辞を該当

する資料として挙げておく。

IV-2様式 凹線文B種が広口壷をはじめ、短頚査 ・高杯 ・鉢などに広く採用される段

階 一凹線文最盛期 である。舞鶴市志高遺跡SH86203 ・ S H86205 ・ S K85207 ・ SK  
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（注目）

85201・自然流路、福知山市輿遺跡E地区SDOI ・ 02中～下層・ SK08・同N地区SD 

01 . 02・03、福知山市愛宕山選跡、福知山市石本遺跡方形周議妻、綾部市三宅遺跡方形周

議基、綾部市青野遺跡SKs73o2出土資料が主なものである。福知山市奥谷西遺跡・ケシ
ヶ谷選跡・夜久野町臼ケ森遺跡 今西中蓮勘なと守で、もこの時期の遺物が出土している。遺

跡数が多く資料も充実している。

広口査 ・短頚査・無頚査・台付無頚査・受け口査・短頚査 ・水差・聾・高杯・鉢・台付

鉢などの器種によって構成される。蓋 ・器台の良好な固体はまだ確認されていない。台付

無頚壷 ・台付鉢が多くみられるようになり、高杯の比重も高まる。在地型（52～55）に対し

て瀬戸内系聾（58～60）の比重が高まり、構成比がおよそ4: 1となる。文様は凹線文が主体

となるが、壷口縁端部や内面・体部にはなお櫛描き文が盛行する（36～38・40～42）。凹線

文は口縁部にA種、頭部にB種がみられる。沈線状のもの（35）もあり、高杯脚部（63）に多

くみられる。38タイプの査口縁部には板状工具で一括施文した擬凹線文状のものがある。

広口査には、口縁部が大きく聞いて狭い端面をもつもの（33・35）、外傾する広い端面を

もつもの（34・36～38）、直立する筒状の頚部から口縁が水平に開くもの（39・40）、太い頚

部から口縁が短く外反するもの（41. 42）、大形で口縁が直線的に広がるもの（45）などがあ

る。43は、口縁部を巻き込むようにして作る広口査で、珍しいものである。44は受け口査、

46は短頚査、 47は直口査である。 50は無頚査、 51は台｛寸無頚査である。水差には長胴で大

形のもの（48）と算盤玉状の体部を持つ小形のもの（49）とがある。

査の調整は、ハケ目・ナデ・横ナデ・ヘラ磨き・へラ削り等があり、タタキ目があるも

のも少量みられる （47）。 体部のへラ磨き ・へラ削りに特徴がある。体部外面中～下半のヘ

ラ磨きには2種ある。一つは体部中～下半に縦方向のへラ磨きを施したあと、体部中位に

横方向のへラ磨きをするもの（47）、今一つは体部中～下半に横方向のヘラ磨きを施したあ

とで、体部中位に縦方向のヘラ磨きをするもの（37・42）である。41は、ハケ目であるが前

者と同じ方法である。体部下半のヘラ削りにも外面下半のみを削るもの（36）、 内面のみを

削るもの（39・41・42・47・48）の2者があり、後者が多い。高杯も外面を削るものが多い。

大和・摂津・山城地域などではこの時期、壷・聾・高杯杯部・鉢の外面にヘラ削りを施

すもの（62）が比較的多くみられ別人壷・斐の体部内面に施すものは少ないようである。

これに対して、矯磨以西では査・斐の体部内面を削るものが主流となるようである。査外

面の削りのあり方はこれらの地域との交流の強弱を示すものかもしれない。

聾には「く」の字状に外反する単純な口縁をもっ在地型聾（52～57）とはねあげ口縁をも

っ瀬戸内系蓋（58～61）がある。在地型蜜と瀬戸内系聾との比はおよそ4: 1である。在地型

聾の最終調整は主にハケ目・ナデであるが、瀬戸内系婆では内面をへラ削りするものが多
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第102図 第N-2様式

輿遺跡E地区SDOl.33～35・37・40・46～49・51～56・66 輿遺跡E遺跡SD02.42～45・50・58

～61・65・67 68 興遺跡W地区SDOl.55 輿遺跡W地区SD03.62・64 興遺跡W地区
S D04.63 三宅遺跡方形周溝墓.36 志高遺跡自然流路38 青野遺跡、SK87302.41 
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い（59～61）。 タタキ目のみられるのも後者である。口縁部の3～ 4か所に3～ 5個一対の

押圧を施すもの（54・55）がある。口縁部の部分施文が前様式以来、引き続き行われる。前

様式では口縁部を上下に押圧して波状をなす（9・29）のが通有であるが、本様式ではキザ

ミ目か口唇部に対する直角に近い角度の押圧に変わっている。体部外面下半に粗いヘラ磨

きを施すもの（53・57・60）がある。 59は、体部外商に櫛描き列点文がある。

高杯は、椀状の杯部のもの（62）と水平に開くもの、水平に開いたのちに垂下するもの

(63）、段状口縁の大形品（67）などがある。鉢は 「く」の字の口縁のもの、はねあげ口縁の

もの（64）、直口の大形品（66）などがある。台付鉢は「く」の字口縁のもの（65）、直口のも

の（68）などがある。

町

9 :!pcm 

』

！
1
＼
／
／
9

［呂
町
畿

7
A
川
V鑓

第103図第IV-3様式

輿遺跡E地区S003.69・70・76.77・80 81・88～90・92 輿遺跡E地区SK 19.72 志高遺跡

貼り石墓l号71・73・75 78・79・82・84 85・87・91・93 志高遺跡SH86201.83・86 興

遺跡E地区SXOI.94～97 志高遺跡SK85208.98 
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17 短頚査 口f歪16.3 00.l未満 短く外反して立ち上がる口 内外面ナデ。
残高4.3 良好 縁、口縁端面、頚部に凹線

i炎糧褐色 文。
18 広口査 口径18.3。0.1～0.2 口縁端部を斜め下方に拡張 内外面ハケのちナデ。
A3 残高3.3 良好 し、凹線文3条を施す。

淡茶褐色

19 広口査 口径18.8 00.1～0.2 頚部に刺突文凹帯。刺突は 外面ハケ、口縁～頚部

残高9.9 良好 櫛状工具による。 内面ナデ、体部ハケ。

明赤褐色

20 広口壷 口t歪17.5 00.1～0.2 端部上下方に拡張し凹線文 内外面ナデ。
A4 残高2目3 やや軟 を施す。3個一対の棒状浮

淡茶褐色 文。口縁内面櫛描波状文。

21 広口査 口径21.3 00.1～0.2 口縁端面に凹線文＋キザミ

A4 残高1.5 やや軟 目文、内面に凹線文＋櫛描

j炎黄褐色 き波状文。

22 広口壷 口1f21.300.I～0.2 口縁端部を上下方に拡張、 内外面ナデ。
A4 残高7.6 軟 広い端面を作る。頚部に凹

黄梅色 線文。

23 受け口 口径15.0ム0.1～0.2屈曲して直口する口縁部。 内外面ナデ。

査 残高6.0 軟 口縁部に凹線文。

淡茶褐色

24 直口表 口径20.8 ム0.1～0.2直線的に立ち上がる口縁。 内外面ナデ。

残高7.2 軟 口縁に凹線文3条。

i炎糧褐色
25 広口壷 口径20.7 ム0.1～0.2太く短い頚部から口縁部が 外面ハケ、内面器壁荒

c 1 残高12.6 良好 外反。頚部に櫛描き直線文 れており不明。

明黄褐色 ＋波状文。

26 無頚査 口f歪15.400.l～0.2 口縁部が内湾して立ち上が 内外面ナデ。
A 残高4.3 良好 る。2個一対の紐孔。

澄褐色

27 無頚壷 口径15.7 ム0.1～0.2 口縁部をやや内側に拡張。 外面下半ヘフ磨き。内

B 残高5.0 軟 外面に凹線文7条。2個ー 商ハケのちナデ。

淡黄褐色 対の紐孔。

28 無頚査 口径14.300.1～0.2 口縁部を肥厚させ段状口縁 外面ナデ、内面ナデ。

c 残高5.7 やや軟 をなす。

茶褐色

29 斐 底径7.6 00.1～0.2 口径に比べ器体が低く、ず 外面ハケ、内面ナデ。 受A2の

残高10.3 良好 んぐりとした体部を持つ。 体部と思

赤褐色 われる。

第47図 斐 口径14.6。。l～0.2 「く」の字状に外反する口 内外面ハケ。
30 A 1 残高5.6 良好 縁。

淡茶色

31 警E 口径14.000.1～0.3 「く」の字状に外反する口 タ4面タタキのちハケ、
A2 残高5.6 良好 縁。 内面ハケ。

黄白色

32 斐 口径213.0 。0.1～0.2ハネ上げ口縁。 外面ハケのちナデ、内

B 残高4.6 軟 面ハケ。

淡灰色

33 望E 口f歪15.4ムO目l～0.2 ゆるやかに外反する口縁。 内外商ナデ。
A3 残高6.0 軟

茶褐色
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S D02 

胎土

番号 器種 法量 焼成 形態及び文様 技法－ 調整 備考

色調

第44図 斐 口f歪13.8。0.1未満 ゆるやかに外反して立ち上 体部外面。口縁内面ハ
1 A3 残高15.2 良好 がる口縁。 ケ。体部内面ヘラ削り

茶褐色

2 斐 口径16.2OD.I～0.3 ゆるやかに外反する口縁。 体部外面ハケ。内面へ

A3 残高6.3 良好 ラ削り。

茶褐色

3 広口登 口径：17.2ム0.1～0.3円筒状の頚部から口縁が開 外面ハケ、内面ナデ。

B 残高5.5 良好 く。端面を強くナデ、凹線

茶褐色 文状に凹む。

4 広口壷 口千歪21.4ム0.1～0.2外傾する端面。頚部に凹線 内外商ハケのちナデ。

A2 残高8.5 良好 文、口縁内面にJ'IJ点文。
茶褐色

5 広口蓋 口径18.4ム0.1～0.2 口縁端面を斜め下方に拡張 外面ナデ。内面ハケ。

A3 残高5.6 良好 凹線文を施す。頭部に櫛描

茶褐色 直線文。口縁内面に扇形文

6 直口蓋 口千歪19.2ム0.2～0.5 直線的に立ち上がる口縁。 内外商ナデか。

残高9.7 軟 口縁部に凹線文3条。

i炎黄白色
7 広口蓋 口径21.6ム0.1～0.2大きく外反して立ち上がる 内外面ハケ。

Al 残高13.0やや軟 口縁。端部を肥厚させ丸く

赤褐色 おさめる。

8 費 口径29.8。0.1未満 短く屈曲する口縁。端商を 体部外面ハケ。内面ナ
C2 残高7.7 良好 拡張して凹線文3条施す。 デ。

明黄褐色 頚部に凹線文。

9 受け口 口径34.5。0.1未満 屈曲して直立する口縁部。 外面へラ磨き。内面ハ
宝E 残高11.3 良好 屈曲部に凹線文3条。 ケのちナデ。

10 広口壷 口f歪39.8ム0.1～0.2短く外反する口縁。外傾す 外面ハケ、内面ハケの
D 残高6.8 良好 る面を作る。 ちナデ。

赤褐色

第45図 局杯 口径E17.0 。。l～0.2屈曲して立ち上がる杯部。 杯部内外面ともナデ。 杯部内底
II A2 器高18.4 良好 杯部、脚柱部、脚端に回線 面欠損。

底径10.4権褐色 文。

12 高杯 口径13.600.1～0.4 椀状の杯部。口縁外面に凹 外面ナデ。杯部内面ハ 黒斑あり

Al 器高13.6やや軟 線文l条。 ケのちナデ。脚内面へ 完存。

底径7.7 j炎極褐色 ラ削り。円板充填。

13 高杯 口f歪21.4。0.1未満 屈曲して立ち上がる口縁。 外面下半にへフ削りの
A2 残高5.8 良好 口縁部に凹線文。 ち、へラ磨き。内面へ

明黄褐色 ラ磨き。

14 高杯脚 底面10.2ムOl～0.5 脚端部に凹線文。 内面へラ削り。杯部内 黒斑あり

残高10.4やや軟 底面は円板充填法によ

i炎棒白色 る。

第46図 広口壷 口径12.000.1～0.2 らっぱ状に聞く口縁部。内 内外面ハケ。 小形品。

15 A2 残高2.9 良好 傾する端面を作る。

茶褐色

16 広口蓋 口径15.300.l～0.2 円筒状の頚部から口縁部が 内外面ナデ。

B 残高2.5 軟 水平に開く。

黄白色
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88 費 口径12.1ムO目1～0.2 「く」字状に外反する口縁 内外面ナデ。口縁内面 完存。

Al 器高19.4軟 にハケ残る。

底径4.7 暗褐色

89 事主 口径16.7ム0.1未満 ハネ上げ口縁。 口縁ナデ。体部外面ハ

B 残高17.3良好 ケ、内面ハケ、下半へ

暗樫色 ラ自ljり。

90 斐 口径16.7。0.1～0.2 「く」の字状に外反する口 外面縦ハケ、内面口縁 体部外面
Al 器嵩19.3良好 縁端部丸くおさめる。 ハケ、体部斜めハケ。 スス付着

底径5.5 暗茶褐色

91 望E 口ff16.3。0.1～0.2 口縁端部に面をもち、端部 外面ハケ。内面体部上 底部穿孔
B 器高21.5良好 をわずかにつまみあげる。 半ハケ、下半ハケ後ナ ほぼ完存

底径5.1 暗茶褐色 ア。

92 望主 口径i14.0 。0.1～0.2 「く」字状に外反する口縁 外面体部上半ハケ、下 体部外面
A 1 器高25.5やや軟 で、体部中位に最大腹径あ 半粗いヘラ磨き。内面 下半スス

底径4.8 茶褐色 り。 口縁横ハケ、体部ナデ 付着。ほ

ぽ完存。

93 斐 口径18.200.1～0.2 「く」字状に外反する口縁 外面斜めハケ。内面口 完存。

A 1 器高31.2良好 口縁部に3個一対の押圧文 縁横ハケ、体部ナデ。

底径5.8 茶褐色 口縁3か所に施す。長胴。 指頭圧痕残る。

第43図 斐 口径i18.0 。0.1～0.2 ゆるやかに外反する口縁。 内外面ハケ。
94 A3 残高5.5 良好 端部に6個一対の押圧文。

授褐色

95 望E 口径13.900.1未満 「く」字状に外反する口縁 体部外面ハケ後ナデ。 外面スス

A 1 残高9.0 良好 内面ハケ。 付着。

淡赤褐色

96 斐 口径15.600.1未満 「く」字状に外反する口縁 体部外面ハケ、口縁部

Al 残高10.5良好 内面ハケ。体部内面へ

灰褐色 ラ削り後ナデ。

97 ~ 口径i18.3 。0.1未満 「く」字状に外反する口縁 内外面ハケ後ナデ。 外面下半
Al 残高15.0良好 スス付着

明赤掲色

98 重主 口径16.8ム0.1未満 「く」字状に外反する口縁 体部外面ハケ後ナデ。 外面スス

Al 残高18.0良好 端部に5個一対のキザミ目 内面ナデ。 付着。

権色 文。

99 斐 口径13.7Oo. l～0.2 短く屈曲する口縁。最大腹 体部外面ハケ、内面上 内面下半

c 1 残高18.8やや軟 径が上位にあり張りのある 半ナデ、下半へラ削り スス付着

茶褐色 体部を有する。

100 鉢A 口径16.7ム0.1～0.2 ゆるやかに外反する口縁。 内外面ハケ後ナデ。 外面下半

c 1 残高10.0良好 端部を強くナデ面をなす。 スス付着

赤褐色

101 無頚壷 口f歪19.5。。l～0.2 口縁部を内側へ拡張し、広 体部内外面へフ磨き、 黒斑あり
B 器高20.4良好 い面を作る。口縁部上端、 胸部内面へラ削り。

底径12.2黄白色 口縁部、回線文。

102 高杯脚 残高9.5。0.1～0.2杯部内底面は円板充填手法 外面へフ磨き。内面へ
良好 による。 ラ削り。

淡黄褐色

103 高杯 口径18.300.1～0.2 椀状の杯部から直口する口 杯部内外面ハケ、杯部 黒斑あり

Al 推定高 良好 縁。口縁部に凹線文2条。 外面～柱部へラ磨き。 ほぽ完存

14.l 黄白色 円板充填。 杯部内面へラ削り。
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71 鉢 口径23.5。0.1～0.3 ゆるやかに屈曲する口縁。 外面ハケ。内面ハケの 黒斑あり
A 残高10.0良好 端部を強くナデ、口唇部を 後下半へラ削り。

黄褐色 つまみ上げる。

72 鉢 口径28.6。0.1 口縁が短〈屈曲し、外傾す 内外面ハケ。

B 残高14.1良好 る端面をもっ。

j炎黄褐色

73 台付鉢 底径8.4 00.1～0.2 凹線文2条。 杯部外面へラ削り。 脚

脚 残高8.0 良好 外面ヘラ磨き、内面へ

権褐色 ラ削り。円板充填。

74 高杯脚 底径l1.4 。0.1未満 柱状の脚部。 外面ヘフ磨き。円板充

残高12.3良好 填。

黄褐色

75 高杯脚 底径13.2oo. l～0.3 細 く浅い回線文。 内面ヘラ削り。 黒斑あり

残高9.7 やや軟

ま登褐色

第37図 広口査 口径27.3Oo. l～0.2 垂下する口縁、口縁外面に 頚部～体部外面上半ハ 黒斑あり
76 A5 残高35.2やや軟 2個一対の円形浮文。体部 ケ、体部下半へラ磨き

黄白色 上半に櫛描直線文＋波状文 内面ナデ。

77 登底部 底径8.0 ム0.1～0.2 外面ハケ後へフ磨き。

残高18.7良好 内面ハケ後ナデ。

明黄褐色

第38図 広口査 口径17.500.1～0.2 口縁端面に凹線文＋羽状文 内外面ハケ後ナデ。

78 c 1 残高24.7やや軟 体部上半に櫛描き直線文＋

糧褐色 波状文。

79 広口壷 口径18.3。。l～0.2 口縁端面に凹線文2条。内 外面上半ハケ、下半は 完存。
A2 器高30.5良好 面に扇形文。頚部に櫛描き 粗いへラ磨き。内面ハ

底径8.0 褐色 直線文。肩部に扇形文。 ケ後ナデ。

80 査底部 底径9.5 ム0.2～0.5 外面へラ削り後ハケ。

残高9.7 良好 内面ナデ。

i炎糧褐色
81 広口査 口径20.700.1～0.2 口縁端部に波状文、内面及 内 ・外面ともハケ。

B 器高35.9やや軟 び頚部外面に列点文。体部

底径8.3 黄灰色 上半に櫛描直線文＋波状文

第39図 直口壷 口f歪19.3。0.1～0.2 ゆるやかに内湾して立ち上 器体内外国とも上半ハ
82 残高43.0やや軟 がる口縁。口縁、頚部外面 ケ外面下半へラ磨き。

茶褐色 に凹線文、肩部に円形浮文 内面下半へラ削り。

第40図 水差形 口径10.5ム0.1～0.2直口する口縁。握手側に指 体部外面を部分的にへ 黒斑あり

83 土器B 残高25.0軟 かけを作る。長胴である。 ラ磨き。 内面ハケ。

i炎櫨色
84 水差形 口径10.8ム0.1～0.8直口する口縁。握手側に指 体部内外面にハケ後ナ ほぽ完存

土器B 器高34.3軟 かけを作る。口縁部に凹線 デ。下半ヘラ削り。

底径6.0 i炎澄色 文、肩音flに櫛描直線文3条

第41図 斐 口径15.8。0.1～0.2短く屈曲して立ち上がる口 外面ハケ。口縁内面ハ
85 c 1 残高26.5良好 縁。 腹径に比べ口径小さい ケ。体部内面ナデ。

明茶褐色

86 受 口f歪29.8ム0.1～0.8 「く」の字状に屈曲する口 体部内外面縦ハケ。口
C3 残高31.8やや軟 縁。外傾する端面を作る。 縁内面横ハケ。

j炎糧色 端面に凹線文2条。

第42図 斐 口f歪13.0ムOl～0.2 「く」字状に外反する口縁 内外面ナデ。 完存。

87 Al 器高15.0軟 端面を丸くおさめる。

底径4.7 褐色
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54 水差形 口ff9.4。0.1～0.2 直口する口縁。 内外面ハケ後ナデ。

土器B 残高10.8良好

暗糧灰色

55 直口査 口径20.4。0.1～0.2 口縁部がやや屈曲して立ち 内外面ハケ。
残高1I.I 良好 上がる。口縁と頚部に凹線

黄褐色 文。

第35図 無頚査 口径7.8。。l未満 口縁が短く外反する。頚部 内外面ナデ。
56 E 残高5.0 良好 に2個一対の紐孔がある。

明者登褐色

57 無頚壷 口径514.9 00.1未満 やや内傾して立ち上がる。 外面ハケ、内面ナデ。
A 残高8.0 良好 端部に内傾する狭い面をも

暗灰褐色 つ。2孔一対の紐孔あり。

58 無頚壷 口f歪18.l 00.1 口縁端部を内傾に拡張。6 内外面下半部にヘフ削

B 残高9.2 良好 条の凹線文。2孔一対の紐 り。

淡樫褐色 孔あり。

59 婆 口f歪16.000.1～0.2 短く屈曲する口縁。端部を 外国ハケ。内面剥離の

c 1 残高13.2やや軟 つまみ上げ、外傾する狭い ため不明。

淡樟褐色 端面を作る。

60 婆 口径25.000.1～0.2 「く」の字状に外反する口 外面部分的にハケ残る

Al 残高9.3 やや軟 縁。口縁端部に4個一対の 内面ナデ。

暗樫褐色 キザミ目文。

61 婆 口f歪13.600.1～0.2 ゆるやかに内湾して立ち上 外面ハケ。内面ナデ。
A4 残高5.0 良好 カfるロキ象。

暗樟褐色

62 斐 口径15.8。。l～0.2 「く」の字状に外反する口 外面縦方向の粗いへラ
A 1 残高8.0 良好 縁。 磨き。内面ハケ後ナデ

暗茶褐色

63 事主 口径16.200.1～0.2 「く」の字状に外反する口 外面ハケのちナデ。内

Al 残高7.8 良好 縁。 面口縁部横ハケ、体部

倍程褐色 斜めハケ。

64 斐 口径15.0。0.1未満 「く」の字状に外反する口 体部外面、口縁内面ハ
Al 残高10.8良好 縁。 ケ外面下半、内面にへ

i炎茶褐色 ラ削り痕を残す。

65 斐 口径14.8。0.1未満 ハネ上げ口縁。口縁端部に 内外面ハケ。
B 残高4.0 良好 5個一対のキザミ目文。

黄褐色

66 斐 口径16.500.1～0.2 「く」の字状に外反する口 内外面ハケ後ナデ。

Al 残高5.4 良好 縁。端部に面を作る。5個

暗茶褐色 一対のキザミ日文。

67 望主 口径16.7。。l ハネ上げ口縁。体部に列点 外面タタキ後ハケ。内

B 残高9.2 良好 文。 面ハケ後下半へラ削り

i炎黄褐色
68 斐 口f歪16.8。0.1～ ハネ上げ口縁。告書体に比べ 外面ハケ。内面ハケ後

B 残高11.5 10.3 口径大きい。 下半へラ削り。

良好

黒褐色

第36図 台付鉢 口f歪10.700.1未満 直口する口縁。口縁部に3 内外面ヘフ磨きか。
69 D 1 残高6.0 やや軟 条、屈曲音［Iにl条の凹線文

明糧褐色

70 高杯 口径28.6。0.1～0.2椀状の杯部から口縁部が直 内外面ヘラ磨き。 口縁部に

Al 残高7.2 良好 口する。口縁部に凹線文2 黒斑。

明糧褐色 条。
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37 高杯 口径17.5。。l～0.3屈曲して立ち上がる口縁。 杯部内外面ヘラ磨き。 ほぼ完存
A2 器高16.5良好 屈曲部に浅い凹線文2条。 胸部外面へラ磨き。内 脚部に黒

｛炎澄褐色 面に絞り痕。 斑

38 高杯 口径12.7。0.1～0.2椀状の杯部。 口縁部ナデ。杯部内外 小形品。

Al 残高4.8 良好 面ハケ。 黒斑あり

j炎燈褐色

39 台付鉢 口径16.3。0.1 短く屈曲する口縁。端部を 内外面へフ削り。 台付鉢か

B 残高4.9 良好 つまみ上げる。

明黄褐色

40 台付鉢 口径17.4ム0.1～0.2浅い杯部から口縁が斜上方 杯部内外面、脚部外面

A 残高9.4 やや軟 に開く。 にへラ磨き。杯音II内底

i炎樫褐色 面は円板充填による。

41 局十不脚 底径10.6。0.1 大きく開く脚部。 外面ヘラ削り。内面へ 黒斑あり

残高7.6 良好 ラ削り。円板充填。

i炎黄褐色
42 高杯脚 底径10.0ム0.1～0.2柱状脚。下端が大きく開く 内面へフ削り。柱状部

残高12.7やや軟 外面に細く浅い凹線文。 に絞り目。

暗赤褐色

43 両杯脚 底径10.8。0.1～0.2柱状脚。下端が大きく開く 内面へフ削り。柱状部
残高12.8良好 外面ヘラ磨き後、細く浅い に絞り目。

i炎樫褐色 凹線文。
44 鉢 口径30.400.1～0.3 口縁端部が肥厚し内傾する 体部外面下半ヘフ磨き 黒斑あり

残高9.2 良好 面をもっ。凹線文5条。 内面部分にハケ残る。

茶褐色

第34図 広口査 口径13.6。0.1未満 口縁端面凹線文2条。頚部 内外面ナデ。
45 B 残高6.2 良好 に凹線文、口縁内部に櫛原

i炎樫褐色 体による列点文2段。
46 広口登 口径16.4。0.1～0.2円筒状の頚部。端面外傾。 内外商ナデ。
B 残高3.8 良好 端面に櫛描き状文。

I渚灰褐色

47 広口歪 口径18.6。0.1～0.2端部をやや拡張。端部に凹 内外面ナデ。
A3 残高6.7 良好 線文3条、円形浮文あり。

淡樫褐色 口縁内面に列点文。

48 広口蓋 口f歪26.0。0.1 大きく開く口縁。端部を下 内外面ナデ。

A4 残高2.4 良好 方に拡張。端商に凹線文3

樫褐色 条。棒状浮文の剥離痕あり

49 広口査 口f歪24.000.l～0.3 口縁端面を斜下方に拡張。 外面ハケ後ナデ、内面
A4 残高8.0 やや軟 凹線文3条。頚部に櫛描き ナデ。

暗赤褐色 直線文。 内面に扇形文。

50 広口蓋 口径：24.3。0.1 円筒状の頚部から口縁が大 内外面ナデ。

A5 残高13.7良好 きく 開く。頚部に貼付突帯

明穫褐色 と櫛描き直線文。

51 広口査 口径13.4ム0.1～0.4短い筒状の頚部。最大腹径 内外面ハケ後ナデ。 ほぼ完存

B 残高22.5やや軟 が体部中位にある。無文。

暗褐色

52 広口室 口f歪13.300.1～0.2 口縁端面に櫛描き波状文。 体部外面縦ハケ、内面 ほぽ完存
B 残高23.7良好 頚 ・胴部聞に櫛描き直線文 上半にハケ、下半はナ

底径5.0 暗樫灰色 と波状文を施す。 ア。

53 直口壷 口f歪12.0。0.1未満 直口する口縁。口縁に凹線 外面へフ磨きか。内面
残高6.6 良好 文4条。 ナデ。

i炎黄褐色
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第32図 斐 口径11.000.l～0.2 口縁部下端にキザミ目文。 内外面ハケ後ナデ。 外面下半

20 B 残高9.4 良好 頚部に櫛描き文。体部に櫛 スス付着

i炎茶褐色 原体による列点文2列。
21 斐 口径14.2。。l～0.2 ハネ上げ口縁。 外面ハケ、内面ナデ。

B 残高5.0 やや軟

4登褐色
22 斐 口径14.4。。l～0.3 短く屈曲する口縁。端面は 外面ハケ、内面口縁部
c 2 残高5.6 良好 外傾し、 凹線文3条を施す。ナデ、体部へラ削り。

燈褐色

23 斐 口径i14.0 。。l～0.2 短く屈曲する口縁。端外傾 器壁荒れ、調整不明。
c 1 残高6.l 良好

褐色

24 斐 口f歪14.400.l～0.2 口縁がゆるやかに内湾して 内外国ハケ。内面指頭
A4 残高8.4 やや軟 立ち上がる。 圧痕多く残る。

糧褐色

25 斐 口径18.0Oo. l～0.2 「く」字状に外反する口縁 内外国ナデ。
Al 残高9.3 良好

淡黄白色

26 斐 口f歪25.0oo. l～0.2 「く」字状に外反する口縁 外面上半縦ハケ。 体部外面

A 1 残高14.6良好 下半斜めハケ。 スス付着

燈褐色 内面ナデ。

27 斐 口径15.0。。l ゆるやかに屈曲する口縁部 体部外面ハケ、口縁内 粗製品。

A3 残高7.2 良好 をもっ。 面横ハケ。体部内面斜

茶褐色 めハケ。

28 費 口径17.2Oo. l～0.2 口唇部に6個一対のキザミ 体部内外面ハケ。
Al 残高9.8 やや軟 目文。

茶褐色

29 斐 口径16.8。。l～0.2 「くjの字状に外反する口 体部内外面ハケ後ナデ
A 1 残高9.9 良好 縁。端部丸くおさめる。

糧褐色

30 斐 口径19.7。0.1 ハネ上げ口縁。器高に対し 体部外面縦ハケ。内面

B 残高10.8良好 口縁が大きい。 ヘラ削り。

黄褐色

31 鉢 口径12.4ム0.1～0.2 短く屈曲する口縁。 内外面へフ磨き。

B 残高3.1 良好

I炎黄褐色

32 台付鉢 口径14.l。。l 短く屈曲する口縁。浅く張 体部外面ハケ後箆磨き 赤色顔料

B 器高14.6良好 りのある体部。胸部端面に 内面へラ磨き。脚部内 塗布。

底径8.5 赤褐色 凹線文。 面ヘラ削り。円板充填

第33図 高杯 口径13.2。 屈曲して外反する口縁。屈

33 c 残高4.4 良好 曲部に浅い凹線文3条。

掻褐色

34 高杯 口径17.5Oo. l～0.2 屈曲して外反する口縁。口
c 残高6.l やや軟 縁と屈曲部に浅い凹線文1

暗黄灰色 条。

35 高杯 口f圭23.5oo. l～0.2 垂下する口縁。 外面調整不明。内面へ

B2 残高3.0 良好 ラ磨き。

暗黄灰色

36 高杯 口f歪19.8。。l～0.2椀状の杯部。口縁に凹線文 内外面へラ磨き。外面
A 1 残高7.2 良好 2条。 下半にヘラ削り。

i炎稜褐色
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3 広口歪 口径16.100.1～0.3 斜め上方に大きく開く口縁 外面縦ハケ、内面横ハ

A2 残高8.0 良好 部。口縁端面にキザミ目文 ケ。

明権褐色

4 広口査 口径12.800.1～0.2 口縁端部に凹線文2条。頚 頚部外面縦ハケ、 内面

B 残高5.8 良好 部の櫛描き波状文。 ナデ。

黄褐色

5 広口蓋 口径13.6。。l～0.2 口縁端面に凹線文2条。 内外面ナデ。

B 残高5.4 良好

茶褐色

6 広口査 口径16.7。0.1～0.2 口縁部を下方に拡張し、端 頚部外面へラミガキ、
B 残高5.8 良好 面に3条の回線文、 3個一対 内面ナデ。

淡鐙白色 の円形浮文。

7 直口萱 口径17.000.2～0.3 口縁上部に2条の凹線文。 外面粗いハケ、内面ナ

残高l1.3 良好 頚－胴部間に凹線文2条。 ア。

黄褐色

8 広口壷 口t歪22.0ム0.2～0.3 口縁部が大きく開く。端面 外面ナデ、 内面横ハケ
A3 残高5.0 軟 を下方へやや拡張する。

日音灰褐色

9 広口査 口径22.700.1～0.2 口縁部が大き く開く。無文 頚部外面縦ハケ、内面

A2 残高9.5 良好 横ハケ。

暗赤褐色

10 広口蚤 口t歪18.5。。l～0.2短く外反する口縁。端面に 外面縦ハケ、内商ナデ 内面に炭
c 1 残高lI. I 良好 櫛原体木口による羽状文。 化物付着

樫褐色 口縁内面に扇形文。

II 広口査 口f歪22.200.l～0.2 円筒状の頚部。垂下する口 外面縦ハケ、内面ナデ
A5 残高5.5 良好 縁。端面に3条の凹線文。

赤褐色 口縁内面に沈線文2条＋扇

形文＋列点文

12 受け口 口t歪22.300.1 端面に浅い凹線文4条。口 頚部外面縦ハケ、内面

査 残高12.3やや軟 縁部と頚部に凹線文。頚部 横ハケ。

にキザミ日突帯。

13 広口壷 頚径10.4ムOl～0.2 頚部から大きく開く口縁部 器体外面ハケ、体部下 口縁部欠

腹径26.4軟 をもっ。頚部にキザミ目文 半はハケ後へラ磨き。 損。頚胴

残高36.4茶褐色 内面ハケ。指頭圧痕多 部はほぼ

く残る。 完存。

第31図 広口牽 口t歪15.5。。l～0.2斜上方に開く口縁、 無文で 口縁端部横ナデ。器体 完存。
14 Al 器高32.3良好 ある。 外面ハケ。体部下半ハ

底径7.1 暗赤褐色 ケ後ヘラ磨。内面ナデ

15 直口登 口f歪15.5。0.1未満 口縁上端に2条の凹線文。 内外面ヘラ磨き。
残高6.0 良好 頚 ・月阿部聞に凹線文。

淡赤褐色

16 広口壷 腹f歪23.3oo. l～0.2 上から1/3ほどのところに 体部外面ハケ、内面上 口縁部欠
残高23.4良好 最大腹径を有する。 半をナデ、下半へラ削 f員。黒斑

暗茶褐色 り。 あり。

17 水差形 腹径13.3。。l～0.2算盤玉状の体部。頚部 ・胴 体音11上半にハケ、下半 口縁部欠
土器A 残高13.2良好 部・脚部に凹線文。 ヘラ削り。脚部内面へ t員

淡灰色 ラ削り。円板充填。

18 斐 口f歪26.0oo. l～0.3 「くJの字状に外反する口 内外面ナデ。
C3 残高6.9 良好 縁。端面外傾。

淡茶褐色

19 望主 口f歪35.2ム0.1～0.2 「く」字状に外反する口縁 内外国ナデ。
C3 残高7.7 やや軟 外傾端面に凹線文3条。

淡黄白色
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付表7 1地区出土土器観察表

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第29区広口宣 口径16.400.1～0.2 口縁端部に凹線文＋キザミ ナデ。 S K06出土

1 B 残高2.4 良好 目文

黄禍色

2 広口査 口1I19.300.9～0.2 端部をわずかに上下に拡張 外面ハケ、内面ナデ。 S KOS出土

残高5.0 良好

黄褐色

3 広口査 口径16.500.1～0.2 口縁部に凹線2条。 外面ハケ、内面ナデ。 S KOS出土

残高7.0 良好

黄褐色

4 広口壷 口径19.000.1～0.2 口縁部に凹線文。 外面ハケ、内面ナデ。 S K06出土

残高6.8 良好

黄褐色

5 両杯 口径20.600.1～0.2 口縁部に回線文。 ナデ S K02出土

Al 残高4.0 良好

黄褐色

6 高杯 口径15以 00.1～0.2 垂下する口縁部を ナデ。 S K03出土

B 2 上 やや軟 もつ。

残高4.0 暗赤褐色

7 受 口往~16.8 00.1～0.2 口縁がやや内湾ぎみに立ち 内外面ナデ。 S K04出土

Al 残高6.6 良好 上がる。

暗櫨褐色

8 望主 口径518・l00.1～0.2 外傾する端面をもっ。 内外面ハケ。 S K03出土

Al 残高4.4 良好

暗黄褐色

9 望主 口径18.300.1～0.2 口縁がやや内湾ぎみに立ち 内外面ナデ。 S KOS出土

A4 残高6.0 良好 上がる。

暗黄褐色

10 無頚査 口径20.800.1～0.2 口縁部外面に凹線文。 内面ナデ。 S K08出土

B 残高3.9 良好

暗極褐色

11 喜本 口径17.5oo. l～0.2 口縁部に凹線文。 内外面にへラミ S KOS出土

残高4.2 良好 ガキ。

黄褐色

12 両杯脚 口径512.2 00.1～0.2 脚柱部と端部に凹線文。 外面ナデ、内面ヘラケ S K02出土
部 残高6.4 良好 ズリ。

暗黄褐色

付表8 H地区出土土器観察表

S DOI 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法－調整 備考

色調

第30図 広口査 口径10.000.1～0.3 円筒状の短い頚音IIから口縁 内外面ナデ。
1 B 残高3.5 良好 が短く外反。口縁端面に円

｛炎赤褐色 形浮文。

2 広口宣 口f圭12.7。0.1～0.2 口縁端面に凹線文2条、 円 内外面ナデ。
B 残高5.6 良好 形浮文の剥離痕あり。

暗褐色 頭部に櫛描き直線文。
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IV-3様式 回線丈の衰退が著しい時期である。査が無文化し、高杯の形態が多様化し

て小形のもの（88・89・92）が多く見られるようになる。屈曲して大きく外反する杯部をも

っ高杯（90）が現われるのもこの時期である。舞鶴市志高遺跡B地区 l号貼石墓 ・SH 

86201・SK8SZOS、福知山市興遺跡E地区SD03・SK19などがあげられるが資料はあま

り多くはない。SXO! (94～97）はこの時期で最も後出する資料と思われる。

広口査・短頚査・聾・高杯・鉢などの器種がある。広口査（74・75・98）は無文化し（71

～73）、小形のものが多くみられる（71・72）。 回線文が少条になり （74・75）、櫛描き文が

衰退する。口縁部を屈曲させ、少条の回線文を施す短頚査がみられる。水差（77～79）には

長頚した小形品が現われる。80・81・83は、無頚査である。聾は「く」の字状の口縁のも

のと瀬戸内系聾が引き続き存続するが、前者は口縁の屈曲がより明瞭になり後期的な聾に

近づく （82・84）。 一 方、口縁が短く屈曲して外傾する端面・浅い凹線文をもっ聾（86）が

みられるよう になる。高杯は椀状の杯部のもの（91・92）と水平に聞いたのちに垂下するも

の（93）などのほか、 口縁が直立するもの（88）や内傾ぎみに立ち上がるもの（89）などがあ

る。88・89・92のように小形品の閉める割合が高い（志高遺跡SH86201）。 85は鉢、 87は

台付鉢である。

94～97は、 輿遺跡SXO！から出土したものである。遺構ははっきりしないが4個体の土

器がほぼ完存した状態で一括出土した。壷（94）は、 98と同形同大だが、 98と比べ最大腹径

が下がり、口縁がより屈曲し、端部も薄く処理されている。98よりさ らに後出するものと

思われる。95は短頚壷、96は長頚童、97は近江型の聾である。

以上、第ill・N様式を 5つの小様式に分けて、主な土器を示し由良川流域の中期後半期

土器の変遷をたとεってみた。第N-2様式以外、 特に第皿－2様式 ・第N-1様式は資料が少な

く主観的なものになった。第皿様式の資料は最近、舞鶴市桑飼上遺跡でまとまった出土が

あり (1990～1991年調査）、現在整理が進められているところである。この資料が公にされ

ることによって第皿様式が明らかにされ、 第N-1様式の存在がよ り明瞭になるものと期待

される。

本文が当該地域土器研究の上でいささかでも役に立つものとなれば幸いである。

なお、 41は綾部市の調査で出土したもので未発表の資料である。図面使用に際し綾部市

教育委員会近津豊明氏の御協力を得た。記し、謝意を表します。

（田代 弘）
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34 受 口径：32.7ム0.1～0.2短く屈曲する口縁部。端面 外面ハケ、内面ナデ。

C3 残高7.8 軟 を強くナデ、外傾する面を

黄灰色 作る。

35 高杯 口径25.7。0.1未満 黍下する口縁部。 外面ヘラ磨き、内面不 黒斑あり

B2 残高4.6 軟 明。

淡糧褐色

36 高杯 口f歪27.2。0.1未満 椀状の杯、部。外面に凹線文 内外面へフ磨き。
Al 残高8目。 良好 2条。

i炎黄褐色
37 高杯 口径：33.4。0.1～0.2椀状の杯部。外商に凹線文 外面下半ハケ後へラ削 黒斑あり
Al 残高6.8 やや軟 3条。 り。部分的にへラ磨き

j炎黄褐色 内面ハケ後へラ磨き。

38 高杯脚 底径14.4。。l～0.2 器壁荒れ調整不明。脚 黒斑あり

残高15.4良好 柱部内面に絞り目。

権渇色

第48図 広口査 口f歪11.0 Oo. l～0.2 円筒状の頚部から口縁が水 内外面ナデ。
39 B 残高3.2 軟 平に開く。

i炎槍白色
40 広口壷 口f歪11.0。0.1～0.2円筒状の頚部から口縁が短 内外面ナデ。
B 残高5目7 軟 く外反。

i炎糧灰色
41 広口査 口f圭：13.8。0.1～0.2円筒状の頚部から口縁が大 内外面ナデ。
B 残高5.5 良好 きく開く。頚部に列点文。

淡燈灰色

42 広口蓋 口径13.5。。l～0.2口縁端函及び内面に波状文 内外面ナデ。
B 残高1.4 良好

灰褐色

43 広口査 口径14.3ム0.1～0.3短い円筒状の頚部から口縁 C2のノj、

C2 残高11.0 やや軟 が外反して立ち上がる。端 形品。長

淡燈灰色 面、頚部に回線文。 胴傾向。

44 広口萱 口径519.2 00.1～0.2 大きく開く口縁部。端部に 内外面ハケ。
A2 残高3.7 良好 狭い面を作る。

i炎糧灰色
45 広口登 口径118.7 oo. l～0.2 大き く開く口縁部。頚部に 内外面ナデ。
A2 残高7.5 良好 円形の刺突文。

樫褐色

46 広口査 口径21.0ムOl～0.2 口縁端面に凹線文4条＋へ 内外面ナデ。

C2 残高2.0 やや軟 ラによる平行直線文。内面

j炎黄褐色 に櫛描き波状文。

47 広口査 口径20.800.1～0.2 口縁端面に凹線文4条。 内外面ナデ。

C2 残高2.0 やや軟

明樟褐色

48 広口査 口径21.200.1～0.2 円筒状の短い頚部から外反 頚部外面ハケ、内面ナ

C2 残高6.0 良好 する口縁部。端面に凹線文 デ。

黄褐色 と棒状浮文。頚部に凹線文

49 広口壷 口径~20.8。。l～0.3口縁部を斜め下方に拡張、 外面ハケ。口頭部内面
A3 残高9.5 良好 凹線文＋平行直線文。頚部 ナデ、体部ハケ。

茶褐色 に回線文5条。

50 広口査 口径~20.0 Oo. l～0.2 口縁端面に凹線文2条、内 内外面ナデ。
B 残高1.8 やや軟 面に71J点文をめぐらす。

j炎黄褐色
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51 直口査 口径9.8。。l～0.2直線的に立ち上がる口縁部 内外面ハケ。
残高8.7 良好 口縁部外面に凹線文2条。

淡黄褐色

52 直口査 口径24.8ム0.1未満 直口する口縁を持つ大形品 内面ハケ。

残高3.3 良好 外商に櫛描き直線文＋波状

｛炎樟褐色 文、端部に凹線文4条。

53 水差形 口径E10.7 ム0.1～0.2直口する口縁。口縁部に凹 内外面ハケのちナデ。
B 残高15.5良好 線文5条。長胴。

54 斐 口径15.7。。l～0.2 「く」の字に外反する口縁 体部外面縦ハケ。口縁
Al 残高7.4 良好 端部に内傾する面をもっ。 内面横ハケ、体部ハケ

樫灰色 のちナデ。

55 斐 口径14.4。0.1未満 「く」の字に外反する口縁 体部外面ハケ、内面ハ
A 1 残高10.0やや軟 端部に面をもっ。 ケのちナデ。

j炎糧褐色

56 費 口径8.7 00.1～0.2 ゆるやかに外反した後、内 内外面ハケのちナデ。

A4 残高13.0やや軟 湾して立ち上がる口縁。

暗賞褐色

57 幸三 口f歪16.0。。l～0.3あまり屈曲せずに立ち上が 体部外面縦方向のへラ
A3 残高14.0 良好 る口縁。端面をつまみ出す 削り。口縁内面ハケ、

黒褐色 粗製。 体部内面へラ削り。

58 斐 口f歪13.300.I～0.2 「くJの字状に外反する口 内外面ハケのちナデ。
Al 残高5.3 良好 縁。口唇部に3個一対のキ

茶褐色 ザミ目文。

59 事E 口径14.8oo. l～0.2 「くjの字状に外反する口 内外面ハケのちナデ。
Al 残高3.9 良好 縁。口唇部に3個一対のキ

茶褐色 ザミ目文。

60 斐 口径12.6。。l～0.2口縁端面をわずかにハネ上 体部外面縦ハケ、内面
B 残高5.0 良好 げる。 横ハケ。

j炎黄褐色

61 警E 口径14.2ムOl～0.2 ハネ上げ口縁。 内外面ナデか。

B 残高4.4 軟
i炎樟灰色

62 斐 口径13.8。。l未満 ハネ上げ口縁。 体部内外面ハケ。

B 残高6.5 良好
i炎黄潟色

63 理E 口径21.200.I未満 口縁端面をわずかにハネ上 外面ハケ、 内面ナデ。

B 残高3.7 良好 げる。

i炎茶褐色
64 斐 口径17.200.1～0.2 ハネ上げ口縁。 外面ハケ、内面口縁ハ スス付着

B 残高6.4 良好 ケ、体部ナデ。

茶褐色

65 斐 口径12.000.1～0.2 ハネ上げ口縁。 外面ナデ、 体部内面ハ

B 残高4.5 良好 ケのちナデ。

淡茶褐色

66 事主 口径10.5 00.I～0.2 「く」の字状に短く外反す 体部外面ハケ後ナデ、
Al 残高5.4 やや軟 る口縁。端部丸くおさめる 内面ナデ。

淡茶灰色

67 斐 口f歪28.8Oo. l未満 「く」 の字状に外反する口 体部内外面ハケのちナ
Al 残高17.0良好 縁。大形である。 ア。

4登渇色
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第50図 無頚壷 口径12.200.1～0.2 内傾して立ち上がる。端部 調整不明。

68 A 残高5.8 良好 をわずかに内側に拡張。口

茶褐色 縁部、体部に回線文。紐孔

69 無頚萱 口径~12.8 。0.1未満 口縁部外面を肥厚し段状口 ナデか。 黒斑あり

c 残高4.9 良好 縁をなす。口縁下端に回線

i炎茶褐色 文。2個一対の紐孔あり。
70 無頚査 口径12.4。。l未満 内傾して立ち上がる。口縁 内外面粗い縦ハケ。
A 残高5.1 良好 部に凹線文4条。

j炎茶褐色

71 無頚査 口径21.000.1～0.2 口縁部を内側に拡張。外面 内面にハケ残る。 黒斑あり

B 残高5.9 やや軟 に凹線文6条。
樫褐色

72 鉢 口径15.7。0.1～0.2屈曲してゆるやかに外反す 外面ハケ。内面ナデ。
A 残高5.9 良好 る口縁。

i炎澄褐色
73 鉢 口t歪17.500.J～0.2 屈曲してゆるやかに外反す 内外面縦ハケ。 黒斑あり

A 残高7.0 良好 る口縁。

茶褐色

74 台付鉢 口径18.6Oo. l～0.2 水平にのびる口縁。浅い器 内外面ハケ。
A 残高5.1 良好 体を有する。

暗赤褐色

75 台付鉢 口径7.6 Oo. 1～0.2 直口する口縁。小さ く低い 内外面ヘラ磨き。
D 1 器高13.6 良好 脚部を有する。口縁と頚部 円盤充填。

黄褐色 に凹線文。

76 台付鉢 口径10.7。。l～0.2屈曲した後、口縁が直口す 内外面ナデ。
D2 残高5.6 やや軟 る。口縁部と屈曲部に凹線

i炎樫褐色 文。
77 高杯 口ff20.200.J～0.2 水平にのびる口縁。 外面ハケ。内面強いナ

B 1 残高7.1 良好 ア。

茶褐色

78 高杯 口径15.600.1～0.2 水平にのびた後、垂下する 器壁荒れ調整不明。

B2 残高6.6 軟 口縁。

黄褐色

79 高杯 口径25.2。0.1～0.2椀状の杯部から直口する口 調整不明。 黒斑あり

残高6.3 良好 縁。

淡黄褐色

80 高杯 口f歪30.0。0.1未満 椀状の杯部から直口する口 内外面へラ磨き。
Al 残高4.4 良好 縁。

茶褐色

81 高杯 口径32.9ム0.1～0.3 口縁外面に粘土帯を貼り付 外面へフ磨き。内面ハ

A3 残高7.8 やや軟 け、段状口縁をなす。 ケ。

茶褐色

82 高杯、脚 底径13.500.1～0.2 脚柱部に凹線文。透かしあ 外面ヘラ磨き。内面へ

残高16.0やや軟 り。 ラ削り。杯部下半外面

淡黄褐色 ヘラ削り。円板充填。

83 高杯脚 底径14.9。0.2～0.3脚部無文。 外面へフ磨き。内面へ

残高17.4良好 ラ削り。杯部下半外面

黄褐色 ヘラ削り。円板充填。

第51図 広口査 口径21.800.1～0.2 大きく開く口縁。内面に蕨 外面縦ハケ、内面横ハ

84 A2 残高5.9 良好 手状文＋扇形文。 ケ。

糧褐色
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85 広口査 口径22.7。0.1未満 口縁音IIを斜下方に拡張し、 内外面ナデ。
A3 残高4.9 良好 凹線文を施す。口縁内面に

樫褐色 櫛描き波状文＋扇形文。

86 広口蓋 口径22.5 00.1～0.2 水平に開く口縁。端面に凹 内外面ナデ。 黒斑あり

B 残高2.2 やや軟 線文＋キザミ目文。内面に

i炎黄褐色 凹線文＋櫛描きj皮状文。
87 広口壷 口径20.1。。l～0.2大きく開く口縁。やや外傾 内外面ナデ
A4 残高3.3 良好 する端面に凹線文、円形浮

茶褐色 文を施す。

88 広口壷 口径：11.7oo. l～0.2 口縁に粘土紐を貼り付け断 頚部外面ヘフ磨き。内
E 残高10.l 良好 面円形の口縁をなす。頚部 面ハケのちナデ。

黄褐色 に凹線文、列点文。

89 広口査 口径19.0。0.1未満 短く外反する口縁。端面に 体部外面上半ハケ、下
c 1 残高29.1 良好 櫛描きi皮状文。頚～胴部に 半へラ磨き。内面上半

淡黄櫨色 櫛描き直線文と波状文。 ハケ、下半ヘラ削り。

90 広口査 口f圭17.3 ム0.1～0.2短く外反する口縁。端部に 内外面ハケのちナデ。
D 残高7.6 軟 面を持つ。

淡茶褐色

91 広口登 口径14.4ム0.1～0.2 口縁端面に凹線文＋列点文 外面ナデ。内面はハケ

B 残高15.2軟 頚～胴部に列点文・櫛描き のちナデ。

i炎樫灰色 波状文・直線文。
92 広口査 口f歪19.6。。l～0.2太く短い頚部から外反する 頚部外面縦ハケ。内面
c 1 残高3.3 良好 口縁音II。端面に櫛描き波状 横ハケ。

淡糧褐色 文。

93 広口蓋 口径18.7 ム0.1未満 口縁端面に凹線文4条＋円 内外面ナデ。

C2 残高9.4 良好 形浮文。頭部に凹線文5条
糧褐色

94 受け口 口径21.6。。l～0.2屈曲して立ち上がる口縁。 頚部外面ハケ、内面部
査 残高6.1 良好 口縁部に凹線文1条。 分的にハケ残る。

i炎樟褐色
95 直口壷 口径8.0 ムOl未満 直口する短い口縁部。 外面縦ハケ。内面横ハ

残高7.7 やや軟 ケ。

赤褐色

96 無頚壷 口径7.9。0.1～0.2短い頚音防、ら口縁部が外反 内外面ナデ。
E 残高7.0 良好 2個一対の紐孔。

明樟褐色

第52図 広口査 腹径36.000.l～0.2 扇球形の体部。頚～胴部に 外面ハケ、内面ナデ。 黒斑あり

97 c 1 残高17.0 やや軟 櫛描き直線文・波状文を交 体部一部

i炎茶白色 互に施す。 のみ残存

98 広口蚕 頚径13.8 ム0.1～0.5 円筒状の頚部から大きく開 体部外面下半。 把手付査

残高20.4 やや軟 く口縁部。頚部に幅広の刺 体部内面横ハケ。

黄褐色 突文凹帯。把手をもっ。

99 広口壷 口f歪25.900.1～0.2 外反したのち内側へ屈曲す 外面縦ハケ後横ハケ。
F 残高4.0 良好 る口縁部。斜格子文を施す 内面ナデ。

j炎赤褐色 大形で、ある。

100 斐 口f歪24.2ム0.1～0.2 屈曲して短く外反する口縁 内外面ハケのちナデ。
C3 残高12.8 やや軟 外傾する端面をもっ。

黄褐色

101 受 口f歪22.8 00.1～0.2 ハネ上げ口縁。端部に回線 外面縦ハケ。内面上半 黒斑あり
B 残高24.3 やや軟 文を施す。 ハケのちナデ、下半は

淡黄白色 へラ削り。
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第53図 広口査 腹径27.4 ム0.1～0.4 円筒状の頚部。算盤玉形の 内外面ハケのちナデ。 口縁部欠

102 A 残高43.2 やや軟 体部。頚部に凹線文。頚～ 損

淡樫白色 胴聞に櫛描直線文＋波状文

103 望E 頚径9.2 ムOl～0.2 頚部に凹線文l条。 内外面下半にへラ削り 口縁部欠

残高10.8 軟 損

淡褐色

104 警主 口径12.5。。l～0.2ハネ上げ口縁。端面に強い 内外面縦ハケ。
B 残高16.2軟 ナデ。

i炎灰褐色
105 斐 口径16.2。。l～0.2 「く」の字状に外反する口 外面縦ハケ。口縁内面
Al 残高14.7 良好 縁。端部に4個一対の押圧 横ハケ、体部上半縦ハ

褐色 文。 ケ。下半はヘラ削り。

106 望主 口径i16.3 Oo. l～0.2 「くJの字状に外反する口 体部内外面ハケ。内面
Al 器高23.3 良好 縁。端部に6個一対のキザ 下半ナデ。
底径5.3 淡樫褐色 ミ目文。

107 斐 口f歪21.4oo. l～0.2 「く」の字状に外反する口 体部内外面ハケ。
Al 残高26.4 良好 縁。端部に5個一対の押圧

黒褐色 文。

108 警E 口径18.4Oo. l～0.2 ハネ上げ口縁。端面に強い 体部外面平行タタキの
B 残高10.0 やや軟 ナデ。 ちナデ。内面ハケ。

黄褐色

109 斐 口径20.0ム0.1～0.2 「くjの字状に外反する口 体部内外面ハケのちナ 外面下半

A 1 残高24.0軟 縁。 デ。 スス付着

淡黄褐色

110 斐 口径13.4 ム01～0.2 「くjの字状に外反する口 体部外面ハケ、内面ナ 外面下半

A 1 器高21.2 やや軟 縁。 ア。 スス付着

底径5.2 明茶褐色

Ill 斐 口径：1.3 。0.2～0.3 ハネ上げ口縁。体部に列点 体部外面ハケ。内面上 体部外商
B 器高15.6 良好 文をめぐらす。 半ハケ、下半へラ削り スス付着

底径5.5 茶褐色

第55図 警主 口径13.0Oo. l～0.2 ハネ上げ口縁。 外面上半粗いハケ、下 外面下半

112 B 器高21.0 やや軟 半へラ磨き。内面ヘラ スス付着

底径5.4 j炎糧灰色 自ljり。

113 斐 口径12.5oo. 1～0.2 ハネ上げ口縁。 外面上半ナデ下半浅い 外面下半

B 器高20.5 良好 ヘラ削り。内面へラ削 スス付着

底径6.4 茶褐色 り。

114 鉢 底径5.8。0.1未満 下ぶくれの体部を有する。 外面ナデ。内面横ハケ 体部外面
残高10.2 やや軟 スス付着

赤褐色

115 無頚査 口f歪12.2 ム0.1～0.6 口縁外面に粘土紐を付加す 外面縦ハケ。内面口縁 黒斑あり
c 器高13.5 やや軟 る。算盤玉形の体部。 部横ハケ、体部斜めハ

底径4.9 j炎茶褐色 ケ。

116 台付鉢 口径~17.7 00.l～0.5 「く」の字状に外反する口 体部外面へラ削りのち 外面上半

c 1 器高14.2 やや軟 縁。端面に 5個一対の刻み ハケ。内面ハケ。 スス付着

底径7.5 i炎褐色 目文。 「ハ」形の短い脚部

117 台付鉢 口径16.6 ム0.2～0.4 ハネ上げ口縁。 杯部内外面ハケ。胸部 外面上半

C2 器高17.4 良好 外面ハケ、内面へラ削 スス付着

底径10.3 黄褐色 り。円板充填。

118 鉢 口径~21.1 oo. 1～0.3 「く」の字状の口縁。 内外面ハケ。 外面下半

A 器高13.9 良好 スス付着

底径7.6 黄褐色 ほtI完存
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119 鉢 口径30.9ムOl～0.2 「くjの字状の口縁。大形 体部外面ハケ。内面ナ

A 残高21.2 やや軟 である。 ア。

淡燈褐色

第56図 鉢 口径24.7。0.1未満 ハネ上げ口縁。 体部外面ナデ、下半へ 外面スス

120 B 残高13.5 良好 ラ削り。内面縦ハケ。 付着。

明灰褐色

121 鉢 口径28.2ム0.1～0.2ハネ上げ口縁。 体部内外面ハケ。

B 残高9.6 やや軟

賞褐色

122 台付鉢 口径21.2。0.1～0.2屈曲せずに立ち上がり直口 体部外面ハケ残る。
D 1 残高9.0 良好 する口t豪をもっ。

明灰褐色

123 脚部 底径6.7 ム0.1～0.2 「ハ」の字形の簡略な脚。 外面斜めハケ。杯部内 粗製品。

残高3.3 良好 台付鉢の脚部であろう。 面ヘラ削り。

i炎赤褐色
124 高杯脚 底径9.0。0.1～0.2脚端に凹線文3条。 外面縦ハケ。内面ナデ 黒斑あり

残高10.6良好 柱状部に絞り目。

淡経白色

125 台付鉢 底径9.1 00.1～0.2 短く直線的な脚。椅円形の 内外面ナデ。

残高4.0 軟 透かしがある。脚端に凹線

淡黄褐色 文3条。

126 台付鉢 口f歪10.8。0.1～0.2屈曲したのち内傾して立ち 内外面ハケのち部分的
D2 器高19.9良好 上がる。直口。口縁部に凹 にナデ。

底径11.4 赤褐色 線文3条。

127 高杯 口径34.5。0.1～0.2口縁外面に粘土紐を付加。 器壁荒れており調整不
A3 残高8.2 良好 明。内面にハケ残る。

灰褐色

128 高杯 口径34.5。0.1～0.2口縁外面に粘土紐を付加。 外面へフ磨き。内面上 外面スス
A3 残高16.6良好 半へラ磨き、下半縦ハ 付着。黒

黄褐色 ケ後箆磨き。円板充填 斑あり。

S D03 

胎土

番号 器種 法量 焼成 形態及び文様 技法 ・調整 備考

色調

第57図 広口査 口径15.9ム0.1～0.2外反して立ち上がる口縁。 内外面ナデ。

1 A2 残高4.5 軟 端部に面をもっ。

暗灰色

2 広口壷 口径18.000.l～0.2 水平に開く口縁。端部に面 内外面ナデ。

B 残高2.4 やや軟 をもっ。

淡黄褐色

3 広口査 口径17.500.l～0.2 水平に開く口縁。端面に凹 内外面ナデ。

B 残高1.7 やや軟 線文2条。

j炎黄褐色

4 長頚査 口f圭12.8。0.1～0.3屈曲して直口する口縁部。 外面ナデ。内面部分的
残高7.0 良好 にハケ残る。

賞褐色

5 長頚壷 口径cJ2.Qム0.1～0.2斜上方に直線的に立ち上が 外面ハケ。内面ナデ。

残高6.0 軟 った後内湾して直口する口

茶褐色 縁部。口縁部に凹線文。
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6 長頚壷 口径9.4。0.1未満 外面に櫛描き直線文2帯。 外面ナデ。内面へラ磨 器面に赤
残高5.2 良好 き。 色顔料塗

茶褐色 布。

7 長頚査 口径9.8。0.1未満 斜上方に直線的に立ち上が 外面ヘラ磨き。口縁内
残高17.8良好 る口縁部。算盤玉形の体部〈面ヘラ磨き。体部内面

黄褐色 把手－脚部を有する。 ハケのちナデ。

8 広口蚕 口径~37.4 00.1未満 大きく外反する口縁。端面 内面、外面に部分的に

A4 残高6.4 良好 を垂直に拡張。回線文、円 ハケ残る。

赤褐色 形浮文を施す。

9 翌E 口径39.2ム0.1～0.2 「く」字状に外反する口縁 体部外面縦ハケ。口縁 大形。

Al 残高8.9 やや軟 内面横ハケ。

淡茶褐色

10 斐 口径10.200.1～0.2 「く」字状に短く外反する 内外面ナデ。

Al 残高5.4 軟 口縁。

淡黄褐色

II 斐 口径14.6Oo. I～0.2 「くJ字状に外反する口縁 外面斜行するハケ。内
Al 残高l1.8 やや軟 面横ハケ。

茶褐色

12 歪底部 底径9.2 ム0.1～0.2 外面下半へラ磨き。内

残高20.2やや軟 面ハケ。

茶褐色

第58図 高杯 口f歪12.300.1～0.2 屈曲ぎみに立ち上がる口縁 調整不明。
13 A2 残高3.2 良好 屈曲部に凹線文2条。

j炎褐色

14 高杯 口径12.300.1～0.2 椀状の杯部から直口する口 内面ヘラ磨き。

Al 残高4.4 軟 縁。口縁部に凹線文2条。

黄褐色

15 高杯 口径17.6。0.1未満 屈曲して立ち上がる口縁。 内外面へフ磨き。
A2 残高3.9 良好 屈曲部に凹線文。

茶褐色

16 高杯 口径17.2oo. l～0.2 椀状の杯部から直口する口 内外面へフ磨き。 黒斑あり

A 1 残高4.7 軟 縁部。外面に凹線文2条。

i炎樫褐色
17 高杯 口f歪16.8oo. l～0.2 椀状の杯部から直口する口 調整不明。
A 1 残高4.2 軟 縁部。外面に凹線文2条。

明者登褐色

18 高杯 口径12.8。0.1～0.2屈曲して外反する口縁。 内外面ナデ。
c 残高3.9 良好

i炎黄褐色
19 高杯脚 底径7.5 ム0.1～0.2柱状の脚部。円形の透かし 外面ハケ、内面へラ削 黒斑あり

残高8.9 軟 あり。 り。

j炎茶褐色

20 高杯、脚 底径11.5。0.1～0.2 「ハ」状に開く脚部。脚端 外面へフ磨き。内面へ 黒斑あり
残高10.8良好 に凹線文。 ラ削り。円板充填。

明茶褐色

21 高杯 口径~27.2 00.1～0.2 椀状の杯部から直口する口 外面ヘフ磨き。内面ナ

Al 残高5.7 やや軟 縁。凹線文4条。 ア。

淡黄褐色

22 鉢 口径~7.2 ム0.1～0.2椀状の体部から口縁が短く 調整不明。 ミニチュ

残高3.8 やや軟 屈曲。 ア

i炎黄褐色
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23 鉢 口径14.4ム0.1～0.2ゆるやかに外反して立ち上 内外面ナデ。

A 残高4.3 やや軟 がる。端部を拡張して凹線

明褐色 文2条施す。

24 高杯 口径13.5ム0.1～0.2椀状の杯、部。端部をわずか 内外面ヘラ磨き。 内面

A 1 残高5目3 やや軟 に内側へつまみ出す。 下半にへラ削り。

黄褐色

25 高杯 口径11.0。。.I～0.2椀状の杯部。透かしあり。 杯部内外面へフ磨き。
A 1 器高9.5 良好 脚部内面ヘラ削り。円

底径6.0 赤褐色 板充填。

26 無頚査 口径18.30. l～0.4 内湾して立ち上がる口縁。 調整不明。 器体に赤

A 残高8.7 良好 口縁部外面に凹線文2条。 色顔料塗

樫褐色 布。

27 無頚査 口径16.0。。l 内傾して立ち上がる。算盤 外面上半へフ磨き。下 赤色顔料

A 残高10.3良好 玉形の体部。最大腹径部に 半ハケ。内面ナデ。 塗布。

糧褐色 凹線文3条。

28 高杯 口径21.2。0.1未満 屈曲して大きく外反する口 内外面へラ磨き。
c 残高6.4 良好 縁。屈曲部に細く浅い凹線

茶褐色 文4条。

29 器台 底径15.400.1～0.2 脚部に凹線文8条。円形の 内面ナデ。

残高8.5 軟 透かしあり。

者登褐色

30 器台 底径20.2ムOl～0.2 脚端に回線文2条。円形の 外面ハケ、内面ナデ。

残高7.8 軟 透かしあり。

賞褐色

31 器台 底径21.5oo. l～0.2 器体外面に凹線文を施す。 内面横ハケ。 黒斑あり

残高13.2やや軟 楕円形の透かしあり。

黄褐色

S K02 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法調整 備考

色調

第59図 広口査 口t歪l1.8 。0.1未満 口縁端面に凹線文3条。円 内外面ナデ。
B 残高4.3 良好 形浮文が3条残る。円面に

j炎茶縄色 IO条の櫛描き波状文。

2 査頚部 頚径10.2ム0.1～0.2頚部に凹線文。頚部以下に 頚部外面ハケ残る。円

残高7.1 やや軟 櫛描き直線文。櫛箔き波状 面調整不明。

黄褐色 文。

3 斐底部 底径5.9。。l～0.2 内外面ヘフ削り。

残高12.7 良好

暗茶褐色

4 唾E 口f歪17.200.1～0.2 「く」の字状に外反する口 内外面ハケ。
A 1 残高3.8 良好 縁。

明茶褐色

5 無頚萱 残高10.8。0.1～0.2椀状の杯部。外面に凹線文 杯、部内外面ヘフ磨き。 黒斑あり
良好 3条。脚柱部に凹線文4条 脚部外面ナデ、内面へ

茶褐色 円板充填法。 ラ削り。

6 高杯 口径23.7。0.1～0.2椀状の杯部。口縁部に凹線 杯部内外面ヘフ磨き。
A 1 残高l1.7 良好 文2条。円板充填法。 脚部内外面ナデ。

暗灰褐色
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S K03 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第60~ 査 口径24.400.1～0.2 外傾する狭い端面をもっ。 外面調整不明。内面ナ 黒斑あり。

1 Al 残高5.5 やや軟 デ。

i炎茶褐色
2 受底部 底径8.2 ム0.1～0.3 外面へフ削り。内面ナ

残高3.6 やや軟 デ。外底面ハケ。

茶褐色

S K06 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第60区無頚査 口径16.000.1～0.2 やや内傾して立ち上がる。 外面ナデ。内面ハケ。

3 A 残高4.6 良好 端部に内傾する狭い面をも

黒褐色 つ。2孔一対の紐孔あり。

4 広口査 口径22.100.1～0.2 口縁部を斜め下方へ拡張す 外面ハケ。内面ナデ。

A3 残高4.4 良好 る。

茶褐色

S K07 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第60図 3堅 口径13.9。0.1～0.2ハネ上げ口縁。 内外面ナデ。

5 B 残高5.3 良好

i炎黄褐色
6 斐 口f歪17.8ム0.1～0.2 ゆるやかに外反して立ち上 内外面ナデ。

残高4.1 軟 がる口縁。

灰褐色

7 水差形 口f歪9.0 ム0.1～0.2直線的に立ち上がる口縁。 口縁外面ハケ、内面へ
土器 推定高 良好 回線文を 4条施す。算盤玉 ラ削り。体部外面上半

22.8 淡黄褐色 形の体部。円板充填法。 ハケ、下半へラ削り、

内面ナデ。脚外面ヘラ

磨き、内面ヘラ削り。

S K08 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第61図 広口壷 口径17.0。0.1未満 円筒状の頚部から水平に開 外面ハケのち下半へフ 黒斑あり
1 B 残高37.0 良好 く口縁。口縁端面・頚部に 磨き。内面ハケのち下

底径7.0 淡赤褐色 回線文。頚部に列点文。 半へラ削り。

2 広口壷 口f歪20.200.1～0.2 口縁端面、体部外面に櫛描 外面ハケ。内面口縁部 黒斑あり
B 残高34.0 やや軟 き波状文。頚部に凹線文1 ナデ。体部ハケのち下

腹径30.2 淡糧褐色 条。口縁内面に扇形文。 半へラ削り。

3 短頚査 口径12.0。0.2～0.4短い頚部から外反する口縁 外面ナデ。内面斜めハ
B 残高8.9 良好 端面に凹線文＋羽状文。頚 ケ。

糧褐色 部に凹線文、体部に波状文
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4 斐 口f歪13.4ム0.1～0.2 「くj字状に外反する口縁 調整不明。体部内面に
A 1 残高7.2 軟 指圧痕あり。

茶褐色

5 斐 口径14.400.1～0.2 「く」字状に外反する口縁 内外面ハケ。

A 1 残高10.4良好

茶褐色

6 受 口径17.3ム0.1～0.2 「く」字状に外反する口縁 内外面ハケ。

Al 残高11.2やや軟

澄褐色

第62図 無頚査 口径13.4。。l未満 内傾して立ち上がる口縁。 外面へフ磨き。内面ナ 黒斑あり
7 A 残高4.0 良好 ア。

淡黄褐色

8 無頚査 口径13.600.2～0.5 内傾して立ち上がる口縁。 外面へフ磨き。内面上 黒斑あり

A 残高9.0 やや軟 紐孔あり。 半ナデ、下半ヘラ磨き

i炎茶褐色 円板充填。

9 脚部 底径10.2oo. l～0.2 「ハ」状に開く。脚端に凹 外面へフ磨き後ナデ。
残高9.4 良好 線文。 内面杯部ヘラ磨き、脚

j炎糧褐色 部ヘラ削り。円板充填

10 高杯部 底径9.5。0.1未満 「ハ」状に開く。脚端に凹 外面へラ磨き。内面へ
残高4.0 良好 線文。透かしあり。 ラ削り。

淡茶褐色

11 斐 口径20.1 00.1～0.2 口径に対して器高が低くす 外面ハケ後下斑へフ磨

A2 残高27.4 良好 づまりの体部をもっ。 き。内面口縁横ハケ、

底径7.0 暗茶褐色 体部ナデ。底部指圧痕

S K09 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法 －調整 備考

色調

第63図 高杯 口径：25.3oo. l～0.2 口縁外面を強くナデる。 外面へラ磨き。内面ナ 黒斑あり
1 Al 残高3.4 良好 ア。

赤褐色

3 望E 口径26.400.1 「く」の字状に外反する口 外面縦ハケ。内面調整 黒斑あり

Al 残高12.9良好 縁。 不明。

茶褐色

S KlO 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法－調整 備考

色調

第63図 広口査 口径9.8 00.1～0.2 2条。 ナデ。

5 B 残高3.1 やや軟

明黄褐色

6 斐 口f歪13.600.1未満 「くjの字状に外反する口 内外面ハケ。 体部外面

A 1 残高6.1 軟 縁。 スス付着

茶灰色

130 



各遺跡の調査

S Kil 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第63図 高杯 口f歪23.8 oo. l～0.2 椀状の杯部。口縁部に凹線 器壁荒れ調整不明。
2 Al 残高5.8 良好 文3条。

赤褐色

3 斐 口径23.8 Oo. l～0.2 「く」の字状に外反する口 器壁荒れ調整不明。 外面スス
Al 残高9.6 良好 縁。体部外面にへラ刻み。 付着。

褐色

S Kl4 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第63図 広口査 口f歪20.2。0.1未満 大きく開く口縁。端部を上 外面ナデ。内面斜めハ
7 A4 残高3.2 良好 下に拡張。口縁端部と内面 ケ。

黄褐色 に櫛描き波状文。

8 鉢 口径20.2ム0.1～0.2ゆるやかに屈曲する口縁。 外面調整不明。内面へ

A 残高9.3 軟 口唇部をつまみ上げる。 ラ磨き。

明茶色

S KI5 

胎土

番号 器干重 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第64図 雪E 口径14.8ム0.1～0.2 「く」の字状に外反する口 調整不明。

1 Al 残高8.7 軟 縁。

淡茶灰色

2 斐 口径14.500.1～0.2 「く」の字状に外反する口 内外面斜めハケ。 体部外面

Al 残高15.5やや軟 縁。 スス付着

茶褐色

3 菱底部 底径4.9 00.1～0.2 内外面斜めハケ。

残高4.5 やや軟

茶褐色

4 菱 口径18.4。0.1未満 口縁端面をわずかにハネ上 外面調整不明。内面斜
B 残高4.2 良好 げる。 めハケ。

暗茶褐色

5 斐 口径19.0。01～0.2 「くjの字状に外反する口 内外面ハケ。
Al 残高3.4 良好 縁。端部にわずかに面をも

淡茶褐色 てコ。

6 直口蓋 口径13.000.l～0.2 直口する口縁。口縁部に凹 調整不明。

残高8.3 軟 線文5条。

黄褐色

7 高杯脚 残高7.9。0.1～0.2柱状部に回線文。透かしあ 外面ヘラ磨き。内面へ
良好 り。 ラ背ljり。

黄褐色

8 高杯脚 底径10.600.1～0.2 大きく開く脚部。 外面ヘフ磨き。内面へ

残高4.0 良好 ラ背ljり。

黄褐色

9 斐 口径~28.6 00.1～0.2 「くjの字状に屈曲する口 体部外面タテハケ。口

C3 残高8.8 軟 縁。外傾する端面を作る。 縁外面指圧痕並ぶ。内

j炎樟褐色 端面に凹線文2条。 面調整不明。
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S Kl6 

1台土
番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法 ・調整 備考

色調

第66図 広口登 口径17.2ム0.1未満 端部をやや拡張する。 ハケ。

B 残高4.9 良好

淡赤褐色

2 広口査 口径17.lム0.1～0.3水平に開く口縁。端面に櫛 外面ハケ。内面ヘラ削

A4 残高10.2軟 原体による列点文2~IJ 0 頚 り。

茶褐色 部に櫛描き文。

3 広口査 口f歪20.000.l～0.2 口縁端面に凹線文2条。棒 調整不明。
C2 残高8.3 軟 状浮文2個残る。

キ登褐色

4 直口歪 口径12.2。。l未満 直口する口縁。凹線文6条 内外面ナデ。
残高7.6 良好 施す。

黄褐色

5 直口査 口径17.4。。l～0.2直口する口縁。口縁部に凹 外面縦ハケ。内面横ハ
残高6.l 良好 線文3条。頚部に2条。 ケのちナデ。

淡黄褐色

6 両杯脚 底径14.0ムOl～0.3 柱状脚。下端が大きく 開く 器壁荒れ調整不明。脚

残高14.4やや軟 外商に細く浅い凹線文。 裾 柱部内面に絞り目。

様灰色 部に透し2段。

7 鉢 口径21.600.l～0.2 「く」の字状に外反する口 内外面ハケ。

A 残高5.6 良好 縁。

i炎赤褐色
8 斐 口径13.6Oo. 1未満 「く」の字状に外反する口 外面ハケ。内面ナデ。 体部外面
A 1 残高6.0 良好 縁。 スス付着

赤褐色

9 査 口径15.2ムOl未満 粗製である。 体部外面

残高10.6良好 スス付着

淡黄褐色

lO 高杯 口t歪30.0ム0.1未満 椀状の杯部から直口する口
A 残高4.1 良好 縁部。口縁部に凹線文3条

t炎黄褐色 聞に櫛原体による列点文。

ll 斐 口径34.0ム01～0.3 「く」の字状に外反する口 内外面ハケ。

A 残高5.8 良好 縁。

｛炎茶褐色

S Kl7 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法－調整 備考

色調

第65図 高杯 口径29.0Oo. l～0.2 椀状の杯部から直口する口 内外面へフ磨き。 黒斑あり

Al 残高4.3 やや軟 縁。口縁部に凹線文3条。

黄灰色

2 高杯 口径30.2Oo. l未満 椀状の杯部から直口する口 器壁荒れ調整不明。
Al 残高4.3 やや軟 縁。口縁部に凹線文2条。

j炎燈褐色

3 高杯胸 残高13.0oo. l～0.2 上部に7条、下部に5条の 外面へフ磨き。内面へ
良好 凹線文。透かしあり。 杯部 ラ削り。脚柱部に絞り

淡黄褐色 内底部は円板充填。 目。
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4 ｜直口調口径16.1jOo.1～0.2 j直口する口縁。口縁部に 21器壁荒れ調整不明。

残高s.6Iやや軟 ｜条の凹線文。

積褐色

S K19 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第67図 広口査 口径：27.9ム0.1～0.2大きく開く口縁。端面に凹 明。

A4 残高2.2 軟 線文、円形浮文を施す。

淡糧褐色

2 広口壷 口径16.900.1未満 水平に開く口縁。端面に櫛 外面ハケ。内面ナデ。

B 残高2.5 良好 描き波状文。

黄褐色

3 広口壷 口径i19.5 ム0.1～0.2 口縁部が大きく開く 。 内外面ナデ。

A2 残高6.7 軟

明茶褐色

4 広口牽 口径20.0。0.1～0.2大きく開く口縁部。端面に 内外面ナデ。
A2 残高5.8 やや軟 櫛状原体の列点文。

明茶褐色

5 広口査 口径21.5ム0.1～0.2直口する口縁部。 内外面ナデ。

A2 残高9.8 良好

褐色

6 査 口径13.000.1～0.2 無文、小形の査。 口縁内外面ナデ。体部 黒斑あり

B 器高20.2やや軟 外面ハケ、内面上半ハ ，フf巳~汁で全ナZ。

底径7.0 j炎糧褐色 ケ、下半へラ削り。

7 鉢 口径14.500.1～0.2 「くjの字状に外反する口 器壁荒れ調整不明。

A 残高4.5 良好 縁。

赤褐色

8 受 口径12.8。0.1未満 ハネ上げ口縁。把手をもっ 外面ハケ。内面ナデ。 底部外面
B 推定高 良好 スス付着

15.6 暗黄褐色 小形品。

9 斐底部 底径6.3 ム0.1～0.2 外面粗い横ハケ後細い 黒斑あり

残高17.4良好 縦ハケ。内面ヘラ削り

茶褐色 上半に指圧痕あり。

10 斐 口1£14.900.1～0.2 「くjの字状に外反する口 器壁荒れ調整不明。

Al 残高7.7 良好 縁。

褐色

11 斐 口径16.000.1～0.2 端面をわずかにハネ上げる 外面ハケ。内面調整不 体部外面

B 残高9.0 良好 明。 スス付着

暗赤褐色

12 斐 口f歪17.200.1～0.2 ハネ上げる。 外面ハケ残る。内面ナ

B 残高8.7 良好 ア。

者登褐色

第68図 台付鉢 底径9.8 ム0.1～0.2端面を丸くおさめる。円板 外面ヘラ磨き。内面へ

13 底部 残高5.4 やや軟 充填法。 ラ削り。

j炎黄褐色

14 器台 口f歪13.2。0.1～0.2外面に凹線文をlI 条施す。 外面ハケ。内面へラ削
器高8.3 良好 透かしあり。 り。

底径10.5｛炎黄褐色
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15 無頚壷 口径14.5ム0.1～0.2やや内傾して立ち上がる。 外面上半斜めハケ、下 外面スス

A 残高12.8軟 端面を丸くおさめる。2孔 半へラ削り。内面ハケ 付着。

糧灰色 一対の紐孔がある。

16 高杯 口f歪27.3ム0.1未満 椀状の杯部から直口する口 器壁荒れ調整不明。
Al 残高10.1 良好 縁。口縁部に凹線文2条。

j炎赤褐色 円板充填の剥離痕あり。

17 高杯 口径25.0。。l～0.2椀状の杯部から直口する口 杯部内外面調整不明。 柱部に絞
A 1 推定高 やや軟 縁部。口縁部に凹線文2条 脚部外面へラ磨き。 内 り目。

20.5 黄褐色 脚部透しあり。円板充填法 面へラ削り。

18 事主 口ff3l.O 。Ol～0.2 ハネ上げ口縁。端面に強い 内外面ハケ。
A 残高7.5 良好 ナデ。

暗茶褐色

S K25 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法調整 備考

色調

第69図 短頚壷 口径15.600.1～0.2 短く屈曲する口縁。端面は 調整不明。

残高2.5 軟 外傾し、凹線文2条施す。

糧褐色

2 広口査 口径17.4oo. 1～0.2 端部を上下に拡張し、 外傾 内外面ハケ。
A4 残高4.0 良好 する面をもっ。

茶褐色

3 斐 口径17.4。0.1～0.4 「く」の字状に外傾する口 体部外面ハケ、内面ナ 口縁外面
A 1 残高5.0 良好 縁。 ア。 スス付着

茶褐色

4 高杯 口径27.000.1～0.2 椀状の杯部から直口する口 器壁荒れ調整不明。

A 1 残高3.7 軟 縁。口縁部に回線文2条。

援褐色

5 高杯 口径32.8。0.1～0.2椀状の杯部から直口する口 内外面へフ磨き。 黒斑あり

A 1 残高4.0 良好 縁。口縁部に凹線文3条。

黄褐色

S K30 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第70図 斐 口f歪36.6ム0.1～0.5 「く」の字状に外反する口 外面ハケ。内面調整不 黒斑あり
1 Al 残高20.7やや軟 縁。 把手を持つ。 明。

淡黄褐色

2 嘱J比6 口径20.1ム0.1～0.2 「くJの字状に外反する口 外面ナデ。内面ハケ。
A 1 残高7.5 やや軟 縁。 指圧痕あり。

j炎黄褐色
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S K33 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第71図 高杯 口径22.3 00.1～0.2 垂下する口縁部。 内外面へラ磨き。 黒斑あり

1 B2 残高5.8 良好

茶褐色

2 広口査 腹径21.3 00.1～0.3 頚部に凹線文2条。列点文 外面ハケ。内面ハケ後 黒斑あり

残高25.4 良好 が2列並ぶ。頚部以下に櫛 下半ヘラ削り。 上半に

底径6.5 茶褐色 描き直線文・波状文施す。 指圧痕あり。

S K34 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第72医高杯 口径不明 00.1～0.2 垂下する口縁部。垂下部上 黒斑あり。

1 B2 残高3.5 良好 端に凹線文l条。

i炎黄褐色
2 高杯 口径21.0ム0.1～0.2椀状の杯部。口縁に回線文 外面ヘラ磨き。内面調

A 1 残高7.5 軟 3条。 整不明。

赤褐色

3 両杯脚 残高9.0。0.1～0.2上部に8条＋ α、下部に10外面へフ磨き、内面へ 黒斑あり。
良好 条の沈線文。 ラ自ljり。

淡黄褐色

4 高杯脚 底径15.0oo. l～0.2 大きく聞く胸部、裾部に榛 外面調整不明。内面へ 黒斑あり。
残高3.6 やや軟 状原体木口による刺突文。 ラ自ljり。

淡黄褐色

S K35 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第73区広口査 口f歪23.2ム0.1～0.2外反した後内側へ屈曲する 外面ハケのちナデ、内
1 F 残高4.7 良好 口縁部。凹線文を 2条施す 面ナデ。

赤褐色

2 饗 口f歪30.8ム0.1未満 「く」の字状に外反する口 外面ハケ。内面調整不 黒斑あり。
C3 残高15.8良 縁。口縁内面に凹線文4条 明。

淡樫褐色 端面に 2条施す。

付表9 W地区出土土器観察表

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

第74医広口査 口径21.600.1～0.2 口縁端部に凹線文、内面に 外商ハケ、内面ナデ。 耕作土中よ

A4 残高12.0良好 扇形文。頚部に扇形文。 り出土。

黄褐色

2 受け口 口径~20.8 00.1～0.2 口縁・頚部に回線文。 内外面ともハケのち部 ’， 
査 残高10.0良好 分的にナデ。

黄褐色
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3 広口壷 口径~20 . 8 00.1～0.2 口縁端部 －頚部に凹線文。 内外面ともハケのちナ S D03出土
B 残高10.0 良好 肩部 ・口縁内面に櫛描き列 ア。

賞褐色 点文。

4 鉢 口径22.4。O.l 「くj字に浅く外反する口 内外面ともハケのちナ ，， 

B 器高18.4良好 縁をもっ。 デ。体部外面下半をへ

櫨褐色 ラ削り。

5 両杯 口径22.4。0.1～0.2線文。 杯部下半をへフ削り。 イシ

Al 残高14.4良好

黄褐色

6 斐 口径14.800.l～0.2 口縁端部に外傾する狭い面 外面ハケ、内面ヘラ削 S D04出土

B 器高17.6良好 をもっ。 り。

黄褐色

7 広口壷 体部径 00.1～0.3 頚部に櫛描き直線文。屑部 内外面ともナデ。 外面 S D03出土

29.6 やや軟 に櫛描き波状文と 「J」字 下半をヘラ削り。
残高28.4権褐色 状の垂下文を施す。

8 斐 口径20.800.1～0.2 口縁端部に3個一対の押圧 S DOI出土

A 1 器高37.6良好 文を計3か所に施す。

黄褐色

9 高杯 口f圭24.8。0.1 胸部に凹線文。 内外面へフ磨き。 S D04出土

B2 器高20.4良好 器体全面に赤色顔料を塗布

赤褐色

10 無頚査 口径18.000.l～0.2 口縁部に凹線文。 内外面へフ磨き。 内〉

A 器高15.6良好

黄褐色

E地区出土土器観察表

S K36 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法 －調整 備考

色調

1 直口歪 口径16.7ムO.l～0.2直口する口縁。外傾する端 内外面ナデ。

A3 残高4.0 軟 面をもっ。口縁部に凹線文

j炎黄褐色 2条。

2 受 口径7.8。。l～0.2 ゆるやかに屈曲する口縁部 内外面ナデ。
残高5.l 軟 をもっ。

淡黄灰色

3 警E 口径1l.5 00.l～0.2 「く」の字状に外反する口 調整不明。

A 1 残高2.l 軟 縁。

明糧褐色

4 斐 口径20.200.1～0.2 口縁端部に面をもち、端部 体部内外面ナデ。口縁

B 残高3.9 やや軟 をわずかにつまみあげる。 内ハケ。

灰褐色

5 高杯脚 底径Il.2 ム0.1～0.2大きく開く口縁。 透かしあ 外面調整不明。内面へ 黒斑あり。

残高6.0 軟 り。 ラ削り残る。

明茶褐色

6 高杯脚 底径14.3ム0.1～0.2大きく 開く口縁。裾部に透 調整不明。 黒斑あり。

残高3.8 軟 かし。

明黄褐色
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S K37 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法・調整 備考

色調

1 費 口径12.8oo. l～0.2 「くjの字状に外反する口 外面縦ハケ。内面横ハ
Al 残高7.1 やや軟 縁。 ケ、指圧痕あり。

茶褐色

2 斐 口径16.5。0.1未満 「く」の字状に外反する口 内外面ハケ。
Al 残高6.2 良好 縁。

褐色

3 斐 頚径14.4。0.1～0.2 口縁部は外反する。 外面器壁荒れ調整不明

残高13.0やや軟 下半にへラ削り。内面

i炎黄褐色 粗いハケ後へラ磨き。

4 局杯 口f歪20.900.1未満 内湾気味に立ち上がる口縁 外面へフ削り。内面ハ
Al 残高4.4 やや軟 内外に拡張する端面を作る ケ。

明援褐色 口縁部に回線文2条。

5 無頚査 口径16.3。0.1～0.2 口縁部を内側へ拡張し広い 外面浅いヘラ削り。 内
B 残高4.8 良好 面を作る。 面ハケ。

i炎黄灰色
6 高杯脚 底径16.0oo. l～0.2 大きく開く脚部。 外面調整不明。内面へ

残高5.5 やや軟 ラ削り。

淡茶褐色

S K24 

胎土

番号 器種 法量（cm) 焼成 形態及び文様 技法 －調整 備考

色調

1 広口萱 口径23.0。0.1～0.2大きく開く口縁。端部を上 外面ナデ。内面ハケ。
A4 残高3.1 やや軟 下に拡張。端面に凹線文3

明茶褐色 条。

内，，
4
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第2節観音寺遺跡

1. はじめに

観音寺遺跡は、京都府福知山市字観音寺に所在する弥生時代から鎌倉時代に至るまでの

集落跡である（第104図）。観音寺遺跡が初めて学界に報告されたのは、 大正11年にさかの

ぼる。西中筋村石剣発見の遺跡として、 「西中筋村大字観音寺小字大木巻ノ内堂屋敷ニア

リ。大正三年五月廿六日土地所有者が畑地ヲ掘リ下ゲテ田トナサント土工ニ従事セル際偶
（佳42)

然石剣ヲ発見シテ、遺跡ノ存在ヲ知レルモノナリ。Jと、当時の発見の緒端が記されてい

る。この石剣（有樋式）は、山口県梶栗浜出土の細形銅剣を忠実に模倣したものと指摘され

たことで、も有名でii（第106図）。 『日本考古学概説』（昭和26年）にも紹介されて♂2。
このように、たいへん古くから観音寺遺跡は、弥生時代中期の遺物を包蔵するところとし

て注目されており、学史的な観点からも重要な遺跡であるといえる。

本格的な発掘調査は、昭和54年度に行われた京都府教育委員会によるものが若2。今回
の近畿自動車道に直交する広域農道の敷設に伴う事前調査であった。この時は、近畿自動

車道舞鶴線建設予定地（当地）の分布調査と併行して、広域農道部（延長2.6km）の、工事中

の立会調査及び3か所のトレンチ発掘調査がなされた（第105図）。結果的に遺構の検出は

みられなかったが、弥生土器・土師器・須恵器 ・瓦器 ・滑石製紡錘車などの遺物が多量に

出土し、弥生時代から中世にかけての複合遺跡として報告された。

近畿自動車道舞鶴線の建設に伴う調査は、昭和64年度の試掘調査から始説。京都府教

育委員会の調査した広域農道に直交する道路建設予定地に、合計25か所の5m×lOmのト

レンチが広く入れられた。自然堤防状の微高地が認められ、弥生時代の遺物が多量に出土

した。小トレンチを広い範囲に設けた試掘調査によって、広い溝状遺構の存在や柱穴など

の広がりが確認され、溝が人工か自然かという点や、層位の時期について検討が加えられ

た。この試掘調査を受けて、今回の発掘調査となった。調査に当たっては、歴史的な経過

のある弥生時代の遺構 ・遺物の検出を主な目的としたが、建仁2(1202）年3月以前に六人
（控47)

部新荘の高津に成立していたとされる観音寺についても、関連の遺構・遺物がないかと注

意を払った。しかし、鎌倉時代～室町時代の掘立柱建物跡群を検出したが、観音寺の盛衰

に関わるような資料を得ることができなかった。

弥生時代中期 ・後期の資料を主に報告することとしたい。南に隣接する輿遺跡との関係

を考える基礎的なデータの整備に意を注いだ。
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2. 調査の経過

試掘トレンチ中、多量の遺物が出土したトレンチをなるべく多くとり込む形で、 Aから

Fの調査区を設定した（第107図）。観音寺遺跡の立地する一帯は、由良川の度重なる洪水

作用により、各時代の遺構面が複数存在し、しかも深く埋没している。試掘調査データか

らも、たとえば、第22グリット （第109図）で、は地表下70cm以上で、広大な流路を断面にて観

察するなど、その埋没深度の深さがうかがえる。

こうしたことから、重機により畑地の耕作土 ・撹乱層を除去していった。A～F区にお

いては、表土層を剥いだ直後から、移しい遺物の出土をみた。掘削は、未買収地の入り組

みや、田植えに伴う引水路の保護などの影響で、 E→D→B→C→A→Fという順序とな

った。遺構の説明はAから順に行うことにする。

4月20日にE区の重機掘削を開始した。このE区は、試掘グリ ットのNo.10～12を包括

している。特に、 No.10グリット中から弥生時代中期の土器が多量に出土したので、弥生

時代の遺構の検出に意を注いだ。表土の畑作耕土の直下から、弥生土器の出土量は多くな

ったが、土師器質皿・瓦器椀・須恵器などが混在していることも観察できた。弥生時代の

遺構としては、弥生時代中・後期の土坑群、自然流路の旧河床面である砂礁の広がりなど

第105図調査地位置図（2)

（正円は、昭和54年度調査地）
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写真l 遺跡遠景（北から）

を検出した。

続いて、 D区の掘削に入った。

表土層・畑作耕土直下で、平安時

代から鎌倉時代に至る東西の溝

と、これの西側に接続する南北の

細い講をまず検出した。さらに掘

り進めると、弥生時代中期の土器

の出土量は増加してきた。そして、

これらの遺物の出土層及びレベル

を検討した結果、これらは包含層

中ではなく、 トレンチの北東隅を流れる巨大な自然流路内に落ち込んでいることがわかっ

た。溝（S D04・05・06）は自然流路であり、SD06→05→04の順に埋没していったようで

ある。なお、溝（SDOl）と溝（S D06）の間層で、隅丸方形の磯敷土坑（S KOl ）を検出した。

これは、鎌倉時代のもので、 複雑な生活面の埋没状況がうかがえた。

さらに南側を掘り進むにつれて、弥生時代中期の土器は出土するが、平面の精査では遺

構の検出はみられなかった。下層遺構の存在についても懸念されたため、あえて断ち割り

溝を設け、断面観察を詳細に行い遺構の検出に努めた。この結果、トレンチのほぼ中央で、

竪穴式住居跡の切り合いを捉えた。これから下層は、氾濫原の広がりを示す比較的粗い磯

層となり、遺構はないものと判断した。

この住居跡の北東部に、大きく屈曲する溝（S D07）を検出した。東側は、溝（S D04）に

流れ込むようである。この溝内からも弥生時代中期の土器が出土している。この区は試掘

グリッド＇No.13・14・20を包括し、どのグリットからも弥生土器が出土している。

Bトレンチでは、断面観察で自然流路（弥生時代中期）の痕跡を捉えた。B区は試掘グリ

ッドのNo.15を包括する。弥生時代中期の土器を包含する流路を断面で検出していたとこ

ろである。自然流路よりも上位で、鎌倉時代の溝を6条検出した。自然流路の掘形ライ ン

は、 平面的には捉えられなかった。

Cトレンチは、古墳時代から鎌倉時代までの遺物が出土した溝（S DOI～02）、鎌倉時代

の溝（S D03）、さらにこの溝に並行する柱穴列（S AOl）を確認した。灰青色の細かな砂を

埋土とする不整形な土坑状の広がり （SXO！）は、墳砂の可能性がある。この トレンチは、

遺構の切り合い関係が比較的明瞭であった。

Aトレンチの掘削にと りかかった。このA区は、面積的に最も広い区であるが、 試掘グ

リッドの（No.16～19）からは、それほど多量の遺物は得られていない。北から順に掘り進
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めるにつれ、土師器の皿を多量に包含する溝（SDOI）を検出し、

この溝の南側から、次々に直径20cm前後の円形柱穴痕が集中し

て現れた。暗茶褐色粘質土の埋土をもち、識別は容易であった。

これらの柱穴痕は、 A区南半でなくなり、溝条遺構が複雑に切

り合っているのを確認した。弥生時代から中世に至る溝である。

溝が一部集中するところに楕円形の土坑（S KOS）がl基存在し

た。柱穴群は、鎌倉時代の掘立柱建物跡群を構成する。そして、

これらの建物跡の北を画するように溝（SDOI）が存在し、この

溝から北側は、弥生時代の土坑を数基検出したのみである。

重機の移動に充分な配慮をしつつ、最後に試掘グリッドFト

レンチを掘削した。弥生～鎌倉時代の溝（S DOI～03）を3条検

出し、多量の土器が出土した。

各遺跡の調査

20cm 

重機による掘削と遺構面精査を併行して行い、 9月5日にす 」〆 。
べての現地作業を終了した。 第106図 磨製石剣実測図

（『日本考古学概説jより）

3. 検出層位

土層の堆積状況は、各地区によって大きく異なる。とりわけB区以北については、由良

川に流れ込む大小の河川が幾度かの氾濫をくり返したとみられ、複雑な堆積状況である。

個々の土層の切り合い関係は、第108図に示したとおりである。層の名称は、あまりに

煩雑になるので割愛した。旧河床の砂磯面の層以外はほとんど暗褐色 ・灰褐色・暗青灰色

などの粘質土（極細砂）が堆積し、岩盤のような磯層はどのトレンチからもみられない。旧

河川の河床とみられる砂粒層はAトレンチ南壁の第46層（暗赤褐色細砂粒）、Bトレンチ南

壁第ll層（暗灰褐色砂磯）、Dトレンチ断ち割り断面第5層（淡灰褐色砂機）、Eトレンチ北

壁第18層（褐色細砂磯）で観察される。検出レベルは、それぞれ23.6m・ 23.6m ・ 24.9m ・ 24. 

8mを測る。旧河床面は、南に高くなる。

次に、主な遺構面について対応する層をみていく 。Aトレンチ南壁では、第6層（暗褐

色粘質土）及び第7層（暗灰色粘質砂土）から、弥生時代の土坑や、鎌倉時代の柱穴などを

検出している。したがって、純粋な単一時期の層は確認できていない。第24層（暗黄褐色

細砂）と第26層（淡黄褐色砂質）から東は、弥生時代中期から古墳時代までの流路の切り合

いがみられる。Bトレンチは、第3層（暗茶褐色土）から掘り込まれた古墳時代から平安時

代にかけての数条の溝（S DOI～06）がある。大きく第24層（暗茶褐色粘土）、第31層（淡茶

褐色粘土）、第39層（暗灰茶褐色粘質土）を埋土とする。溝（S D04・05・06）がそれらにあ
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第107図 トレンチ配置図（試掘グリ ッドを含む）

144-

たる。Aトレンチと同様

の複雑な切り合い関係が

みられ、弥生時代中期か

ら後期にかけての流路の

頻繁な移り変わりがうか

がえる。

Cトレンチ東壁では、

溝（SDOl ・ 02）の埋土が

観察される。 SDOlは、

第5層（淡茶褐色極細砂）

と第9層（茶褐色粘質土）

を、SD02は、第6～第

8層（灰褐色粘質土）を埋

土としている。古墳時代

から平安時代にかけての

遺物が出土している。

Dトレンチでは、暗黄

褐色土（第2層）は、弥生

時代中期の遺構面を有す

る層である。ただ、ほぼ

同一レベルで鎌倉時代の

遺構・遺物もみつかって

いるので、かなり長い問、

安定して存在した層とい

える。第23・24・27～39

層は、竪穴式住居跡の埋

土である。灰白色極細砂

の第17層は、中世以降の

洪水堆積物であろう。第

5層（淡灰褐色砂磯）から

下は、旧河床をも掘り込

んで、複雑に切り合った
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流路が観察される。溝（SD

04・05）に相当する。~I ~I 
~ rr::二二二E
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Eトレンチ北壁は、比較的安

定して水平堆積がみられる。第

2層（褐色極細砂質土）で、弥生

時代から鎌倉時代の遺物が出土

している。第3層（暗褐色粘質

土）では、弥生時代中～後期の

これ

らより新しいものはみられな

い。第18層（褐色細砂磯）は、 旧

二
時
四
縫
酬
明
日
高
l
）
陸
相
、明
認
を
J川
町
長

』

日正ご霞翠塁
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曽口璽藩習室

遺構 ・遺物が中心となり、宮口E翠

~m翻

河床面である。

以上のように、堆積状況に恵

まれた遺跡ではあるが、旧河川
齢
出
会
蛍
』
ロ
E

l'l[Jij 

~~ 
の洪水などにより、安定して各

時期の文化層が水平に堆積した

ところは極めて少ない。なお、

試掘調査における各トレンチの

土層柱状図を総合し、若干の説

明を加えたい。第109図に示す

図
組
問
E
宙
』
起
訴
組
問
世
判 ように、遺跡のある一帯は、低

位段丘を埋没させて自然堤防・

後背湿地を形成しているが、 j共

水等による土砂の堆積状況は、

図品
。－
総

ヨ露翠忍

一＼ .. rr臨
附庄盟

大きなうねりを伴っているのが

わかる。試掘トレンチNo.5～ 

9にかけては、河床礁が上昇し目立エロ
ており、 南北のどちらに向かっ

ても河床磯の検出レベルは下

り、包含層や文化層が厚く堆積I N~コ
している。弥生時代中期から鎌

倉時代の遺構を検出したA～E
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各遺跡の調査

トレンチは、この試掘トレンチNo.JO～No.19の聞に入る。その他のところでは顕著な遺構

は検出していない。No.22トレンチから南に向かつては、粘質土を中心とする厚い包含層

の堆積が始まり、南接する興遺跡、につながっていく 。

4. 検出遺構

Aトレンチからは、鎌倉時代の溝2条（S DOl ・ 02）、掘立柱建物跡7棟以上（S BOl～ 

07）、石溜り土坑l基（S KOS）、弥生時代中期～平安時代の溝9条（S D03～l I）、土坑3

基（S KOl～04）を検出している（第1JO図）。

溝（S DOl)は、長さ13m分・幅lm・深さ15～20cmを測る。断面形は逆台形の舟底形で

ある。埋土は、暗茶褐色粘質土である。溝の上半部のレベルに集中して、土師質皿が一括

投棄されている。陶器 ・瓦器椀なども出土するが、全体の95%以上を土師質皿で占める

（第111・117図）。

溝（S D02）は、長さ 6m分 ・幅0.5m・深さ 5～!Ocmで、ある。溝（S DOl）に切られている。

断面形は、舟底形を呈する。埋土は、暗褐色粘質土である。遺物の出土は、溝（S DOl）に

比べて極端に少ない。土師質皿を若干出土する。

掘立柱建物跡群を構成する柱穴は、溝（SDOl ・ 02）の南側からトレンチ北東方向にかけ

て広がる。両溝は、遺構群のほぼ北限を画している。

建物跡（S BOl）は、他の遺構と離れて独立している。梁間2問×桁行2聞の建物跡であ

る。柱掘形は、直径25cm前後の円形掘形である。柱聞は、 P1 P2・P3 P4・p

6 p 7聞が2m、P4 P5・P7 PS間が2.8mの桁行寸法をもち、 Pl-P3・p

2-P4・P3-P6・P4-P7・P5-P8問が2mの梁間寸法を測る。主軸はN

-18。－Eの振れをもっ（第112図）。

建物跡（S B02～09）は、 SBOlの北側に建てられ、南北lOm－東西12mの狭い検出範囲

に、 8棟以上の建物が建ち込み、柱を共有するものはなく、 主軸方向もすべて異にする。

真北方向に沿った建物跡はない。

建物跡（S B02）は、梁間2間×桁行2聞の規模である。柱掘形は、直径20～40cmの円

形である。キ主聞は、村7行のPl-P2・P3-P4・P6-P7間で1.6m、P4-P5・

P7-P8間で2m、梁間のPl-P3・P2-P4間l.8m、p3 p 6・p4 p 7問

2.2m、p5 p 8間2mを測る。主軸は P6-P7-P8でN-4°-W振れる （第113

図）。

建物跡（S B03）は、建物跡（S B02）のPSにp6が切られているため、時期的に建物跡

( S B02）より先行する。梁間2問×桁行3聞の東西棟である。柱掘形は、直径25～35cm
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各遺跡の調査

~768担

0
 
1
 
1
 
3
 
7
 

2
 v
 

0
 
0
 
3
 
7
 
＝
 
v
 

。

Om 

。

。 。
←亙三二76.830 。 。

第111図 Aトレンチ掘立柱建物跡（SBOl～07）、溝（S DOI ・ 02）平面実測図

の円形である。柱聞は、桁行のP5-P6・p9 p 10・P3-P4・P7-P8・p11 

-P12問で2.2m、Pl-P2で2m、P2 P3・p6 p 7 . p 10-p 11間で3.2mを測

る。また、梁間のす法はすべて2.2mで、ある。主軸はp4 p 12聞でみると、 N-8。－E振

れている（第114図）。P6内からは、土師質皿ばかり約十数点が出土している（第116図）。

建物跡（S B 04）は、梁間 1問×桁行3聞の東西棟である。柱掘形は、直径20～40cmま

での円形である。柱聞は、梁聞がほぼ2.8～2.9mと揃っているが、桁行の寸法はまちまち

である。Pl-P2問1.7m、P2 P3間2.4m、P3 P4間2.8m、P5-P6間2.2m、

p 6 p 7間2.6mを測る。P3 P6問で主軸をみるとN-12° E振れる（第111図）。
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建物跡（S BOS）は、梁間 l問×桁行2間の東西棟建物跡である。建物跡（S B04）のP4

にこの建物跡のp6が切られ、建物跡（S B04）に先行して建てられていたことがわかる。

。 。 。

。 。l襲 。
。 。
ドーー一ー ーー一ー寸

欄 欄馴欄
。

第112図掘立柱建物跡（SBO！）実測図

ミミ
。 。
PJ 

P6 

。
P4 P7 。 。 。
蕊選選

P8 

P5 。。
。
L一一一

第113図掘立柱建物跡（S B02）実瀕lj図
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i 11 
L~25.80m 

2m 

L ~25 .80m 

2m 

柱掘形は、直径25cmの

円形である。柱聞は、梁

間3m、桁行のP1 -p 

2・P4-P5間2m、

P2-P3・P5-P6 

問l.6mを測る。 p6 

P3間での振れは、 N

12° -Eである（第115 

図）。

建物跡（S B06）は、梁

間l問×桁行2間の南北

棟である。柱掘形は、直

径約25cmを測る。梁聞

は3.3m、折T1子はP1 -

p 2間2.8m、p2 p 

3間2.6m、P4-P5

間5.I mを波ljる。P1 

P3を主軸とすると、 N

-13°-W振れる（第111

図）。

建物跡（S B07）は、梁

間2間×桁行2聞の南北

に長い建物跡である。柱

掘形は、直径20～30cm

の円形である。柱聞は、

梁間のPl-P4・PZ

P5・P3 P6の間

2.7m、P5-P7・P

6-P8の聞で3mを測

る。桁行寸法はまちまち
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蕊選ミ 険機
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第l14図掘立柱建物跡（S B03）実測図

で、 P1 -p 2間3.4m、p2 

-P3間4.lm、P4-P5間

3.7m、P5-P6間3.8m、P

7 -p 8問4mをそれぞれ測

る。p4 p 6を主軸として

N 21° E振れる。なお、

北東隅の柱は、溝（S DOI）に

より消失し、溝（S DOI ）に先

行して建てられていたことが

わかる（第1I 1図）。

ト一一一一。

。

。

。

各遺跡の調査

。l

。

。l
一一一一一→

L~25 . 80m 

。 2m 

一一ー-l

a 
P6 

。
L ~ 25 .80m 

。
以上の建物跡群の北側及び

東側には、さらに掘立柱建物

跡や柵列などの遺構が存在し
第115図痴立柱建物跡（S BOS）実測図

2m 

ていた可能性は高い。建物跡の柱穴と同様に、直径20～30cmの円形の柱穴が多数存在し

ているからである。ただ、溝（ SDOI ）との時間的な関係は、建物跡（SB07）以外に切り合

いがなく不明である。出土遺物からも目立った時期差はなく、共存したかもしれない。
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第116図 AトレンチSB03のPit6

柱穴平 ・断面実測図
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第117図 Aトレンチ講（SDOI・ 02）平 ・断面実測図

溝（S D03～S D 11）は、Aトレンチ南西

部で変化のある流れを示している（第110 

図）。

溝（SDll）は弥生時代中期、 溝（SD

03・04）は弥生時代後期、溝（S DOS～07) 

は、古墳時代から平安時代ごろには、それ

ぞれ存在していたであろう。溝（S DOS～ 

10）は、出土遺物がなく、時期不明である。

j茸（S DOS～ 10）は、幅40cm・深さ5cmを

測る小規模なものである。断面はいずれも

底のやや丸い舟底形を呈する。埋土は、 3

条とも鉄分の沈殿を含む鐙灰色砂質土であ

る。他の溝群は北西から南東方向にかけて

の流れがみられる。

溝（S D03）は、溝（S D04）に東側で接続

する。長さ 9m分 ・幅0.8m・ i奈さ20～40m

を測る。断面形は、舟底形である。暗灰色

粘土を埋土とする。

‘唾~

0 >m 

・-

L_  い在富也C
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溝（S D04）は、南に広がり、さ

らに北側のトレンチ西壁付近で屈

曲して広がる様相をみせる。中間

苦日の申国は、 1.5～2.Sm ・ i采さ20～

50cmを測る。暗灰褐色粘質土の

埋土である。

溝（ S DOS）は、長さ7.Sm分・

幅0.7～ lm・ 深さ15cmを測る。

北側は土坑（S KOS）で切られる。

断面は半円形を呈し埋土は、淡黄

各遺跡の調査

A 
B 

t・竺旦旦F

褐色粘土である。 第118図 Aトレンチ土坑（SKOS）平・断面実演lj図

溝（S D06）は、長さ17m分・幅lm・深さ10～20cmを測る。断面は、北側では舟底形で

南にいくにつれて半円形に近くなる。埋土は、淡青灰色粘土である。

溝（S D07）は、土坑（S KOS）の北から西に屈曲する。長さ約6m分 ・幅約l.5～ 2m・深

さ50～60cmを測る。断面形は、舟底形である。埋土は、i炎灰褐色粘質土である。

溝（SDI！）は、溝（S D03）によって切られている。南東方向に屈曲する様相をみせ、幅

約3m・ 深さ60～70cmで、約Sm分検出した。断面形は、なだらかな両肩をもっ舟底形で

ある。埋土は、暗青灰色砂粒である。

土坑（S KO！）は、鎌倉時代の溝（SDOI）により北端部を大きく削平される。直径1.2m前

後の不整形な円形で、断面は皿状を呈する。深さはlOcm前後を測る。暗茶褐色粘質土を

埋土とする。

土坑（S K02）は、不整形で、長軸7m・短軸3.Sm・深さ15cmを測る。断面形は浅い皿形

を呈する。埋土は、暗褐色砂質土である。弥生土器は、西半部に偏って出土した。

土坑（S K04）は、砲弾形で、長軸I.Sm・短軸l.lm.深さIOcmを測る。断面は半円形で、

炭化物・焼土を含む暗茶褐色粘質土を埋土とし、弥生土器がまとまって出土した。

土坑（S K03）は、北側は不明であるが、隅丸方形であろう。l片2m・深さ15cmを測る。

断面形は舟底形である。理土は暗灰褐色である。出土遺物は少ないが、弥生土器片らしき

ものをもっ。

Bトレンチでは、 平安時代から鎌倉時代に至る溝（S DOI～06）を検出した（第110図）。

溝（S DOI）は、西倶ljで大き く孤を描いて方向を変える溝である。長さ13m分・幅0.8m・ 

深さlOcmを測る。断面形は、半円形に近い。暗灰褐色極細砂を埋土とする。

溝（S D02）は、溝（S DOI ）と並行して走る。長さ13m分 ・幅0.8cm・深さlOcmで、ある。
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〆／〆

c 九』ベI 

。 10m 
／／  

断面形・埋土の状況ともにSDO！に類似する。

溝（S D03）は、溝（S D02）を切り込み、重複

する。屈曲部のみ検出した。溝（S D02）よりも

新しい時期である。長さ3.5m分・幅60cm・深

さ8cmを測る。断面形は、半円形に近い。淡青

灰色粘質土を埋土としている。

溝（S D04）は、ゆるやかに屈曲する東西方向

の溝で、ある。長さlSm分 ・幅70cm・深さ5～

lOcmを測る。 日音青灰色粘質土の埋士である。

断面形は、半円形に近い。

第l19図 Cトレンチ全体図
溝（S D05）は、長さ14.5m分 ・幅60～80cm・ 

深さ10～15cmで、ある。半円形に近い断面形で、埋土は淡褐色粘質土である。溝（S D04) 

と交差することにより、溝（S D04）よりも新しい時期に掘り込まれたといえる。

溝（S D06）は、直線的にのびる東西溝である。長さ！Om分・ I幅70cm・深さ5～JOcmを測

る。断面形は、底面に丸みを帯びた舟底形である。埋土は、淡灰褐色粘質土である。

講（S DOI～06）のいずれの溝からも、炭化物等の自然遺物の出土はなかった。

Cトレンチでは、平安時代から鎌倉時代に至る溝3条（SDOI～03）、杭列（SAO！）を検

出している。

溝（SDOI ）は、東西方向で、長さ8.5m分 ・幅lm・深さ35cmを測る。断面形は、舟底形

を呈する。埋土は、青灰色粘土と細砂の互層となっている。

溝（S D02）は、溝（S DOI）に並行して流れていた溝である。長さ8.2m分・幅70cm・深

さ30cmでLある。東壁断面でみると、溝（S DOI ）を切っているため、これより新しい断面

は舟底形である。埋土は、暗青灰色粘質土と灰褐色細砂が中心である。

溝（S D03）は、東西溝で、長さ8.5m分・幅40～70cm・深さ20cmを測る。 断面形は舟底

形である。埋士は、青灰色細砂である。中間部にオーバーフローした状況がみられ、やや

扶りとられたようになっている。

杭列（SAO！）は、 SD03に並行している。3基の杭痕は、 2.4m等閑となっている。各々

2つの大きさ もほぼ直径30cm前後と揃っている。中間の杭から、瓦器椀がほぼ完形で、

口縁部を下にして伏せられた状態で出土した（図版第35-(2））。

Dトレンチでは、鎌倉時代の溝3条（SDOI～03）、石敷方形土坑1基（SKOi ）、弥生時

代の溝4条（S D04～07）、土坑4基（SK02～05）、竪穴式住居跡3基（S HO！～03）を検出

した。
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各遺跡の調査

溝（S DOI ）は、

東西方向で、長さ

26m分・幅 l～
？一

ア＼＼～一一ーー v.-73.144 

I. 7m・深さ 30 日 ＼＼~＼ ¥ ~ 了

cmを測る。断面

形は、舟底形であ

る。暗青灰色粘質 ¥¥r¥ ¥-¥ ／＼＼  

／ 

土を埋土とする。

須恵器杯 ・査 ・聾
＼札 ＼ ¥ / ¥ y. 73.142 

や弥生土器片など

が上層から、瓦器

椀・土師器皿が底

近くで出土した。

13～14世紀の鎌倉

時代の溝である。
＼＼ ＼ ＼ ¥ ¥ ¥ Y・-73.140 

j奔（S D02）は、

トレンチ北西隅

で、 「LJ字形に

検出された。溝

(S DOI ）にもコー

ナ一部からのびて
L」 I 1 い トJ Y--73,138 

接続している。幅

は 、接続部で

70cm、その他で

はlmを浪ljる。j采

さは、接続部では

浅くて Scm、南

北 ・東西の部分で 包三塁5m

15cmである。 断

面は舟底形を呈す 、、、、、、、、、、、、‘
。 2m 

る。淡青灰褐色砂

質土を埋土とす 第120図 Cトレンチ溝（SDOI・02）平・断面実視lj図
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第121図  Dト レンチ全体図(ト ーンは断ち割り)
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第122図  Dト レンチ溝(S D01 002003)平 ・断面実測図

る。出土遺物は、細片ながら瓦器椀・土師器皿などがある。鎌倉時代のものである。

溝 (S D03)は 、溝 (S D02)と 溝 (S D01)の 接続部から東へとのびていく。長さ3.5m分 ・

幅0.5m・ 深さ20cmである。断面形は、半円形である。埋土は、灰褐色粘質土である。出

土遺物はない。溝(S D01)・ 溝 (S D02)と 同じく鎌倉時代のものと思われる。

土坑 (S K01)は、隅丸方形で、長辺 3m・ 短辺 2m・ 深さ15cmを 測る。断面は、舟底形

を呈する。底は平坦になっている。底全面に、拳大までの亜角礫が敷かれていた。埋土は、

主に淡灰褐色粘質土である。出土遺物は、瓦器椀・土師器皿・扁平方柱砥石である。上位

SD02

L:25.50m
c- 

-.-- 
-D

SD03
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各遺跡の調査
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第123図 Dトレンチ石敷土坑（S KOi）平 －断面実測図

の溝（S DOI）よりも古いが、鎌倉時代に入る。

溝（S DOS）は、南北方向にのびる弥生時代中期の講である。長さ16m分 ・幅2.5～3m・

深さl.3mを測る。断面形は、 ほほ舟底形である。埋土は、全体に撹排したように、i農褐色

粘質細砂 ・暗褐色炭混り粘質土などが上下に入り組んで、いる。溝の南半部には、焼土 ・炭

化物 ・土器を特に多く含む弥生時代後期の溝（S D06）があり、この講が埋没していくある

時期に、何らかの遺構が壊れた状態で溝中に落ち込んだものと考える。

溝（S D04）は、溝（SDOS・ 06）を包括するさらに大規模な溝である。南半では溝（SD

05）に並行し、 北半からは北西方向にさらに広がる。長さは15m分、幅は4～ 5m以上、深

さl～l.5mを測る。断面形は舟底形である。埋土は、溝（S DOS）と同様、暗褐色土系の粘
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質土・細砂などの互

層になる。弥生土器

のみ出土した。

; E三二~ニ897 溝（ S D07）は、 講

( S D04）に向かい、

南側はゆるやかに屈

曲する 。長さ 18m

分・幅2～2.Sm・深

さ 10～20cmを測

る。断面は舟底形で

ある。埋土は暗褐色

砂質土である 。j茸

京都府遺跡調査報告書第17冊
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第124図 Dトレンチ土坑（S K04・05）平・断面実視lj図

1m 

( S D04）には接続せ

ず西側への広がりも

不明瞭である。遺物

は、弥生時代の土器

のみである。弥生時

代中期に属する。

土坑（S KOS）は、

一辺が丸く孤を描く不整形な土坑である。長軸70cm・短軸50cm・深さ！Ocmを測る。断面

形は、舟底形で底は平坦面を形成する。埋土は、やや焼土を含む淡赤褐色粘質土である。

炭化物は認められない。肩部の落ち込み部に、弥生土器の出土がみられた（第124図）。

土坑（S K04）は、土坑（S KOS）に隣接する隅丸正方形に近い形である。一辺55cmを測

る。断面形は、浅い舟底形である。埋土はSK20と同様、焼土を含む褐色粘質土である。

弥生土器が出土する（第124図）。

土坑（S K02）は、楕円形である。長軸90cm・短軸70cm・深さ25cmを測る。断面形は舟

底形を呈する。j炎褐色粘質土の埋土である。弥生土器が出土する。

土坑（S K03）は、長楕円形である。長軸l.7m・短軸90cm・深さ30cmを測る。舟底形の

断面である。埋土は、 褐色粘質士と淡灰褐色砂質土の互層である。土坑（S K02）と同じく 、

滋（S DOS・06）の埋没後に掘られている。弥生時代中期のものである。

竪穴式住居跡（S HO！～03）は、直径約4mの円形である。断ち割りの断面図でみると、

柱穴痕らしき掘り込みや、中央部における焼土塊の検出等から、住居跡とした。崩壊が著
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しかったが、わずかに円形プランの

復原が可能で、あった。立ち上がりの

残存長は約lOcm程度である。東半

部で多量の弥生土器片が出土した。

溝（S D08）は、蛇行する東西溝で、

長さ7.5m分・幅 lm・ 深さ15cmを

測る。断面形は、舟底形である。埋

土は、 j炎褐色砂質土である。鎌倉時

代の土師器皿が出土した。

Eトレンチでは、 円形 ・楕円形・

不整形な土坑群（S KOl～18）、i葬状

遺構（S DOI）がある（第129図）。 S

KOi～08は、同時にまとまって検出

された（第128図）。 大小はさまざま

で、直径20～50cm・深さ10～20cm

を測る。暗灰褐色粘質土を埋土とす

る。断面形は、底を平坦とする逆台

形を呈する。弥生時代後期～中世の

土器が出土する。土坑（ SK12・

14 . 11）は、黒褐色砂質土を埋土と

するもので、炭化物 ・焼土を多く包

含している。土坑（S K13・15・16)

も、形は細長い不整形であるが、埋

土は黒褐色砂質土で共通している。

炭化物・焼土を多く含んでいる。深

さは土坑（S K12～16）はすべて約10

各遺跡の調査
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第125図 Dトレンチ溝（s 005）内土器溜り平面図

L=2主主Q!!!;

1.暗黒褐色帖置土
2.埠禍色極細砂置土

3，暗革褐色帖置土

4潰華褐色極個砂置土

5.il革褐色帖置土
6.油膜褐色極嗣砂（S006埋土）

1m 

第126図 Dトレンチ溝（S006）断面実視lj図（トーンはS005) 
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第127図 竪穴式住居跡（ SHO！～03）平・ 断面実測図

23褐色粘質土 24.淡赤褐色土（炭化物－焼土含む） 25.淡黄色極細砂 26褐色土

27.暗茶褐色（小磯混じ り）粘質土 28.暗黒褐色粘質土 29.暗褐色砂質土 30.暗灰褐色粘質土

31.i炎黄色極細砂（炭化物含む） 32.i炎赤褐色粘質土 33.暗赤褐色粘質土

34.i炎赤褐色（小磯混じ り）粘質土 35.i炎赤褐色粘質土（炭化物含む） 36.淡黄褐色極細砂（焼土含む）

37.i炎黒褐色極細砂 38.濁黄褐色粘質土 39.淡黄色極細砂
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第128図 Eトレンチ土坑（SKO！～08）平 ・断面実測図
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第129図 Eトレンチ全体図

～15cmを測る。弥生時代中期の土器が出土す

る。土坑（S K09）は、不整形な焼土坑で、約5

／ 

＼ 

／ 

cm の深さで、中から弥生土器が出土した。こ ＼ 

のように、合計4か所（S K09・13・15・16）の

火処の分布を確認した。これらは、炉をもっ住

居跡（弥生時代中期）のあった可能性をうかがわ

せる。

溝（S DOI）は、幅約50cm・深さ約5～lOcm

を測り、北にいくにつれ浅い残存状況となる。

時期は不明である。出土遺物はみられない。

各遺跡の調査

~ 

5m 

第130図 Fトレンチ全体図

なお、旧河川の河床を示す灰褐色砂磯の面が広がる（第129図トーン部）。 この砂磯中か

らは、明瞭な遺物の出土はみられなかった。河床面の標高は、約25.Smを測る。

Fトレンチでは、 3条の講を検出した（第130図）。溝（S DOI）は、幅約80cm・深さ約

30cmを測る。埋土は、暗褐色粘質土である。溝（S D02）は、溝（S DOI）を切る屈曲した

溝で、幅約1.3m・深さ約35cmを測る。埋土は、暗灰色粘質土を主とする。溝（S D03）は、

蛇行する溝で、幅約1.2～2.3m・深さ約60cmを測る。いずれの溝も断面形は、半円形を呈

する。弥生時代から中世までの遺物が出土するが、各々の溝の掘られた時期は不明である。
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5. 出土遺物

出土遺物には、土器類（弥生土器 ・陶磁器 ・瓦質土器 ・須恵器・土師器）、石器、その他

（土錘・ふいごの羽口）がある。記述は原則として、遺構内一括資料について扱った後、包

含層内出土のものを記述していく。

(1）遺精内出土遺物

①A卜レンチ

ア．溝（S D01）（第131図l～18)

1は、白磁の高台付皿である。口径9cm・器高l.6cmを測る。2は、青磁皿である。口

径は、 10.5cm・器高l.4cmを測る。越州窯系青磁である。

3は、陶器の査で、頚部に一条の沈線が入り、大きく外反する口縁をもっ。4は、信楽

焼の鉢である。淡黄赤色を帯びた色調で、胎土中に長石の粒を多く含む。5～18は、褐色

系の土師器皿である。色調は、赤褐色のほか、 i炎褐色のものも多くみられる。図化したも

ののほか、土師器皿は圧倒的な割合を占め、 4分の lの破片で約900片を数える。これら

の平均口径は8.6cm、器高はl.7cm、器壁の厚さは4.2mmを測る。時期は14世紀代である。

イ．柱穴内（第131図19～38)

19～30は、柱穴（S B03のpit6）内から出土した褐色系土師器皿である。この柱穴内から

は、土師器皿ばかり十数点がほぼ完形で出土した。溝（S DOl）内出土のものとあまり変わ

らない形態であるが、器壁がやや厚い。12点の平均口径は8.6cm、器高はl.8cm、器壁の厚

さ5.6mmとなる。これらも 14世紀代のものである。31は、柱穴（pit67）、32は、柱穴（pit65)

内から出土した瓦器椀である。ともに三角形の高台をわずかに残し、 31は、内面に平行暗

文が施されている。器壁が比較的厚く、全体的にずんぐりとしたっくりであるのでは世紀

初頭のものであろうか。

33～36は、土錘である。柱穴（pit20）内から出土した。この柱穴内は、土錘ばかり数点出

土した。37は、須恵器の聾口縁断片である。柱穴（S BOlのpit5）から出土した。内面は、

口縁下半にハケ目、体部にかけて青海波文がみられる。時期は、 TK217に併行する頃（7 

世紀前半）になろう払。38は、柱穴（pit68）内出土の瓦質土器の鍋で、ある。明瞭な屈曲部を

もっ。13世紀前半頃に入る。

ウ．溝（SD06）（第131図42～44)

42は、須恵器査の口縁部断片である。口縁端部は面をもち、外面は2条のシャープな突

帯の聞に波状紋をめぐらせる。時期はTK208に併行する 5世紀後半であると思われる。

43は、須恵器砲である。外面にはカキ目とケズリ （下半～底）がみられる。44は、須恵器

の長頚査の口頚部である。平安時代のものであろう。
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エ．土坑（S KOS) （第131図39～41)

39は、褐色系の土師器皿である。口径6.2cm・器高1.2cmを測る。40は、土錘である。41

は、瓦器椀の口縁部断片である。底部は欠損しているので、明確な時期は不明である。周

辺の建物跡群や溝にあわせて14世紀代としておく。 （黒坪一樹）
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第132図 出土遺物実測図（2)
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各遺跡の調査

②Bトレンチ

ア．溝（SD02）出土遺物（第132図13～15)

13・14は、須恵器の杯蓋と高台をもっ杯の底部断面である。奈良時代～平安時代にかけ

てのものである。15は、土錘である。ピーナッツに似たいびつな形をしている。

③C卜レンチ

ア．溝（S DOS）（第132図l～12)

1・2は、須恵器杯蓋である。体部と口縁の境は、シャープな稜がっくり出されている。

℃ゴーイ
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第133図 出土遺物実測図（3)
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5世紀前半に比定されよう。3は、須恵器皿である。口径1l.8cmで、端正なっくりである。

4は、須恵器杯蓋である。5・6は、須恵器杯である。5はやや外反ぎみの口縁端部をも

ち、ふんばった形の高台がつく。やや「S」字を描く口縁への立ち上がりがみられる。 4

～6は、 奈良～平安時代である。7は、須恵器高杯である。TK217併行期のもので、お

よそ7世紀前半といえる。8は、須恵器査の底部から体部にかけての断片である。平安時

代のものである。9は、須恵器聾の口縁部である。古墳時代のものである。

10は、 須恵器の歪である。灰白色の色調で、生焼けの状態を呈している。外面に粗い平

行タタキを交差させ、内面は、下半に同心円タタキを施している。l1 は、瓦質土器の鉢で

ある。黄灰色の色調で、焼成はよくない。口径は26cmを浪ljる。12は、瓦質土器の査であ

る。灰色っぽい色調で、内面にハケ目調整が施される。口径は25cmを測る。15世紀代の
ふいご

ものであろう。なお、固化していないが、輔の羽口・鉄淳が多く出土した。鉄浮片の総重

量は約2.Skg分ある。

イ．柱穴内（pit1・2)（第132図16～18)

16・17は、瓦器椀である。16はpitl、17はpit2から出土した。16は、口径14.2cm・器高

5.8cmを測り、しっかりとした高台をもっ。調整は摩滅のため不明。18は、 土師器皿であ

る。内・外面に指頭圧痕がみられる。

④Dトレンチ

ア．方形石敷土坑（SK01）（第133図l～5)

l～3は、褐色系土師器の皿である。lは口径ll.8cm ・器高2cm、2は口径7.6cm・器

高l.6cm、3は口径10.4cm・器高l.8cmをそれぞれ浪ljる。14世紀代のものである。5は、砂

岩製の砥石である。上端面を除くすべての面は摩擦により滑らかとなり、筋条の線条痕も

観察される。部分的に炭化物（タール状のもの）も付着している。

イ．溝（S001）（第133図6～10)

6 . 7は、瓦質土器の鍋である。6は、口縁部の屈曲が内側ではほぼ直線的に明瞭で、あ

る。 7は、 6に比べてやや丸みを帯びて屈曲する。体部の下半から底部にかけて粗いハケ

目調整がなされる。13世紀前半に比定される遺物である。8・9は、土師器皿である。8

は口径7.8cm・器高1.6cm、9は口径lOcm・器高l.2cmを視ljる。

10は、瓦器椀である。底部を欠損している。12世紀末から13世紀に比定される。

（黒坪一樹）

ウ．竪穴式住居跡（SH02・03）、土坑（SK02・04・06）出土遺物（第134図）

弥生時代中期の土器（1～9) 査（5～8）、聾（3・4）、高杯（1・2・9）がある。査

には外反して大きく 開く口縁をもつもの（5）、直立ぎみの頚部から口縁が外反して開くも
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。

S K06: 10～12 S HO!;!・ 5・6

7は口縁部に凹6は頚部に櫛描き文、わずかに外反する直口のもの（7)がある。の（6）、

8は底部である。内面にへラ削り、外面にヘラ磨きを施す。聾は 「く」の線文を巡らす。

字形に外反するものである。内外面ナデ調整、内面には指頭圧痕文が顕著でLある。

高杯（10・l！）と器台（12）がある。弥生時代後期の土器（10～12)

エ．溝（S004・05・06）出土遺物（第135・136図）

中期と後期の土器がある。

いずれも第W様式に属するものである。査 ・斐 ・高杯がある。弥生時代中期の土器

口縁部が大きく外反するもの（19）と直立する頭部から外反するもの（30）、直口査には、

口縁部内面に扇形文がめぐる。20は、査の体部である。のもの（9・10）とがある。 19は、

肩～胴部にかけて列点文、櫛描き直線文 ・波状文が施されている。外面にヘラ磨き、内面

口縁外面に凹線文がめぐる。9 . 10は、にヘラ削りがある。

聾には「く」の字に外反して端部に面を作るもの（ 1 . 2）、丸くおさめるもの（3）、端

部をつまみあげるもの（4・5・6）、端部を拡張して外傾する面を作り凹線文を施すもの

3・4は内面にヘラ削りを施す。
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高杯は、椀状の杯部をもつもの（11・13・23）と屈曲して直口するもの（14）とがある。

15・16は脚部である。

査（28・29）、聾（22）、鉢（24）、高杯（26・27）、器台（25）等がある。弥生時代後期の土器

28は庄内式土器であろう。29もこれに類すると思われる。 22は擬凹線文をもっ聾である。

オ．溝（S007）出土土器（第137図）

いずれも第W様式の土器で、査（8・l1）、聾（I～3・6）、鉢（5）、高杯（9・10）などがある。

壷は口縁が外反して大きく開く もの（11）、直口のもの（8）などがある。lI は、頚部に櫛

描き波状丈、 肩部に扇形文が施されている。

聾には「く」の字状に外反して端部を丸くおさめるもの(1. 3）、端部をつまみあげる

もの（2 ）、頚部が短く外反して外傾する端面をもつもの（6）がある。

弘）（田代

⑤E卜レンチ

ア．土坑（S K 08) （第133図11. 12) 

おそらく同一個体の瓦器椀である。あまり退化していない三角形高台をもち、 内・外面

に暗文がみられる。同一個体として、およそ12世紀末に比定される。

イ．土坑（SK01・02・03・11・16)（第138図）

4は広口査である。広口査は口3は高杯脚部、弥生時代中期の土器（3～5・7～10)

「くJの

ヱ喧

8～10は聾である。5は鉢である。縁部外面に3条の回線文と円形浮文がある。
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第136図出土造物実測図（6)

30. S K04 23. S KOS 22・24～29.S K06 
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字に外反するタイプ（8）と外傾する面をもつもの（JO）がある。10は端面に浅い回線文2条

と3個一対の棒状浮文がある。7は査の底部である。いずれもW様式に属するものである。

弥生時代後期の土器(1・2・6) 1は長頚章、2は台付鉢、 6は査の底部である。

（田代弘）

⑥F卜レンチ

ア．溝（SD08）（第132図19・20)

20は、陶器の播鉢である。 8条単位の櫛描き一体を観察する。16世紀末から17世紀中頃

のものであろう。口径約26cmを測る。19は、福の羽口の断片で、ある。先端は赤白色を呈

している。ここでも、鉄浮は多く出土している。
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(2）包含層内出土遺物（第139～144図）

①各時代の遺物（第139図）

各遺跡の調査

4 . 10・l1 . 13・16はAトレンチ、 8. 9・17・24はCトレンチ、l～3・5～7・

14・18・19・21～23はDトレンチ、 15・20・25はEトレンチ、 12・26はFトレンチからそ

れぞれ出土した。耕作土中を含むさまざまな層中から出土した。

1 . 2は、須恵器杯葦である。lは口径13.4cm、2は口径13.2cmを測る。2はTK209 

併行の7世紀前半となろう。3・4は、須恵器杯である。3は、口径1l.2cmを浪ljる。7世

紀前半のTK209併行になる。4は口径11.2cmで、端部受けのかえりが短くなる。 TK217 

併行期であろう。5～9は奈良～平安時代の須恵器類で、 5. 6は杯蓋、 7は高台付き杯、

8は章、 9は鉢である。10は、 須恵器砲である。古墳時代だが明確な時期は不明である。

I l・12は、土錘である。13は、 土師器の釜形土器であろう。外面に8条の水平タタキ調

整がみられる。はは、 東播系の鉢である。口径34cmを測る。神出E式の釜ノ口l号義お

ものに併行する時期と思われる。12世紀末から13世紀前半となろう。

15～19は、中国製輸入陶磁器である。15以外はすべて青磁椀で、見込み部分や内面に猫

描き文を描く。15は白磁椀で、ともに龍泉窯系である。12世紀末から13世紀となろう。

20は、古伊万里の染付中皿で、手描きの牡丹唐草文がみられる。17世紀末から18世紀中

頃のものである。

21～23は、瓦器椀である。14～14.4cmの口径を測る。いずれも12世紀代である。

24～26は、輸の羽口断片である。赤白色の先端部に鉄淳のこびりついているものもある。

（黒坪一樹）
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②弥生土器

弥生時代中期と後期の土器が主体をなし、古墳時代の土器が少量混在する。

弥生時代中期の土器（第140～142図） 査 ・聾・ 高杯・鉢などがある。

査には広口壷（1～17）、受け口査（19）、短頚壷（20・22・25）、無頚査（18・21・23・24)

などがある。

広口査には、外反して端部に狭い面をなしておわる単純な口縁部のもの（1・2）、端部を

拡張して面をつくり波状文や回線文などの文様帯としているもの（3～17）などがある。後

者には円形浮文（7・8. 11・15）、棒状浮文（13）などを付加するものがある。頚部に波状

文（2）、凹線文（4・6・9・13・16）を施すものがある。16は、肩部にハケ原体木口刺突によ

る羽状文がめぐる。4は、口縁部内面に扇形文がある。短頚査は口縁外面に凹線文が顕著

である。25には扇形文がみられる。無頚査には、 直口のもの（21）、端部を水平に拡張する

もの（23・24）、口縁部を折り返すもの（18）がある。

聾（27～34）には、 「く」の字に外反する単純なもの（27・30・32）、内傾して立ち上がる

もの（31）、端部をつまみあげるもの（28・33・34）、外傾する広い面をもつもの（29）などが

ある。 29は端部に擬回線文、34はキザミ目文がめぐる。 30は唯一の完形品である。体部下

半にへラ削りがある。

高杯（35～42）には椀状の杯部をもつもの（35・36・40～42）、口縁を水平に拡張するもの

(37・38）、屈曲して大きく開くもの（39）などがある。39は、輿遺跡SD03に類例がある。

弥生時代後期の土器（第141図） 壷 ・聾 ・高杯 ・鉢 ・蓋などがある。

査には、 広口査（43～45・53・55・57・58）、長頚壷（62・65）などがある。43・44は、二

重口縁をもっ。43は口縁部外面をナデ調整、44・53・55・58は擬凹線文を施す。45は口縁

端部を拡張して垂直な面を作り、 擬凹線文と円形浮文を施す。58は、小型の精製土器であ

る。62は、 端部を屈曲させ上方に立ち上げる。65は、口縁部を欠いているがほぼ全形をと

どめている。体部外面上半ハケ調整、下半をヘラ磨き、内面ナデ調整である。

蓋は、口縁端部に外傾する狭い面を作るもの（48～51・60）、二重口縁をもつもの（46・

47・52・56・59）などがある。二重口縁をもっ聾には擬回線文を施すものとナデ調整する

ものとがある。51は、体部にハケ原体木口による羽状文が巡る。52は完形品である。体部

外面ハケ調整、内面へラ削りを施す。 47・59は、 大型品である。60は、ほほ完形に復原で

きる。頚部が「く」 の字形に屈曲して端部に狭い面を作る。後期前半のものであろう。

蓋は数点出土しているが、 いずれも54と同形である。

鉢は、 二重口縁のもの（66）、扇平な器体をもつもの（76）、粗製品（72）などがある。

高杯には屈曲して大きく外反する もの（74・75）、二重口縁で杯部が鉢状のもの（67・
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第142図出土造物実測図（12)

68・71）、椀状の杯部をもっ小型品（78）、直線的に聞く杯部をもっ小型品（73・77）などが

ある。73は、外面に複合鋸歯文、羽状丈が巡る。

69・70は、器台である。69は、口縁部外面に連続渦紋をめぐらす。古墳時代の土器には

査（79）、高杯（80）などがある。古墳時代前期に属するものだろう。

（田代弘）

③石器類（第145図l～6)

石器の出土点数は、合計7点を数える。広い範囲の調査にもかかわらず、極めて少ない。

器種の内訳は、磨製石斧2点、石庖丁l点、砥石2点、石皿l点、磨製ノミ形石器l点で

ある。先述したDトレンチ内の土坑中から出土した砥石と、石庖丁以外は、すべて各ト レ

ンチの包含層中から出土した。

lは、石庖丁の断片である。片刃の刃部は欠損している。穴が2つ接して表面側からあ

けられている。Dトレンチの土坑（S Kl4）中から出土した。

2は、砂岩あるいは流紋岩製の磨製石斧の刃部である。滑らかによく研磨されている。

-176 



各遺跡の調査

45 

＼且~＂
59 
。 2Qcm 
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両側縁部は、わずかに平坦な面取りがみられる。また、使用によるものか、刃部先端に貝

殻状の剥離面が不連続に入っている。Aトレンチ内で出土した。

3は、小型の磨製ノミ形石器である。先端は両刃となり、 3面に面取られている。製作

時の研磨と思われる細かな線条痕が縦方向に走っている。また、中間部も六面に磨かれ、

丹念な加工が施されている。頁岩ないし粘板岩製である。Aトレンチ内から出土している。

4は、磨製石斧である。両先端部は、敵打による面ができている。刃部に当たる先端部

もアパタ状の敵打面と、打撃による貝殻状剥離面をとどめている。両側面、表裏中央部に

も面的な敵打痕を残している。砂岩あるいは流紋岩製である。Fトレンチ内から出土した。

5は、方柱形砥石の断片である。滑らかな磨面に、縦横に線条痕が走っている。灰白色

のシルト質の砂岩を用いている。Dトレンチで出土した。

6は、偏平な石皿の断片である。片側表面は滑らかに凹み、使用による細かな線条痕が

みられる。側縁部・裏面には、堅い金属的なものを擦り合わせたような深い溝となった線

条痕を留めている。また、全体に暗褐色のタール状の付着物がみられる。砂岩製である。

Fトレンチから出土している。

（黒坪一樹）

6. まとめ

今回の調査では、弥生時代中期～近世にかけての遺物が出土し、由良川の自然堤防上に

遺跡の存在を確認することができた。遺構としては、弥生時代中期の竪穴式住居跡 ・土

坑・自然、流路及び人工的な溝、鎌倉～室町時代にかけての掘立柱建物跡、溝・土坑などを

検出した。土層の堆積状況からも明らかなように、度重なる洪水による土砂によって遺構

面はかなり削り取られていた。良好な残存状況を示す遺構面は、中世～平安時代末をさか

のぼっては、ほとんど確認することはできなかった。試掘調査を含め、多量の弥生時代の

土器類が出土した。

（黒坪一樹・田代弘）
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第3節福垣北古墳群

1. はじめに

近畿自動車敦賀線に伴う調査では、昭和62年度事業として、綾部市豊里町の正陵部にあ

る「以久田野古墳状隆起」の試掘調査を行った。発掘調査に着手する前の分布調査では、

道路予定路線地内に古墳状隆起を2か所確認しており、この「古墳状隆起」が古墳である

かどうかを確認する目的で実施したものである。

試掘調査の結果、 「以久田野古墳状隆起Jが複数の円墳・方墳からなることが明らかと

なった。そのため、墳正 ・埋葬施設などを確認 ・記録するための発掘調査が計両された。

「以久田野古墳状隆起」は、古墳であることが明らかになったため、遺跡名を変更し、

「福垣北古墳群jと呼ぶことにした。これは昭和62年版『京都府遺跡地図一第2分冊一j

のなかで、今回の調査地の同一丘陵上に、 「福垣北古墳」として円墳が記載されているの

で、同古墳を福垣北第I号墳とし、以下確認した順番ごとに、福垣北2号墳、福垣北3号

墳と名付けた。最終的にこの丘陵状には11基の古墳があることを確認した。

2.遺跡の位置と環境

福垣北古墳群は、京都府綾部市豊里町福垣に所在する。由良川支流の犀川沿いに狭いが

肥沃な沖積地が展開する。この古墳群は、この沖積地を南西に臨む丘陵上に立地している。

遺跡周辺には、集落遺跡や古墳など数多くの遺跡が分布している。主な集落遺跡として、

館遺跡・ 三宅遺跡 ・小西町田遺跡などがある。館遺跡は、前期の弥生時代集落遺跡として

知られている。三宅遺跡では、弥生時代中期の方形周溝墓、古墳時代前期の土壌墓群 ・古

墳、中世の溝 ・柱穴などが確認された。古墳時代前期の土壌墓群は、 50基以上の規模の大

きなものであり、数少ない集団墓の例として注目されている。小西町田遺跡では弥生時代

後期末頃の土坑や溝、奈良・平安時代の建物跡などがみつかっている。特に、弥生時代後

期末の良好な土器一括資料が得られ、編年資料としても期待されている。

犀川流域には多数の古墳が分布している。古墳時代前期の方墳で、飛禽文鏡が出土した

成山古墳、 2基の粘土榔を有し、甲胃や金銅製馬具 ・須恵器多数が埋納されていた荒神塚

古墳（三宅l号墳）、総数120基以上からなる以久田野古墳群などが著名である。以久田野

古墳群は群中に4基の前方後円墳を含み、5世紀後半に築造が始まり 6世紀に盛行し、7

世紀初めまで続いたと考えられている。福垣北古墳群は、この以久田野古墳群の北西端に

位置している。
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第146図調査地位置図（1/25,000)

福垣北古墳群，187 三宅遺跡，316 小西町田遺跡，315 以久田野古墳群，37～41

上村古墳群，41 上村東古墳群；42 私市円山古墳；167（『京都府遺跡地図j第2分冊 1987より）
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3.調査の経過

調査を開始するにあたって、道路予定路線帯の樹木伐採を行ったところ、墳丘を思わせ

るような古墳状の高まりが顕著でなかった。この調査地が以久田野古墳群に包括される地

点であるため、まず古墳か自然の隆起であるか判断がむずかしかったC地点の頂部に長さ

5m×幅3mのグリッドを設定し、古墳の確認につとめた。 その結果、 後述するように墓

墳を2基（第2・第3号墳の中心埋葬施設）確認し、古墳であることが明らかとなった。同

じ試掘調査により、A地点 ・B地点 ・D地点の各古墳状隆起の頂部を精査したところ、各

地点でも埋葬施設と思われる墓壊及び周溝の一部を確認した。

試掘調査の結果、今回明らかとなった古墳は、前述の第2・第3号墳のほか、第l号

墳 ・第4号墳・第5号墳・第6号墳・第7号墳の総数7基である。また、分布調査の結果、

丘陵先端には、さらに未調査の古墳4基を確認しており、この古墳群は総数11基からなる

古墳群であることが明らかになった。

発掘調査は、第l～7号墳が道路建設予定地内にあたることから、これらについて発掘

調査を実施した。

4.各古墳の概要

(1）第 1号墳

第l号墳は、 E地点と名付けた正陵の中腹に位置する。この丘陵の尾根先端には、1号

墳を含め5基の小円墳が裾を接して築造され、一支群を形成している。第1号墳は、この

第147図福垣北古墳群地形図
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支群の最上部に位置する円墳である。

墳丘 正陵の自然地形を利用して築造され、地山を削り出す手法がとられている。盛り

土は封土として墳丘頂部にわずかに盛られる程度であった。墳丘形態は、E稜主軸に沿っ

て長楕円形を呈している。規模は、長径で約lOm・ 短径で約8.5m・高さ約 lmである。

埋葬主体 主体部は表土直下で検出した。墳丘とともに主体部も削平されているために

残りが悪く 、墓墳の深さは約20cmほどであった。平面形態、は隅丸の長方形で、規模は長

さ約3.7m・幅約l.4mを測る。
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漬物出土状態 墓境内から鉄鉱 ・鉄斧・鉄鎌・万子などの鉄製品が出土した。鉄斧は、

墓墳西寄りで出土し、刃部を南に向けていた（FI）。 鉄鉱（F3～6・8）・鉄鎌（F7）・万子

( F2）は墓旗東寄りでまとまって出土しているが、撹乱を受けたらしく細片化しており二

次的な移動が認められた。土器類はない。

出土漬物（第150図）

鉄鉱（I～5) 5個体を確認した。茎の一部を欠損しているが、ほほ完存している。茎に

は、木質が遺存しており、聞に糸を巻いた痕跡をとどめるもの（1～3）もある。1は、 三角

形の鍛身をもっタイプである。2. 3は、逆赫を有する広根鍛である。2は約12cm、3

は13.5cmをそれぞれ測る。4. 5は、片刃の長頚鍬である。4は全長約16cm、5は約

17cmを測る。

万子（6・7) 2点が接した状態で出土した。6は全長約6cm、7は全長約9.5cmを測る。

基部に木質がよく残っている。

鉄鎌（8) 曲刃の鎌。着装部と先端部を欠く。幅約3cm・残存長約IOcmを測る。

鉄斧（9) 鍛造である。袋部の内側に木質が残る。全長約9cmを測る。

己~斗イ

司豆三三巴二7

11 
U2 

。 専問

第150図 l号墳主体部出土鉄器実測図
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(2）第2号墳

第2号墳は今回の調査対象地の最高所に立地する古墳であり、溝を挟んで東側に第3号

墳がある。

墳丘 第2号墳は第3号墳とともに、自然地形を利用して構築されたもので、正陵に直

交する形で幅約 3m・深さ約0.8mの溝（SDOI ）を掘り、第2号墳と第3号墳を区画する。

墳形は方墳であり、墳正基底部は自然地形をそのまま利用しているため、北 ・南・西側は

不明瞭で、ある。墳正規模は、東西約15m・南北約17mで、ある。

第2号墳の墳頂部は、東西約 Sm・南北約6mを測る平坦面があり、その平坦面の北側

に偏って中心埋葬施設がある。

埋葬施設 第2号墳の墳頂部で、長軸約3.9m・短軸約l.6mの墓墳の輪郭を確認した。墓墳

を順次掘り下げたところ、墓墳は2段墓墳であることが明らかとなった。

墓墳の掘り下げに際しては、棺の痕跡に注意したが、棺の裏込め土が棺内の埋士と思わ

れる土質と近似していること、また棺の平面をしっかりと精査せず掘り下げたため、墓壌

の底部で棺の痕跡を一部確認するという結呆となった。このため、棺の形態 ・棺の規模等

の性格の資料は得られないが、推定長約2.6m・幅約0.45mの組合式木棺と考えた。棺の幅

がO目45mと狭く、幅についてはやや疑問が残る。これは棺の北側裏込め土が図のように明

褐色土 ・淡黒灰色土・淡黄褐色土と堆積しているのに対し、棺の南側の埋土は暗黄褐色

土 ・明黄赤褐色土で、棺上に堆積したと思われる暗黄褐色土に近似し、南側の棺の痕跡が

土層断面図をみるかぎり不明瞭であったことによる。可能性としては、墓境内に置かれた

棺は墓墳の南壁に接して据えられ、棺の北側にのみ裏込めを行ったことも考えられる。こ

れによると棺の幅は0.44mを浪ljる。

遺物の出土状態 第2号墳から出土した遺物は中央埋葬施設内のほか、墳丘斜面から須

恵器（樽形砥）がl点出土した。中央埋葬施設からは、墓墳上面から土師器が、また墓壊内

及び棺の底部から鉄器類が出土した。墓墳上面から出土した土師器は、細片が棺の中央部

に長軸に平行した形で散在した状態であった。

墓壌の東辺の棺外にはピ ットがあり、それを掘り下げたところ、鉄斧が出土した。鉄斧

は刃を西側の棺木口部に向けて埋納されていた。

棺の底部からは、鉄剣と鉄鍛が出土した。鉄剣は棺の長軸に平行する%で剣先を西側に

向け置かれている。鉄鍛は2群（a・ b群）に分かれて置かれ、棺の中央にある a群には刃

先を東側に向けて三角形の大型鍛が3点以上、棺の西端部にある b群は刃先を西側に向け、

柳葉鍛がll本以上置かれていた。この鉄鉱の出土状態をみると、 a群と b群の聞は約

70cmを測り、三角形鍛の矢と柳葉鍛の矢が刃先を交互にして副葬されていたものとみら

-186-



各遺跡の調査

日

c- 。

ーゆ
」主醐m B 

C一一

第151図 第2・3号墳墳丘実m図
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れる。矢の全長は70cm前後と思われる。弓は検出されなかった。

出土遺物 墳E斜面から須恵器が出土した。中心埋葬施設では、前述のように墓壊上面

から土師器の細片が、墓壊内から鉄斧が、棺内からは鉄剣 ・鉄鍛が出土した。土師器は、

細片で出土しているため、器種 ・器形は不明である。須恵器は、樽形＂＆！の破片で（第157図

3）、体部の一部が出土した。
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京都府遺跡調査報告書第17冊

鉄斧は、有肩式の大型製品である。 20は全長156mm・刃幅約90mmを測る。柄装着部は

袋状で、断面は丸みをおびた方形である。肩部は直角に張りだす。縦断面は、背・腹とも

に袋部から刃先まで一直線になり模形を呈する。

鉄剣は、全長約705mm・刃部約550mm・幅約33mm・厚さ約 5mmを測る。目釘穴は2

か所ある。聞の部分には制の跡が明瞭に残る。

鉄鉱は平根式と尖根式に大別でき、平根式は3本、尖根式がll本出土した。平根式は、

無頚の長三角形式で、うち 2個体は二重腸扶である。第158図 2には穿孔がlか所、第

158図－1には3か所認められる。尖根式は短頚の柳葉形で挟りを有し、箆被は関箆被で

ある。ほほ同寸法で揃えてあ り、10は扶りを含めた刃部長45mm、頭部15mm、箆代部

33mmで、ある。

(3）第3号墳

第3号墳は、第2号墳の東側にあり、SDOI溝状遺構によって区画されている。

墳丘 第3号墳は、第2号墳と同様、自然地形を一部カットし墳丘を成形した方墳であ

る。第3号墳の西側には2条の溝状遺構（SD02 ・ S D03）があり、SDOIとSD03の講の

心々距離から測ると、東西規模は約18mを測る。南北規模は壌正基底部が不明瞭なため、

規模は16m前後で、ある。墳頂部は東西約9m・ 南北約6mの平坦面であり、第2号墳と同

様、北側に偏って中心埋葬施設がある。

埋葬施設 第3号墳の墳頂部には長軸約4.0m－短軸l.46mの墓旗輪郭を確認した。墓墳

は2段墓嬢であり、棺の形態は「EJ形の組合式木棺と思われる。

遺物の出土状態 中心埋葬施設からは須恵器が、その棺内からは鉄器がそれぞれ出土し

た。須恵器は、墓墳の上面を精査した段階で出土しており、出土状況は、棺の上面に意図

的に須恵器を破砕したような状態にあった。棺底を精査している段階で、棺の東端で鉄剣

が出土した。

出土遺物 埋葬施設では、棺の上面から須恵器が、棺内から鉄器が出土した。須恵器は

壷（第157図4）・無蓋高杯（第157図1）である。

査は口縁部・肩部に回線と波状文を交互に施す。底部外面にはヘラ削りがみられる。内

面はナデ、器壁は薄く焼成堅綴である。口径約18cm・器高約23cmを測る。

無蓋高杯は、口径約15.6cm・器高約12.2cmを測る。杯部外面をへラ削りしている。

鉄器には鉄剣と鉄鉱がある。鉄鉱は茎部と思われるが、細片のため不明瞭である。鉄剣

は全長約42cm・幅約2.7cmを測る。
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l明赤褐色土（淡黒灰色土をブロックで含む） 2.明赤褐色土（淡黒灰色土を含む）

3.l炎黒灰色土（褐色土が主体） 4.i炎黒灰色土 5.黒灰色土 6.暗赤褐色土 7.淡赤褐色土

8賞褐色土 9.B音赤褐色土（赤褐色土をブロァクで含む）
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l表土 2淡茶褐色土 3.i，炎黒灰色土（黄灰色土を多く含む） 4黒灰色土

6.1.炎黄褐色と赤褐色土のブロ 7ク 7.暗黄灰色土 8.暗赤褐色土

9淡黒灰色土と赤褐色土のブロック 10.暗黄褐色土 11.暗茶褐色と明赤褐色土のブロック

12.淡黒灰色土と赤褐色土の互層（棺の裏込め土）
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1.淡茶褐色粘質土
2.黒灰色土 ｜ 
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第156図周辺第4埋葬施設平面実測図
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(4) 2・3号墳周辺埋葬施設

第2・第3号墳の墳丘斜面には4基の周辺施設があった。そのうち、第2.第3周辺埋

葬施設には遺物がなく、また棺の痕跡もないため埋葬施設として位置づけてよいか疑問の

残る遺構である。

①周辺第1埋葬施設 周辺第l埋葬施設は、第2号墳の北側墳丘斜面にある埋葬施設で

ある。

埋葬施設 埋葬施設は、幅約5mにわたって墳丘をカットし、平坦面をつくる。平坦面

は南側の高所をカットし、北側の低い部分に盛り土を行ったと思われるが、墳丘部を断ち

割っていないため、明らかでない。平坦面には長軸約3.8m・短軸1.l5mの墓墳を掘り、墓

境内に棺を設置したものである。棺の形態 ・規模などは、墓墳を順次注意して掘り下げた

が、土質変化が明瞭でなく不明確である。裏込め土は南北方向の畦畔で観察すると20cm

を測り、赤褐色土と淡黒灰色土が互層で堆積していることがわかる。

ーメ
Jオ＼

2 

~ － － l m、
ー一［ごJ

手間

第157図 出土遺物一須恵器一

l . 4.第3号墳中心埋葬施設 2.周辺第4埋葬施設 3第2号墳墳丘上 5.周辺第1埋葬施設
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第158図 出土遺物一鉄器一

遺物の出土状態 周辺第 l埋葬施設からは須恵器・玉類が出土した。須恵器は、墓墳の

輪郭を精査する段階で出土したものである。棺の中央部の真上に正位の状態で、須恵器直

口査は破片となっていたがほぼ近接してあり、第3号墳中心埋葬施設のように破砕し、パ

ラまかれた状態ではなかった。

玉類は棺の底部床面で、棺の東半部に集中して出土した。玉類の出土状態、を観察すると

糸でつながれた状態で首から胸部あたりに置かれたものと思われる。

出土遺物 周辺第 l埋葬施設の須恵器は、復原作業の結果l個体となった。また、 玉類

は現地の調査時に確認したもののほか、排土中からも水洗いの結果出土したものもあり、

出土点数は308個以上を数える。

須恵器は、直口壷（第157図5）である。口径約1l.2cm ・器高約16.4cmを測る。焼成堅綴で

ある。底部をヘラ削りする。

玉類（第159図） 玉類は、棺内から勾玉 l個と臼玉が307個以上出土した。玉の材質はす

べて滑石製で青味がかっている。

勾玉は、 l個出土した。15は頭部付近及び全体にわたり扇平で、いびつである。石材は

軟質で表面が風化し、光沢はない。全長29.2mm、厚さは頭部でー4.25mm、尾部で、3.0mmを
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測り、孔径は2.0mmで、片面穿孔である。整形はかなりおおざっぱにつく られている。背

部は切断後、角をとり、頭部から尾部にかけて斜めに手早く研磨した程度で、全体に粗い
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研磨痕を残す。研磨痕は、表面頭部の背部から湾曲する内側にかけて横方向に、表面尾部

や裏面は背部から尾部への斜め方向に認められる。

臼玉は、 308個以上出土している。径は 4mmから 5mmまでで、厚さは 3mmから3.Smm

で大小の差は小さい。実際に糸を通して連接で計測した長さは約73.4cmである。臼玉は、

算盤玉状のA類と、臼状と算盤玉状との中間にあたるB類に分けることができる。この2

分類のほかに、研磨（仕上げの工程）段階に少し差があり、ここでのA類 ・B類はさらに2

工程に分かれる。第I工程は、研磨が粗いもので側面中央に稜をもっ。第E工程は、第I

工程よりも研磨が細かくなされており、側面中央には稜をもたない。孔のあるものは上 ・

下が平坦であるものは少なく、両面が平行でないものが多い。これは臼玉の切断時に浅い

「VJ字溝を入れて切り離し、そののち磨いてはいるが、その切り口が平坦になりきらな

いため、段が残ったものと思われる。

②周辺第2埋葬施設 周辺第2埋葬施設は、第2号墳北西部で墳E斜面をカットした平

坦面はもたず、直接墳正斜面に長軸約 2m・ 短軸約0.4mの長方形土坑を掘ったものである。

この土坑内には棺の痕跡もなく、遺物も出土しなかったため、埋葬施設として考えてよい

かどうか疑問の残る遺構である。

③周辺第4埋葬施設 周辺第4埋葬施設は、第2号墳と第3号墳を区画する溝（S DOI) 

の南延長線上にある埋葬施設である。

埋葬施設 埋葬施設は、周辺第I埋葬施設と同様、墳正斜面を幅約 7mにわたりカット

し平坦面をつくる。この平坦面は北側の高所をカットし、南側の低い部分に盛り土を行っ

たものと思われる。そして、その平坦面に、長軸約4m・ 短軸約l.4mの墓墳を掘り、その

墓境内に棺を設置する。墓墳を順次注意して掘り下げて観察につとめたが、棺の形態・規

模については、明確にすることはできなかった。墓壊底部の観察から、棺は長さ約2.3m・ 

幅約O.Smと思われ、棺の形態は組合式木棺と思われる。

遺物の出土状態 周辺第4埋葬施設からは須恵器 ・玉類 ・鏡が出土した。

須恵器は、棺の上面で中央の位置に正位の状態で据え置かれていたと思われる。玉類及

び鏡は、棺の底部で、南側板に近接して出土した。鏡は本来完形であったが調査段階で破

砕してしまった。鏡の下には木材がわずかながら遺存し、鏡の材質が作用して木材が腐蝕

せず、 一部遺存していたと思われる。この木材は棺材と思われる。玉類は、鏡の位置から

南西IOcmに集中して出土した。各玉類は放射状で中高になっており、小玉が交互に勾玉

の孔のところに見られるため、一連の首飾りの状態で副葬されていたものと考えられる。

出土遺物（第158・159図） 須恵器と玉類がある。須恵器は棺の上面中央で旭l個体分が

出土した。Ji!は口径約9.2cm・器高約10.4cmを測る。焼成堅綴で底部外面をヘラ削りする。
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玉類は、棺内から出土したもので合計29個あり、そのうち14個は排土の洗浄段階で確認

した。玉類は、勾玉 ・管玉 ・小玉の3種類である。その材質は、 6種類の石材からなり、

勾玉は璃璃、管玉は碧玉 ・滑石 ・緑色凝灰岩の3種、小玉はガラス・滑石である。

勾玉 勾玉は3個出土した。いずれも半透明な糧色を基本に赤茶色の筋が入る。穿孔は

すべて片仮IJから行い、全体にていねいな仕上がりである。穿孔を始める面を表面とし、反

対側を裏面として以下記述する。

31は、 3個のなかで最も大きく全長3lmm、厚さは頭部で8mm、胴部7mmを測る。孔

径は、 1～ 3mmを測る。研磨痕は腹部・背部ともに平坦面を残さず、ていねいである。

裏面孔周辺には角をとるように剥離がみられる。表・裏面には、勾玉の湾曲に直交する方

向に、背部には縦方向に細かな研磨痕が観察できる。穿孔は、表面頭部内側から、多少背

部寄りに穿たれている。31は3個中最大で32・33に比べて、 全体に丸みをおびる。

32は、全長28mm、厚さは頭部で8mm、胴部で 7mmを浪ljる。 孔径は2～ 3mmで、 穿

孔方向は表面頭部から穿たれる。 32は3つの中で最もよく磨かれ、胴部に自然面を lか所

残す程度で、これといった研磨痕が観察できないほどである。32の尾部は先端が多少とが

り気味な感じもする。

33は全長22mm、厚さは頭部で5.Smm、胴部で、5.Smmを測る。孔径は2.5～2.8mmで、穿

孔方向は、表面頭部内面には寄らず、真直である。33は、唯一逆 「コ」の字形を呈し、3

個の中で最も明るい樫色である。調整は、表 ・裏面とも研磨面があるのに対し、腹部の湾

曲をつく りだすあたりには面をとった形跡も研磨痕もみられない。これは勾玉製作用の特

別な砥石を使用し、仕上げ段階で研磨痕を消すように磨きあげたものと思われる。

33の穿孔の際の垂直比は、0.5～12.Smmを測り、 垂直に一番遠い。なお、 31・32はそれ

ぞれ0.78～l.25mmで、ある。

管玉 出土時には13個であったが、 6個は軟質で、非常にもろく、 検出時にはひどく風

化しており、形を取り留めることができなかった。なお、取り上げ得た7個体のう ち、3

個体は完形品である。

材質は、碧玉 ・緑色擬灰岩 ・滑石製があり、両側穿孔がほとんどである。長さは、 18～

26mmの2cm前後のものと、大きいもの37mm、小さいもの8mmと多用である。径は3.Smm

から5.Smmで、孔径は、 lmmから 3mmを測り、 穿孔面と反対側の孔径の差が大きい。

整形は、 24・25をみると側面中央にふくらみを帯び、両端付近の断面が多角形を呈し、

その一辺は部分的でおはあるが平坦面をもっ。

ガラス玉 計15個出土した。径は2.5～4.9mm、厚さは1.2～4.2mmを測る。全体に青 ・

黄緑が主体になっている。形態は2種に分かれ、 A類は両端に平坦面をもたず、熱処理な
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どのために丸みを帯びたと推察されるもので、厚さの薄いものを I、厚いものをEとする。

B類は、両端がきれいに切断され平坦面をもつもので、断面が円形のものa、多面形を呈

し側面に平坦面をもつものbに分けられる。

臼玉 臼玉は、全部で5個出土した。すべて排土水洗いによるものである。径は小さく

2.50～2.80mmで、 孔径も1.20～1.30mmを測る。厚さの平均値は、 l.60mmである。形態は

臼状で厚さが薄く肩平な感じを受け、上・下の径がほぼ同じ。側面は研磨痕が残らないほ

どでいねいに磨かれ、断面形が円形を呈する。第皿工程に属する。

(4）第4号墳

第4号墳は、第2号墳の南西方向にある円墳である。第4号墳は、赤土が露出している

部分が多く、地形測量でも古墳とは考えがたい等高線であった。

。 5m 

第160図 4 7号墳墳丘実測図
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第2・第3号墳と同様、 3m×5mのグリ ッドを設定し、掘削作業を行ったところ、黒

灰色土を埋土とする遺構を検出した。調査範囲を拡張し、精査を行った結果、古墳に伴う

周j蕎であることが明らかとなった。

墳丘 墳丘は後世の削平により、遺存しておらず、わずかに周溝の一部を確認したの

みである。周溝は北半分がほぼ確認できたが、 南半分は後世の削平により遺存していなか

った。 周溝は上面幅lm・深さ20cmを測り、断面は「凹」形である。埋土は3層に分かれ

るが基本的には黒灰色土の一層である。

遺物の出土状態 周溝内から埴輪片が出土したのみである。埴輪は破砕し、周溝にパラ

まいた状態で出土し、特に後述する第7号墳の周溝と重なる地点に集中して出土した。

。 2.0cm 

第161図 4号墳周溝出土埴輪実視lj図

、
も
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上
_A._ 

_IL 

_A._ 

第162図 第5号墳墳丘図

(5）第5号墳

第5号墳は、今回の福垣北古墳群の調査の契機となった古墳である。

調査前の地形では、北半分が茶畑により、削平を受けており、埋葬施設は遺存していな

いものと考えた古墳であるが、調査を進めるにつれ、埋葬施設が遺存していたこと、また

周溝も一部遺存していることが明らかとなった。

t責正 前述のように、墳丘の北半分は茶畑により削平を受け、遺存していなかったが、

南半分は、墳頂部が削平されながらも規模がわかる程度には遺存していた。

墳正は地山を成形したのち、 j炎黒褐色土の盛り土を行ったと考えられるが、その盛り土

は、調査段階では埋葬施設の周辺に厚さ5～8cm遺存したのみであった。

周溝は、北西及び南東部分に比較的よい状態で残っていたが、南半部については林道等

により削平され、確認できなかった。周溝の幅は、上面幅3.5～4.Sm・下面幅1.6m・深さ

50cmを測り、周溝内には淡黒灰色土が堆積していた。 この周溝は墓域を区画するための

空堀と思われる。この周溝から復原すると、第5号墳は直径約20mの円墳と思われる。

なお、北西部周溝及び墳Eの一部は、奈良時代の土坑により一部切り取られている。

埋葬施設 墓壌は、墳頂部を表土下約lOcmを除去した段階で検出した。墓墳は、長軸

約6.2m・短軸約2.2mを測り、上面輪郭は明瞭に確認できた。この墓壌を順次掘り下げたと

ころ、墓壌上面から！Ocmのところで育灰色粘土を確認した。この青灰色粘土を追いかけ、

順次掘り下げた結果、 青灰色粘土は棺を固定するための粘土床であり、棺の輪郭より割竹

形木棺と思われる。この割竹形木棺は、長さ約4.Sm・幅約50cmを柳川、 棺の両木口部に
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5.／.炎賞灰色土

8.淡黄褐色土

第163図 第 5号墳中心埋葬施設平面図

I.表土 2.淡茶渇色粘質土 3.i炎黄褐色粘質土 4.B音質褐色粘質土

6.B音黄褐色粘質土（4より淡黒灰色土のブロックが多い） 7黄褐色土

9暗黄褐色土（淡黒灰色土を含まない） 10.淡黒灰色土
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幅約70～80cm、厚さ約25cmにわたって充填し、長側部の南半分及び北半分の東側寄りに

人頭大の粘土塊を順次積み上げて、棺を固定していく。

出土遺物 埋葬施設及び墳丘の調査では、古墳に関連した遺物がなく、周溝を切った土

坑内から奈良時代の須恵器杯身・杯蓋が出土したのみである。

(6）第6号墳

6号墳は、 2・3号墳と 5号墳の聞にのびる尾根稜上に位置している。植林などの開墾

によって墳丘は全壊状況であり、墳丘規模・形状は明らかではない。主体部の一部を確認

した（第164図）。主体部は長方形を呈する墓壊で、二段に掘られている。墓墳の長さは約

3.7m、幅は約1.7mを測る。棺は、痕跡が残っておらず詳細はわからないが、掘形からみて

幅60cm・長さ2.7m以下の箱形木棺で、あろう。棺内から鉄万 ・鉄鍛・刀子が、墓壌上面か

ら土師器査体部破片が出土した。鉄万は棺中央に切先を東にむけて置かれおり（F2）、鉄

万の南側には万子（F3）、西側には鉄鍛（FI）が添えられていた。鉄鉱は七本が一括して置

かれていた。いずれも棺底で検出した。また、墳丘部の撹乱層において須恵器高杯蓋と鉄

セf

A
4
rT
 

槽
明

ロ
官
d

第164図 6号墳平面測量図
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1 雪辱土 2 主体部JI土 3 5脅繍色土
4 明偶色土 5. 貧褐色土（地山1 6 再惟繍土

!d.5-300 . 75.30。． 

第165図 6号墳墳丘断面図

。
。
凶
F

凶
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』」
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。 1m 

第166図 6号墳主体部実測図

鎌を検出している。

6号墳の位置する丘陵をややさがった地点で楕円形の小土坑を確認した。 直径約lm前

後の楕円形土坑であり、深さ15cmほどが遺存していた。土坑内からは土師器壷破片が少

量出土している。

出土遺物（第168・169図）

鉄刀（第169図） 全長約82cm・幅約3.3cmの直万で、ある。

鉄鉱（第168図1) 7本まとまって出土した。鍛身が柳葉形のもの（a～ f）と小型で、三

角形のもの（ g）とがある。柳葉形のものには全長12cm前後のもの（c ・ e）と15cm以上の

もの（a・ b ・ d～ f ）の2型式がある。gは、全長約19cmを測る。

刀子（第168図2) 全長約8.5cm・幅約 lcmを測る。基部に木質が残る。

鉄鎌（第168図3) 曲刃である。着装部と先端とを欠損している。残存長約15cm・幅約
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2.5cmを測る。

(7) 7号墳

1m 

各遺跡の調査

しι4長~~

三三ヨ乙
三三 十

壱i
第168図 6号墳出土遺物

主体部；！（Fi）・2(F2) 墳丘；3～5

Scm 

J -:;>' 

第169図 6号墳主体部出土鉄万（F3)

2・3号墳のある正陵とE地点の間のE陵鞍部に築造されている。4号墳築造の後、4

号墳の周溝を一部壊して築造されている。この古墳は4号墳と同様に削平されて墳正のほ

とんどが欠失し、周溝だけが残っている。周溝の形状から約9m×12m程度の楕円形の墳

正であったと推定することができる。7号墳は、 4号墳築造後、尾根上の限られた場所を

利用して築造されている。尾根主軸に直交して講を切り、台状墓的な墳丘築成を行ったも

のらしい。南側の溝からは円筒埴輪数個体分の破片が出土している。埴輪は、 二段のタガ

をもちB種横ハケを施すもので川西編年の第W期に該当するものである。須恵質のものと

土師器質のものとがある。4号壌からも同種の円筒埴輪が出土しており、7号墳は4号墳

築造後間もなく築造されたことがわかる。
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5. まとめ

福垣北古墳は、試掘調査の結果、 11基からなる古墳群であることが明らかになった。こ

のうち第 l～7号墳について発掘調査を実施した結果、上記のような成果を得た。いくつ

か気付いた点を記してまとめとしたい。

①墳正築造の方法 それぞれの古墳は、 E陵の稜線上に位置しており、自然の起伏を最

大限利用して造られている。墳Eの大半は自然地形を削り出して成形し、わずかに盛り土

をする手法である。特に、 2・3号墳などはE陵に直交する溝を掘削して墓域を区画して

おり、弥生時代の方形台状墓の墳正成形方法と変わらない。

②主体部 主体部は木棺直葬で、割竹形木棺（第5号墳）と組合式木棺（第1・2・3・

6号墳）がある。一墳E一主体が基本であるが、第2・3号墳には中心主体のほかに墳丘

斜面に埋葬施設とみられる土壌が認められた。

③各古墳の築造時期 概して遺物が少ないが、第2・3・6号墳では須恵器、第4・7

号墳では円筒埴輪が出土しており、築造時期を知ることができる。

第3号墳 ・第2号墳周辺主体部出土須恵器（査・高杯.ft!）は田辺編年のTK216型式に

相当する。第6号墳出土の高杯蓋もこの時期のものだろう。第2号墳中心主体から出土し

た短頚の柳葉鍛は、私市円山古墳第3主体部出土鍛と共通する。これらは5世紀中頃の築

造と考えられる。第4・7号墳出土円筒埴輪は、川西編年N期に相当するものであり、 5

世紀後半に位置付けられる。第l号墳出土鉄鍛は長頚鍛が中心となっており、調査古墳の

なかではもっとも後出する古墳と考えられる。第5号墳は遺物はないが、割竹形木棺を有

していること、墳丘規模も大きいことなどから 5世紀前半ごろの築造とみられ、 この古墳

群築造の契機となった古墳と考えられる。

このように出土遺物・内部主体・立地などからみて、当古墳群はおおむね第5号墳→第

2・3・6号墳→第4・7号墳→第1号墳の順に5世紀代を通じて形成された古墳群と考

えることカfできる。

以久田野古墳群は、総数120基を数える丹波地域最大規模の古墳群で、 5世紀後半に築

造が始まり、 7世紀前半まで継続する古墳群と考えられてきた。福垣北古墳群は、この古

墳群の北西端に位置することから、当初以久田野古墳群を形成する小支群と考えられたが、

調査の結果、築造時期が5世紀前半まで遡る独立性の強い支群であることが確かめられた。

福垣北古墳群は、以久田野古墳群の形成過程を考えるうえで注目される。

（石井清司・田代 弘・平野仁佳子・ 中井英策）
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第4節野崎古墳群

1.はじめに

納言古墳群は、綾部市高槻町野崎45番地ほかに所在する（第170図1）。古墳群が立地する

台地は、北から延びてきた丘陵の先端の低平な畑地で、地元では野崎平と呼ばれている。

南北250m・東西180mに広がっており、周囲の水田との比高差はSm前後にすぎない（第171

図参照）。 今回の調査以前には、チャートの石鍛や石器剥片、 須恵器・土師器片が採集さ

れていることから、縄文時代以来の散布地、 「野崎遺跡」として周知されて♂九。近畿自

動車道の建設予定路線には、この遺跡の西端部分の幅32m・延長175mが入り、当初は 「野

崎遺跡Jとして調査を実施した。その結果、縄文時代から中 ・近世とされてきた遺跡とし

ての遺物の散布は、ほとんどみられなかったが、 6基の古墳跡が検出され、これに伴う土

器や埴輪も少なからず出土した。そこで、現地説明会や概要報告以来、今回の調査成果を
（注51)

「野崎古墳群」として報告してきており、本報告もこれに従った。

2.野崎古境群の環境

綾部市高槻町は、旧何鹿郡東八田村に属し、東八回 ・西八田を合わせた古代の八田郷の

北部に位置する。この八団地区は、考古学的には、八田川上流域と呼ばれることが多い。

この八田川の下流域の多田町には、大型方墳として知られる聖塚と菖蒲塚の両苦識があり、

八田川と由良川との合流地点の対岸には青野 綾中遺訴轟が広がっている。この遺跡群の

南に接する綾部市街地から北東約8kmに高槻町は位置している。

野崎遺跡の東方800mには、 市内でも数少ない旧石器時代の散布地で、ある上杉町議経遺
（控54)

跡（第170図5) がある。縄文時代の野崎遺跡の後、弥生時代の散布地は、この地域では現

在のところ報告されていない。

古墳時代の前期の様相は知られていないが、中期になると上杉町に3基の方墳からなる

奥大石古墳群（第170図23）が形成される。最近に発見 ・調査され、 全国的にも珍しい蛇行

剣が出土して♂三。次いで、七百石町の円墳2基からなる政次古墳群（第170図13）が築かれ

る。 l号墳はすでに調査が行われ、直径40mのかなり大きい円墳で若弘その東方の高槻

町の茶臼山古墳（第170図4）は、体積（3,687m3）こそ丹波最大の方墳聖塚の13,000m3には遥

かに及ばないものの、全長54mの大きさは、由良川流域では最大の前方後円墳で、ぁZ。時
期は、 5世紀末葉と言われているが、 6世紀前半に置く説もある。さらに、古墳時代後期

になると、人物埴輪が出土した全長約50mの上杉l号墳（第170図9）が築造されている。こ

れら、中丹地方では最大級の首長系列墳とも見られる古墳の存在は、平野部の狭小さや比
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較的散在的な小型古墳の分布状況から見て、古墳時代のこの地域にやや特異な様相を与え

ている。

奈良時代の遺跡としては、野崎遺跡やその西方400mの大原遺跡で、土器片が採集されて

いるが、発掘調査例がなく、実態は不明である。

平安時代から室町時代にかけての八田郷は、考古学的には非常に資料が少ないが、高槻

町の篠神社（第170図18の北）境内本殿裏に経塚がれ、 j周垣町（第m図範囲のやや南西）の

木寺北遺跡からは、例の少ない鉄砦（12世紀）が出主て、また、足利尊氏ゆかりの寺名から

町名をとった安田寺町（第170図南東隅）の平山古墳から13世紀の青磁碗が出土した。

第170図 野崎遺跡周辺遺跡、分布図(1/25,000；古墳は約1/10,000)

l野崎遺跡 2.野崎古墳群 3狐塚古墳 4.高槻茶臼山古墳 5.旗投遺跡

6焼森古墳群 7中島古墳群 8上杉古墳群 9上杉l号墳 10.石子古墳群

I l宮ノ腰古墳群 12.自国古墳 13.政次古墳群 14塚廻り古墳群 15.八幡宮古墳群

16.七百石遺跡 17杉ケ本古墳群 18.高槻城跡 19.平山東城跡 20.平山城跡

2卜高城城跡 22.姫城跡 23奥大石古墳群
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第171図 野崎古墳群と高槻茶臼山古墳

中世末期には、八回地区でも多くの山城が営まれた（現在llか所、第170図18～22参照）

が、近畿自動車道関係遺跡として調査された七百石町の平山城跡（第170図20）と平山東城

跡（第 170図 19 ） の調査成果は、すでに報告されたところでi·~ 。

3.調査の経過

発掘調査は、昭和61年11月28日に開始したが、翌年1月から3月上旬にかけての数回に

及ぶ積雪と3月後半の天候不順によって作業が遅延し、終了したのは昭和62年3月24日で

あった。このため、現地説明会も昭和62年度に入った5月8日に実施した。なお、実働日

数は51日である。

調査対象地の5,600m＇は、地形に応じて3地区に分け、台地西縁の最も広い部分を北地

区、谷地を中央地区、正陵南西端を南地区と命名した（第171図）。

(1）北地区（図版第52 (I)) 

北地区の2,000m＇については、4m方眼のグリッド網を設定し、まず最高所である東部に

幅4m・長さ68mのトレンチを入れた。次いで、西半部には東西方向に3本の トレンチを

入れ、精査したところ、溝状の遺構を数条検出し、これらが円弧を描いており、溝によっ

ては埴輪片を含んで、いたので、北地区を全面発掘に切り替えた。また、遺構の一部が、当
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初の調査範囲に入っていなかった府道の北にも調査区を広げた。この部分も含め、北地区

の最終掘削面積は、 l,928m2となった。

北地区では、 厚さ20～30cmの畑の耕作土のすぐ下に、樟褐色粘質土～淡黄色粘土の地

山が広がっている。遺構は、この地山を掘り込んでおり、褐色ないし暗茶褐色の粘質土で

埋まっている。検出した遺構には、幅l～3m，深さ5～50cmの溝8条のほかに土坑1基（野

崎4号墳主体部）と土坑2基、ピット 6個がある。溝のうち 6条は、後世の削平や撹乱を

受けていない限り、完結した円形、あるいは内側に前方後円形を掘り残した平面形を呈し、

また、溝の埋土から、古墳時代の土師器 ・須恵器、それに埴輪片が出土したので、これら

の講を古墳の周溝と判断した。そして墳丘部分は、後世の削平によって完全に失われたと

考えた。古墳の名称については、小字名野崎を採り、尾根の先端部（南）から野崎1～6号

墳と命名L6t－：（第172図）。 これらの古墳跡についてはこの名称で、項を改めて報告する（第
4項）。

4号墳の北の溝lは、小さな谷状の遺構であるが、野崎4号墳の項で詳述する。府道北

の調査区で検出した土坑1・2は、不定形を呈し、埋土からは土器細片しか出土していな

い。性格は不明で、ある。ビットは6個検出したが、いずれも古墳の周溝より新しく、中に

肥前磁器片を伴うものもあるので、江戸時代以降のものであろう。

(2）中央地区（図版第52一（2）・54一（I))

現況では、南北両地区とは2miiど低くなった谷状の地形を呈する。第171図のようにや

や広くトレンチを設定して、畑の耕作土を30cmほど除去すると、厚さ20～50cmの包含層

がほぼ全面にひろがっていた。近世以降の陶磁器の細片が出土したが、瓦器片や中国製青

磁片などの中世遺物も若干含まれている。その下層には黒墨層があり、漸進的に赤褐色粘

質土に移るが、この 2層からの遺物は皆無で、あった。中央地区の掘削面積は268ばである。

(3）南地区（図版第52一（1). 54一（1)) 

南地区は再び低い丘陵状を呈する。第171図のとおり、 176m＇のトレンチを入れた結果、

何の遺構も遺物も検出されなかった。

今回の調査では、 3地区合わせて2372m2を掘削調査したが、縄文時代の散布地として

の野崎遺跡の遺構は、この台地西縁部では検出されず、遺物も石器剥片数点にとどまった。

この野崎平と呼ばれる台地は、現在かなり低平になっているが、古墳の検出状況や中央

地区のような谷状の地形の遺存から、本来はかなり起伏があったものと考えられる。

4.検出遺構

以下、検出された6基の古墳跡の調査結果を報告する。周溝幅等の数値は検出面での平
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面形に基づくが、古墳の全長や直径の数値は、周溝の古墳側の下端間の距離で、ある。

(1）野崎1号墳（図版第53一（2）・55・56・57)

周溝の全周が検出された唯一の古墳である。円墳で、直径は東西・南北とも 10.5mで、あ

る。周溝の幅は、最大1.5m・最小0.5mで、深さは5～33cmを測る。東側で狭く浅く、南か

ら西側で広く深い（図版第55）。 尾根の稜線が東にあることから、旧地表面が西に傾斜して

いた関係で、このように古墳の基底面も西に傾斜していると考えられる（このような観察

は3号墳でも可能である）。また、南西部分については、土層からみて、次に述べる2号

墳を削平し、整地した上にこのl号墳を築いた可能性が高い。

周溝の北東と南東には、内外両側から小さな造出し状の半島が突出して向かい合う半陸

橋状の掘り残し部分がある。南東の陸橋1は、古墳側で、の付け根幅0.42m・長さ0.21m、反

対側で

0.1 lmを波ljる。周溝底とこの半陸橋状部分の最低部とのレヴェル差はほとんどない。北東

の陸橋2の古墳側付け根端は0.75m・長さ0.25m、反対側ではそれぞれ0.9mと0.3mで、向

かい合う半島状と言うより、周溝が急に狭まったという観に近い。ここでも周溝底のレヴ

ェル差はない。

周溝の中には埴輪が散乱していた。特に南側では、約7mの聞の5か所にほぼ完形ない

し半完形の円筒埴輪が6個体落ち込んでいた。埴輪の多くは周溝と直交する方向に倒れて

おり （第173図）、墳丘裾に立っていた埴輪がそのまま倒れたものと推察される。一方、東

側の2か所の陸橋の聞の延長約！Omの周溝の中からは埴輪片 I片すら出土を見ていない。

埴輪以外の遺物として、周溝北側で出土した須恵器の小型短頚査がある。

(2）野崎2号境（図版第53 (2)) 

西半部と南側が大きく削平されている古墳で、 1号墳の西に接する。延長約12m残った

周溝は、幅2.5m・ i奈さ約30cmを視ljる。古墳の復原はむずかしいが、円墳とすれば直径9m

前後の規模となろう。前項で述べたように、l号墳築造の際に削り取られた可能性がある。

周溝からは、少量の土師器 ・須恵器片とともに埴輪片が出土した。整理箱に 1箱程度の

量であるが、 l号墳の円筒埴輪とは、胎土 ・焼成とも異なる形象埴輪で、この2号墳が独

自に持っていた埴輪と考えられる。すべて小片であるので復原は不可能であるが、後述す

る4号墳のそれと似た家形埴輪と思われる。

(3）野崎3号墳

西側の一部を農道に削られており、南側の周溝の一部も l号墳の周溝で切られている。

直径は、南北l5.7m ・東西（推定） 17mを測り、この古墳群の円墳としては最大である。周

溝は、幅1.5～2m・深さ10～26cmを測るが、北西側の深さは、検出面から50cmを超える。
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周溝の4か所に陸橋状の掘り残しが見られる。南西部分から反時計回りに陸橋3～6とし

ておく。陸橋3は、南西に位置し、検出面で最短幅1.7m・ 長さ1.5m前後を測る。陸橋4は、

南に位置し、幅0.35m・長さl.65mを測る。陸橋中央部分は l号墳の周溝に切られて、形状

は不明で、ある。陸橋5は、東に位置し、幅0.35m・長さ1.9mを測る。検出面より陸橋中央

部が6cm低く、馬の背状の陸橋である。陸橋6は北東に位置し、中央部が狭くなった砂時

計状の平面形を呈する。幅は内側で、0.6m、外側で＇0.9m、中央狭小部で0.2m、長さは1.9m

を測る。検出面より中央部は4cmほど低く、やや馬の背状を呈する。

周溝、特に北東の陸橋6の両側から、土師器・須恵器とともに、鏡・馬・犬（？）・ミニ

チュア土器等の土製模造品が出土した。他に少量の埴輪片も出土したが、北側のは4号墳、

南側のは l号墳からの混入で、この3号墳には埴輪を樹立していなかったと思われる。

(4）野崎4号墳（図版第53 (2) . 58 (2)) 

3号墳の北に接する小型の円墳である。西側が撹乱を被っており、北側も溝lによって

削られているので、復原は困難であるが、直径7.5m前後であろう。周溝の幅は1.4m前後で、

あるが、最大幅は、 l.9mを測る。最も深い部分で検出面から26cmと、全体に浅く、しか

も、近年の耕作で撹乱を受けている。南東部に掘り残しの陸橋7がある。陸橋7は、最短

幅0.35m・長さ1.5mを測る。検出面と陸橋上面とのレヴェル差はない。

墳E部中央に南北に軸を持つ主体部の底がかろうじて残っていた（第174図）。 この古墳

群中で唯一残存した主体部である。残存長2.lm・幅0.

6mで、検出面からの深さは3～4cmにすぎない。この

墓壌の中央やや南寄りに、鉄鉱3点が切先を南に向け

て出土した。他に遺物はない。

4号墳の北を東西に模形に切り込む溝lは、上層に

黄色混じり黒色、中層に暗褐色、下層に暗茶褐色のそ

れぞれ粘質土が埋まっていた。4号墳は、墳丘を削平
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第174図野崎4号墳主体部実測図

されてはいるが、中央部から西半分にかけては黒墨層

があり、主体部もこれに掘り込まれている。溝lの性

格は全く不明であるが、少なくとも上層の黄色混じり

黒色粘質土は、この4号墳の盛り土であった可能性が

高い。溝lの中層からは、須恵器片と埴輪片がまとま

りなく出土したが、接合作業の結果、須恵器短頚壷1

点と寄棟式家形埴輪1点がいずれも完形近く復原で

き、他の遺物はほとんど混じっていなかった。家形埴
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輪には3号墳北側周溝から出土した数点の小片も接合しており、上述した溝l上層の様相

も考え合わせると、これら溝lの出土遺物は、本来4号墳に伴うものと判断される。

(5）野崎5号墳（図版第53 (I) ・ 59-(J) ・ 60) 

調査地の最北に位置する群中唯一の前方後円墳である。前方部西半部を2号墳・ 3号墳

と同様に農道によって削られ、後円部も大半が現在の府道によって失われているが、府道

の北で、後円部北側の周溝の一部が検出され、全長27m・後円部直径20m・前方部幅

14m ・くびれ部幅12mと復原できる。前方部の長さが8.4mとやや短いのが特徴的である。

軸方向は、国土座標に対してN-32°-Eの傾きをもっているが、丘陵の尾根方向に平行し

ており、谷部を見下ろす台地縁辺部に築かれた前方後円墳といえる。葺石の痕跡は認めら

れない。なお、これは偶然かもしれないが、西方200mにある前方後円墳、高槻茶臼山古

墳の中軸線を延長してくると、野崎5号墳の後円部のちょうど真ん中を通る（第171図・図

版第60一（1）参照）。

周溝は、幅2～3m、くぴれ部で、は4.5mを測る。深さは36～55cmであるが、後円部北側で

は20cm程度しか残っていなかった。 周溝が全周していたとすれば、 半分弱しか残存して

いなかったわけであるが、 3か所に掘り残した陸橋がある。陸橋8は、 前方部前縁東寄り

に位置し、幅0.7m ・長さ2mを測る。 陸橋 9 は、 後円部南東に位置し、 ~li\ 1.lm前後・ 長さ 3.

4mを測る。陸橋上にピッ トがあるが、これは近世以降のものである。陸橋JOは、後円部

北に位置し、幅1.5m前後、長さは撹乱のため不明であるが、 2m前後と推定される。5号

墳の陸橋はいずれも上面と検出面とのレヴェル差がなく、馬の背状を呈さない。

周溝からの出土遺物は、細片が多いが、後円部東側では聾 ・高杯等の土師器、後円部南

側からく びれ部にかけては高杯を主とする須恵器が目立った。埴輪をもたない古墳である

らしく、破片 l点すら出土していない。

(6）野崎6号境（図版第53一（1)・59-(2))

5号墳の東側に位置する古墳で、東半部が調査地の外にある。円墳として復原すれば、

直径は約12mとなる。周溝は幅広く、 3m前後で、深さは20～35cmを測る。後世の字切り

溝によって切られているが、北西側に陸橋がある。幅2m・長さJ.7m前後を測る。周溝か

らの出土遺物は少ないが、須恵器高杯片などがある。

5.出土遺物

野崎古墳群から出土した遺物の量は、 整理箱20箱程度である。遺物の種類は、土師器 ・

須恵器 ・埴輪・土製模造品 ・鉄鍛である（付表JO参照）。報文中の遺物番号は通し番号であ

り、 表 ・実測図・ 写真図版等においても共通である。
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(1）野崎1号墳の円筒埴輪（第175図・図版第61)

l号墳では、遺構の項で報告したように、周溝全周の東側を除く 3分の2の部分におい

て埴輪が出土したが、特に南側で出土したl号～ 4号埴輪（第173図参照）の4個体（第175

図l～4）は、若干の欠損はあるもののほぼ完形に復原できた（図版第61）。また、西側にか

けての4個体（第175図5～8）については、図面上で完形になった。この8個体以外につい

ては、細片化しており復原は不可能であるが、仮に破片のすべてが接合したとしても、 3

個体分程度の量である。

8個体の円筒埴輪の内、 7だけは表面樟褐色、内部灰褐色を呈するやや軟質の焼成であ

るが、l～6・8及び残った破片はすべて暗赤褐色を呈する焼成良好な土師質である。黒斑

はみられない。復原した 8個体は、 大きさから 2種類に分けられる。高さ35cm前後で、

タガが2条の小型品（1～6）と、高さ50cm弱で、夕方、を3本持つ大型品（7・8）である。

小型品6点の器高は、最大が3で35.3cm、最小が6で、33.Scm、6点の平均は34.Scmであ

る。口径は、最大が5で、27.Scm、最小が6の21.7cm、平均24.3cmである。底径は、最大が

5の17.2cm、最小が6で14.0cm、平均15.lcmである。個体差はほとんどなく、円筒埴輪と

してはかなり小型で、ある。

外面調整は、全面タテハケであるが、 底部下半はナデ調整によって、ハケ目が消えてい

る例が多い。タガを挟んだ上下のハケは連続しており、タガの取り付け前に底部から口縁

部へやや左傾しながらかきあげていることがわかる。

内面調整はナデが主体であるが、 一部にハケが消されずに残っている。口縁から6～

7cm下まではヨコハケを施している。タガの裏面にあたる個所では指押さえが目立ち、底

部近くでは強い指ナデが見られ、外面のナデとともに、底部調整の痕跡を残している。

2条のタガの断面形は低い台形である。円筒に粘土紐を巻き付け、 断続的な指押さえに

よって仮に貼り付けた後、タガの上面と側面のみを 2本の指で、断面が内湾するほど強く

ナデて固定している。下面については仮の断続的指押さえのままになっている点が特徴的

である。

透かし孔は、直径4～6cmの円形で、胴部の相対する位置に2か所一対に穿たれている

点も、 6個体共通している。

大型品2点（7・8）は、いずれも周溝の北東部で出土した。7は、推定高さ46.7cm・復原

口径25.6cm・底径12.8cmで、あり、8は高さ48.9cm・口径27.2cm・底径16.0cmを浪ljる。上述

した胎土 ・焼成の違いに対応するかのように、プロポーションや器壁の厚さなどの点で、

8はl～6に近く、7はやや異なる。しかし、大きさ ・内外面の調整は、？と8で一致するとと

もに小型品のl～6とも同じといってよい。器高に合わせたかのように l本多くなった3本
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第175図 野崎l号墳出土円筒埴輪実視lj図
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のタガの接着法も小型品と同様である。透かし孔は、 2段になった体部に一対ずつ直交さ

せて、合計4か所の孔を互い違いに配している。

(2）家形埴輪

野崎古墳群から家形埴輪が2個体出土した。2号墳の断片的な資料（第177図9）と4号墳

の完形に復原し得た例（第176図10）である。記述の都合上、4号墳例から報告する。

この家形埴輪の出土状況と 4号墳への帰属については、検出遺構の項で報告した通りで

ある。出土当初、家形であることすらわからず、復原はかなり困難な印象を受けたが、接

合を試みるうちに、相当数の、それも同一個体の破片が残されていたことが判明し、それ

ほどの推測を加えることなく完形に復原できた。

寄棟（四柱）造りで、堅魚、木の上端までの高さSiemを視ljる。底部で、平部の幅は44cm、妻

部の幅は27cmである。底部での横断面は、隅丸長方形を呈するが、上へ行くに従って隅

丸部分のアールが大きくなり、屋根部に至っては、四方流れのはずが、稜線すら定かでな

く、むしろ楕円錐形とでもいうべき形を呈する（第176図の断面図参照）。

製作工程を追って細部を観察すれば、まず、 壁体部（屋台）は、帯状の粘土を輪にしたも

のを6～7段積み上げて作っている。コーナ一部分が隅丸になったのは、この段階であっ

たろう。屋根部は、壁体部に継続して、次第に小さくしていった環状の粘土帯を10～12段

積み上げて成形している。

その後に屋根の出の少ない軒先部分を貼り付けており、この軒先部分は全周の大部分が

剥離して失われていた。この段階で器体の外面全体を非常に細かいハケで覆っている。次

に、床を表す突帯を円筒埴輪のタガのように貼り付けて、上下両側をていねいにナデた結

果、この部分の本体のハケが消えている。入り口は、平部の中央に縦20.4cm・横9.2cmの

長方形の穴を穿って表現し、ヘラ描きの線刻で周囲を囲んでいる。この線刻は床の突帯上

部のナデよりも後である。さらに、入り口のある面に向かつて右手の妻部上方に隅丸方形

であったらしい透かし孔（窓か）を穿っている。

屋根の上端部の破片は少なく、推定によって復原したところもあるが、以下のようであ

ったと思われる。楕円形の横断面で、上方へとすぼまってきた屋根は、17.6cm×6.Scmの楕

円形に開放したままである。泥障板や妻隠板の破片はなく 、またその痕跡も残っていない。

ただ、屋根最上段の輪積み粘土帯が、すぐ下の段の上部に重なるように貼り付けられ、若

干ではあるが、外側に膨らんだ形状をなしている。 あるいはこれが泥障板を表しているの

かもしれない。屋様の上端部は波状を呈しているが、その波の一つ置きに堅魚木が載って

いたらしい。堅魚木は l本しか出土していないが、棒状の両端を広げた形態であるため、

狭い屋根上端に4本以上は並べられず、 3本を吹き抜けの棟に載せていたものと復原した。
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第177図 野崎2号墳出土形象埴輪実測図

この家形埴輪の胎土はかなりち密で、焼成はやや軟質である。色調は部分によってそれ

ほど変わることなく、表面淡糧色、内部淡褐色を呈する。これらの特徴は、私市円山古墳
（詮制）

で多数を占めるDタイプの埴輪と共通するように思われる。

野崎2号墳の周溝から出土した破片は、いずれも同一個体に属すると考えられる。比較

的大きな破片（第177図9a～c）を見ると、 4号墳のと同様の家形埴輪になるよ うである。壁

体部の角は、 4号墳例と同じ隅丸方形である。胎土はやや砂っぽく、赤褐色を呈する。

(3）土器

野崎古墳群から出土した土器で図示可能なものは、 40点程度である。ほとんどが古墳の

周溝の埋土から出土した遺物である。 必ずしもその古墳に伴うとはいえないかもしれない

が、 一応古墳別に報告する。

野崎l号墳周溝の出土遺物は、上述した円筒埴輪と土師器細片以外には、須恵器の小型

短頚査（第178図II・図版第65）が出土しているだけである。口径5.3cm・器高6.7cmを測る。

底部外面以外は回転ナデ調整で仕上げている。焼成は堅く灰褐色を呈する。

2号墳周溝からの出土土器は須恵器の査（第178図12）のみである。胴部最大径15.2cmを

測る。底部外面には平行タタキ（8本／2.5cm）が施され、体部はケズリの後、軽く ナデ調整

をしている。底部内面に指頭痕が残る。焼成はやや軟質である。

3号墳周溝からは、土器がややまとまって出土した。須恵器蓋杯身（第178図13）は、口

径10.4cm・器高4.0cmを測る。口縁端部には面を作らず、丸くおさめている。 14は、 復原

口径9.2cmで、あるが、 13と同一個体かもしれない。高杯蓋（15）は、口縁部内面に面を持つ

が、外面の天井部と口縁部の境界は、浅い溝でわずかにそれとわかる。口径13.4cm・器高

5 .0cmを 7~1J り、焼成軟質である。 土師器には、 聾4 点 （ 1 6 ・ 1 7他）、高杯の杯部片 3 点 （18～ 

20）と脚部片5点（22～24他）、及び台付き鉢（21;34参照）がある。斐（16）は、口径18.2cmを
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測る。4号墳の26とともに、青野・綾中遺品、辞の6世紀末～7世紀前半の蓋の前身といっ

てよいほどよく似ている。高杯の杯部には、皿状のもの（18・19）と椀状のもの（20）があり、

脚部には中実のもの（22・23）と、中空で内面を調整せずに粘土紐を積み上げた痕跡を露骨

に残すもの（24；他に2点）とがある。残念ながら、杯部と脚部が接合する例はなかった。

4号墳の遺物としては、周溝から出土した須恵器杯蓋（第178図25）と土師器聾（26）の他

に、溝Iで家形埴輪（10）と共伴していた須恵器短頚査（27）がある。26は、 3号墳の16と同

型式の聾で、口径17.8cmを測る。須恵器壷（27・図版第65）の口径は9.2cm、器高は16.9cm

を測る。頚部はやや長めで直口査ともみられるが、蓋をかぶせて焼成したらしい痕跡が肩

部表面にあり、有蓋短頚査としておく。体部は整美な倒卵形で、底部に平行タタキ目を残

し、体部外面はカキ目である。

5号墳周溝からも 3号墳とともに最も多くの土器が出土した。須恵器杯蓋（第178図29)

は、口径11.2cmを測る。器壁内外面に水泡状痘痕ができており、また自然粕がかかってい

る。須恵器（28）は、焼成軟質の破片で、杯か高杯の身であろうが、かなり大きい。口径

18.8cmも復原値であるが、それほど誤差が出るとは考えにくい破片である。受け部の立ち

上がりも口径に比例して大きく、大型の（高）杯と考えておきたい。短脚高杯の脚部が3点

(30～32）出土した。脚端部の口径は、いずれも復原値であるが、 7.8cm・ 8.6cm ・ 8.6cmを

浪ljる。土師器には、口径lOcmの小型の聾（33）と台付き鉢（34・35）、及び高杯の脚部片

(36）がある。鉢も高杯も粗雑な作りで、 3号墳の出土例と共通している。

6号墳からは、おそらく同型式と思われる 2点の無蓋高杯片（第178図37・38）が出土し

ている。37の口径は、 13.4cmを測る。

(4）土製模造品（図版第64)

野崎3号墳の北西に位置する陸橋6の両側の周溝内から土製模造品が4点出土している。

ミニチュア土器と合わせ、この項で報告する。

鏡形土製品（第179図39）は、完形品で、直径6.3～6.6cmのわず、かに楕円形を呈し、厚さ

最大1.0cm・鉦の高さ1.lcmを視ljる。手づくねで作られ、鉦部分は貼り付けによっており、

径5mmの孔を貫通させている。

40は、 ヘラ状の工具で格子様の一部が描かれた平たい土製品の破片である。円盤状を呈

していたようであるが、定かで、はない。

獣形土製品（41）は、長さ7.3cmを測る手づくねの製品である。脚に見える突起が6か所

にあり、実測図の左側の4つが貼り付けであるのに対し、 右の2つ（ 1か所は欠損）をひね

り出しているところをみると、前者が4本の脚を表すのであろう。尾が表されていないこ

とになるが、右側を頭部とみるとしても、上述の下方両側のひねり出しの突起と上方にや
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やひねり出されたいまひとつの突起がそれぞれ何を表しているのか、判然としない。した

がって、この動物がなにであるか明言できない。牙を強調した猪とも考えられるが、図版

第64上段の写真のような角度から見れば、首を傾げた犬かもしれない。

馬形土製品（42）は、長さ7.5cmを測る。頭 ・四脚・尾のいずれも欠損しているが、背部

に鞍と思われる部分が作つであるので馬と判断した。

43～45は、手づくねのミニチュア土器である。45は2号墳の周溝からの出土であるが、

他は上記の3号墳の同地点から出土した。44は完形品で口径3.0cm・器高3.Jcmを測る。43

一←A

、、、

〆＂／ 40 

ー－，・ー・・・圃・・・・・

43 

。
45 

第179図 野崎古墳群出土土製模造品実視lj図
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は径8.8cmで、土製模造品としてはやや大きいよう

であるが、全体に雑な作りの3号墳の土師器高杯類

の中で一際不細工で、あるので、この項で報告した。

(5）鉄鉱（図版第65 (2)) 

野崎4号墳に残された主体部の底部から出土した

鉄鉱（第180図46～48）は、いずれも箆被広鋒三角形

式であるが、 46の片丸造りに対して、 47と48は両丸

造りという違いがある。46の長さは先端が2mmほ

ど欠損するが、復原長は10.6cmであろう。

6.遺構の検討

(1）周溝

野崎の6基の古墳は、いずれも周溝を設けている。
。

各遺跡の調査

Cコ
。

47b 

c 

5an 検出状況からいえば、逆に周溝があったからこそ、

完全な削平から免れたわけである。このような文字
第180図野崎4号墳出土鉄鉱実現lj図

通り「古墳跡」ともいうべき検出状況は、全国的には枚挙にいとまがないが、綾部市内で

も野崎古墳群の調査後、 三毛捕監の両古墳群や里蓮動、で、類例が加わった。

古墳が周溝ないし周濠を備える例は、この地域では5世紀前半に段築 ・葺石 ・埴輪列 ・

周濠を具備して突知出現する菖蒲塚・聖塚の二大方墳に始まるように見えていた。しかし、

近年発掘調査された青野西遺跡の庄内式併行期後半を上限とするs支払を古墳時代の所
産、すなわち前方後方「墳」とするならば、弥生時代の方形周溝墓の伝統を引き継ぎ、か

っ古墳時代への橋渡しという位置付けをこの古墳に与えてもよいであろう。

上記の二大方墳の後、 5世紀中頃以降に増えるこの地域の前方後円墳には、調査例がほ

付表10 野崎古墳群出土遺物一覧表

周濠 （10・27は溝1出土）
古 I責 種 類 主体部

埴 輪 須恵器 土師器 手控土器 土製模造品

1 号埼 円 墳 （間IJ 平） 円筒1～8 11 

2 号墳 円墳か （商IJ 平） 家形 9 12 45 

3 号境 円 墳 （間IJ 平） 13～15 16～24 43・44 39～42 

4 号 t責 円墳か 鉄鉱46～48 家形 10 25・27 26 

5 号績 前方後円墳 （削 平） 28～32 33～36 

6 号境 円漬か （調査地外） 37・38
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とんどなく、 即断はできないが、現状では、周濠は前方後円墳にではなく、小型の方墳の

中坂l～4孝治ゃ、小円墳に講を半周前後掘った高谷古議器、福垣北古墳群、また福知山

市の高田山古墳語専に受け継がれ、前方後円墳を含む6基に周溝を設けた野崎古墳群やほ

ぽ同時期の三宅古墳群に至る。その後、後期中葉から後半にかけての粟ケE古着7辞に引き

継がれている。5世紀後半以降、調査された周溝の例がほとんど小型の円墳に限られると

いう傾向がみて取れるが、これは調査の偏りかもしれない。

(2）陸橋

円墳の周溝を掘り残して陸橋を数か所に設けるというこの古墳群の顕著な特徴に関して

は、最近調査された福知山市の高田山4号墳と丹波町の塩谷5宰造以外に、京都府内には

ほとんど類例がない。しかし、 全国的にみれば、地域的な偏りはあるもののかなりの数の

古墳に陸橋が検出されているようで、白井久美子氏が作成された「ブリッジ付き円墳」の
（桂75)

地名表には、福島県から熊本県まで201例が挙げられている。例は古墳時代全期にわたっ

ているが、 「前期では、まとまって検出された例がなく、群在した調査例は、 5世紀後半

以降のものであり」、横穴式石室導入以後は、陸橋の性格もやや変質するように見えるの

で、ここでは、野崎古墳群との関連に絞り、氏の時期区分のE期、すなわち、 「5世紀後

半代から横穴式石室採用までの、盛行期（地域により異なるが、 6世紀後葉を下限とす

る）」に限定して、氏の成果に拠りつつ、野崎古墳群例を検討する（なお、氏の「ブリ ッジ」

を「陸橋」と呼び換える非礼をお詫び、したい）。

白井氏の集成されたE期の陸橋付き円墳は、 l都14県の43古墳群で検出された75基であ

る。関東地方が圧倒的に多く 、全国の3分の2に相当する50基を数え、埼玉県の20基 ・千

葉県のll基・群馬県の6基が特に目立つ。ついで、九州地方の17基であるが、内13基が熊

本県の例である。他の地方については散在的で、 I県あたり 1～4基にすぎない。

陸橋を持つ円墳は、一貫して、 小規模な古墳が圧倒的に多く、E期では径10～20mのも

のが全体の6割を占める。野崎では4号墳がやや小さい（径7.5m）が、ほほ上記の!Om台に

収まる。

陵橋の形態について、白井氏は、陸橋の数と形によって6つの類型に分類されている。

野崎古墳群では5基にllか所の陸橋を検出したが、 l号墳以外は周溝の全容が不明で、自lj

平されていたり、調査範囲外に広がっていたりするので、陸橋の数(1古墳に lか所か2

か所）を分類の要素のひとつにしている白井氏の分類には当てはめにくい。また、も うひ

とつの要素の陸橋の形が直線的か曲線的かという点についても、野崎には折衷的なものが

ある。 ここでは、白井氏の分類を離れ、野崎古墳群のllか所の陸橋そのものを、形態に

よって以下のように分類してみる（第181図参照）。
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aタイプ：陸橋の両側が方形に掘り残される直線的なもの（陸橋 5) 

bタイプ ：陸橋の両側が丸く掘り残される曲線的なもの（陸橋 3・7・lI) 

cタイプ：陸橋の片方が直線的、もう一方が曲線的なもの（陸橋 4・8・9・10)

dタイプ：陸橋の中央が狭くなる砂時計形（陸橋 6) 

eタイプ：陸橋の中央が途切れ、向かい合う半島状の半陸橋（陸橋 卜 2)

これを古墳別にみた場合、l号墳がeタイプに、5号墳がcタイプに限られるのに対し

て、3号墳の4か所の陸橋がa～ dの各タイプに分かれ、統ーがとれていないのは、いか

にも奇異である。また、 5号墳の場合、周溝側からの視点からみると、陸橋8・9聞の周

溝の端部が曲線的で、陸橋9・10聞の周溝が直線的であるともみられることから、陸橋の

形態はむしろ周溝の形態から決定されているともいえる。とすれば、 古墳の西側の失われ

た部分についても、陸橋8と10の聞にもう lか所陸橋があった可能性が高い。この場合、

異なるふたつ（直線組と曲線組）以上のグループがそれぞれ周溝の4部分を分け持ったとも

考えられる。

野崎古墳群の例が白井氏の分類にはまり切らないのは、氏の分類の対象になった古墳が

いずれも陸橋がlか所か2か所に限られているからである。陸橋をもっ円墳の中で、野崎

古墳群を特異例にしているのは、 4か所の陸橋をもっ円墳（3号墳）と少なく とも3か所に

陸橋をもっ前方後円墳（5号墳）の存在である。

3か所以上の陸橋をもっ円墳ないし前方後円墳は、白井氏の地名表になく 、また本文に

も触れられていない。しかし、氏の地名表番号19～23の埼玉2号墳.4号墳 .6号墳 ・7
（住76)

号墳などには陸橋が3か所以上あったようにも思われる。管見によれば、野崎古墳群以外

にこのような円墳を含む古墳群が2例、いずれも最近調査されている。一つは富山県小矢

部市の道林寺蓬跡で、3号墳（直径18.8m）に3か所の陸橋がある。他に4号墳（直径15.2m)

にlか所、 2号墳（18.8m）に少なく とも 2か所あり、2号墳の東側陸橋が野崎例の陸橋l

に似た半陸橋状である点は興味深い。 「周溝の中から出土した須恵器は5世紀の終わりこ

ろから、6世紀のはじめのころのもの」 とされ、野崎古墳群とほぼ同時期かやや古い。い

まひとつは、山梨県東八代郡中道町の東山南1 2事選で、ある。l号墳（直径16m前後)Iこ

は3か所、 2号墳（19m前後）には5か所の陸橋を設けている。周溝から出土した須恵器は、

TK216～208型式に属するものとされ、野崎例よりかなり古い。古墳の規模と しては、野

崎3号墳が直径15～16mで、あるから、いずれもほぼ同様の大きさである。

このように、陸橋を3か所以上もつ円墳は、周溝が全周調査されなかったり、削平され

ていたり、あるいは、筆者が見落とした調査例の中にもまだ存在すると思われ、また今後

の調査において増えていくであろう。
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さて、白井久美子氏は、全国各地の例を検討した後、陸橋の機能と性格について、 「単

なる通路として存在しただけではなく、埴輪、土器類を用いた葬送儀礼に係る行為の場で

あると考えるが、造り出しと明確に異なる点は、それ自体が独立した機能をもっ施設では

なく、墳丘の内外に開放された「祭杷の道」として意味づけられる点にあるといえよう」

と結論している。筆者は、野崎古墳群の遺構・遺物の検討からは、この結論に賛成するに

も反論するにも、それほどの考察を加えられないことを遺憾とするが、野崎3号墳の陸橋

6の両側から土器とともに土製模造品が出土していることから、ここで何らかの祭紀行為

が行われたことは、推察できる。しかし、土製模造品が陸橋をもっ古墳から出土した例を

他に知らない。

(3）埴輪の樹立

野崎古墳群の6基のうち、円筒埴輪列を墳正にめぐらせていたのは、直径lOmの小円墳

のl号墳である。先に報告したように、陸橋lと陸橋2の聞の東側3分の lから埴輪片は

全く出土せず、おそらく墳丘東側を除く 3分の2に裾部にlm強の間隔を置いて樹立され

ていたらしい。この l号墳は、群中最も新しい古墳で6世紀の中頃に近い頃であろうと思

われるが、周辺のやや大きい2基の前方後円墳のうち、 500年前後と推定される高槻茶臼

山古墳に埴輪が確認されていないのに対し、6世紀第2四半期頃とされている上杉l号墳

からは人物埴輪を含む埴輪の出土が知られていることと関連するのであろう。つまり、北

丹波地域で最初に埴輪の樹立が見られた菖蒲塚 ・聖塚両古墳と同じ八田川流域にありなが

ら、その上流域では、埴輪の使用が遅れ、現在のところ、野崎l号墳と上杉I号墳は、埴

輪を樹立した最初で最後の古墳といわざるを得ない。また、八回川に沿う現在の国道27号

線をさらに北に行くと、八回川と伊佐津川の分水嶺を越えて、舞鶴市に至る。この地域に

は現在までに、埴輪の出土地が知られず、また前方後円墳も確認されていない。この地域

の古墳時代が不振であることも、その南から（陸から）の入り口の一つにあたる八田川上流

域を理解するために考慮しておくべきであろう。

(4）家形埴輪の設置

野崎古墳群の2号墳と 4号墳には奇妙に共通する点が多い。墳丘規模は直径9mと8mで、

ともに群中最小である。ともに円筒埴輪は一片すら出土していないが、各々 l棟の家形埴

輪を有する。出土遺物はほとんどないが、ともに l点ずつ須恵器の査形土器が完形ないし

大きな破片として出土した。査の形態はやや異なるが、底部外面のタタキ目や内面の指押

さえなど共通しており、ほほ同時期の土器であろう。

円筒埴輪がなく、形象埴輸のみが出土した古墳としては、京都府長岡京市の小型（一辺

7m）の方墳、字津久志2華道から切妻造りの家形埴輪が出土しているが、全国的にもあま
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り例がないと思われる。

家形埴輸の本来の位置については推測の域を出ないが、もし墳頂に置かれていたとすれ

ば、 小さな古墳であり、相当目立ったことであろう。共伴した須恵器の壷の存在から、何

らかの祭記的行為が行われたかとも考えられるが、この家と査に呪的意味が込められてい

たのかもしれない。あえて推論を加えるならば、まず、家形埴輪は、形象埴輪の中でも最

も古く出現し、かつ（少なくとも近畿地方では）最も出土例が多い。とすれば、形象埴輪の

うち、最も本質的な意味を持っていたのではないであろうか。そして、その意味するとこ

ろは、亡き首長の御魂屋、あるいは首長その人の表現であったかもしれない。人とその住

まいを同一視することは、古今東西普遍的な人間の習性であろう。一方、円筒埴輪は器台、

朝顔形埴輪は器台付きの査にその原型がたどれること、また円筒埴輪のかわりに壷形埴輪

を用いる古墳もあることは周知のことであるが、いずれも広義の供物たる食料の容器を表

現したものであろう。したがって、古墳上の埴輪が表現するものの本質を突き詰めると、

被葬者と食料となるのである。はなはだ、荒っぽい推論ではあるが、野崎2・4号墳の 「家

と査jのセットを「被葬者と食料」を表現したものと考えたい。つまり、壷形土器は円筒

埴輪に相当するものとみるわけである。

7.遺物の検討

(1）円筒犠輪

野崎l号墳の円筒埴輪は、！｜｜西議革のV期に相当する。しかし、後期の円筒埴輪として

もかなり小さく、おそらく埴輪では最小の部類に入るであろう。また、タガが2本であれ

3本であれ、区別なく同様の接着法を用いている点は、この野崎の円筒埴輪の特徴と見ら

れよう。現在のところ、この手法については類例を確認していない。

なお、何鹿郡（現綾部市）で埴輪が出土した古墳数は、野崎古墳群の調査以降の例も合わ

せると、現在15基である。丹後 ・丹波では、竹野郡：13基・丹波郡（中郡）：3基 ・与謝郡：15

基＋ 2遺跡 ・天田郡：7基・ 船井郡・8基＋ 5遺跡（含埴輪窯跡）・ 桑田郡14基が知られてい

るので、何鹿郡は、丹後の与謝郡とともに最も埴輪の多い地域といえ t＇~ 。

(2）寄棟造り家形埴輪

中丹地方（北丹波）の家形埴輪は、これまでに中期後半の中坂l号墳（切妻造りと入母屋
t周

造り）、同 2号墳（入母屋造り）、後期の稲葉山IO号墳等の福知山市の例が知られていた

が、今回の野崎例は、綾部市では初めての出土例となった。その後、私市円山古墳で数棟

分の破片が出土している。

寄棟造りの家形埴輪は、 全体の形がわかるものが全国でおよそ40例以上出土していると
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思われるが、野崎4号墳例と同型式といえるものはあまりない。プロポーションは関東の

高萩式に近く、横断面が隅丸方形を呈する点では同じく関東の美土里式に似てi~＇！ 。 また、
棟上を透かし、その上に堅魚木をわたす例は、千葉県の殿部回 l宰識や殿塚古議8争にあり、

特に堅魚木の形態は、これらに酷似する。このように一見、関東地方の埴輪という印象を

受ける野崎例であるが、全国の出土例の系譜の中に位置付けるために、試案として30数例

の全体がほぼ明らかな寄棟造りの家形埴輪を分類してみた。現在たどりついた方法のひと

つは、屋根部と屋台部のそれぞれのプロポーシヨンの比を高さ÷幅×100の指数で表し、

グラフ化するという単純な方法である。その結果、 6つのグループに分かれ、それぞれが

外観と一致し、またある程度は時期差も示すようである。なお、この方法は、寄棟造りに

最も有効で、、入母屋造りにもある程度使えるが、切妻造りには適さないようである。

A1 富山型（屋根比：45前後、 屋台比：40～60)

奈良県宮山古墳（室兵革）例に代表され、岡県鳥蒐刊、福井県西塚苦造、京都府庵寺山古

選挙に類例がある。いずれも中期に属する。どっしりとした安定感があり、造りも最もて

いねいである。

A2型として、群馬県赤堀茶臼山苦識の高床倉庫とされる例があり、これは屋台比がや

や大きい（80）。ちなみに、岡山県女男岩遺跡の弥生時代後期の器台付き家形f迭の家部分
もA型の寄棟造りである。

81 蕃上山型（屋根比：60～70、屋台比：75～105)

大阪府蕃上山古齢）~のほか、 島根県平所選跡、京都府胃山 l 宰造、 奈良県勢野茶臼直音
墳に例がある。A型に比してやや屋根・ 屋台とも高くなっているが、まだ家としての均衡

を失っていない。中期末から後期初頭に集中する。

82 長瀬型（屋根比：70前後、屋台比：70前後）

BJ 経の塚型（屋根比：56、屋台比：82)

これらは、 鳥取県長瀬高浜蓮動、と宮城県経の塚苦識の例であり、 網代 押縁や柱などを

立体的な造形と線刻で表現している。いずれも中期の地域色であろう。

C1 高萩型（屋根比：90～120、屋台比：80～l10) 

後藤守一博士のいわゆる「高茶道」で、屋台もさ りながら、屋根部の高さを特に強調し

ている。千葉県殿部回 l号墳例もこれに含まれる。外観的な特徴として屋台部の柱以外に

節状隆起帯を3～5本めぐらせた独特のものである。

後藤博士によって、 「家J（本稿のA型 ・B型）と「高家」（本稿のC型 ・D型）の中間様

式とされた群馬県の2例（「埴輪家衆成」 No.102と89［各々、図では100と86]）は、 C2型

と細分しておくが、 屋根の高さがc，型ほどには強調されていない。千葉県殿塚古墳例は、
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上記の殿部田 l号墳例に近いが、装飾的部分がほとんどなく 、ここではc3型としておく。

C型は、いずれも関東地方の後期に属する。

。石見型（屋根比・IOO～140、屋台比.105～145)
｛佳明）

屋根 ・屋台ともに高さを強調して行き着いた究極の高家である。奈良県石見遺跡例、 三

重県木ノ下苦革、岡県鈴鹿市個人議＇~uなど、いずれも近畿地方の後期の高家と言えよう 。
東国の高萩（C）式に比べて、外面にはヘラによる簡単な線刻程度しか表現しないことを特

徴とする。

E 美土里型（屋根比.90前後、屋台比：150～180)

屋根は高家としてはそれほど高くはないが、鍔状の突帯を持つのを特徴とし、装飾の少

ない屋台部は極端に高く、かつ横断面は隅丸方形を呈する。後藤博士の「美土里式首豪

である。

F 白石稲荷山型

高床式建物の床下が高く表され、 二階家と見まちがう形のものを一括するが、床下の柱

だけの吹きさらし部分をはずして考えると、上記のA～Eの各型式に含めることもできる。

群馬県白石稲荷山古齢iを代表とし、 他に大阪府ーケ塚苦l母、 三重県木ノ下苦l議、岡県上
出遺跡1等に例がある。

以上の各型式をやや図式的に編年すれば、近畿地方では、 Ai型（中期）→Bl型（中期末）と

変化し、 後期になると高さを異様に強調したD型が現れ、これが前代のBl型と共存する

という変遺が追える。 一方、関東地方では中期のBJ型からC2型を経て、東国の後期に特

徴的なCi型とE型が出現するのである。

このように見てくれば、一見東国風にみえた野崎4号墳の家形埴輪も、柱や横桟を立体

的に表さず、装飾的要素を省いた造形は、やはり奈良県や三重県の諸例に近く、近畿地方

の寄棟造り家形埴輪の系譜上の最後に現れる石見(D）型の後期初頭例として位置付けるの

が妥当であろう。

(3）土器

野崎古墳群の主として周溝から出土した土師器・須恵器で、時期を限定できる資料は少

ないが、およそ5世紀末から6世紀中頃に位置づけられる。l号墳の小型短頚査（第178図

II）は、須恵器第2型式前半（TKIOか）のものであろう。円筒埴輪の共伴遺物として矛盾

はない。4号墳の短頚査（27）は、プロポーションは愛知県多治見市の虎渓山l号墳の6世

紀の直白室に似ているが、類例が少なく、編年的位置づけはむずかしし当。とりあえず、口

縁端部の広い面に溝をもっ点や底部のタタキ目等をやや古い要素と考え、京都府城陽市赤
(rt:lOR} 

塚古墳の直己壷を参考に、須恵器第l型式の末頃と見ておきたい。5号墳周溝の須恵器は、
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杯蓋（29）、短脚有蓋高杯（30～32）など古相を呈しており、第l型式の末期近くに属するも

のと考えておく。3号墳周溝の須恵器（13～15）は5号墳よりも新しく、MT 15前後の時期

を想定している。

(4）土製模造鏡

土製模造品と呼ばれる遺物は、石製模造品の盛行の後をうけて古墳時代後期を中心にほ

ぼ全国的に見られる祭杷遺物である。遺跡は集落や祭杷関係が多く、野崎3号墳のように

古墳からこの種の遺物が出土したのはll例（3.1%）にすぎない。模造品の種類は、手づくね

土器（449も）と丸玉 ・勾玉 ・管玉等の玉類（47%）が圧倒的に多く、鏡はそれに次ぐとはいえ

3%にすぎ~］~~。 その他の人形・馬・犬・猪 ・ 農工具 ・ 織機 ・什器・舟等の模造品が出土

した遺跡はかなり限られる。野崎の鏡・犬（？）・馬 ・手づくね土器というセットが本来の

ものかは不明であるが、資料が膨大にすぎる土器形と、逆に例が寡少な動物形は置き、こ

こでは特に土製鏡についてまとめておきたい。なお、土製円盤も鏡と見られているが、本

稿では、少なくとも銑を表現したものに限ることにする。

名称一円盤の片面中央に作ったつまみ状の突起に、0～2個の孔を円盤面と平行に貫通さ

せた形態の手づくねの土製品は、土製の模造鏡、 土製模造鏡、土製鏡、土製の鏡、鏡形土

製品などと呼ばれている。青銅鏡を模した形態であるとしても、 ミニチュア ・サイズであ

り、かつ鏡本来の光を反射し、姿を映す機能は全くないので、 「模造」の語を入れ、 「土

製模造鏡jと呼んでおきたい。

形態一上野精志氏は、土製模造鏡5点が出土した福岡県大又遺跡の報告書の中で、 土製
（註II・）

鏡を釦の形態によって3種類に分類している。また、亀井正道氏も鉦の形状を、円形半環
（住Ill)

状山形の3種に分けている。両氏の分類を踏まえ、ここでは以下のように分類、を試みてお

く（第183図）。 ただし、ほとんどの例が報告書等の実測図や写真に拠ったもので、製作上

の技法など暖味なものも多いことを断っておきたい。

A類 アーチ形の粘土棒の両端を円盤に貼り付け鉦とした馬連状のもの亀井氏の「半

環状の鉦J（静岡県境主・埼玉県本家）

B類 鐙となる粘土を貼り付けた後、原則として l孔を貫通させるもの（京都府野崎・

三宅＂＇.）静岡県最主 静岡県首1詰 山梨県坂井荷）で、あるが、愛媛県宮内大畑例の鉦には2
（注118)

孔が穿たれている。
（詮119)

C類 鉦が大きく、 円盤の両端に達する鍋蓋状のもの・上野氏のE類（福岡県干潟）

D類 鉦部分の粘土を円盤面からつまみ出し（亀井氏の 「山形の鉦」）、孔を貫通させる

もの（佐賀県災犠若菜下半＇tt福岡県下出＇r,長葺＇＇.，＼ 鳥取県善1来 ・広島県宇J手・三
重県草i日 ．静岡県議1主）
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C類（5) D類（6～9)

福岡県干潟（5) 剣塚（13)

愛媛県宮内大畑（4)

各遺跡の調査

ど》

時退蕊9

E類（10～13)

大又（14)

京都府野崎（3)

F類（14・15)

下山門（9・15)

三重県草山（6)

E類 鉦部分の粘土をつまみ出しただけで、孔を設けないもの（佐賀県石木 ・福岡県剣

塚2与噴大都）実支．本1最静岡県日詰）

F類 円盤の縁に突起を設けるか、あるいは縁を波状に仕上げ、 鈴鏡を表現したもの

（福岡県美1支 ・静岡県白l詰 ・千葉県っと6＇法 ・栃木県長昇j。また、鉦はないが、円盤の周
縁に刻みを入れた福岡県下山両前（第183図15）もこの類いか。

以上の6種類の分類は、形態差と製作技法の差を混用し、同ーの基準に拠らないという

きらいはあるが、技法の差が形態差に現れている場合が多く、とりあえず試案として提出

したい。亀井氏も指摘しているように、 D類とE類は、鉦をつまみ出した痕跡の指頭痕が

そのまま深く残されたもので、特に北部九州の例はほとんどこのタイプで、他の地方には
（控138)

少ないという地方色がある。

野崎3号墳の土製模造鏡は、紐を貼り付け、孔を穿っている点、その面を調整している

点など、全国の出土例から見ても、かなりていねいな作りであるといえよ う。

法量 土製模造鏡の大きさをその直径（楕円の場合は長径）で表すと、大きく 3群に分か

れる。3cmから5cm台前半の小型のもの（第183図6～15）、6cm前後から8cmまでの中型の

もの（同2～4）、そして、例は少ないが径lOcm前後の大型品（同 1・5）がある。中型品

は、概して中・四国以東に目立ち、九州の諸例には小型品が多いよ うである。ちなみに、

野崎3号墳例は長径6.6cm・短径6.3cmで、同じ綾部市内の三宅遺跡の2例（6.8cmと6.0cm)
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と同じく 、中型品である。

分布一1985年の3月に刊行された 『祭杷関係遺物出土地地右義』に拠ると、鏡とされた

土製模造品は、75遺跡から158点以上出土している。南は熊本県、北は北海道に及ぶが、

地方によってかなり密度が異なる。遺構の数で見ると80の遺構（包含層を含む）の半数近く

(37）が九州の福岡 ・佐賀 ・熊本の3県に集中し、次いで、静岡県を中心とする中部（15）、

関東（15）の東京 ・千葉 ・埼玉の3都県に多い。とりわけ、福岡県では、筑紫野市や朝倉郡

夜須町を中心に25遺構から59点以上が出土しており、l県で全国の3分のlを占める。逆

に出土地が少ないのは、中国（3）・四国（3）・近畿（4）、それに東北（2）・北海道（I）である。

特に、畿内とされる地域での出土例はわずかに lか所（大阪府柏原市鷹ノ巣山）が挙げられ

ているだけである。他に、近畿地方では、兵庫（加東郡） ・滋賀 ・三重の3県にl遺跡ずつ

報告されていたが、今回、京都府綾部市の野崎・ 三宅の両遺跡、の例が加わった。畿内では

皆無に近いのに対して、畿内周辺では希薄ではあるが、中国・四国や北陸と同程度の分布

は見られるという ことであろう。

出土遺構一赤崎敏男氏によると、土製の鏡 ・円板類が出土した遺跡の種類をみると集落

関連遺跡（住居跡）が4割、祭杷遺跡が3割を占め、その他、 Jll・堰 ・貝塚などがあるとい

行 ）土製模造鏡の集落からの出土状況が明確である例は少ないが、福岡県大曲り撞l跡ゃ小

原選l街、、東京都八幡原道1跡などでは、住居跡の竃の周辺床面や焼土中から出土している。

福岡県松木遺跡（150街区）の6号竪穴式住居跡では、篭を封束する前に、手づくね土器や

土製勾玉などとともに、土製模造鏡を使った祭事が行われたことを明確に示す例が報告さ

れてい6＇：）また、住居廃棄に伴う祭杷の形跡のある例もあるとぷ1す。
一方、野崎3号墳に見られるような、古墳に伴う土製模造鏡の出土例は、非常に少ない

と言わざるを得ない。福岡県五穀神山遺跡で、古墳墳丘から出土し完1説、 岡県剣塚第2号墳

周辺のI.Sm×2mの不整円形竪穴の堆積土中から出土し足l局、それに、鳥取県青木遺跡B

地区の古墳の周溝から出土した例が挙げられる程度である。とりわけ、 青木遺跡例は、遺

跡の様相や出土状況など野崎の例と共通する点が多く、興味深い。報告書によると、古墳

時代中・後期のB地区は円墳群であり、周溝を全周の1/3～1/5程度掘り残したC字形の周

溝をもっ古墳が多く、中には陸橋と言えるものもある（BSX02）。また、14基の古墳の内 l

基（BSXIO）は、埴輪を樹立していたらしい。土製模造品が出土したのは、BSX06の周溝北

東部で、土製模造鏡のほかに土製勾玉 ・手づくね土器、及び、須恵器杯身が集中していた。

報告書の考察編では、 「葬送儀礼のものではあろうが実物へのあこがれを示すと感じられ

る」と述べられてぷ＇J.;0 しかしながら、上述したように土製模造鏡や土製勾玉は古墳から

の出土例がほとんどなく、集落（住居跡）や、祭杷専用の遺構に伴う例が圧倒的でらあるので、

fo
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野崎や青木（上述した三宅古墳群も）の例は、むしろ日常生活の場の祭杷が墓地に持ち込ま

れた数少ない例とすべきであろう。そして、その祭事も古墳での葬送と同時であるとは言

い切れず、そのしばらく後のまだ周溝が埋まらない時期に行われたことも充分考えられる

のである。いずれにしても、土製模造品と古墳での葬送儀礼とは、切り離して考えるべき

である。したがって、陸橋に伴う土製模造品も、現状では野崎3号墳が全国で唯一例であ

るので、この共伴関係は見せかけにすぎないのかもしれない。また、 土製模造品は、実物

の代用品と言うよりも、土製で充分なのであり、むしろ特定の場所の土で、物をかたどる

ことに意味があったのであ約）。

8.遺跡の検討

(1）野崎古漬群の形成

野崎古墳群は、 l基の前方後円墳と 5基の円墳からなる古墳群である。各古墳の築造順

序について、遺構の検出状況からは、次のことがいえる。

周溝の切り合い関係を見ると、 4号墳→3号墳→l号墳と、 2号墳→l号墳の新古関係

が得られる。また、 l号墳は、その築造にあたって3号墳の周溝をかなり侵すと同時に、

2号墳の墳正盛り土を削平して、南西部の整地をしたようすが認められる。これに反して、

2～6号墳の5基は、相当密集したこの古墳群においても、周溝のごく一部の切り合いは

認められるものの、先行する古墳を充分意識しているらしい。また、円筒埴輪や、 l点な

がら須恵器も考え合わせると、このl号墳が6基の内、最後に位置づけられよう。

比較的まとまった土器資料が出土した3号墳と 5号墳の土器相を比べてみると、 5号墳

(T K47～）→3号墳（MT15）の順序が得られる。一方、 2・4・6号墳の土器はそれぞれ

l～2点で位置づけがむずかしいが、あえていうなら2・4号墳の土器は5号墳に、 6号

墳のは3号墳のそれに近いように思われる。

2号墳と 4号墳は、上述したように、墳丘規模（径9mと8m）も、家形埴輪と須恵器査と

いう特異な出土遺物が共通している。一方、 3号墳と 6号墳も墳丘規模（径16mと12m）は

近い。

5号墳は、 全長27mの前方後円墳で、あり、後円部に限ってみても、径20mと群中最大で

ある。また、出土土器も最古の様相を呈しており、この古墳群の盟主墳と考えられる。お

そらく、 5世紀末の5号墳の築造を契機として6世紀前半期に群集墳が形成されたのであ

ろう。以上の諸点から、野崎古墳群の築造順序としては、5号墳（前方後円墳）→2・4号

墳（家形埴輪と査を持つ円墳）→3・6号墳（円墳）→l号墳（円筒埴輪列を樹立する円墳）の

4段階を考えておきたい。

司
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(2）野崎古墳群の性格と背景

中丹地方の古墳の変遷には、極めて個性的な特徴が見られる。これについては、 1975年

以来、平良暴1夫、常盤井善？？、中村事件小池量1等の各氏が論考や古墳編年表を発表さ

れているが、単純化すると、①3世紀末から 5世紀前半にかけての方墳の卓越と、②5世

紀中頃における方墳から円墳・前方後円墳への変化である。①の方墳には三つの系統があ

る。弥生時代後期以来の方形台状墓の系譜を引く多くの小型の方墳がこの地域の主流で、

各地に古墳群を形成し、 一部5世紀後半にも残るが、ほとんどは5世紀中頃に終わる。そ

の一方、方形周溝墓の系譜をヲ｜く前方後方墳も最近発見されている。そして、前二者とは

格段の差の規模をもち、段築 ・葺石・埴輪・周濠を備えた大方墳が5世紀前半の中丹地域

に君臨する。②の円墳系の古墳は、ごく少数の先行例はあるが、時期的にも地理的にもこ

の地域の要の位置にある私市円山古墳（造出し付き円墳）の出現によって決定的になり、以

後、この地域で方墳は例外的となる。福垣北やヌクモの古墳群などでは同ーの古墳群中で
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天 I~ 長 猪 私 物 豊 J¥ ± 

"' 
国

シ＂ミ 田部 野 崎 市 部 里 回 美

←一一－H
久・
国
山 ・

丘・
F垂l ． 

－

大

幅

帽

－

綾

中

嶋

寺

－

一

．

一

1」
－

1
B
I
l
o
c
－
－
：

一D
・
・
・
；
町

H
H
1
1
一

一

面’同・・
F
塚

一

回
坂
野
－

一

．

－－
u
・・咽
聖

－
T
I
l
l
－－－－
1
l
i

－

－
1
I
l－
－

到

引

u
f
l
l
信
，．

3
・野崎

一

一

ト
l
l
kゆ
向
い
旭
川河
｜
｜
「

L

一

A
r
田野

町

刷重
量
・
品
川
｜
十

一

i

J

I－

－

e？
品
小
川

一

成山
・・・

－

－

l

巴

島

7
P

｝

J

4
3

9

4

W

一

ー
イl

－

Z

谷
・・3
0

。
。
。
。
一

lili－－－
J

一
－

i
f
i
l
l
s－E
一

一

一

一
ーー
ト
い
い
ι
ほ
g
i
i
円
ハハ川いいド
I
L

－

－

坦一
・E
（

削

－

一

一

－

・・・・・・
1
U
石
塚
一

一

一

一

－

’
刷
↑
｜
｜
J
h
i
－

－

l
u
l
l

－H川
．
門
什
川

1
3
1〕

一

泊

葉

山

田9
・8

一？

げ

li
l－－

一

一

Z
B
u

－
－
・
1

・1
・4
1

泡／
奥白他－

一

一

高
田山

・1
・2

・3

．
4

泊ノ
丘白川旬－

一

－

1

ヌフモ
・JB
・E
・－・

〒
・
・
・

ι

一

－

1
・・
t

・・

－引・1
1
3
i

ヲ
－
5

4

7

E

一

一

，t
a
A

八
中

坂

一

－

一

一

一

一

考

z
o－
－

寸

一

一

一

一

川
r
z
h卜
ム
；

一

刻

U
U川
川
紅
劃
十
配

U
E
4
U州
川
什
1
」

イ

！
I
l
l
1
1
i
f－
－

B
ip－
－

1
卜
l
ー

ー

一

－

－

Z
2

〈

－
和
久
寺一

一
2

．
；一Q
HO
月上；

百一

一
下
」
＠

l
o
ll十；

い

い

H
E削
除
l

：

一

O
H
O
M
G時

日

同

300~ － -1 I －ーーー

※凡例 量・ 木棺直務系墳 Qot貰穴式石室噴

第184図 北丹波の古墳の変遷（注147－②文献第4図に加筆）

。。句、dヲ＆

綾

部

車
岡
野
西

sxm刊－官
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方墳から円墳への変化が見ら抗＼＇.£。 同時に、古墳の墳丘規模から見ると、 5世紀前半の方

墳聖塚古墳（辺54m）と中頃の私市円山古墳（径71m）を最大として、後半以降は（福知山市

域に妙見l号墳（辺43m）という大型方墳が残るが）、比較的小型の前方後円墳（最大が高槻

茶臼山古墳の長54m）や円墳（野崎古墳群もその一例）が地域の各地に築かれ、その後これ

らは6世紀中頃には横穴式石室墳に変わっていくのである。

この地域の古墳の変遷は、このように見てくると、スケールはやや小さいながらも、 5

世紀の中部・西部日本の各地で見られる首長墳の縮小 ・小型墳の増大という現象と軌をー

にしているとみられよう。近藤義郎氏は、 「これら…一連の事実は、部族連合における盟

主的な存在がその力を失ったことを示すものであろう」と述べ、畿内についても「ひと り
（桂156)

大王古墳と目されるものの卓越化が進む」と説いている。中丹地方の場合、古墳の形態が

一変する点、ことさら 5世紀中頃の画期が目立っているといえよう。

白井久美子氏は、陸橋をもっ小規模な古墳の被葬者層について、 「古墳時代を通して基

本的には変わらないと思われ、おそらく弥生時代後期以降の低墳丘の墳墓に葬られた人々

と同質の基盤をもって存続した被葬者群Jとする。そして、熊本県塚原古墳群では、 5世

紀前半までの陸橋をもっ方墳が後半になると陸橋をもっ円墳に変わること、この種の古墳

が関東（埼玉古墳群周辺）と九州（清原古墳群周辺）に多いこと、その 「画期が5世紀後半代

という古墳時代社会の大きな画期に対応しているjこと、また、同時期の帆立員式前方後

円墳や造り出し付き円墳、及び短甲出土の小円墳に対して、 「副葬品の遺物相にも進取の

文化を象徴するような飛躍がほとんど見られない」ことなどから、 「中央に直結した被葬

者層でもなく、また新しく台頭した被葬者層でもない旧来の族長層が再編成されたものと

して理解される点にブリッジ付き円墳の特徴が見い出せるJとしてぷ1；.；。

しかしながら、野崎古墳群について、このような結論をそのままあてはめることには、

筆者はやや跨踏せざるを得ない。陸橋のない他の大多数の円墳との差異がそれほど顕著と

は思えないからである。また、陸橋をもっ円墳の多くが九州、比関東に集中する点について

も、この両地方における 5世紀の画期は、上記の西日本の各地とは異なり、より複雑で錯
｛法158)

綜した様相を呈しているようである。

ただ、白石氏が塚原古墳群や埼玉古墳群などについて指摘しているように、陸橋をもっ

古墳群の近くにより優勢な古墳（群）が平行して営まれている点は、注目される。というの

は、陸橋を3か所以上もつ古墳として、先に道林寺遺跡と東山南遺跡を挙げたが、いずれ

もそのような古墳群であるからである。 前者には全長50.2mの若宮苦革、後者には「畿内

型古墳の伝統を色濃く残す」かんかん塚苦1識が同時期に営まれている。野崎古墳群にとっ

て、高槻茶臼山古墳や上杉l号墳がそのような存在に相当するのではないであろうか。

-239 



京都府遺跡調査報告書第17冊

野崎古墳群の調査後に、高田山4号墳に陸橋が検出されたように、今後この地域でも類

例が増えていくと思われる。こうした個々の例を検証していき、再び全国各地の類例と比

較検討していけば、いずれは当地域の古墳時代史に新たな光をあてることも可能になるで

あろう。

9.まとめ

綾部市高槻町（207頁）に所在する野崎古墳群は、縄文時代から古墳時代にかけての散布

地野崎遺跡（207頁）が立地する野崎平（のさきだいら）と呼ばれる台地の西辺（207頁）に営ま

れた5世紀末から 6世紀前半にかけて（232・234頁）の古墳群である（237頁）。古墳はいず

れも削平を受けていた（225頁）が、周溝（225・226頁）を検出したことによって古墳跡と判

明した。前方後円墳（5号墳）1基と円墳5基から成る（212～5頁）。 各古墳の周溝には、l

～4か所の陸橋（212～5頁）があり、この古墳群の顕著な特徴（226～9頁）となっている。

かなり小規模の古墳群であるにもかかわらず、埴輪が周溝に転落した状態で出土してい

る。l号墳で円筒埴輪群（210・212頁）、 2・4号墳で家形埴輪（212・214～5頁）を確認し

た。円筒埴輪（216～8頁）数点と家形埴輪（218～21頁） 1点については、完形に復原でき、

貴重な資料となった（230～2頁）。

主体部は、ほとんど削平されてしまっていたが、 4号墳でのみ残存したその底部を検出

し（214頁）、鉄鉱（225頁）の出土をみた。他の出土遺物は、いずれも周溝からのもので、須

恵器 ・土師器（221～2頁）の他に、この地域では珍しい土製模造品（222～5・234～7頁）があ

る。

なお、例年になく 降雪の多かった悪条件の中、発掘調査に参加された地元の以下の方々

にお礼を申し上げたい（順不同 ・敬称略）。

稲葉逸郎 ・上羽 章 ・大槻種三郎・岡安茂一郎 ・相根三郎・坂本 毅 ・塩尻武 ・新川

滋・新川三代三郎 ・渡辺武雄 ・渡辺保 ・渡辺三千夫 ・上羽紀代・ 大槻末子 ・大槻伸子 ・

大槻フサ校 ・岡安年子 ・相根寿美子 ・相根八重子 ・坂本トシ子 ・新川幸子 ・新川志津子 ・

高根末野・波多野かずの ・波多野君枝 ・牧かずゑ・松本婦佐子・山上一枝 ・山室トク・山

室よし枝 ・渡辺かのえ・渡辺君枝 ・渡辺千代子 ・渡辺久子・渡辺ふみ代 ・渡辺美代子 ・林

鈴代・ 大槻かの ・立藤 聡 ・福田尚弘・牧 克敏 ・丸岡冨江・河野美行（以上作業員）

大和田淳司 ・永野和史 ・四方富男 ・山室明美 ・塩尻あっ子 ・山口陽一郎（以上補助員）

家元恵子 ・伊勢田恵美子 ・丸岡一賓 ・岩崎恭子 ・四方純子（以上整理員）

（小山雅人）
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第3章 まとめ

近畿自動車道敦賀線建設に伴う埋蔵文化財調査は、昭和54年度から京都府教育委員会が

実施し、昭和56年度からは京都府教育委員会によ り設立された当調査研究センターが引き

継いで調査を実施している。このうち兵庫県多紀郡丹南町から京都府福知山市に至る延長

約41.2km（近舞線7次区間）の埋蔵文化財調査は、昭和60年度に現地調査を終了し、各年度

の発掘調査概要や発掘調査報告書（『京都府遺跡調査報告書j第3冊 1984 f京都府遺跡

調査報告書』第IO冊 1988）を刊行している。

さて近畿自動車道敦賀線8次区間の調査は、福知山市から西舞鶴までの延長約22.7kmの

区間を、昭和61年11月から平成2年3月まで真夏の炎天下、真冬の極寒の中、約3年4か

月を要し、 23遺跡の調査を実施した。遺跡の員数は、集落跡7か所 ・古墳9か所 ・古墓経

塚2か所・城館跡4か所である。

各年度に調査した遺跡については、第l章第2節にその概要を報告しているが、福知山

市から綾部市を帯状に横断したこの調査は、弥生時代から中世に至る各時期の貴重な資料

をえて、この地域の歴史を知るうえで多大な成果を得ている。特に、全長8lmの大円墳で

ある私市円山古墳は、墳形 ・副葬品から大和政権と密接な関係にある首長墓と推察され、

中丹地方と大和との関係を考えるうえできわめて重要な古墳の発見であった。また、 畝状

竪堀14条を面的に調査し、中世城郭研究に貴重な成果を得た平山城 ・平山東城跡、 総数

500基を数える土壌墓群を検出し、古墳時代の大規模な共同墓地と考えられる三宅遺跡、

緑粕・灰粕陶器や円面硯 ・墨書土器等の出土遺物から官街的色彩の強い遺跡と考えられる

小西町田遺跡、 鏡背の文様に一対の龍と虎が見返る状態で描かれた盤龍鏡l面が出土した

ヌクモ古墳群、全国でも40余例しか知られていない蛇行剣（全長70cm）が出土した奥大石

古墳群など、その調査成果は多大である。

しかし、 近畿自動車道の工事計画が切迫し、 十分な整理作業も行わず現地調査を優先し

て実施したため、各年度の概要報告書が不十分なまま刊行したものも多く、平山城跡・平

山東城跡 ・野崎古墳群・小西町田遺跡 ・三宅遺跡・ 福垣北古墳群・ 興遺跡 ・観音寺遺跡の

8遺跡については、平成2年度以降鋭意整理報告作業を進め、3分冊に分け随時報告書を

刊行することとなった。本報告書はその2分冊目にあたる。

本報告書に収録した遺跡は、 野崎古墳群 ・福垣北古墳群 ・興遺跡・ 観音寺遺跡の4遺跡

であり、 要約すると下記のとおりである。
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野崎古墳群は、平野部に築かれた5～6世紀の古墳群で、全長約26mの前方後円墳l

基 ・円墳5基からなる。近辺には、茶臼山古墳や上杉l号墳といった全長50m級の前方後

円墳が築かれており首長墓クラスの系譜がみられる。野崎l号.5号墳の周溝には比較的

遺存状況の良好な埴輪が出土し、数少ない中丹地域の埴輪を知る上で貴重な資料となった。

福垣北古墳群は、総数120基を数える以久田野古墳群に北接する11基からなる古墳群

で、方墳2基・円墳5基の調査を実施した。各古墳は丘陵の自然地形を最大限利用して墳

正を築いており、主体部はいずれも木棺直葬で、出土遺物から 5世紀前半まで遡ることが

判明した。今回の調査により、これらの古墳群が以久田野古墳群の一支群と考えられ、以

久田野古墳群の範囲が若干北西に広がること、築造時期が5世紀前半から始まることなど

が明らかとなった。

興遺跡・観音寺遺跡は、由良川によって形成された沖積地の縁辺部に位置し、自然堤防

状の微高地上に立地している。弥生時代中期・鎌倉～室町時代の遺構・遺物を検出し、青

野遺跡や青野西遺跡とともに中丹地域の由良川自然堤防上に位置する集落遺跡、として貴重

な成果を得た。特に輿遺跡の弥生時代中期の大溝からは多量の遺物が出土し、由良川中流

域の土器編年を知る上で貴重な資料となった。また、管等が出土した土坑は、付載の脂肪

酸分析結果により墓撲であることが判明した。

終わりに、近畿自動車道敦賀線路線帯において、綾部市私市円山古墳はきわめて貴重な

成果が得られたことから、地元の方々をはじめと して、綾部市・ 京都府教育委員会、日本

道路公団大阪建設局 ・同福知山工事事務所等の御努力により、オープンカット工法（丘陵

部削平）からトンネル工法に設計変更され、現状保存されることになった。今日、平成4

年度開園をめざし、綾部市教育委員会により古墳公園として保存整備されている。関係機

関の御理解に深く感謝したい。

（水谷毒克）

注 l I福知山市史j第l巻福知山市 1976 

注2 f京都府遺跡地図j第2分冊［第2版］ 京都府教育委員会 1987 

注3 鍋田 勇 「私市円山古墳J（『京都府遺跡調査概報J第36冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究

センター） 1989 

注4 竹原一彦 「ヌクモ古墳」（「京都府遺跡調査概報j第37冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター） 1990 

注5 平良泰久 ・末本信策 「中坂古墳群発掘調査概要」（ 『埋蔵文化財発掘調査概報（！972)J 京都

府教育委員会） 1972 
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注6 f福知山市史j第l巻福知山市 1976 

注7 梅原末治「西中筋村石剣発見ノ遺蹟J（『京都府遺蹟勝地調査曾報告j第3冊 京都府） 1922 

黒坪一樹「観音寺遺跡」 ・本書第3章第2節

注8 岡山県南方遺跡では前期から後期終わりにかけて多数の不定形な土坑群が群集して検出されて

おり、その内 l基から屈葬人骨が出土している（弥生時代中期前半）。 この人骨は断面が船底状

の土坑底面で検出されており、木棺が用いられた痕跡がない。当遺跡例もこれに類するものと

思、われる。

注9 肥後弘幸「弥生土器の編年J（『志高遺跡j 京都府遺跡調査報告書第12冊 （財）京都府埋蔵

文化財調査研究センター） 1989 449-452頁。

注10 高橋護「遠賀川式土器の伝播」 （『弥生文化の研究j 雄山閑） 1986 

注lI 石井清司ほか「橋爪遺跡発掘調査概要」（ 『埋蔵文化財発掘調査概報（！981-2)J 京都府教育

委員会） 1981 

注12 岩松 保「ケシヶ谷遺跡」 （『京都府遺跡調査報告書j第12冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター） 1988 

注目佐原 巽「弥生土器の製作技術」（ 「紫雲出』 詫間町文化財保護委員会） 1964 

注14 深津芳樹「弥生土器の基部成形手法」 （『唐古一藤田三郎さん・中岡紅さん結婚記念一j 回

原本唐古整理室OB会） 1991 

注15 ①深i峯芳樹「土器のかたち 畿内第 I様式古・中段階について J （『紀要j I （財）東大阪

市文化財協会） 1985 

②i知事芳樹「弥生土器の基部成形手法J（『唐古一藤田三郎さん・中間紅さん結婚記念－J

田原本唐古整理室OB会） 1991 

注16 注目②文献9頁。

注17 この時期の壷・斐には基底部外面を横ナデするものがしばしばみられる（佐原 真編 『弥生土

器1日本の美術N0.125主文堂 197654頁。）が、その目的はわからない（深津芳樹氏教示）。 底

面の横ナデとの対応関係を調べれば目的が明らかになるかもしれない。ここに示した2つの例

には指紋が流れた跡がみられ、親指と人差し指で角を挟むようにして調整したものと思われる。

この例についてはハケ目やへラ削りなどの底部調整後に、底部外縁を整えるために行なった最

終調整と考える。

注目 第E様式の例であるが青野遺跡、第12次調査S0105に典型的な資料がある。

注19 ①石井清司 「1ヒ丹波地域」 （『京都府弥生土器集成j （財）京都府埋蔵文化財調査研究センタ

一） 1989 25～28頁。

②石井清司「丹後・丹波地域J（『弥生土器の様式と編年j近畿編I 寺沢 薫・森岡秀人編

木耳社） 1989 294～296頁。

注20 肥後弘幸「弥生土器の編年J（『志高遺跡j 京都府遺跡調査報告書第12冊 （財）京都府埋蔵

文化財調査研究センター） 1989 449～452頁。

注21 f由良川考古学研究会紀要』I 由良川考古学研究会 1992年度刊行予定。
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注22 注20文献 449～451頁。

注目 中村孝行「青野遺跡、第12次発掘調査概報」（『綾部市文化財調査報告j第15集 綾部市教育委

員会） 1988 

注24 近i事豊明「青野南遺跡第6次発掘調査概報」（『綾部市文化財調査報告j第17集 綾部市教育

委員会） 1990 

注25 辻本和美「宮遺跡」（ 『京都府遺跡調査報告書j第10冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター） 1988 

注26 長谷川達 ・三好博喜 ・肥後弘幸ほか「志高遺跡」 （r京都府遺跡調査報告書j第12冊 （財）京
都府埋蔵文化財調査研究センター） 1989 

注27 1主26と同じ

注28 『志高遺跡、E一弥生土器の概要一j舞鶴市教育委員会 1986 

1主29 肥後氏がその可能性を指摘している（注9文献）。

注30 森岡秀人「山城地域」 （『弥生土器の様式と編年』近畿編E 寺沢 薫 ・森岡秀人編 木耳社）

1990 45頁

注31 f七日市遺跡（I)一第2分冊一j兵庫県教育委員会 1990 

注32 森下 衛「千代川遺跡第6・7次発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第14冊 （財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター） 1985 

注33 注26と同じ。

注34 f福知山市史j第l巻福知山市 1976

注35 辻本和美ほか「石本遺跡J（『京都府遺跡調査報告書』第12冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター） 1987 

注36 竹原一彦「三宅遺跡J（『京都府遺跡調査概報j第36冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター） 1989 

注37 注23と同じ。未報告資料である。

注38 『京都府遺跡調査報告書j第10冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1988 

注39 『京都府夜久野の文化財j 夜久野町教育委員会 1981 

注40 『弥生土器の様式と編年j近畿編I・ II 寺沢薫 ・森岡秀人編 木耳社 1989・1990

注41 注26と同じ。

注42 梅原末治「西中筋村石剣発見ノ遺跡」 （『京都府史蹟勝地調査曾報告j第3冊 京都府）

1922 

1注43 注42に同じ

注44 小林行雄「弥生式時代の漁携」 （『日本考古学概説j 東京創元社） 1951 

注45 久保哲正 ・堤圭三郎「観音寺遺跡発掘調査概要」 （『埋蔵文化財発掘調査概報（1980-1）』 京

都府教育委員会） 1980 

注46 岡崎研一 「（9）観音寺遺跡J （『京都府遺跡調査概報』第36冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター） 1989 
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注47 細見末雄編「六人部荘（福知山市）」 （『丹波の荘園j 名著出版） 1980 

注48 田辺昭三 『陶邑古窯社群JI 平安学園考古学クラブ 1966 

注49 神崎勝・徳、原多喜雄・山仲 進 『神出一神出古窯壮群に関する遺跡群の調査一j 妙見山麓

遺跡調査会 1986 

注50 京都府教育委員会 『京都府遺跡地図j第2版 第2分冊 1987；綾部市203番（図82、177頁）

注51 ①『野崎古墳群J（京埋セ現地説明会資料No.87-04 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）

1987 

②小山雅人「近畿自動車道舞鶴線関係遺跡昭和61年度発掘調査概要 (3）野崎古墳群J（『京都

府遺跡調査概報j第24冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1987, 101～5頁；

①小山雅人「野崎遺跡の自lj平された古墳群」 （『京都府埋蔵文化財情報』第24号 （財）京都府

埋蔵文化財調査研究センター） 1987' 17～26頁；

④小山雅人「野崎古墳群の埴輪と土器と土製模造品」（ 『京都府埋蔵文化財情報j第25号

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1987, 13～24頁

注52 ①中村孝行「聖塚・菖蒲塚試掘調査概報」 （『綾部市文化財調査報告j第11集 綾部市教育委

員会） 1984; 

②平良泰久「方墳二態」（ 『京都府埋蔵文化財論集j第l集 （財）京都府埋蔵文化財調査研究

センター） 1987, 91～103頁

注目 ①中村孝行「青野・綾中地区遺跡群の調査」 （「京都府埋蔵文化財情報j第3号 （財）京都府

蔵文化財調査研究センター） 1982, 18～24頁；

②中村孝行 『綾部市文化財調査報告』第9集・第10集・第13集・第15集，綾部市教育委員会

1982～1988 

注54 ①綾部市史編纂室 『綾部市史』 綾部市 1976, 564頁；

②中村孝行「塚廻り古墳群J（『綾部市文化財調査報告j第7集 綾部市教育委員会） 1980, 

3頁

注55 小池 寛「近畿自動車道敦賀線関係遺跡平成元年度発掘調査概要（2）奥大石古墳群J（『京都

府遺跡調査概報j第37冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1990, 124～133頁

注56 長谷川達「政次l号墳発掘調査概報」 （『綾部市文化財発掘調査報告j第8集 綾部市教育委

員会） 1981, 37～49頁

注57 石川 昇 『前方後円墳築造の研究J（六輿出版） 1989, 174頁

注58 梅原末治「東八田村ノ古墳J（『京都府史蹟勝地調査会報告』第4冊 京都府） 1923, 105～ 

107頁

注59 ①杉原和雄「京都府北部出土の土師製筒形容器とその伴出品J（『史想j19) 1981 

~綾部市史編纂室，注54文献， 592～593頁

注60 中村孝行「木寺北遺跡発掘調査概報」（『綾部市文化財調査報告j第12集 綾部市教育委員会）

1985, 7～8頁

注61 中村孝行「安国寺平山古墳発掘調査概報J（『綾部市文化財調査報告』第14集 綾部市教育委
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員会） 1987, I～18頁

注62 森島康雄・鍋田 勇 －藤原敏晃他「平山城跡・ 平山東城跡発掘調査報告書J（『京都府遺跡調

査報告書j第14冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1990 

注63 注50文献の171頁、90-1～4に関して錯誤が見られる。90-1を野崎5号墳と訂正するほか、各古

墳の概要については、本書の以下の報告に拠られたい。

注64 鍋田 勇・他「近畿自動車道敦賀線関係遺跡昭和63年度発掘調査概要 (I）私市円山古墳j

（『京都府遺跡調査概報j第36冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1989, 22～26頁

注65 中村孝行 ・注53－②文献参照

注66 竹原一彦「近畿自動車道敦賀線関係遺跡昭和63年度発掘調査概要 (2）三宅遺跡」 （注64文献）

80～82頁

注目本書（181～206頁）所収の報文参照。

注68 田代 弘「綾部市里遺跡発掘調資概要」（『京都府遺跡調査概報j第41冊 （財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター） 1991, 5～32頁

注69 近沢豊明「青野西遺跡第3次発掘調査概報」 （『綾部市文化財調査報告j第16集 綾部市教育

委員会） 1989, 37～82頁

注70 黒田恭正－杉本 宏「中坂古墳群 .f・也J（『丹波の古墳 Iー由良川流域の古墳 J 山城考古

学研究会） 1983, 109～1 16頁

注71 平良泰久・山下潔巳 ・他 「高谷古墳群発掘調査概要」（『綾部市文化財調査報告書j第l集

綾部市教育委員会） 1973；注69文献、 53～63頁参照。

注72 小池 寛「高田山古墳群発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第38冊 （財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター） 1990, I～IO頁

注73 引原茂治「架ケ丘古墳群」（ 『京都府遺跡調査報告書j第13冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター） 1989 

注74 伊野近富「塩谷古墳群平成元年度発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第38冊 （財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター） 1990, 16頁 ；第17図

注75 白井久美子「小規模古墳の一類型について ブリッジ付き円墳の検討一J（『古代』第75・

76合併号早稲田大学考古学会） 1983, 29～69頁

注76 杉崎茂樹 「丸墓山古墳埼玉l～7号墳将軍山古墳」（『埼玉古墳群発掘調査報告書j第6

集埼玉県教育委員会） 1988, 37～78頁、特に50～56頁の第28～34図

注77 ①伊藤隆三 「小矢部市道林寺遺跡」 （『埋文とやま（富山県埋蔵文化財センタ一所報）』第32号

富山県埋蔵文化財センター） 1990, 5頁

②伊藤隆三 「富山県小矢部市道林寺遺跡J（『小矢部市埋蔵文化財調査報告書j第22冊小矢

部市教育委員会） 1987 

注78 末木健・早川典孝 「東山南（B）遺跡」（『山梨県埋蔵文化財センター調査報告』第64集 山

梨県教育委員会） 1991, 1 l～31頁

注79 白川成明 「右京第321次調査略報」（ 『長岡京市埋蔵文化財センタ一年報』昭和63年度 （財）長
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岡京市埋蔵文化財センター） 1990, 48～49頁

注80 川西宏幸「円筒埴輪総論」（ 『考古学雑誌』第64巻第2号） 1978 

注81 小山雅人「京都府の形象埴輪」 （『京都府埋蔵文化財論集j第2集 （財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター） 1991, 335～344頁参照。

注目 以上の諸例について、注69文献、 87頁、 114～115頁、注64文献、注81文献参照。

注目 後藤守一「埴輪家緊成J（『上野国佐波郡赤掘村今井茶臼山古墳j東京帝室博物館学報第6

冊） 1933, ・附録

注84 杉山晋作「殿部自 l号墳」（第17団埋蔵文化財研究会実行委員会（橿原考古学研究所内）編 『形

象埴輪の出土状況J（第17回埋蔵文化財研究会資料） 埋蔵文化財研究会） 1985, 508頁

注85 杉山晋作「殿塚古墳」（注84文献） 494頁

注86 秋山日出雄「室大墓」（『奈良県史跡名勝天然記念物調査報告j第18冊 奈良県教育委員会）

1964, 65頁、及び第35図（Y号家形埴輪）

注87 三木文雄「はにわ」（『日本の美術jNo.19 至文堂） 1967, 26頁

注88 入江文敏「西塚古墳」 （注84文献） 439頁

注89 杉本 宏 「庵寺山古墳平成元年度発掘調査概要J（『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報j第15集

宇治市教育委員会） 1990, 22頁 ；第18～20図

注90 後藤守一 ・注33文献、 小笠原好彦 ・注52文献， 16頁参照

注91 間壁忠彦・問壁際子 「女男岩遺跡」（『倉敷考古館研究集報』第10号） 1974, 27～34頁 ，第

1 l図ー l

注目 『大阪府の埴輪J（大阪府立泉北考古資料館改修工事完成記念特別展図録 同資料館友の

会）1986, 19頁

注93 清水真一 「平所埴輪窯J（注84文献） 70頁

注94 fよみがえる古墳文化j 字治市歴史資料館特別展図録 1986, 37頁

注95 伊達宗泰「勢野茶臼山古墳J（『奈良県史跡名勝天然記念物調査報告j第23冊 奈良県教育委

員会） 1966，第6図

注96 福嶋慶順編『長瀬高浜遺跡、発掘調査報告書JN：埴輪篇（［鳥取県教育文化財団報告書jll 

鳥取県教育文化財団） 1982 13～16頁 ；図版2～3

注97 後藤守一・注目文献，No.116

注98 後藤守一 ・注目文献；埼玉県瓦塚古墳の例 （若松良一「瓦塚古墳j 『埼玉古墳群発掘調査報

告書』第4集埼玉県教育委員会 1986，第33図）もこのタイプである。

注99 末永雅雄 「磯城郡三宅村石見出土埴輪報告」（『奈良県史蹟名勝天然記念物調査報告j第13冊

奈良県） 1935, 9～10頁

注100 三重大学歴史研究会原始古代支部会「亀山市木ノF古墳の発掘調査概要」（ r考古学雑誌j第
67巻第3号 日本考古学会） 1982, 9～10頁 ；第5図

注101 『東海の古墳時代』 名古屋市博物館特別展図録 1980 

注Kl2 後藤守一 ・注目文献
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注103 小笠原好彦「家形埴輪の配置と古墳時代豪族の居館」 （『考古学研究j第31巻第4号 考古学

研究会） 1985, 21頁

注104 禰宣田佳男「ーケ塚古墳」（注84文献） 177頁

注105 三重大学歴史研究会原始古代支部会，注100文献

注106 上村安生「上出遺跡」 （注84文献） 414頁

注107 注IOI文献

注108 近藤義行編「平川廃寺発掘調査概報」（ 『城陽市埋蔵文化財調査報告書』 第2集 城陽市教育

委員会） 1974, 34頁（第26図） . 35頁

注109 この数値は、 「祭記関係遺物出土地地名表J( r国立歴史民俗博物館研究報告j第7集 附篇
国立歴史民俗博物館） 1985の古墳後期とされる遺跡数・遺物数を集計し、操作したものであ

る。

注l10 上野精志「大又遺跡」 （『今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告j第3集福岡県教育委員

会） 1973, 46～47頁

注lII 亀井正道「土製模造品」 （『神道考古学講座j第三巻雄山閤出版） 1981, 43頁

注l12 亀井正道「浜松市坂上遺跡の土製模造品」 （『国立歴史民俗博物館研究報告』第7集 国立歴

史民俗博物館） 1985, 135頁 ；図 lーしまた、注115文献（第3図23）もこの例である。

注l13 亀井正道・注lI l文献， 42頁（第 l図 1) 

注114 竹原一彦 ・注66文献、49頁 ・第33図

注l15 向坂鋼二 「浜松市都田町中津 ・坂上出土の祭杷遺物」（ r考古学雑誌j第50巻第l号 日本考
古学会） 38頁，第3図22

注l16 平野吾郎 ・外岡竜二 ・他 『日詰遺跡（第3次発掘調査概報）J 南伊豆町教育委員会 1978, 

図版Xill 

注l17 山下孝司 『坂井南遺跡 埋蔵文化財緊急発掘調査報告書j 東京エレクトロン株式会社 －韮

崎市教育委員会 1984, 74頁 ；第43図14

注l18 松田直則「宮内大畑遺跡」（『一般国道33号砥部道路関係埋蔵文化財調査報告書jII （財）愛

媛県埋蔵文化財調査センター） 1981, 379頁 ；第35図

注l19 橋口達也 ・他「干潟遺跡」 I（『県道久留米・筑紫野線関係埋蔵文化財調査報告J1、 f福岡

県文化財調査報告書j第59集） 1980, 5頁 ；第4図

注120 紫元静雄「久蘇遺跡発掘調査概要」 （『土生 ・久蘇遺跡j 佐賀県文化財調査報告書 第25集

佐賀県教育委員会） 1973, 62頁

注121 高島忠平・ 他「石木遺跡J（『佐賀県文化財調査報告書j第35集 佐賀県教育委員会）

1976, 19頁；第12図

注122 七回忠昭 ・他「下中杖遺跡」（『佐賀県文化財調査報告書j第54集 佐賀県教育委員会）

1980, 56頁 ；Fig.29

注123 山崎純男 ・他「下山門遺跡」（『福岡市文化財調査報告書j第23集 福岡県教育委員会）

1973, 40頁 ；第25図
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注124 山口信義・佐藤浩司「長野A遺跡」 2(II・V・VI区の調査）（ 『九州縦貫自動車道関係文化財

調査報告111 北九州市埋蔵文化財調査報告書第54集 北九州市教育文化事業団） 1987, 

131頁 ；第60図37～42

注125 青木遺跡発掘調査団 ・編集者団 『青木遺跡発掘調査報告書Jm 鳥取県教育委員会 1978, 

本文編， 78頁；挿図的；図版59

注126 中田 昭 ・他 『山陽新幹線建設地内遺跡発掘調査報告I 広島県教育委員会 1973, 134頁；

第4-34図 26

注127 『草山遺跡発掘調査月報jNo.6 松阪市教育委員会 1983.8, 15頁（38・39)

注128 向坂鋼二－注115文献， 38頁，第3図24～27

注129 石山 勲・他「福岡県筑紫野市所在剣塚遺跡群の調査」（『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財

調査報告JXXIV 福岡県教育委員会） 1978，上巻 41頁 ；Fig.34

注目O 伊藤玄三 ・近藤喬一 ・寺島孝一・田中勝弘「大曲り遺跡」（『福岡南バイパス関係埋蔵文化財

調査報告』第1集福岡県教育委員会） 1970 51～2頁 ；第12図 6と7；第16図 IO 

注目l 上野精志・注110文献， 37～40頁；第23図l～4

注132 佐土原逸男 ・他「小原遺跡」（『九州、｜縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告JXI 福岡県教育

委員会） 1977, 54頁 ；Fig.51

注133 上野精志 ・注110文献，第23図5

注134 平野吾郎 ・外岡竜二 ・他 ・注116文献，図版四（出土遺物 上段中央の2点）

注135 亀井正道・ 注111文献， 44頁（第2図1)

注136 亀井正道 ・注1II文献， 44頁（第2図2)

注137 山崎純男－他注123文献， 40頁 ；第25図l

注138 亀井正道 ・注lI l文献， 65頁 ；九州の諸例は『熊本市立博物館九州古代のまつり ー出土品にみ

る人びとのいのり 一』（開館30周年特別展図録）1982, 34・52～55頁に写真が集成されている。

注139 注109文献

注140 赤崎敏男「鏡と玉」（『古墳時代の研究J3 雄山閣） 1991, 136～137頁

注141 伊藤玄三 ・近藤喬一 ・寺島孝一 ・田中勝弘 ・注130文献， 40頁

注142 佐土原逸男－他・注132文献， 54頁

注143 中田節子・ 他 『八幡原遺跡の発掘一八幡神社地区の調査概要一J 東北新幹線赤羽地区遺跡

調査会 1984, 35頁

注144 佐々木隆彦 「松木遺跡JI （『那珂川町文化財調査報告書』第ll集 那珂川町教育委員会）

1984, 下巻， 53～59頁

注145 赤崎敏男 ・注140文献，136頁

注146 注106文献

注147 石山 勲 －注129文献， 40頁

注148 青木遺跡発掘調査団 ・編集者団 ・注125文献， 68～98頁

注149 青木遺跡発掘調査団・編集者団・注125文献， 394頁
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注目0 亀井正道 ・注lI l文献， 62～63頁

注目l ①平良泰久「綾部・福知山地方の古墳の周辺J（『京都考古j第16号 京都考古刊行会）

1975.10, 177～178頁

~平良泰久「前方後円墳の伝播J （『京都府埋蔵文化財論集』第2集 （財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター） 1991, 143～152頁

注152 常盤井智行「由良川中流域の古墳の動向J（注70文献） 168～175頁

注153 中村孝行「由良川流域の大型古墳」 『シンポジウム私市円山古墳J（中丹文化会館1989.3.26)

発表資料

注154 小池寛 「綾部市 ・八田川上流域における古墳の変遷綾部市・奥大石古墳群を中心にして

－」（『京都府埋蔵文化財情報』第34号 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1989, 

18～23頁

注155 ヌクモl号墳について、 「概報」（竹原一彦 「近畿自動車道敦賀線関係遺跡、平成元年度発掘調

査概要(I）ヌクモ古墳群」（『京都府遺跡調査概報』第37冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究

センタ ) 1990, 11 1頁）では方墳とするが、円墳と見る小池氏（注154文献， 20～21頁）の説

に従いたい。

注156 近藤義郎 『前方後円墳の時代j（「日本歴史叢書」 岩波書店） 1983, 306～314頁

注157 白井久美子・注75文献， 47～48頁

注158 近藤義郎 ・注156文献， 314～319頁

注159 伊藤隆三注77文献

注160 末木健 ・早川典孝 ・注78文献
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付載

私市円山古墳・興遺跡・三宅遺跡・日光寺遺跡

に残存する脂肪の分析

（株）ズコーシャ総合科学研究所 中野寛子、明瀬雅子、長田正宏

帯広畜産大学畜産環境学科 中野益男、福島道広

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、糖質（炭水化物）および脂質（脂

肪 ・油脂）がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの

物理的作用を受けて崩壊してゆく だけでなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作

用によっても分解してゆく。これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存

するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと

考えられてきた。

最近、ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在していたこと、古代遺跡から出土した

約2千年前のトウモロコシ遥字、約5千年前のハーゼルナッツ蓮羊に残存する脂肪の脂肪

酸は安定した状態に保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら比較的

安定した状態で千年 ・万年という長い年月を経過しても変化しないで遺存することが判明

した。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違い

によって誘導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している

主要なクラス（種）が脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。 脂肪酸に

は炭素の鎖がまっすぐに延びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもっ不飽和型がある。動物

は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、 植物は不飽和型の脂肪酸を多く持つという ように、動植

物の種ごとに固有の脂肪酸を持っている。 ステロールについても、動物性のものはコレス

テロール、植物性のものはシ トステロール、微生物はエルゴステロールというように動植

物に固有の特徴がある。従って出土遺物の脂肪の種類およびそれらを構成している脂肪酸

組成と現世動植物のそれとを比較することによって、目に見える形では遺存しない原始古

代の動植物を判定することが可能である。

この「残存脂肪分析法」を腐朽分解の進んだ、考古学的実証の困難な遺跡の解明に適用
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し、遺跡内土壌に残存する脂肪を分析することによって、私市円山古墳、興遺跡、三宅遺

跡、日光寺遺跡の遺構および遺物の性格を解明しようとした。

1. 土壌試料

私市円山古墳は全長8lmの造り出しっきの円墳であり、古墳時代中期中葉、5世紀中葉

頃の大首長の墓と推定されている。墳頂部は3つの主体部に分けられ、分析試料は墳頂部

の中央部よりやや北寄りの第2主体部東側から出土した玉類の下から採取した赤色顔料の

付着した土壌である。この試料名を私市円山古墳と し、試料採取地点を図1 1に示す。

輿遺跡、は出土遺構や遺物から弥生時代中期から室町時代にかけてのものと推定されてい

る。分析試料は北部D地区から採取した。この地区からは溝、土墳、柱穴などが見つかり、

それに伴い多くの土器や石器が出土し、これらの大半が弥生時代中期に属するものと推定

されている。分析試料は土壌SK03の埋土で、土壊の中層よりやや下層寄りの所から採取

し、試料名を興遺跡とした。土壌配置状況を図 1-2、試料採取地点を図1 3に示す。

三宅遺跡、は弥生時代中期末から古墳時代後期のものと推定されている。このうち分析試

料として採取した土墳は第W調査区にあり、粘土採掘坑か古墳時代初頭の庶民の墓である

可能性があるとみられている。土墳SK415 ( 7 F 2）の土墳外土壌試料をNo.l、土境内

下層土試料をNo.2、土嬢SK497( 8 D 10）の土境内中層土試料をNo.3、上層土試料を

No.4、土壌SK505( 8 D-8）の土境内土壌試料をNo.5、土墳外土壌試料をNo.6とした。

土旗配置状況および試料採取地点を図 1-4に示す。

日光寺遺跡は奈良時代から鎌倉時代までの複合遺跡であろうと推定されている。このう

ちC調査区内の土壌lから出土した須恵器杯の埋土を分析した。試料採取地点を図 1-5 

に示す。

2. 残 存脂肪の抽出

土壌試料179～588gに3倍量のクロロホルム メタノール（2 : 1 ）混液を加え、超音波

浴槽中で30分間処理し残存脂肪を抽出した。処理液をil量過後、残誼に再度クロロホルムー

メタノール混液を加え、再び30分間超音波処理をする。この操作をさらに2回繰り返して

残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に 1%塩化バリウムを全抽出溶媒の4分の l容

量を加え、クロロホルム層と水層に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残存脂肪を

分離した。

残存脂肪の抽出量を表lに示す。抽出率は私市円山古墳で0.0075%、興遺跡で0.0021%、

日光寺遺跡で0.0015%、三宅遺跡、で土嬢内0.0150～0.0875%、土壊外0.0031～0.0037%と土
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墳内で高く、平均0.0249%であった。 この値は出土土墳を土墳墓かどうか判定した宮城県
（桂5I I桂6I 

摺萩遺跡の土壌試料の0.003%、兵庫県寺田遺跡の土壌試料の0.0016%、出土遺物を蓋棺と
（控7)

判定した静岡県原川遺跡の土壌試料の0.0041%、出土遺物を胞衣査と判定した奈良県平城

京左京（外京）五条五坊十坪から出土した胞衣査内土壌試料の0.01持弘に比べると、ほほ同

じか高いくらいの値であり、分析には十分量であった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマトグラフイーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成さ

れ、遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪の結合した トリ グリセリド、 ステ

ロールエステル、ステロールの順に多く、微量の長鎖炭化水素も存在していた。

3. 残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪に 5%メタノール性塩酸を加え、 125℃封管中で2時間分解し、メタ

ノール分解によって生成した脂肪酸メチルエステルをクロロホルムで分縦し、ヘキサン

エチルエーテル 酢酸（80:30:1）またはヘキサンーエーテル（85: 15）を展開溶媒とする

ケイ酸薄層クロマトグラフイーで直鎖状の脂肪酸とヒドロキシ脂肪酸に分離精製後、ガス
（桂9I 

クロマ トグラフイーで分析した。ヒドロキシ脂肪酸はト リメチルシリル誘導体にしてから

ガスクロマ トグラフィーで分析した。

残存脂肪の直鎖状脂肪酸組成を図2に示す。残存脂肪から11種類の脂肪酸を検出した。

このうちパルミ チン酸（C 16: O）、パルミトレイン酸（C16:1）、ステアリン酸（c 18: 

0）、オレイン酸（C 18 : i）、リ ノール酸（c 18 : 2）、アラキジン酸（C20:O）、エイコサモ
ノエン酸（C20:I）、ベヘン酸（C22 : o）、リグノセリン酸（C24 : O）、ネルボン酸（C24:

1）の10種類の脂肪酸をガスクロマトグラフイ ー 質量分析により同定した。

次にヒドロキシ脂肪酸組成を図3に示す。残存脂肪から9種類のヒドロキシ酸を検出し

た。このうちヒドロキシアラキジン酸（h c 20: 0）、 ヒドロキシベへン酸（h C22 : O）、ヒ

ドロキシトリコサン酸（h C23 : o）、ヒドロキシリグノセリン酸（h C24: O）、ヒドロキシ

ペンコタサン酸（hC25:o）、ヒドロキシセロチン酸（h C26 : o）、の7種類の天然型のp

ヒドロキシ脂肪酸をガスクロマ トグラフィ一一質量分析により同定した。

私市円山古墳の主要な指肪酸はオレイン酸で全体の約41%を占めていた。次いで、多いの

はパルミチン酸で約25%を占めていた。これらの脂肪酸が主要成分である脂肪酸組成のパ

ターンは動物遺体が存在していた土壌に多くみられるものである。また高等動物の臓器、

血液、神経組織に多く存在するベヘン酸、リ グノセリン酸のような高級脂肪酸も約21%分

布していた。脳には脳神経系の働きに重要な関連を持つセレブロシド等の糖脂質が多く分

布する。その糖脂質を構成する脂肪酸はリグノセリ ン酸等の普通の直鎖状高級脂肪酸より

今、
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もヒドロキシ脂肪酸と呼ばれる水酸基を持つ脂肪酸が多く分布している。図3からわかる

ようにヒドロキシリグノセリン酸も多く分布していた。この脂肪酸が脳に特異的に存在す

ることから考えれば、試料採取地点がヒトの頭部に当たると推測される。また玉類の下に

残つていた顔料は北海道湯の里4蓋勘土壌内の遺体埋葬地点にみられた赤色顔料と同様な

もので、酸化鉄がその成分であろうと推定されるが、今回は土壌の金属分析は行わなかっ

た。

興遺跡の主要な脂肪酸はパルミチン酸で全体の約45%を占めていた。パルミチン酸は高

等動物の体脂肪、骨油に多く含まれる場合が多い。またベヘン酸、リグノセリン酸は約四

%と、大変多く分布していた。この遺跡中の試料も私市円山古墳同様ヒドロキシ脂肪酸の

分布が多かった。

日光寺遺跡の主要な脂肪酸はパルミチン酸、パルミトレイン酸でこの2つが全体の約71

%を占めていた。パルミトレイン酸を持つ動植種は少なく、その分布割合も 3～ 8%しか

ないので、この脂肪酸はステアリン酸、オレイン酸の分解物から来たものと推定される。

これらの脂肪酸が多く含まれることは、動物遺体の存在した可能性があることを示唆して

いる。ベヘン酸リグノセリン酸は約4%しか含まれていなかったが、ヒドロキシリグノセ

リン酸、ヒドロキシベへン酸、ヒドロキシペンタコサン酸など5種類のヒドロキシ脂肪酸

が検出された。従ってこれらの脂肪酸の分布が多いことから、高等動物の臓器に類する遺

物が埋納されていた可能性が推測される。

三宅遺跡の土壌SK415では試料No.lとNo.2でその残存脂肪含量と脂肪酸組成に明確

な相違があった。すなわち対照試料である試料No.lは残存脂肪抽出率は0.0031%で土壌

下層の試料No.2の00132%の約4分の lであった。また残存脂肪酸も試料No.lは中級脂

肪酸の方が分布割合が高く、高級脂肪酸の方は分布割合が低くなるという植物腐植土の比

較的多いパターンを示し、 No.2は中級脂肪酸の含量が若干少ないが、谷状の脂肪酸パタ

ーンを示し、動物性遺体の存在を示唆していた。試料No.3とNo.4は土墳SK497内から

採取し、試料No.2同様谷状の脂肪酸パターンを示した。土墳SK505から採取した土境内

試料No.5はNo.2～4同様動物性の脂肪酸パターンを示し、対照試料の土壊外試料No.6 

は試料No.l同様比較的植物腐植土の多い脂肪酸パターンを示した。

また試料No.2からNo.5のリグノセリン酸含量は一般的な動物性遺体の存在する土壌中

での含量よりもかなり多い。この直鎖状高級脂肪酸の分布割合はヒドロキシ脂肪酸の分布

状況ともよく一致し、いずれの試料からも動物の脳、神経組織、血液などの組織、臓器中

に広く分布するヒドロキシリグノセリン酸、ヒドロキシベヘン酸が検出された。土墳外の

試料No.lおよび、No.6にもヒドロキシ脂肪酸が検出されたのは、土壌から50cmしか離れ
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ていないために撹乱により土墳の影響を受けているか、またはその周辺に遺物の包含層が

あるのかもしれない。

4. 残存指肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸（80: 30 : I）を展開溶媒とす

るケイ酸薄層クロマトグラフイーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸（I: I）を窒素気流

下で反応させてアセテート誘導体にしてからガスクロマトグラフィーにより分析した。残

存脂肪の主なステロール組成を図4に示す。残存脂肪から17～21種類のステロールを検出

した。このうちコプロスタノール、コレステロール、エルゴステロール、カンペステロー

ル、スチグマステロール、シトステロールなど7干重類のステロールをガスクロマトグラフ

イ一一質量分析により同定した。

私市円山古墳では動物由来のコレステロールが約3%、植物由来のシトステロールが約

16%、日南乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールが約11%含まれて

いた。輿遺跡ではコレステロールが約4%、シトステロールが約10%、コプロスタノール

が約24%含まれていた。三宅遺跡ではコレステロールが約 l～ 7%、シトステロールが約

10～21%、コプロスタノールが約2～10%含まれていた。日光寺遺跡ではコレステロール

が約4%、シトステロールが約20%、コプロスタノールが約10%含まれていた。これらの

値をみると、コレステロール、シトステロールともに一般的な土壌中での含量よりも少な

い。これは上記の主要なステロール以外のコプロスタノンや未同定のステロールの比率が

高いため個々のステロールの含有率が数値的に低くなったものである。コレステロールの

含量が少ないのは、コレステロールの一部が腸内細菌叢によりコプトスタノールへ移行し

ていると考えられる。一般的な土壌にあまり含まれていないコプロスタノールがかなり含

まれていることは晴乳動物の存在を示唆している。

一般に動物遺体の存在を示唆するコ レステロールとシトステロールの分布比の指標値は

土墳で0.6店主、土器・ 石器 ・石製品で0.8～23.sii-'ti。土壌試料のコレステロールとシ

トステロールの分布比とコプロスタノールとコレステロールの分布比を表2に示す。コレ

ステロールとシトステロールの分布比は私市円山古墳、輿遺跡、日光寺遺跡のいずれでも

あまり高い値を示さなかった。また三宅遺跡では試料No.4の値が0.6であった他はすべて

0.6以下で、他の遺跡同様高い値は示さなかった。これは既述の如くコレステロールの一

部がコプロスタノールへ移行しているためと考えられる。コフロスタノールとコレステロ
（注14)

ールの分布比は男性で4.25、女性で2.75をとる。私市円山古墳、興遺跡、日光寺遺跡のい

ずれもその値が2.0か4.0の近辺にあり、 三宅遺跡での試料No.3、No.5では4.0付近の値を
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とっている。これらのことから私市円山古墳、輿遺跡、三宅遺跡内の土墳SK497、SK 

505には男のヒトが埋葬された可能性が高い。

5. 脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料開の相関係数を求め、

この相関係数を基礎にしてクラスター分析を行って、各試料開の類似度を調べた。同時に

宮城県摺萩蓬跡、兵庫県寺田i齢 、静岡県原川選跡、奈良県平城京左京（外京）五条五坊十

坪から出土した胞表基の土器および土壌試料に残存する脂肪酸の類似度とも比較した。

各試料聞の脂肪酸組成の類似度をパターン間匝離にして表した樹状構造図を図5に示

す。三宅遺跡の土境外試料No.lとNo.6は各々幼児埋葬の原川遺跡や土壌墓の寺田遺跡の

土壌試料に相関行列距離Ol以内で類似しており、興遺跡、の試料は平城京胞衣査内土壌試

料に相関行列距離0.1以内で類似していた。そしてそれらは同じA群を形成した。このこ

とは、輿遺跡の土壌には高等動物が埋葬されていたことを示唆している。三宅遺跡の土壌

外試料もA群を形成することは、この周辺にも動物遺体の痕跡があることを示唆している。

私市円山古墳の試料は摺萩遺跡の土壌試料と相関行列距離がOl以内で類似し、これらの

試料は平城京胞衣査や査内土壌試料とも類似していてB群を形成していた。この地点には

ヒト全身遺体があったことを示唆している。日光寺遺跡の須恵器杯の土壌試料は相関行列

距離的に近い位置に他の試料がなく、単独でC群を形成したが、 B群の骨や胞衣と比較的

近い距離にあった。三宅遺跡の試料No.2～5はその距離が0.2以内でD群を形成した。こ

のD群は距離的には他のいずれの試料とも離れていた。このことは土壊SK415、SK497 

およびSK505は同じ性質であることを示唆している。動物遺体の存在を示す脂肪酸やス

テロールが検出されることから、土墳は土壌墓と推定される。動物遺体の存在する他の遺

跡と相関行列距離的に遠いのは、土壌の性質が多少異なるためと考えられる。

6. 脂肪酸組成による種特異性相関

残存脂肪の脂肪酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸（炭素数16のパルミチン酸

から炭素数18のステアリン酸、オレイン酸、リノール酸まで）と高級脂肪酸（炭素数20のア

ラキジン酸以上）との比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異

性相関を求めた。この比例配分により第I象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、

脳、神経組織、胎盤、臓器等に由来する脂肪が分布し、第2象限の原点から離れた位置に

高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪が分布する。第2象限から第3象限にかけての原

点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第3象限から第4象限に移る原

ぷ
U
ζ
J
 

今
ノ
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点から離れた位置に海産動物が分布する。

土壌試料の残存脂肪から求めた相関図を図6に示す。輿遺跡の試料と三宅遺跡の試料

No. lとNo.6はA群を形成し、第l象限から第2象限にかけての原点から遠く離れた位置

に分布した。B群の私市円山古墳の試料は第2象限の原点から少し離れた位置に分布した。

しかし脳の分布する第l象限からは、ずれていた。これについては更に免疫反応で確認す

る必要があろう。三宅遺跡の試料No.2～5は第1象限のX軸、 Y軸ともに原点から大き

く離れた位置に分布しD群を形成した。これらA、B、D群の分布位置は高等動物由来の

脂肪が分布する所である。日光寺遺跡の試料は第3象限のX軸に沿って原点から離れた位

置に分布し、植物腐植に近いC群を形成した。この試料が植物腐植土を示す位置に分布し

たのは、動物遺体の一部に植物腐植が多く混在していることを示唆している。

この成績とクラスター分析の結果を総合すると、私市円山古墳、興遺跡、 三宅遺跡のい

ずれもに高等動物に類する遺体が埋葬されていたことを示唆している。日光寺遺跡の須恵

器杯の中には微量ながら骨あるいは胞衣に類する動物遺体の一部が埋納されていたと推測

される。

7. 総括

私市円山古墳内の赤色顔料の付着した土壌に残存する脂肪酸を分析した。この古墳内の

第2主体部東側からは高等動物の脳、神経組織に広く分布する直鎖状脂肪酸とヒドロキシ

脂肪酸が検出されることから、ヒト遺体の頭部が位置していたと推定された。

興遺跡の土墳SK03埋土からは高等動物由来の脂肪が検出された。この土壌は土壌墓と

認定された。

三宅遺跡の3つの土境内外の土壌からはいずれの土壌内土壌からも輿遺跡同様高等動物

由来の脂肪が検出された。これらの土壌も土壌墓と認定された。

日光寺遺跡、から出土した須恵器杯の埋土からは高等動物の骨と胎盤に近い脂肪が検出さ

れた。この須恵器杯には骨または胎盤（胞衣）を納めていた可能性がある。胎盤の埋納につ

いては、更に免疫学的な分析である。
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表l 土嬢試料の残存脂肪抽出量

試料No. 採取地点 湿重量（g) 全脂質（mg) 抽出率（%）

私市円山古墳 第2主体部東側 178.80 13.40 0.0075 

輿遺跡 D地区SK03埋土 192. 71 4.10 0.0021 

日光寺遺跡 C地区土墳l出土

須恵器杯埋土 587.51 8.80 0.0015 

三宅遺跡 第W調査地

No.I 7F-2土墳外 388.65 12.00 0.0031 

No.2 7F-2土壌下層 336.08 44.40 0.0132 

No.3 80-10土層No.⑮ 335.58 293.50 0.0875 

No.4 80-10土境上層 266. 15 39.80 0.015 

No.5 80-8土域内 389.22 103.40 0.0266 

No.6 80-8土墳外 413. 12 15.30 0.0037 
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表2 試料に分布するステロールの割合

試料No. コプロス コレスァ シトスァ コレステ コプロス

タノール（%） ロール（%） ロール（%） ロール／シトス タノール／コレス

テロール テロール

私市円山古墳 10.87 2. 71 15.75 0. 17 4.01 

興遺跡 24.02 4.13 10. 42 0.40 5.82 

日光寺遺跡 9. 78 4.47 19.52 0.23 2. 19 

三宅遺跡

No.I 2. 73 2.91 11. 43 0.25 3.41 

No.2 2.41 6. 79 16.01 0.42 1. 47 

No.3 9. 16 2目55 20.52 0.12 0.35 

No.4 9.50 7. 14 12.61 0.57 0.94 

No.5 4.87 1. 43 12.88 0. 11 1. 33 

No.6 3.05 2.07 10. 07 0.21 3.60 
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在日
ー『－ー『ーー ~ 1r 

、~II 「ー－一一一 白戸ムゾ

図 1-1 私市円山古墳の試料採取地点図

。

図 1-2 輿遺跡の土墳配置図

た；Tプフ
図 1-3 興遺跡の試料採取地点図
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R コー

図1-4 三宅遺跡の土壌配置図および試料採取地点図

どろi
図 1-5 日光寺遺跡の試料採取地点図
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群名試料名

A 

三宅No1 

原川遺跡82中心土嬢

原川遺跡83中心土場

三宅地6

寺田遺跡埋土下層東側

興 遺跡

No.3平城京胞衣壷内下層土

地1平械京胞衣室内上層土

f私市円山古墳

｜摺萩遺跡4号土コウ

B ｜摺萩遺跡5号土こう

｜州平械京倣憂内底部土

人No.5平減京胞衣壷

c 日光寺遺跡

0.0 0.1 

相関行列距離
0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 

土留咽由・市円蓋倣

2

4

3

5

古
小

肋

陥

肋

ル

剛

被

宅

宅

宅

宅

汗

三

三

三

三

hm

f
i
l
l－
－
’
－
K
＼
 

D

E

 

264 

関 5 .:L器およ び土法試 料 に残存 する l脂肪の脂肪酸 組成樹状機造陸｜



飽和指肪酸

不飽和脂肪酸

〆「一一十今－－－－－＼~
I三宅遺跡肋.6Lつ白 田市ι仏内
/ (0.3, 4.4) I 穴理附~v o 

三宅遺跡No.1(0.3, 37.3) 

＼ ⑧ ト1.2

0.2 

日光寺遺跡

1.0 
0.4 

0.8 

2.4 

2.0 

1.6 

8.8) 三宅遺跡No2(1.1, 

三宅遺跡No.3(2.3, 

三宅遺跡No.4(1 • 4, 
三宅遺跡No5(1.9,

0.6 

ζ
J
 

ζ
U
 

ウ＆

0.8 
炭素数.20以上
炭素数18以下

図6 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関

凋
斗

nu

n

u

n

u

 

［
1
1
1
11
ト
I
ll
1
1」

付載

32.2) 

33.3) 

19.5) 

127. 2) 



京都府遺跡調査報告書戸 第17冊

付載

興遺跡花粉分析他

1. はじめに

興遺跡は、京都府福知山市字興～観音寺に所在する。遺跡の性格は、 由良川によって形

成された自然堤防上に立地する弥生時代中期に属する集落遺跡である。昨年度行った北部

地区の調査の結果、 E拡張区において溝や土坑、柱などの遺構や土器や石器などの遺物が

検出されている。

今回の分析調査では、E拡張区の大溝（SDOl,SD02）周辺の古植生復元を試みるため、

遺構内の堆積物について花粉分析を行った。しかし、分析試料の質から花粉分析試料とし

て不適と考えられたため、花粉分析の結果を待って植物珪酸体分析を自主的に試みた。

2. 試料

分析試料は、SDOI内の堆積物が4点， SD02内の堆積物が3点の計7点である。なお、

S DOIの試料は中層および下層がおのおの2点ずつあるため、 当社にて便宜上それぞれ

①，②と番号をつけた。

S DOIの試料はいずれも褐色のシル ト質粘土で、炭化物が混じっていた。SD02の試料

のうち、上層と中層は炭化物を含む褐色のシルト質粘土、下層は有機質を含む黒褐色の粘

土であった。

これらの大溝は調査所見により、水路などではなく環濠の一部と考えられ、 SD02のす

ぐ後にSDOlが構築されたことが判っている。

3. 花粉分析

3-1.分析方法および結果の表示法

花粉 ・胞子化石の抽出は、以下に示した方法で行った。

試料を湿重で10～15g秤量し、フッ化水素（HF）処理により試料中の珪酸質の溶解と試料

の泥化を行う。次に重液（ZnBn，比重2.2）を用いて鉱物質と有機物を分離させ、有機物を

j農集する。その有機物残i査について、アセ トリ シス処理を行い植物遺体中のセルロースを

加水分解して、最後にKOH処理により腐植酸の溶解を行う。
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輿遺跡花粉分析結果

OKI-E OKI-E O阻－EO阻－E OKI-E OKI-E OKI-E 

SD-01 SD-01 SD-01 SD-01 SD-02 SD-02 SD-02 

中層 中層下層下層上層 中層下層

①②①②  

表1

試料番号種類（Taxa)

木本花粉

コナラ属アカガシ亜属

ハU
A
り
ハ
U
A
U
A
U

1
i
n
u
n
u

－－

勺ん

2 

nυ
ハ

リ

ハ

リ

今

ム

勺

ム

ハU
A
U
n
u
t－
t
l

2 

凸

U

AU
n
U
今
ム

今

ム

20 

1

0

0
初

引

n
u
n
v
n
u
n
U
Aり

シダ類胞子

合計

木本花粉

草本花粉

不明花粉

シダ類胞子

総花粉 ・胞子

グリセリンで封入しプレよく撹枠しマイクロピペッ トで適量をとり、処理後の残誼は、

パラー トを作成した。検鏡においてはプレパラート全面を走査し、その聞に出現した全て

の種類（Taxa）について同定 ・計数した。

果3-2.結

本調査で分析した全試料と も、花粉化石 ・シダ類胞子化石がほとんど検出されなかった

これらの化石は保存状態が極めて悪く 、破損・溶解がかなり進んでいた（表 1）。また、

（図版1）。

察3-3.考

本調査によって、分析 した全試料からは花粉化石がほとんど検出されなかった。この原

因としては、好気的な環境下による酸化や微生物などの影響により花粉化石が分解してし

まったことが考えられる。一般に被子植物より裸子植物の花粉やシダ類胞子の方が、風

化・ 腐敗に対して抵抗が強い。そのため、花粉化石の保存が悪く落葉樹の半数以上に風化

その試料は花粉分析には不適である （徳永 ・山内，の痕跡が見られる ような場合には、

1971）とされている。 以上のことから、今回の分析結果から古植生を復元することは差し

控えた。今後、本遺跡周辺の植生を検討するには、周辺の低地などの花粉化石の保存状態

が良好と思われる場所で採取した同時期の堆積物を分析対象とする必要があろう。
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花粉分析の結果はやはり予想された結果に近かった。したがって、目的に対する検討は

不十分であったため、同一試料で、植物珪酸体分析を行った。

4-1.分析方法

分析は、近藤 ・佐瀬 (1986 ） の方法を参考にして次のように行~f_: o

湿重5g前後の試料につき、過酸化水素水（H202）処理・熱塩酸（HCI）法による脱鉄処理

で、試料を泥化し、試料中の有機物および鉄分を除去する。続いて、超音波処理(150W,

250KHz, 5分間）で土壌粒子を完全に分散し、飾別（250μm目）により粗粒物を、沈定法

により粘土分を除去し、植物珪酸体を濃集する。次に、重液分離法（ZnBrz，比重2.3）で植

物珪酸体を分離・濃集する。これをプレパラートに封入（封入剤：プリュウラックス）し、

400倍の光学顕微鏡（簡易偏光装置装備）下で全面を走査しながら、出現する植物珪酸体を

同定・計数（500個以上）する。同定に際しては、イネ科植物珪酸体の葉部短細胞由来の植

物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞由来の植物珪酸体（以下、機動

細胞珪酸体と呼ぶ）に着目し、近藤・佐瀬（1986）の分類に基づいて行った。

結果は、 一覧表で示す。

*I：近藤・佐瀬（1986）の方法は、植物体に形成される植物珪酸体全てを同定の対象とし、出現率か

ら過去の植生を推定するものである。これは、種レベルで植物体内の植物珪酸体の組成および生産量

が異なるためである（近藤， 1983）。 例えば、稲（イネ属）では機動細胞珪酸体の割合が高いが、小麦

（イチゴツナギ亜科オオムギ族）などでは機動細胞珪酸体はほとんど形成されない。過去の稲作の有無

について検討する場合には、特に短細胞珪酸体および機動細胞珪酸体について注目する。

4-2.結果

計数結果を表2に示す。

S D02下層試料を除いた全試料でイネ科葉部起源の植物珪酸体が多く検出され、その中

でも短細胞珪酸体の検出個数が多かった。植物珪酸体の保存状態は、短細胞珪酸体で良好

であったが、機動細胞珪酸体ではその表面に多数の小干し（溶食痕）が生じているため同定で

きないものが認められた。

植物珪酸体の種類（Taxa）は、 SD02下層試料を除いた全試料でほぼ同様であった。短細

胞珪酸体ではタケ亜科が多数産出し、イネ族、ヨシ属、ウシクサ族、イチゴツナギ亜科が

伴出する。イネ族は栽培植物とされるイネ属とマコモ属に細分され、その多くはイネ属で

ある。イネ属のいくつかは、組織片中の短細胞列として認められる。ウシクサ族はチガヤ

属・ススキ属に細分される。また、タケ亜科にはネザサ節が含まれる。さらに、キビ族に
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葉部短細胞珪酸体由来

葉身機動細胞珪酸体由来

計測数

組織片

イネ属穎珪酸体

イネ属短細胞列

417 

102 

519 

6 

395 

116 

511 

はヒエ属・キビ属・エノコログサ属、イチゴツナギ亜科にはオオムギ族といった栽培植物

の種を有する種類が認められる。ただし、現状の植物珪酸体の分類ではここで検出された

植物珪酸体が栽培種に由来したものか否かの判別は困難である。機動細胞珪酸体ではタケ

キピ族が伴出する。また、イネ属ヨシ属、亜科が多数産出し、栽培植物とされるイネ属、

の穎珪酸体（稲籾に形成される植物珪酸体）で構成される組織片が多数検出された。

S D02下層試料では、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体で50個程度しか検出されなかった

イネ属穎珪酸体で構成される組織片が多数検出された。
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4-3.考察

土壌中の植物珪酸体は局所的な植生を反映すると考えられる（近藤・佐瀬，1986）。 これ

より、今回の分析結果を考慮すれば、 SDOlおよびSD02の各溝内で各層が堆積した当時

の講周辺ではタケ亜科、イネ族、キピ族、 ヨシ属、ウシクサ族などのイネ科植物が生育し

ていたと推定される。タケ亜科のネザサ節は充分な日光のもとでしか生育できないため開

けた場所に生育する（室井，1960）。 このことから、溝近辺は比較的開けた場所であったと

推定される。また僅かに、イネ族マコモ属、ヨシ属が検出されているが、これらは低湿地

などの湿潤な環境下に生育する湿生植物（挺水植物）であることから、そのよう な環境下で

の堆積物の混入があったか、 局所的に同様の環境が存在したかが考えられる。 水路ではな

いという判断がなされていることから、前者の可能性を示唆する。

また、量比の差はあるがどの試料からもイネ属が検出されたことは、溝内に稲あるいは

稲作耕土が混入していたと考えられる。さらに、SDOI中層およびSD02上層 ・下層では

稲籾が大量に埋積していたと推定される。

（パリノ・サーヴ、エイ株式会社）
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(1)Dト レンチ遺構検出状況 (北から)
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(2)Eト レンチ下層遺構検出状況 (北から)
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(1)4号埴輸出土状況

(2)5号・ 6号埴輸出土状況



図
版
第
五
七

崎

古

墳

群

(1)野崎 1号墳周溝北部分 (西から)
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(1)野崎 3号墳全景 (北東から)
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ノ

″
・ フ



図
版
第
五
九
　
　
野

崎

古

墳

群

/
′
・

暉″・

″´
‐ ″

(1)野崎 5号墳全景 (南東から)

L´
0

(2)野崎 6号墳全景 (南から)

_ギ .さデ
"デ
軸~

?L踪韓_:
1目1畷

二■■■
==

=́4L

|・
・  _」

な二」
l

毛
Tヽ[

ギ
藝 二  尋け :

'L
メ
ダ

lllll!!lllll!目 |ロロllロ
ロヒ
・
l::rr:!:::'1liill:lll11:ll:自 目l

「
|

「
警T‐平習理F■■■■■■■■|■1軍軍国願懸1    ・` 電一    ヒ ・



図
版
第
ハ

○

野

崎

古

墳

群

(1)野崎 5号墳と左手後方に高槻茶臼山古墳 (東から)

(2)現地説明会風景 :野崎 5号墳後円部 (北から)

己謹目事
‐ 〕τ

口■■■
ョ_■■■

_…
…

‐ ■,■ 口� ぃぃ .

ri γ
=意
,■墨・■  ■′~・  ・`

鷲

"秘
Fム｀「―~  ・■

‐
言
´ =ハこ‐中学暉=ド

q口甲F“ЧFT「 ~|

【
　

ｔ

む゙、ハ、
可1ヒ

ぶ

ユ
■ 卿

■自ビい ■
口
■

旧

」

」

」

|| ■|ダ

|

●コロ
`



図
版
第
ハ

一
　

野

崎

古

墳

群

3

野崎 1号墳出土円筒埴輪
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